















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




『アリアンロッド・サガ・リプレイ①　戦せん乱らんのプリンセス』から始まった『アリアンロッド・サガ』シリーズ。

　もうご存ぞんじの方も多いと思いますが、『無印』とも呼よばれる『アリアンロッド・サガ・リプレイ』を除のぞく各リプレイシリーズなどは、『アクロス』なら〝Ａ〟、『ブレイク』なら〝Ｂ〟というように、アルファベットのコードネームがつけられています。そして現げん在ざい、そのコードネームも〝Ｆ〟まで進んでいます。

　ちなみに〝Ｃ〟は『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』。こちらはアスキー・メディアワークスより発売中のコミックスで、まだピアニィがエストネル王国にあるシェルドニアン学園の学生だった頃ころのエピソードを描えがいたものになっています。

　また、〝Ｆ〟は『アリアンロッド　サガ・ファンブック Fellowship of Stone』（エンターブレイン刊かん）だったりします。文庫として発売されているわけではありませんし、出しゆつ版ぱん元もとも違ちがいますが、『無印』のＰＣが活かつ躍やく（？）しているリプレイや、ピアニィ、アル、ナーシアといったお馴な染じみの面々が登場するボイスドラマが収しゆう録ろくされています。




　このどちらにも『アクロス』シリーズのＰＣのひとり、エルザ・ブルックスが登場しています。よろしければ、これらも手に取っていただけるとうれしく思います。

　もちろん、このほかにも小説、サプリメントなども発売されています。これらの作品について知りたいという方は、富ふ士じ見み書しよ房ぼうのサイト、そして『アリアンロッド公式サイト』をご覧らんくださいませ。アドレスは以下のとおりです。




　富士見書房　アリアンロッド解かい説せつコーナー

　　http://www.fujimishobo.co.jp/game/arian/




※富士見書房のサイトは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　アリアンロッド公式サイト

　　http://www.fear.co.jp/ari/




　さて、時代が進んで四巻から「ノーデンス編へん」へと突とつ入にゆうした『アクロス』シリーズですが、ついに『無印』『ブレイク』と時代が並ならびました（ちょっとだけ、時間的に遅おくれていますが）。そのため、『アクロス』四巻の裏うら側がわでは、『無印』のピアニィがフェリタニア王国を建国し、グラスウェルズはメルトランドへと侵しん攻こうを開始しています。したがって『アクロス』も、アルディオン大陸の歴史が大きく動き始めた、そんな時期の物語となります。

　そして本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス⑤　黄金の狼おおかみ、銀の紋もん章しよう』で、『アリアンロッド・サガ』のリプレイシリーズのなかでは、この『アクロス』シリーズが先せん陣じんを切って、ついにゴール──最さい終しゆう巻かんを迎むかえることとなりました。

　思えばキャラクターレベル１から始まり、今やレベルは12の上級クラス。途と中ちゆう、時間を進めるために一気にレベルアップしたとはいえ、よくぞ、ここまでひとりも欠けずに戦い抜ぬいてくれたものです。

　そんな歴戦のＰＣたちにも最大のピンチが訪おとずれました。果たして、魔ま族ぞくベリアルの精せい神しんに侵しん食しよくされてしまったツヴァイの運命は──。そしてこの事じ態たいを受けて、他の〝黄金の狼〟のメンバーはどう行動するのか。また、ツヴァイを助ける方法はあるのか？

　そんな怒ど濤とうの展てん開かいが、読者のみなさんをお待ちしています。




　それではまえがきはこの辺りで終わりにして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス⑤　黄金の狼、銀の紋章』──いよいよ本ほん編ぺんへと参りましょう！







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　帝てい紀き八〇七年に起こった〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟で全ぜん滅めつした傭よう兵へい隊〝黄金の狼〟。その生き残りであるユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダインの四人は、さまざまな戦いを経へたのち、現在はエストネル王国を中心に活動していた。ユンガーはエストネルの密みつ使しノーデンスとなり、エルザは実家ブルックス交こう易えき商会の支し店てんをオープン、さらにシェルドニアン学園の講こう師しとなっていた。ツヴァイとダインもバルムンクを追って、アルディオン中を旅している。

　そんななか、ユンガーたちはツヴァイの兄にしてバルムンクの一員である〝火焔剣フランベルジユ〟のアインが、巨大ゴーレム〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使って、魔族ベリアルを解放しようとしているとの情報を入手する。それを阻そ止しするために、フェリストルへと向かう〝黄金の狼〟。

　だが、アインの目的は違った。彼の目的はベリアルの呪縛を逃れるためにベリアルが封じ込められている結けつ晶しよう体たいを破は壊かいすることだったのだ。だが、その行こう為いはエストネルごとベリアルの結晶体を破壊するものだった。アインを止めるために戦うツヴァイたち。だが、その戦いの決着がついたとき、アインはベリアルの部下である魔族オルナに殺される。この戦いそのものが、魔族オルナの計画だったのだ。

　そして、ツヴァイの身体からだを奪うばうため、ベリアルの精神がツヴァイを侵食し始める……。
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◆Preplay 01◆敵てきを希望する男




「ね、オレ、敵になっていいの？　なっていいんだよね？」




　それは二〇一〇年某ぼう月げつ某ぼう日じつのこと。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にて、笑顔で問とい掛かけてくる男がひとり。

　その名を、菊きく池ちたけし──。

　そう『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーであり、本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズでツヴァイを担たん当とうしているプレイヤーである。




ゆーら：……なんでそんなにうれしそうなんですか？

きくたけ：いや、ＰＣが敵になったら面おも白しろいかなぁ～って（笑）。

[image: ]村：そういうことって、よくあるんですか？

えんどー：いや、そんなによくあることではないと思いますよ（笑）。

きくたけ：うん。よくあることではないな。ただ……。

矢薙：ただ？

きくたけ：……まぁ、過か去こにそういうことがあったことは否ひ定ていしない。

えんどー：ちなみに、敵になったＰＣのプレイヤーは社長（『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズのＧＭ、鈴吹太郎すずふき・たろうのこと）だったりします。

[image: ]村：社長さんがっ!?

えんどー：もちろん、そのときのＧＭはきくたけさん（笑）。

[image: ]村：なるほど。それがあったから、今回は敵になりたがっているんですね（笑）。

きくたけ：（朗ほがらかな笑顔で）いやー、そんなことはないですよ。




　と、過去話にプレイヤーたちが興きようじている間に、ここで彼らの紹しよう介かいをしておきましょう。




矢薙直樹やなぎ・なおき

　ベストポジション所属の声せい優ゆうにして、フリーマーチという会社の社長。『ナイトウィザード The ANIMATION』の柊蓮司ひいらぎ・れんじ、『銀ぎん河が鉄道物語』シリーズの有紀学ゆうき・まなぶなどを演えんじている。声優のほかにも、俳はい優ゆう、ナレーター、音おん響きよう、同どう人じん誌しの作成など幅はば広ひろいジャンルで活動中。

　ＴＲＰＧのプレイヤーとしては、普ふ段だんはとぼけたところを見せながらも、決めるところは決めてくれる、そんな頼たのもしい人である。

　エストネル王国の密みつ使しユンガーを担当している。




[image: ]村清子よしむら・きよこ

　ＴＶアニメ『ナイトウィザード The ANIMATION』『伝説の勇者の伝説』などに参加している脚きやく本ほん家か。そのほか、ＣＤドラマ、小説などでも活かつ躍やく中。

『アクロス』第一巻かんからＴＲＰＧを初めてプレイしたとは思えない発想を展てん開かいし、要所要所ではＧＭの予想を上回る行動を取る、まさに『アクロス』パーティのブレインである。

〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ魔ま術じゆつ師しエルザ・ブルックスを担当している。




菊池たけし（きくたけ）

〝きくたけ〟の愛あい称しようでもお馴な染じみ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長。『アリアンロッド』のほか、『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』（共にエンターブレイン刊かん）のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』では、通つう称しよう『無印』と呼よばれている『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズのＧＭを担当している。

　前ぜん巻かんでついに出生の秘ひ密みつが明かされた、フリーの傭よう兵へいツヴァイを担当している。




遠藤卓司えんどう・たくじ（えんどー）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームデザイナー。『アルシャードff』『世せ界かい樹じゆの迷めい宮きゆうＳＲＳ』『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』（すべてエンターブレイン刊）などのゲームデザインを担当している。豪ごう快かいな笑い声が特とく徴ちよう。

　プレイヤーとしては常つねに思し慮りよ深ぶかく、どんな状じよう況きようでも頼たよりになる男。たまにぽこっと抜ぬけることもあるが、それがまたいい味を出していたりする。

　守ってよし、回かい復ふくしてよし、ついでに歌も歌う機械人エクスマキナ、エストネル大だい神しん殿でんに仕えている聖せい騎き士しダインを担当している。




久保田悠羅くぼた・ゆうら（ゆーら）

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ──つまり、本書のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつを担当しているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のゲームデザイナー。『アリアンロッド』シリーズでは、菊池のお手伝いをいろいろとしている。また、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』では、エルダナーンの魔術師カテナ・アウレアのプレイヤーとして参加している。




　ついに『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』も最さい終しゆう巻かん！　どうぞ、最後までおつきあいくださいませ。







◆Preplay 02◆今回予告＆シナリオハンドアウト




ＧＭ：さて、それではまず今回予告から読み上げます。ちなみに、今回のオープニングは、四巻第八話のエンディングの直後から始まります。

きくたけ：（偉えらそうに）オレが魔族のオルナにかしずかれているところからだな。

矢薙：あ、きくたけさんがいい気になってる（一同笑）。

きくたけ：はっはははは（笑）。

ＧＭ：頭を下げているのは敵ですけどね。

きくたけ：敵であろうがなんだろうが関係ない。だって、オレのＰＣって、人に頭を下げられるようなこと、めったにないんですよ（一同笑）。

矢薙：それは自業自得ですよ（笑）。

えんどー：でも、アンソンだって『ブレイク』の三巻で、グラスウェルズの王国軍師になったじゃないですか。

[image: ]

きくたけ：おぅ！　そのとおりだ（笑）。

[image: ]村：すごい！　大出世じゃないですか。

ＧＭ：まぁ、おかげで向こうでも大変な目にあっていたりしますが（笑）。さて、それではそろそろ今回予告とシナリオハンドアウト、いきます！




今回予告

　時に帝てい紀き八一二年一〇月──。

　宿しゆく敵てきともいえる〝火焔剣フランベルジユ〟のアインを倒たおした〝黄金の狼おおかみ〟だったが、それはバルムンクの張はり巡めぐらした用よう意い周しゆう到とうな罠わなだった。

　みずからの時間を遅おそくすることで〝真の死〟を免まぬがれてきた魔族──〝剣の王ノートウング〟ベリアルの精せい神しんとツヴァイの肉体は結びつき、ベリアル復ふつ活かつのカウントダウンは始まった。

　果たして、ツヴァイの身体からだはベリアルに奪うばわれてしまうのか。

　そして、ノーデンスであるユンガーにも苛か酷こくな命令が下される。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　───第九話「宿命と使命のカノン」




　すべては、竜の石の導みちびきの下もとに───。

[image: ]




矢薙：え？　僕ぼくにもですか？

きくたけ：うぇっ！　なんとなく分かったような気がするぞ。

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。で、こちらがハンドアウトです。まずはユンガーから。




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹

コネクション：グリーナ・デュランタリエ　　　関係：上司

　ベリアルの精神を身体に宿してしまったツヴァイ。

　まだ完全には奪われていないようだが、それもいつまで保つか。

　だが、助ける方法はあるかもしれない。魔族と戦ってきたエストネル、そしてノーデンスであれば、その方法を知っている可か能のう性せいがある。

　まずは上司であるグリーナ・デュランタリエにこの事じ態たいを報ほう告こくすべきだろう。




矢薙（以降、ユンガー）：ツヴァイを助ける方法があるんですね？

ＧＭ：それはどうか分かりません。「あるかもしれない」ですから。

きくたけ：あるかもしれない？　なんていい加か減げんな（笑）。

えんどー：大だい丈じよう夫ぶですよ。きっと、エストネルじゃ分からないから。

きくたけ：奇き遇ぐうだな。オレもそう思っていたところだ（一同笑）。

ユンガー：でも、ユンガー的には分からないので、エストネルに戻もどって訊きいてみようということになるわけですね。

ＧＭ：そういうことです。では、次はエルザのハンドアウトです。




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子

コネクション：ツヴァイ　　　関係：庇ひ護ご

　オルナの陰いん謀ぼうによって、このままではツヴァイがベリアルになってしまう。

　ツヴァイを弟のように思っているキミにとって、これは堪たえられないことだ。

　なんとしても彼を助ける方法を探さがさなければ。




[image: ]村（以降、エルザ）：助ける方法を探さないといけないということは、やっぱりエストネルでは分からないみたいです（笑）。

きくたけ：ですよね～。

ユンガー：やはりここはツヴァイを見み捨すてて……。

きくたけ：見捨てるなっ！（一同笑）

エルザ：大丈夫、わたしはツヴァイくんのこと、見捨てませんよ。

きくたけ：おぉ[image: ][image: ]。エルザさんだけは信じていましたよ。

エルザ：だって、ブルックス商会の貴き重ちような働き手を失うわけにはいきませんから（笑）。

きくたけ：そういう理由かいっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：はい、では次はそのツヴァイのハンドアウトです。




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：ベリアル　　　関係：自身

　目の前に跪ひざまずくオルナに言われてキミは気がついた。

　自分の中に感じる異い質しつな存そん在ざいを──。

　今はまだわずかだが、少しずつ少しずつ、その存在は大きくなろうとしている。これがベリアルの精神なのだろうか。

　このままでは飲のみ込こまれてしまう。早くなんとかしなければ。




きくたけ（以降、ツヴァイ）：飲み込まれる[image: ][image: ][image: ][image: ]。というか、いっそ飲み込んでくれた方がマシのような気がするのは気のせいか（笑）。

えんどー：素直に身体を渡わたせば、ブルックス商会で働かなくてもすみますよ（一同笑）。

ユンガー：確たしかに、苛酷な労働からは解かい放ほうされますからねぇ。

エルザ：え[image: ][image: ]っ！　そ、そんな目先のことにこだわったらダメですよ！（一同笑）

ツヴァイ：まぁ、それが目先のことかどうかはさておき、オレとしてもベリアルに身体をくれてやる謂いわれはないわけだし、なんとしても助かる方法を探すことにしよう（笑）。

ＧＭ：じゃ、そんなところで（笑）。そして、最後はダインです。




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟　　　関係：忘ぼう却きやく

　目の前にある巨きよ大だいゴーレム〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟。

　キミはこのゴーレムをどこかで見たことがあるような気がする。

　バルムンクの工こう房ぼうで見たからではない。もっと昔──カテナに助けられる前に見た気がするのだ。いったいどこで見たのだろうか？




ツヴァイ：ついにダインの出生の謎なぞも明らかにっ！（笑）

エルザ：きっと、ものすごい秘密なんですよ。

えんどー（以降、ダイン）：鎧よろいのなかから、美少女が登場するでごわす（笑）。

ＧＭ：そんなわけあるかっ！（一同笑）

ダイン：残念（笑）。

ＧＭ：そんな夢のような話はおいとくとして、せっかく三巻の判はん定ていでクリティカルが出て、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟についてなぜかダインが知っているということになったので、その部分を使わせていただきました（『アクロス』三巻二八三ページ参照）。

ダイン：しかし、まさか私の出生まで拾われるとは思ってもみなかった（笑）。

ＧＭ：使えるものは、なんでも使いますよ～。では、各自ＰＣを成長させてくださいませ。




●ユンガーの場合（12レベル）

ＧＭ：では、ユンガーからどうぞ。

ユンガー：キャラクターレベルが12レベルになりました。装そう備びは前回と同じで、フェイトもそのままです。

ＧＭ：大おお枠わくで変化なしと。

ユンガー：ええ。そしてスキルは《ストレイトショット》（＊）と《インターフィアレンス》（＊）を新しく取得しました。

ツヴァイ：おぉっ！　ついに《インターフィアレンス》がきたっ！　これでダインがかなり楽になるかも。

ダイン：ですね。私が《カバーリング》できないときは、ユンガーに攻こう撃げきを妨ぼう害がいしてもらえますから。

ＧＭ：だがしかし、ユンガーがこのタイミングで《インターフィアレンス》を取得することは予想の範はん疇ちゆう！　そうそう、うまくいくと思うなよ（笑）。

ユンガー：なんか熾し烈れつな戦いが繰くり広ひろげられる予感がします（笑）。





（＊）《ストレイトショット》　スカウトのスキル。射撃攻撃の命中判定のダイスを一個増やす。

（＊）《インターフィアレンス》　スカウトのスキル。相手の攻撃を妨害するスキル。
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●エルザ・ブルックスの場合（12レベル）

ＧＭ：次はエルザです。

エルザ：わたしも12レベルになって、フェイト、装備の変へん更こうはありません。スキルは《インフェルノ》を２レベルに上げて、新しく《マジックエッジ》（＊）を取得しました。

ＧＭ：着実に火力が上がっていきますね（笑）。

エルザ：これで《マジックフォージ》を使った場合は、ダメージが26Ｄ＋40になりました。《マジックサークル》も合わせると28Ｄ＋40です。

ＧＭ：平へい均きんは……[image: ]点くらい？

ツヴァイ：となると《リゼントメント》を使った時は……（計算している）[image: ]点弱というところかな。

ＧＭ：（遠い目をしながら）[image: ]点かぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：同じレベルのときの火力で比較しても、ピアニィ陛へい下かをはるかに上回っていらっしゃいますな（笑）。

エルザ：ピアニィには負けられませんから（笑）。

[image: ]





（＊）《マジックエッジ》　ウィザードのスキル。《マジックフォージ》の効果を上昇させ、さらに《マジックフォージ》を使用したときに、そのダメージをスキルで軽減できなくする。



[image: ]




●ツヴァイの場合（12レベル）

ツヴァイ：そしてオレも装備の変更はなし。魔導銃キヤリバーを使っていると、武ぶ器きの変更がなくて楽でいいな。あ、レベルはもちろん12になった。

ＧＭ：ツヴァイと違って『ブレイク』のアンソンは、キャラクターの設せつ定てい的に武器をどんどん持もち替かえていかなきゃならないですからね（笑）。

ツヴァイ：あれはあれで面白いからいいんだけどな。で、サポートクラスをウォーリアにクラスチェンジ！《アームズロジック》（＊）《スマッシュ》（＊）を取得した。

ＧＭ：なるほど。《スマッシュ》を取るためにウォーリアになったのか。

ツヴァイ：それに《スマッシュ》を取得すれば、ウォーロードの《ハイパーゲイン》（＊）も取れるようになるし、《ボルテクスアタック》のダメージも１Ｄ増ふえるので、意味はあるぞ。

ＧＭ：しかし、すっかり銃で殴なぐるキャラになってしまいましたね。

ツヴァイ：まぁ、それはそれでよしということで（笑）。





（＊）《アームズロジック》　ウォーロードのスキル。選択した種別の武器を使用した命中判定のダイスが一個増える。

（＊）《スマッシュ》　ウォーリアのスキル。白兵攻撃のダメージに【筋力】の値を追加する。

（＊）《ハイパーゲイン》　ウォーロードのスキル。白兵攻撃のダメージに、常に【筋力】の値を追加できるようになる。
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●ダインの場合（12レベル）

ＧＭ：では、最後にダイン。

ダイン：私も12レベルになりました。取得したスキルは物理防ぼう御ぎよ力りよくと魔ま法ほう防御力の両方がシーン終しゆう了りようまで上じよう昇しようする《ホーリーフィールド》と──。

ＧＭ：ぐぇ[image: ][image: ]、こっちはさらに固くなったっ!?

ダイン：セットアッププロセスのスキルをふたつ使用できるようになる《インペレイティブ》にしました。これでセットアッププロセスをいろいろと組みあわせできるようになりますよ。《ファイトソング》にするか、それとも《ヘイスト》を使うかという悩なやみとは、ついにおさらばです（笑）。そしてついに武器を購こう入にゆう！

ＧＭ：え？　いまさら武器？　何を買ったの？

ダイン：誓ちかいの剣という魔法のブロードソードです。なんと、これを装備しているだけで物理防御力が10点上がるという優すぐれ物もの！

ＧＭ：げっ！　さらに防御力が上がるのかっ!!

ツヴァイ：しかし、よく見つけてきたなぁ、そんなもの。

ダイン：いや、武器で防御力が上がるのは盲もう点てんでしたよ。今まで武器を使っていなかったので、まったく調べていなかったですから。もう少し、早く気づくべきだった（笑）。

ＧＭ：いや、気づいて欲ほしくなかったから（笑）。

ダイン：はっはははは（笑）。我わが身みを守るためですから、そりゃ必死にもなろうというものです。あ、あとハイＭＰポーションを三本ほど追加で買っておきます。

ユンガー：そういえば、前回の続きって言ってませんでしたっけ？　アイテムとか買ってもいいんですか？

ＧＭ：あ、それは大丈夫です。オープニングでオルナと対たい峙じしているところから始まりますけど、そこで戦せん闘とうは発生しない予定なので。もし、戦闘になった場合、追加で購入したアイテムは使用できないということでお願いします。

ツヴァイ：え？　戦闘してもいいの？

ＧＭ：（ニヤリ）勝てる自信があればどうぞ。

ツヴァイ：うっ！　（キョロキョロと見渡して）えー、やっぱり平和が一番ですよね。

一同：弱っ!!（笑）

[image: ]

ＧＭ：まぁ、そこは状況を見て判はん断だんしてください。あとはギルドですが、ギルドレベルが上がったので、新しいギルドスキルが取れるようになりました。

ツヴァイ：《再行動》！　《再行動》！

ＧＭ：はいはい（笑）。それでは、新しく取得するギルドスキルと、今回持っていくギルドスキルを決めてください。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆折れた剣つるぎがひとつの剣になること




ＧＭ：さて、最初のシーンは先ほども言ったとおり、前巻のエンディングフェイズの直後からになります。したがって、ＰＣ全員が登場となります。

ダイン：巨大ゴーレム──〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が隠かくされていた、地下倉庫でしたっけ？

ＧＭ：そうです。旧アヴェルシア王国の王都フェリストルの地下水路に封ふう印いんされていた〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使おうとしていたアインと戦い──。

ユンガー：その戦いには勝利したけれど、ツヴァイは魔族のベリアルに身体からだを乗っ取られてしまった。

エルザ：見事にオルナの陰謀に、はめられてしまいましたからね。

[image: ]

ツヴァイ：そして、オルナに「お帰りなさいませ、ご主人様」と言われた。




　言ってません。




ツヴァイ：違ちがったっけ？　あれ？　そんな印象があったんだけどなぁ。

ＧＭ：そんなこと言うかっ！　「お帰りなさいませ、ベリアル様」だ────あれ？　あまり変わらない気がしてきた（一同笑）。

ツヴァイ：ほ、ほらぁ[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：と、ともかくっ！　メイド喫茶の話はおいといて、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすツヴァイの前には、臣下の礼を取って跪ひざまずいているオルナの姿すがたがあるということで！（一同笑）

ツヴァイ：分かった（笑）。それで、オレはちゃんと自分の意思を保たもっているんだよな？

ＧＭ：それは大丈夫。自分がツヴァイであるということはきちんと認にん識しきできます。ですが、心の奥おく底そこの方に自分とは違ちがう異質な何かが感じられます。

ツヴァイ：それがベリアル？

ＧＭ：おそらくそうであろうことが、ツヴァイには分かります。しかも、それは少しずつ少しずつ、大きくなっていくのも感じられます。

ツヴァイ：つまり、時間はあまりないってこと？

ＧＭ：はい。今すぐにツヴァイがベリアルに乗っ取られるということはありませんが、近いうち──数週間後にはツヴァイの意識はなくなり、完全にベリアルとなってしまうでしょう。

エルザ：じゃあ、もし最後までツヴァイくんを助ける方法が分からなかったら……。

ＧＭ：そのときは、きくたけさんの希望どおりに、ツヴァイがラスボスになってしまうかもしれません（笑）。

ツヴァイ：（何か考えている）……。

エルザ：き、きくたけさん？　もしかして、何かよからぬことを考えていませんか？

ツヴァイ：（裏うら返がえった声で）そ、そんなことありませんよ。

一同：ウソつけっ！（爆笑）

ツヴァイ：まぁ、ラスボスになることに憧あこがれはあるが、今回はそういうことはしない（笑）。なので、かしずいているオルナに向かって、魔導銃キヤリバーを突つきつけよう。ジャキッ！

ユンガー：あ、真面目になった（笑）。

ツヴァイ：オレはいつだって真ま面じ目めですよ（一同笑）。

ＧＭ：では、そんなツヴァイの様子をオルナは怪け訝げんそうな顔で見上げます。「何をなさるんですか、ベリアル様」

ツヴァイ：何をなさるじゃないだろ、とアインの亡なき骸がらをチラッと見ながら──これは、全部お前が仕組んだことなんだな？

ＧＭ：「どうやら、ふたつに折れてしまった剣が、再びひとつに戻もどったというわけではないようですね」

ツヴァイ：どういう意味だ？

ＧＭ：「ベリアル様より生まれたアイン、そしてツヴァイは折れたる剣の欠片かけら。そしてどちらかが死んだとき、剣はまたひとつに戻るのです」オルナは魔導銃キヤリバーの銃じゆう口こうが向けられているにもかかわらず、ゆっくりと立ち上がります。

ツヴァイ：そこを動くなっ！

ＧＭ：しかし、オルナはツヴァイの上げた制止の声を気にする様子はありません。そして、その視し線せんはツヴァイの左手に握にぎられている光ひかり輝かがやく石へと注がれています。

ツヴァイ：石？　あ、アインから受け取った〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟か。

ＧＭ：「なるほど。その竜輝石のせいですか」

ツヴァイ：（懐ふところにしまう仕草で）すさっ！

一同：隠かくすな。

ツヴァイ：いや、つい……（笑）。

ＧＭ：「そんなことをしようとしても無む駄だです。ほら、もうあなたの身体はあなたの思うとおりに動かすことができないはず……」

ツヴァイ：な、なんだってっ！　ば、ばかなっ！　腕うでが動かないだとぉ！（一同笑）

エルザ：ツ、ツヴァイくんっ！　早く逃げて[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：ツヴァイの持つ竜輝石へとゆっくりと手を伸のばすオルナ──。

ダイン：い、いけません！　ツヴァイの方へと駆かけ寄よろうとします、一応。

ツヴァイ：一応かいっ！（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、急いでツヴァイの許もとへとダインが駆け寄ろうとしますが、時ときすでに遅おそし。オルナの手が竜輝石へと伸びる！

ツヴァイ：な、なにっ！　や、やばい！　本当に持っていかれちゃうのかっ!?

ＧＭ：あ、そこは大丈夫、ご安心ください。オルナの指先が竜輝石に触ふれようとしたとき、ツヴァイの身体が竜輝石と同じ薄うす紅べに色の光に包まれます。

ユンガー：（驚いたように）な、なにが起こった？

ＧＭ：そして、その光に弾はじかれるように、オルナの身体が吹ふき飛とばされます。なすすべもなく、猛もう烈れつな勢いきおいで壁かべに激げき突とつするオルナ。その瞬しゆん間かん、ツヴァイは自分の身体が動くことに気がつきます。

ツヴァイ：おおっと──急に身体が動くようになってバランスを崩くずしたように前のめりになろう。こ、これはいったい？

エルザ：竜輝石がツヴァイくんを守ったってこと？

ＧＭ：「どうやらそのようです。しかし、意い趣しゆ返しとはまた、ずいぶんと意地の悪いことをするのですね」　半身を壁に埋うめ込こまれながらも、何事もなかったように立ち上がりながら、オルナがつぶやきます。

ダイン：う～む、意趣返しとはどういう意味でしょう？

ツヴァイ：そんなこと分かるかよ。しかし、こりゃまた丈夫な身体だな。さすがは魔族ってところか？

ＧＭ：「いえ、今のはずいぶんと効ききました」　そういうオルナの袖そで口ぐちからは、ツーっと赤い血が一ひと筋すじ流れ出ているのが見えます。




　オルナが傷ついたのをチャンスとみたツヴァイは、この機会を逃さず即座に魔導銃キヤリバーのトリガーを引いた。一直線にオルナへと吸い込まれていく数発の弾だん丸がん。そのすべてがオルナへと命中することをツヴァイは確認していた。この距離ならば外すことはない、と。

　そう、命中するはずだったのだ。気合いのこもった声と共に現われた、見知らぬ男がいなければ……。鮮血を思わせる赤い瞳をしたその男は、手にした巨大な機械仕掛けのハルバードを器用に旋回させると、オルナへと飛来する弾丸をすべて弾き飛ばしたのだ。




ツヴァイ：（わざとらしく）すべて防ふせがれただとっ!?（一同笑）

ＧＭ：ギルドスキルの《緊急招集》（＊）によって登場、さらに《カバーリング》の演出ということで！（笑）

ダイン：ふむ。機械仕掛けということは魔導剣アブストラクターですね。

ユンガー：（シリアスな声で）何者っ!?

ＧＭ：じゃあ、こちらも真面目に答えましょう（笑）。銀ぎん灰かい色しよくの逆さか立だった髪かみをした男は、くるっと回転させたハルバードをうしろ手に構かまえると、ニヤリと笑って名乗り上げます。「傭よう兵へい団だんブラックヴァイス──〝断頭台ギロチン〟のアルフォンソだ！」

エルザ：ブラックヴァイスって、確か四巻で戦った傭兵団ですよね？

ダイン：つまり、バルムンクと関わりがあるどころか、その正体はバルムンクだったというわけですね。

ユンガー：だが、相手がひとりならなんとかなるかも（笑）。

ＧＭ：ところがひとりではないんですねぇ。《緊急招集》は任にん意いのギルドメンバーを登場させることができますから。とゆーことで、残り三人も登場です！

一同：全部で四人っ!?

ＧＭ：そのうちふたりはチラッとだけ、前に遭そう遇ぐうしています。

エルザ：あ、結けつ晶しよう体たいの偽にせ物ものを運ぶ時に、海の上で会ったふたりですね。

ＧＭ：ええ。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女じよ性せい──ブラックヴァイスの団だん長ちようシャオリー、それと黒くろ髪かみに眼鏡めがねの女性です。このふたりは村むら正まささんにイラスト化していただいているので、『アクロス』四巻のMiddle03をご覧らんくださいませ。

[image: ]
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ツヴァイ：こいつら今回も出てくるのか。どうりで、ちょっとしか出てこないＮＰＣがイラストになっているわけだ（笑）。

ＧＭ：そういうこと（笑）。で、残るふたりですが、ひとりはさっき名乗りを上げたアルフォンソ。もうひとりは燃もえるように赤い髪をポニーテールにまとめあげ、髪と同じ真しん紅くの金きん属ぞく鎧よろいを着た女性です。この四人が傭兵団ブラックヴァイスのメンバーです。




　とゆーことで、埼玉県のSHOCK.Sさん、お待たせいたしました。お送りくださったブラックヴァイスのメンバーが全員登場です！

[image: ]




エルザ：で、やっちゃっていいんですか？

一同：早っ!?（笑）

ＧＭ：やります？

ダイン：いやいやいや。ここはまだオープニングフェイズですし、五対四でこちらの方がかなり不利な状況。ここは演出で終わらせておきましょう（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、《フェイドアウェイ》でバックダッシュ、そして《デスターゲット》に《バッシュ》で撃うちまくる──というのを演出でやっておこう。

エルザ：じゃあ、わたしも《マジックブラスト》＋《インフェルノ》を演出で（笑）。

ＧＭ：ならばこちらも、アルフォンソの《カバーリング》に、赤い鎧の女性が《ワイドプロテクション》で防ふせぎます。もちろん演出ですが（一同笑）。

ツヴァイ：《プロテクション》持ちがいるのかっ!?

ＧＭ：（ニヤリ）仲間の魔法の支し援えんを受け、嵐あらしのような〝黄金の狼おおかみ〟の攻撃を、すべて受けきるアルフォンソ。その様子を見ながら黒髪眼鏡の女性──サディアがオルナにこう言います。「そのお身体からだでは戦うのは無理ですね。すでに計画の八割わりがたは終わっています。ここは一時退たい却きやくしたほうがよいかと」

ツヴァイ：計画？

エルザ：それって、ツヴァイくんにベリアルの精神を乗のり移うつらせることかな？

ＧＭ：それは、この会話から推測してくださいね。で、その女性の言葉にオルナは小さく首を横に振ります。「いいえ、まだ終わっていません」

ツヴァイ：え？

ＧＭ：「どうやらあの竜輝石のせいで、ベリアル様の精神が完全にあの身体に移ることができないでいるようです。ならば──」そう言うとオルナは、刀身にびっしりと古いにしえの文字が刻きざまれた長ちよう剣けんをどこからともなく引ひき抜ぬくと、それを大きく振ふり払はらいます。

エルザ：攻撃ですかっ!?

ＧＭ：いえ、この攻撃はあなた方に向けたものではありません。剣から放たれた衝しよう撃げき波はは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟へと命中、巨大なゴーレムは轟ごう音おんを立てながら倒たおれ、床ゆかに激突します！　それと共に瓦が礫れきが辺り一面に飛び散り、長い間積もっていた埃ほこりや塵ちりが部屋全体に巻まき上がります。

ダイン：こ、これは目くらましっ!?

ＧＭ：それと同時にさきほど《プロテクション》を唱えていた赤い鎧の女性が、魔法を唱え始めます。《テレポート》を使用！

ツヴァイ：待てっ！　ここで逃にがすかよっ!!　消えていくオルナに向かって魔導銃キヤリバーを再ふたたび乱らん射しやするっ！　しかし、弾丸はすべてオルナの身体を素す通どおりしてしまうのだ（一同笑）。

ＧＭ：演出ありがとうございます（笑）。では、そんなツヴァイに向かって消えゆくオルナが言葉をかけましょう。「もう、あなたの身体はあなただけのものじゃないのですから、くれぐれも粗そ相そうのないようにしてくださいね」

ツヴァイ：くそっ！　何が粗相のないようにだっ！　と、虚こ空くうに向かって叫さけぶオレ。ふぅ、やりたいことは、これでだいたい終わったぞ。うむ。さて、これからどうしようか（笑）。

ユンガー：何にも考えてないし。

ツヴァイ：いや、考えているって。これはどう見ても、シチュエーション的に竜輝石を持ってるから大丈夫って話じゃない。

エルザ：そうですよね。

ツヴァイ：だから、竜輝石をポイっとかした瞬間に──。

ＧＭ：モクモクモク（笑）。

ツヴァイ：ベリアル復活────っ！　という路線じゃない？

ＧＭ：それは考えてみてください（笑）。で、先ほども言ったように、徐じよ々じよにベリアルの精神の侵しん食しよくが広がっているのも分かります。

ツヴァイ：じーわじーわ（一同笑）。あ、そういえば自殺はできるのかな？

ＧＭ：試してみます？

ツヴァイ：（こめかみに銃を当てる仕草）パーン！

ＧＭ：と、しようと思ったけど、なんと腕が動かない！

ツヴァイ：普通に魔導銃を使う分には大丈夫だけど、自分に向けては撃てないということか……。

ＧＭ：当たりです（笑）。

ユンガー：ユンガー的には、とりあえずエストネルに報告したいと思うんですけど。ハンドアウトにも書いてありますし（笑）。

ダイン：確かにそれは一理ありますね。偽物を運び終わってからは、エストネルの許きよ可かなく行動していたわけですし。

ツヴァイ：だけど、エストネルに行くとなんとなくその先が……。

ダイン：そうですね。最終的にツヴァイを封印して終わりというオチが見える。

エルザ：確かになんかそんな気がするんですよね（笑）。

ツヴァイ：そういう展開は、オレ的には全然ＯＫですよ。いや、むしろ大だい歓かん迎げい。勇者が自分の中にある魔ま物ものを抑おさえるために、みずからの身で封印するというのは王道じゃないですか！

ＧＭ：まぁ、そうなるかどうかはＰＣの選せん択たく次第ですけどね（笑）。

ツヴァイ：ツヴァイの場合はそういう行動を取らないような気もするけど（笑）。

ユンガー：取らないのか（笑）。

ツヴァイ：（真面目な顔になって）それよりも、今はまず、やるべきことがあるからな。

エルザ：やるべきこと？

ツヴァイ：あぁ、アインの亡なき骸がらを葬ほうむってやることさ。




　ツヴァイの言葉に大きくダインがうなずくと、ゆっくりとアインを抱だき上あげる。

　このままエストネルに運ぶわけにもいかないため、エルザの提てい案あんでアインの亡骸はフェリストルが見下ろせる丘おかの上に葬ることになった。

　いつか再びこの街が、以前の美しさを取とり戻もどすことを信じて……。





（＊）《緊急招集》　ギルドメンバーをシーンに登場させるギルドスキル。









ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ノーデンスの判はん断だん




ＧＭ：さて、それではミドルフェイズの最初のシーン。場所はエストネルの王都エル・ウィン・フリット。三巻かんの冒ぼう頭とうで、ユンガーがエル・ウォーデンと謁えつ見けんした部屋──内ない装そうすべてが雪のような白に包まれた、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きのする場所です。

ユンガー：ノーデンスのみが入ることのできる部屋でしたっけ？

ＧＭ：そうです。ただし、今回は〝黄金の狼おおかみ〟全員が来るようにと言われています。

ツヴァイ：全員？　な～んか嫌いやな予感がするぜ（笑）。

ダイン：この展てん開かいだと、ツヴァイを捕とらえて終わりって、パターンもありえますからね。

エルザ：捕らえるくらいならまだいいですよ。その先どうなるか……。

ツヴァイ：ちょっと待って。その先って、どういうこと？（笑）

エルザ：だって、このパータンなら「ツヴァイくんを殺せ！」って、エストネルから言われてもおかしくないですもん。

ユンガー：懸けん賞しよう金きんがもらえたりして（笑）。

エルザ：（即そく座ざに）えっ？　懸賞金っ!?

ツヴァイ：なんでそこで反はん応のうするんだよっ！（一同笑）

エルザ：あっ！　あ、あははははは（笑）。

ツヴァイ：はぁ～。さすがエルザさんっていうかなんというか……。まっ、すぐに殺すって話にはならない──よね？




　ＧＭに向かって訊きかないでください。




ＧＭ：さて、みなさんがそんなことを話している中、エストネルの国王エル・ウォーデンが、その近この衛え騎き士しグリーナ・デュランタリエと共に部屋へと入ってきます。

[image: ]

ツヴァイ：エル・ウォーデン王のおな～り[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：だから、それはいいって（笑）。えー、エル・ウォーデンは、衣きぬ擦ずれの音も立てず、一段だん高いところにあつらわれた椅い子すへと腰こしを下ろします。その様子を確かく認にんしたのち、グリーナがみなさんの前へと移い動どうすると、鋭するどい目つきでにらみつけます。「こちらに戻もどるまでに、ずいぶんと時間がかかりましたね？」

ユンガー：えーっと……どこまで話していいんでしょう？（笑）

ＧＭ：グリーナの口調こそ丁てい寧ねいですが、問とい詰つめる気満々なのが雰囲気、というか身にまとったオーラからも伝わってきますね。

ダイン：こ、これは……。

エルザ：もう、ばれているような気がします（笑）。

ユンガー：じゃあ、全部話しちゃいましょうか（笑）。

ツヴァイ：ええぇぇぇ───────っ！

ユンガー：私たちには、ツヴァイを救う方法が分からないんですよね？

ダイン：現げん状じようはそうですね。

ユンガー：だったら、ここは正直に全部話して、何か新しい情じよう報ほうを手に入れた方がいいと思うんですよ。

ツヴァイ：そ、それはまぁ、一理あるけど……。

ユンガー：ですから、アインを倒たおしたこととか、ノーラがオルナだったこととか、ツヴァイの身体にベリアルの精せい神しんが入ってしまったこととか、『アクロス』四巻の話を全部順番に話します。

一同：本当に全部言った！（笑）

ダイン：なんという、職しよく務むに忠ちゆう実じつな男（笑）。

ツヴァイ：とはいっても、ノーデンスっていうユンガーの立場からすると、今回のことは報ほう告こくするしかないよな。その方が自然だし。でも、黙だまっていてくれた方が、オレの命が安全な気がするのは超ちよう気きのせいだろうか？（一同笑）

ＧＭ：グリーナに報告しているユンガーの言葉を聞きながら、そんなことをつらつらとツヴァイが思っていると──「それは確たしかですか？」年ねん齢れいを感じさせない、凛りんとしたグリーナの声が部屋に響ひびきます。

ユンガー：はい。間違いありません。

ＧＭ：ユンガーが大きくうなずいたのを確認すると、グリーナが手をすっと挙げます。と、部屋の扉とびらがダンッと勢いきおいよく開き、外から数人の近衛兵たちが一いつ斉せいにツヴァイの許もとへと駆かけ寄よってきます。

ツヴァイ：やっぱり、そうきたか（笑）。

ダイン＆エルザ：ですよねー（笑）。

ＧＭ：近衛兵はツヴァイを囲むと、動きを封ふうじるように槍やりを掲かかげます。「申しわけありませんが──ツヴァイ、あなたを監かん禁きんいたします」

ツヴァイ：（両手を挙げる仕草で）はいはい。まっ、ここで暴あばれるわけにはいかないからな。とりあえずはおとなしくしておこう。あ、そうだ。一いち応おう、訊きいておこうか。オレの罪ざい状じようは？

ＧＭ：「罪つみはありません。ただ、ノーデンスの監かん視し下に置かせていただきます」

ツヴァイ：（苦笑いしながら）監視下ね。

エルザ：監視下って……ツヴァイくんをどうするつもりですか？

ＧＭ：「特とく殊しゆな地ち下か牢ろうへと入っていただくことになるでしょう」

ユンガー：特殊な地下牢？

ＧＭ：「対たい魔ま族ぞく用の結界を張はり巡めぐらせた地下牢です。いざというときには、聖せい堂どう騎士（＊）をも即座に召しよう喚かんすることが可か能のうな仕し掛かけも施ほどこされています」

ツヴァイ：聖堂騎士？　エストネル──いや、アルディオンで最強ともいわれる騎士じゃないか。そりゃ、光栄なこった（笑）。

ダイン：しかし、聖堂騎士を呼よぶということは……。

ＧＭ：「そう、そのときは彼の命を奪うばうことになるでしょう」

エルザ：そんな場所にツヴァイくんを閉とじ込めて、あなたたちはいったいどうするつもりなんですかっ!?

ツヴァイ：さっきまで懸賞金に目が眩くらんでいたエルザさんとは思えぬお言葉（笑）。

エルザ：え？　いや、だからあれはそういうわけじゃなくてですね。つい、お金って言葉に反応しちゃっただけなんですっ！




　それで十分かと（笑）。




ＧＭ：「なにもすぐに彼を殺そうというわけではありません。さきほども言ったでしょう。いざというときのために備そなえておくためだと」あくまでも冷静に語るグリーナ。

ユンガー：（冷静な声で）では、ツヴァイを助ける方法が見つかれば、そのときは地下牢から出して、その手しゆ段だんを講こうじてくれるということですね？

ＧＭ：ユンガーの問いにグリーナは即そく答とうすることを躊ちゆう躇ちよし、エル・ウォーデンの方を見やります。そして、エル・ウォーデンは静かに首を縦たてに振ふったのを確認してから、ユンガーに答えます。「分かりました。そのときは、彼を地下牢から出すことを約束しましょう」

エルザ：そんなの納なつ得とくできませんっ！

ＧＭ：「でも、納得してもらわないと困こまるんだよねー」と、うしろから聞き覚えのある声が聞こえてきます。

ツヴァイ：誰だれだ？

ＧＭ：ツヴァイが振り向くと、笑顔を浮かべたサイラスが立っています。

[image: ]

ツヴァイ：なんでここにいるんだ、お前は！（笑）

ＧＭ：「なんでと言われても、オレもノーデンスだしなー」そう言いながらツヴァイの近くまで来たサイラスは、ツヴァイのホルスターから魔導銃キヤリバーをすっと抜ぬき取とります。

ツヴァイ：ちっ！

ＧＭ：「これも仕事だからねー。勘かん弁べんしてくれると助かるんだけど」肩かたをすくめて、おどけるようにサイラスは言います。

ツヴァイ：どうやら何を言っても無む駄だなようだな。（ユンガーに）じゃ、オレは地下でしばらく休みとってきます。あとのことは頼たのみましたよ、隊長。

ユンガー：（あっさりと）分かった。

ツヴァイ：か、軽っ!!　ほ、本当に信じていいんですよね、隊長？

ユンガー：（満面の笑みで）大だい丈じよう夫ぶだ、安心しろ。

ツヴァイ：うわ────っ！　オレ、本当にここで牢ろう屋やに入っていいのか？　なんか、誰も信じられなくなってきたぞ（一同笑）。

ダイン：ツヴァイが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっている（笑）。

エルザ：きっと、それがベリアルの狙ねらいなんですよ（笑）。

ＧＭ：はいっ！　そんな感じで武ぶ器きを取り上げられたツヴァイは、そのまま近衛兵たちに連れられて退たい場じようとなります。

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待てっ！　もう少し話をさせ──うわぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]（だんだんと声が小さくなっていく）。

ＧＭ：ギィ─────ガシャンッ!!（一同笑）

ユンガー：（悲ひ痛つうな声で）ツヴァイ、安らかに眠ねむれ……。

ツヴァイ：勝手に殺すなっ！（一同笑）

エルザ：でも、真ま面じ目めにこのままツヴァイくんを見み捨すてるわけじゃないですよね？

ユンガー：……え？　も、もちろんだ、エルザ。

ツヴァイ：なんだ、今の間は？（笑）

ユンガー：（即座に）もちろんだ、エルザ！

ツヴァイ：……言い直さなくてもいいから（一同笑）。

ダイン：まぁ、先ほどの話ではすぐにツヴァイが殺されてしまうということはなさそうですし、ここはいろいろと情報を教えてもらいましょう。

エルザ：そうですね。まずはベリアルについての情報ですか？

ダイン：あと、ブラックヴァイスについても情報が欲ほしいところです。このあと、彼らと戦うことになるのは間ま違ちがいないでしょうから。

ＧＭ：了りよう解かいです。そういうことなら、そろそろ長くなってきましたし、ここで一度シーンを変えることにしましょうか。ツヴァイも退場してしまいましたし。

ツヴァイ：しくしくしく……（一同笑）。





（＊）聖堂騎士　かつて魔族や妖魔たちと戦った英雄たち。有事に備えて長き眠りについている。









◆Middle 02◆ベリアルの正体




ＧＭ：それでは、次のシーン！　ツヴァイがサイラスらによって、地下牢へと連行されている様子を、心苦しい表ひよう情じようであなた方が見送ったあととなります。したがって、場所はそのまま謁見の間で、登場しているのもキャラクターも一緒です。もちろん、ツヴァイはいません。

エルザ：（手を振りながら）ツヴァイく[image: ][image: ][image: ][image: ]ん（笑）。

ツヴァイ：（笑みを浮うかべて手を振ふり返かえす）あとは任まかせた[image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

ダイン：……このとおり、事じ態たいはとても深しん刻こくな状じよう況きようとなっております（一同笑）。ということで、これを解かい決けつするためには、我われ々われにもベリアルという魔族について教えていただけないでしょうか？

ＧＭ：まぁ、このとおりかどうかはさておき、深刻な事態になっているのはグリーナも感じているところです。結けつ晶しよう体たいについては想定内だったでしょうけど、ベリアルの精神がツヴァイに宿るなんてことは想定外ですから。

ツヴァイ：オレも想定外だった（笑）。

ＧＭ：ですから、グリーナもエル・ウォーデンの許きよ可かを得て、あなたたちにベリアルについての情報を教えてくれます。

ユンガー：おっ！

ＧＭ：その内ない容ようとは──。




「七〇〇年ほど前に、このアルディオン大陸に魔族や妖よう魔まが攻せめてきたのは、以前にも言ったとおりです。これらの勢せい力りよくを率ひきいていたひとりが、魔族ベリアルなのです」




エルザ：カムロートを出発する際さいに、船の中で聞いた話ですね。

ＧＭ：そうです。そして──。




「ベリアルは邪じや神しんによって創つくり出だされた最初の魔族のひとりで、その証あかしとして邪神より黒き翼つばさ、紅あかき翼、白き翼の三対六枚まいの翼を授さずかったと言われています。この翼はそれぞれ、過か去こ、現げん在ざい、未来を表わしており、それゆえにベリアルは時間を操あやつることができるのだそうです」




エルザ：紅い翼と白い翼？　あっ！　ベリアルの翼の色って、もしかしてツヴァイくんやアインと同じ？

ＧＭ：そうです。白はツヴァイ、紅はアインですね。

ユンガー：え？　じゃあ、黒は？

ＧＭ：ドライなんですけど（笑）。

[image: ]

ツヴァイ：あれ？　あいつらって翼って黒かったっけ？

ＧＭ：そうですよ。ただし、鳥の翼ではなくて、竜りゆうの翼でしたが。

ツヴァイ：そこまで覚えてないって（笑）。

ダイン：ほかに情報は？

ＧＭ：「あとは彼の持つ漆しつ黒こくの剣けんのことぐらいでしょうか？」

エルザ：剣？

ＧＭ：「ええ。ベリアルがバルムンクを組織した〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりであることはすでに知っていると思いますが、そのバルムンクでの彼のふたつ名となっているノートゥング──それが彼の佩はい剣けんです。ノートゥングはベリアルの武器であり、そして彼の身体からだの一部でもあるとのこと。それゆえに剣自身が意志を持って斬きりかかり、ベリアルは魔ま術じゆつを使用するというような連係コンボ攻こう撃げきもしてきたそうです」

エルザ：ちょっと戦いたくない相手ですね。

ダイン：ほかには？

ＧＭ：「現在のバルムンクの中核である一二人衆を組織したのがベリアルである、という情報程度です。ベリアルを封ふうじた者たちは、何らかの方法で〝真の死〟について知ったようですが、ベリアルにその情報を入手したことを知られることを警けい戒かいして誰にも話さなかったらしく、現在では知る者はいません」

エルザ：じゃあ、ツヴァイくんを助ける方法は……。

ＧＭ：「彼の母親であるイルマからも話を聞き、これから探さがすことになるでしょう」

[image: ]

ユンガー：つまり、分かってないということ？

ＧＭ：そうなりますね（笑）。まぁ、ノーデンスとしてはベリアル復ふつ活かつは絶ぜつ対たいに阻そ止ししたい。しかし、ツヴァイを殺してもそれが阻止できるかどうかは分からないという状況なわけです。なので、とりあえず幽ゆう閉へいしておく──という選せん択たく肢しを取るしかない。

エルザ：じゃあ、本当にしばらくは大丈夫なんですね。

ＧＭ：エルザの問いにグリーナはうなずきますが、こう言葉を続けます。「しかし、ベリアルの復活が確かく実じつとなったとき、ツヴァイの命を奪うことになるでしょう」

ダイン：それによって、復活を阻止できるかもしれないからですね。

ＧＭ：そういうことです。ただし、この方法では〝真の死〟を与あたえることはできませんから、ベリアルを完全に殺すことができないのもノーデンスは分かっています。

ユンガー：今、復活されるよりはマシといったところか……。

ＧＭ：「ええ。バルムンクが活発に活動しているこの状況下で、ベリアルが蘇よみがえることは避さけなければなりません。そのためにはいかなる犠ぎ牲せいも厭いとうつもりはありません」

ユンガー：いかなる犠牲も……か。ツヴァイひとりの命でアルディオンが救われる、みたいな感じ？

ＧＭ：そうですね。たとえツヴァイを贄にえにしようとも、最悪の事態を阻止するつもりのグリーナの顔には、一切の迷まよいは感じられません。

ダイン：ノーデンスとしては正しいスタンスなんでしょうけどね。

エルザ：でも、やっぱりそういうのは、なんとなくわたしは嫌です！

ＧＭ：というような批ひ判はんの目にさらされようが、グリーナは動じないわけです。「さて、ベリアルについて、こちらで知っていることは以上です。傭よう兵へい団だんブラックヴァイスについては、ヒュー・レイド・ジークムント（＊）がすでに調ちよう査さを終わらせています。あとで報ほう告こく書しよを届とどけさせるようにしましょう」
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エルザ：ヒューくんって、サイラスさんの弟子でしたっけ？

ＧＭ：自じ称しよう──ですけど（笑）。とゆー感じで、ベリアルについての情報が出たところでこのシーンは終しゆう了りようとなります。では、次は地下牢のツヴァイのシーン！





（＊）ヒュー・レイド・ジークムント　『アクロス』四巻に登場した読者投稿キャラクター。自称サイラスの弟子。









◆Middle 03◆助け出す者




ＧＭ：さて、サイラスに先せん導どうされてツヴァイが連れていかれたのは、城しろの地下にある牢屋です。中に入れられて気づくのは、ジメジメとした湿しつ気け以上に感じる強大な魔ま力りよく！　よく見ると、壁かべ一面にびっしりと古代の文字が刻きざまれています。

ツヴァイ：これが対魔族用の結界ってやつ？

ＧＭ：「どうやらそうらしいよー」と、自信なさげにサイラスが答えます。

ツヴァイ：自信ないのかよ！

ＧＭ：「そっちの方は専せん門もんじゃないんでね。まぁ、トラップのブラストレイスと同じようなもんじゃない？」ちなみにブラストレイスは、特定の分類のエネミーだけ判はん定ていのダイスが減へるトラップです（笑）。

ツヴァイ：つまり魔族だけ弱くなるトラップが張はり巡めぐらされているってわけか……あっ！

ＧＭ：どうしました？

ツヴァイ：オレ、大だい丈じよう夫ぶだよね？　身体の中にベリアルがいるけど（笑）。

ＧＭ：それは気にしなくてＯＫです。「じゃあ、しばらくここでおとなしくしていてくれよー」鉄てつ格ごう子しの鍵かぎを確認しながら、サイラスが声をかけてきます。

ツヴァイ：安心しろ。武器もないんじゃ何もできないって。しかし、ひどいやつだな、お前。

ＧＭ：「ん？　何が？」

ツヴァイ：ＰＣの装そう備びを奪うなんて。

ＧＭ：「こちらもしがない宮仕なんでねー。シナリオのとおりにするしかないんだよ」

ツヴァイ：おいっ！（一同笑）

ＧＭ：「そんなことよりも、まぁーなんていうか、お前も自分で言っていたけど、ちょっとした休みだと思って、しばらくゆっくりとしてなって」

ツヴァイ：そんな気分になれるかっ！

ＧＭ：「そう言うなって。あとはユンガーやオレたちに任まかせろ、な！」親指を立てると、サイラスは自分の胸むねを指します。

ツヴァイ：あれ？

ＧＭ：「ん？　どうかした？」

ツヴァイ：（感心したように）お前って、実はいいやつだったんだな。オレ、誤ご解かいしてたよ。すまなかったな。

ＧＭ：「惚ほれるなよ」

ツヴァイ：誰が惚れるかっ!!（一同笑）

ＧＭ：「そんだけ元気があれば大丈夫か。じゃあ、また明日来るから」

ツヴァイ：お前なんか、もう来なくてもいいっ！

ＧＭ：「つれないこと言うなって」そう言いながら笑ったあとでサイラスは、見み張はりの兵に「これ、ここにしまっておいて」と、ツヴァイの魔導銃キヤリバーを詰つめ所しよに置いて、出て行きます。

ツヴァイ：武器も置きっぱなしかよ。なんていい加か減げんなやつなんだ（笑）。

エルザ：きっと、ツヴァイくんが不安になるだろうと思って、近くに置いてくれたんですよ。

ツヴァイ：やつがそんな玉かよ！

ＧＭ：まぁ、彼の真意は誰にも分からないとゆーことで（笑）。さてさて、そんな感じで牢屋に閉とじ込められたツヴァイですが──。

ツヴァイ：え？　これで終わりじゃないの？

ＧＭ：（うなずく）その日の夜。ふっと、何者かの気配を感じて目が覚めます。すでに牢の扉は開けられているようです。

ツヴァイ：も、もしかして誰だれかがオレを殺しに来たとか？（笑）

ダイン：その可か能のう性せいはありますね。グリーナはああ言ってはいましたが、「ツヴァイを殺すべし」という強きよう硬こう派はがいてもおかしくありません。

ツヴァイ：いきなり、オレの命が大ピンチ!?

ＧＭ：薄うす暗ぐらい牢屋の中、足音を忍しのばせてツヴァイの寝ねているベッドの方へと近づいてくる人ひと影かげ。その右手には剣身が黒く塗ぬられた短たん剣けんが握にぎられているのが見えます。そして、ゆっくりと左手がツヴァイの方へと伸のびてくる──。

ツヴァイ：魔導銃キヤリバーを──って、さっきサイラスに取り上げられたわっ！（笑）えーっと、仕方ない。近づいてくるやつに毛もう布ふを投げつけるっ！　ていっ!!

ＧＭ：「うゎっ!?」突とつ然ぜん、投げつけられた毛布に思わず声を上げて、尻しりもちをついてしまう人影。声からすると女じよ性せいのようです。

ツヴァイ：女性？　誰だ？　オレを殺しに来たのか？

ＧＭ：「ち、違ちがうよ。ボク！　ボクだよっ!!」慌あわてたように小声で叫さけぶ女性。

ツヴァイ：え？　ボク？

ユンガー：おっ！

ＧＭ：「……あっ！（慌てて）わたし、わたしっ！」（一同笑）

エルザ：（ツヴァイに向かって、楽しそうに）わざわざ牢屋まで来てくれるなんて、愛されてますね（笑）。

ツヴァイ：いや、そんな愛はいらないから（きっぱり）。

ＧＭ：「えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]」（一同笑）

ツヴァイ：（呆れたように）いいから、お前はとっとと帰れ、ミリア！

ＧＭ：「え[image: ][image: ][image: ]！　せっかく助けに来てあげたのに……。ツヴァイくん、ひどいよ」床ゆかにペタンと座すわったまま、頭からかけられた毛布と格かく闘とうしつつ、ようやく端はしから顔を出したその女性──もちろんミリアですが──は、頬ほおを膨ふくらませながらグチをこぼします。
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エルザ：やっぱり、ミリアちゃんだ！（笑）

ユンガー：エストネルの地下牢にまで潜せん入にゆうするとは、なんという愛の力だっ！（笑）

ＧＭ：とゆーか、いつの間にかミリアが、メタ○ギアのス○ークも真っ青な特殊工作員と化しているのは気のせいでしょうか？

一同：あんたがやったんだ！（笑）

ツヴァイ：で、こんなところまで、お前はいったい何をしにきたんだ？

ＧＭ：「だからさっき言ったじゃない。ツヴァイくんを助けに来たって」ゆっくりと立ち上がったミリアが、真ま面じ目めな表情で答えます。

ツヴァイ：助けに来たって……え？　オレにここから脱だつ走そうしろってことかっ!?

ＧＭ：うひひひ。と、ゆーところでシーンを終了しましょうか。脱走するかどうかは、次のシーンの最中にゆっくりと考えていてくださいね（笑）。







◆Middle 04◆傭よう兵へい団だんブラックヴァイス




ＧＭ：では、次のシーンです。ユンガーの部屋にヒューが報告書を持ってきてくれるんですけど、ツヴァイ以外は全員登場でいいですか？

エルザ：はい。登場したいです。

ダイン：そうですね。敵てきの情報は全員が知っていた方がいいですからね。あ、ツヴァイは知ることができませんが。

ツヴァイ：仕方ないだろ。牢屋に入っているんだから。

ダイン：（遠い目をしながら）そういえば、ツヴァイは大丈夫でしょうか？　よもや脱走などと考えていなければよいですが……。

エルザ：大丈夫ですよ。いくらなんでもそんなことするわけないじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：そのつもりはなかったんですが、どこぞの女が余よ計けいなことをして、脱走することになりそうです。そして、そっちの方が面おも白しろそうだと思っているオレがいます（一同笑）。

エルザ：えぇ───っ！

ユンガー：すでに脱走する気満々だ（笑）。

ＧＭ：と、みなさんがツヴァイのことを心配していると、「ブラックヴァイスについての資し料りようを持ってきました」と、ヒューがやってきます。

ユンガー：ありがとう。資料を受け取ります。

ＧＭ：しかし、ユンガーに資料を渡わたしてもヒューは帰ろうとしません。

ユンガー：ん？　どうした？

ＧＭ：「ツヴァイさん、大丈夫ですよね？　サイラスさんは心配するなって、言っているんですけど……」

ツヴァイ：あ、オレのことも知ってるんだ。

ＧＭ：ヒューはユンガーと顔見知りですからね。ですから、ユンガーから仕事を受けていたツヴァイとヒューが知り合いでもおかしくないかと思いまして。

ツヴァイ：そりゃそうか。なんだ、こいつもいいやつじゃん（一同笑）。

ユンガー：じゃあ、ヒューを安心させるように──（格かつ好こうよく）あぁ、そうだな。私やサイラスがきっとなんとかする。

ツヴァイ：（うれしそうに）さすが隊長っ！

ユンガー：それに──。

一同：それに？

ユンガー：いざというときは、この私自身が始末をつけよう（笑）。

一同：えぇ─────っ!?

ダイン：なんと、隊長みずからツヴァイを倒たおすという宣せん言げんが（笑）。

ＧＭ：ユンガーのセリフに、ヒューも驚おどろいています。「えっ？　そ、それは？」（一同笑）

ユンガー：（慌てて）あっ、そ、そういう意味じゃないですよ。えーっと…………ほら、私がツヴァイをなんとかするという意味ですから。

ツヴァイ：その途と中ちゆうの間はいったい……。

ユンガー：そんな、きくたけさんを殺すなんてこと、あるわけないじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：いや、プレイヤーを殺されても困るから。

ユンガー：（説得する感じで）だから、ヒュー。お前も心配するな。お、そうそう。資料を持ってきてくれたんだったな。すぐに確認しよう。

ツヴァイ：あ、ごまかした（一同笑）。

ＧＭ：と、とりあえずヒューを安心させたということにしておきましょうか。で、彼が持ってきてくれたブラックヴァイスについての情報ですが、こんな感じになっています。




●傭兵団ブラックヴァイスについての報告

①ブラックヴァイスは表向き傭兵団として戦争時に各地で雇やとわれているが、その実体はやはりバルムンクの一員である。戦せん闘とう部隊として活動しているほか、バルムンク内部の粛しゆく清せいを行なうこともあるらしい。主要なメンバーは、団だん長ちようである〝鉄の処女アイアンメイデン〟のシャオリー、〝毒薬ポイズンピル〟のリーランラ、〝絞首紐ギヤレツト〟のサディア、〝断頭台ギロチン〟のアルフォンソの四人である。




ダイン：ほう、バルムンク内の粛清も担たん当とうしているわけですか。

ＧＭ：ええ。なので、バルムンクから寝ね返がえった人からの情報で、メンバーの名前まで分かったということですね。あと、メンバーについてはこんな情報もあります。




②リーランラは特とく異い体たい質しつの持ち主で、特殊なフェロモンによって他人を操ることができるらしい。団長のシャオリーも、リーランラによって洗せん脳のうされているとのこと。




エルザ：じゃあ、リーランラを倒たおせば、シャオリーの洗脳も解とけるのかな？

ダイン：その可能性は高いですね。

ＧＭ：ちなみに、シャオリーはメルトランド王国の元もと騎き士しということも分かっています。

ユンガー：メルトランドの騎士？

ＧＭ：投とう稿こうによれば、ジョリィ・フウマ（＊）と共に「攻めのシャオリー、守りのジョリィ」と並ならび称しようされていたとのことです（笑）。
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ダイン：『グラッ○ラー○牙』ネタか！（笑）

ＧＭ：あとは──。




③ブラックヴァイスの団長はシャオリーということになっているが、事実上のリーダーはサディアである（彼女は一二人衆との噂うわさもある）。ただし、サディアと裏うら切ぎり者ものの始末を担当しているアルフォンソのふたりのみが純じゆん粋すいなバルムンクであり、リーランラはバルムンクに協力していることを内心では嫌いやがっているらしい。




ユンガー：なるほど。

ダイン：この辺りが、ブラックヴァイスに勝つためのとっかかりになりそうですな。

ＧＭ：情報はこんなところですね。さて、ツヴァイの方はどうするか決まりました？

ツヴァイ：ああ。最終的にどうするか決めるのは、ミリアからいろいろと訊いてからになると思うけどな。

ＧＭ：了解。では、再ふたたび牢屋のシーンへと移うつりましょうか。





（＊）ジョリィ・フウマ　メルトランドのノルウィッチ伯爵家に仕える騎士。『無印』二巻に初登場し、ピアニィたちの危機を救った。









◆Middle 05◆ツヴァイ、脱走




ＧＭ：さて、ユンガーたちがブラックヴァイスについて調べている頃ころ、地下牢ではツヴァイがミリアに脱走を勧すすめられていたわけですが、どうしますか？

ツヴァイ：その結けつ論ろんを出す前にミリアに確認したいことがある。まず、オレがここにいるという情報を誰から訊いた？

ＧＭ：「ノーラさんからだよ。ツヴァイくんが地下牢に閉じ込められていて、エストネルの人に殺されちゃうって」

ツヴァイ：ちょっと待て！　ノーラさんって、オルナのことだよな。なんで、ミリアがあいつとつるんでいるんだよっ！

ＧＭ：「つるんでいるって、どういうこと？」　ミリアは何のことやらさっぱり分からないようですね。

ツヴァイ：いや、だって……あ、そっか。ミリアはノーラがオルナだってこと知らないのか。

ＧＭ：ええ。ましてや自分に変へん装そうされたなんてことも知りません（笑）。

ツヴァイ：そっか。ん？　まさか、こいつ偽にせ者ものってことはないよな。

エルザ：それはないんじゃないですか。オルナはミリアが自分のことをボクって言うこと知りませんから（笑）。

ツヴァイ：お、確かに。じゃあ、とりあえず前ぜん巻かんのことを全部ミリアに話しておこう。そうしないと話が面めん倒どうくさそうだ。かくかくしかじか（笑）。

ＧＭ：「へぇ～、そんなことがあったんだ」

ツヴァイ：なんだそのおざなりな言い方は。お前、やっぱり偽者だろっ！（一同笑）

ＧＭ：「な、なんでそうなるのよ！」えいっ！　と、ミリアはツヴァイを蹴け飛とばします。

ツヴァイ：ぐおぅっ！　痛てぇ～な。ま、ここまでするなら、たぶん本物だな（笑）。あとは、いくつか昔の〝黄金の狼おおかみ〟時代の話を訊いてみよう。ミリアのお姉さんを助けたあと、どうやって街から脱だつ出しゆつしたんだっけ？　とか。

ＧＭ：「そんなの地下水路に決まってるよ」

ツヴァイ：よし、本物だ！

一同：それだけでいいのかっ!?（笑）

エルザ：それだけツヴァイくんのミリアちゃんへの愛が強いということですよ。

ツヴァイ：（きっぱり）違います。

一同：言い切った！（笑）

ツヴァイ：ま、それはともかく、ここで脱走してどうにかなるのかなぁ。

エルザ：ノーデンスでも、助ける方法は見つけていないですからねぇ～。

ＧＭ：「でも、ここにいたって何も解決しないよ」

ツヴァイ：そうなんだよな。隊長やサイラスがなんとかしてくれるのを待つというのもひとつの手だと思うんだけど、それだと面白くないんだよな。と言いながら、個こ人じん的てきにはもう脱走する気満々でいるんだけど（一同笑）。

ＧＭ：「じゃあ、わたしたちでその方法を探さがそうよ！」

ツヴァイ：おいおい。ずいぶんと気楽に言ってくれるな。ノーデンスでも分からないのに、なんでオレたちが見つけられるんだよ。それに、ここから逃にげるとノーデンスに追われることにならないか？

ＧＭ：「そ、それはそうだけども！　でも、少しでも助かる可能性があるなら……」ちょっと暗い顔になるミリア。

ツヴァイ：そんな顔をすんなよ。まぁ、オルナがミリアをここに来させたってことは、オレに死なれちゃまずいってことだろうし。ここは、あいつの策さくに乗ったふりをして、揺ゆさぶってみるのも手か。運がよければ助かる方法が見つかるかもしれないしな。

ＧＭ：「それじゃあ……」

ツヴァイ：ああ。ここから逃にげよう。じゃあ、まずは武器を返してもらいにいこうか。さっき、サイラスが兵士に指し示じしておいた詰め所に行く。

ＧＭ：ツヴァイとミリアが詰め所に向かうと、そこには兵士が倒れており、机の上には無む造ぞう作さにツヴァイの魔導銃キヤリバーが置かれています。

ツヴァイ：兵士が倒れているって──ミリアがやったのか？

ＧＭ：「うん。そうだけど」ミリアはにこやかに微笑ほほえみ返します。

ツヴァイ：まったく、ミリアといい、ピアニィといい、エルザといい、ナーシアといい、この世界の女は怖ぇ～な。

エルザ：そんなことないですよ（笑）。

ＧＭ：「ツヴァイくん、今何か言ったかな？（にっこり）」

ツヴァイ：（裏うら返がえった声で）な、何にも言ってませんよ（一同笑）。

ＧＭ：「言ってないならいいんだけどね。じゃあ、こっちだよ」

ツヴァイ：ちょっと待て。魔導銃キヤリバーを返してもらわないとな。

ＧＭ：じゃあ、ここで【感知】判定をしておきましょうか。

ツヴァイ：見張りは倒しているし、ほかになにかあるのか？　（ダイスを振る）うげっ！　なんでこうなるんだよっ!?

一同：いきなりファンブルっ!?

ダイン：さすがは、きくたけさん（笑）。

ＧＭ：どうします？　振り直します？

ツヴァイ：こんなところでフェイト使えるか！　まぁ、いいや。気がつかない方が面おも白しろそうだし（一同笑）。

ＧＭ：では、ツヴァイは何も気がつきませんでした（笑）。

ツヴァイ：（銃を取る動作をしながら）ジャキジャキ、パシャッ！（弾たまを確認しているらしい）　よし、問題ないな。

ＧＭ：「大丈夫？」

ツヴァイ：まぁ、ファンブルが気になるが仕方ない。とりあえず急いで逃げよう！

ＧＭ：「うんっ！　出口はこっちだよ」ミリアは先導して、周囲を警戒しながら進んでいきます。

ツヴァイ：ん～、なんかはめられたような気もするけど……。まぁ、こっちの方が面白そうだからいいや（笑）。

一同：結局それかいっ！（笑）

ツヴァイ：とりあえず、壁に「すまん！」とだけ書いておこう。

ユンガー：なんて中ちゆう途と半はん端ぱな書き置き（笑）。

ツヴァイ：くわしく書いて、残っている三人に疑うたがいの目がいくのもなんだからな。

エルザ：でも、だからといって、それじゃ何も分からないじゃないですか（笑）。

ＧＭ：では、ミリアとツヴァイのふたりは、夜の闇やみへと消えていきます。脱走成功！

ツヴァイ：脱走成功！　って、これで本当によかったのか？

一同：いまさら言うなっ！（笑）







◆Middle 06◆討とう伐ばつ命令




ＧＭ：さて、次のシーンは翌よく朝あさで、ツヴァイ以外の全員登場となります。

ダイン：（兵士になって）ツヴァイが逃にげたぞぉー！（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、城しろでは騒さわぎになっていたりします。で、そんな騒ぎを聞きつけてツヴァイが囚とらわれていた牢ろう屋やへとみなさんが向かうと、その壁かべには「すまん！」の文字が（笑）。

ユンガー：ふっ、やはり逃げたか（一同笑）。

ツヴァイ：何その、いかにも考えていましたって言い方（笑）。

ダイン：しかし、この厳げん重じゆうな牢屋からツヴァイの力だけで逃にげられるはずはありませんよ。

ユンガー：そのとおりだ。ツヴァイを手引きした者がいるに違ちがいない。おそらく──。

一同：バルムンクっ！（爆ばく笑しよう）

ツヴァイ：なんでそうなるんだっ！

ＧＭ：……。

ツヴァイ：ん？

ＧＭ：いや、状じよう況きようから推すい測そくするとそうなるなぁ[image: ][image: ]って（笑）。

ツヴァイ：おいっ！　でも、なんとかする方法がエストネルにあるのかと思ったらないんだもん。もう、この国に用はないぜ、くらいの勢いきおいで逃にげ出だすわ！

エルザ：閉とじ込こめておくだけなら、わたしたちにもできますもんね。

ＧＭ：でも、エストネルで処しよ刑けいすることはできますよ。

エルザ：（テーブルを叩たたいて）処刑なんて、わたしたちにもできますよっ!!

一同：は？




　そして、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。




エルザ：ち、違ちがいます！　こ、これは別にわたしたちがツヴァイくんを処刑するという意味じゃなくてですね。ただ、閉じ込めておいたり、殺したりするくらいなら、誰だれにでもできるって言いたいだけなんですよ！

ダイン：だからといって、我われ々われがツヴァイを処刑することはないんじゃ……（笑）。

エルザ：あ、あれ？（笑）

ツヴァイ：それをやりかねないから、恐おそろしいんじゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ユンガー：お、どこからかツヴァイの声が（笑）。

ツヴァイ：（悪人面で）こうなったら、エルザにやられる前にやるしかないな。くっくっく……（正気に戻もどったように）はっ！　オレはいったい何を言ってるんだ、とか言いながら森の中を走ってます（一同笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ？　ツヴァイくん？」並へい走そうしているミリアが、心配そうにツヴァイのことを見ています。

ツヴァイ：くっ！　オ、オレの中のベリアルが、ベリアルがっ!!（爆笑）




　いや、それベリアルのせいじゃないから。




ダイン：まぁ、そんな状じよう態たいのツヴァイのことは、我々は分からないわけで。さて、どうしたものですかね。

エルザ：そりゃ、ツヴァイくんを追いかけるに決まっているじゃないですか！

ダイン：しかし、ツヴァイを追いかけるとなると、彼を助ける方法を探さがす時間がなくなります。それに追いかけて見つけたとして、そのあとはどうしますか？　エストネルに連れ帰っても脱だつ走そうの罪つみが増ふえるだけですよ。

ＧＭ：などと、みなさんが話しているところに近この衛え兵へいがやってきます。「ユンガー様。グリーナ・デュランタリエ様がお呼よびです」

ユンガー：どうやら、我々が答えを出す前に命令が下されるようだな。（近衛兵に）分かった。すぐ行く。

エルザ：なんかすごく嫌いやな予感がします。

ユンガー：だが、呼ばれたからには、ノーデンスとしては行かざるを得ない。グリーナさんのところに行きます。

ＧＭ：なお、今回グリーナに呼ばれているのは、ユンガーだけです。したがって、ここでダインとエルザはシーンから退たい場じようとなります。

エルザ＆ダイン：分かりました。

ユンガー：それじゃ、行ってくる。




　心配そうなふたりを安心させるようにユンガーは大きくうなずくと、その場をあとにした。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、それではいつもの白い謁えつ見けんの間。ユンガーの前にはグリーナ、そしてエル・ウォーデン王がいます。

ユンガー：お呼びでしょうか？

ＧＭ：ユンガーの問いにうなずくと、グリーナは開口一番こう言います。「もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもなくなりました」

ツヴァイ：早っ!!　まだ、逃にげ出だしたばかりですよっ！　何にもしてないですよ（笑）。

ＧＭ：「今はまだ竜りゆう輝き石せきの力で、ベリアルの侵しん食しよくは抑おさえられています。しかし、もしなんらかの理由で彼が竜輝石を失ったとき、その身体からだはベリアルに支し配はいされてしまうでしょう」

ツヴァイ：うぉ、そうだった！

ダイン：忘わすれているし（笑）。

ユンガー：分かりました。では、すぐに彼を連つれ戻もどして……。

ＧＭ：「いいえ、その必要はありません」グリーナはその言葉を遮さえぎり、じっとユンガーの目を見み据すえて言います。「ユンガー、あなたに命じます。ツヴァイを討うちなさい」

ユンガー：ツヴァイを討て？

ダイン：討伐命令きた──っ!!

ツヴァイ：えぇ～、いきなり討伐かよ。たったったった──（走っているらしい）。なぁ、ミリア。オレ、なんか嫌な予感がするんだ。ふはははは、死んでなるものか。はっ！　ベリアルが！　ベリアルがぁ──────!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……なんでもベリアルのせいにすればすむと思ってるでしょ？

ダイン：はっ！　牢屋から脱走してしまった。ベリアルが！（笑）

エルザ：お腹なかが減へったのでお店に入って、ご飯を食べて──はっ！　お金がない。あぁ、ベリアルが！（笑）

ツヴァイ：どんだけダメな子なんだ、オレ？（一同笑）

ユンガー：とりあえず、そんなダメな子はおいておいといて、グリーナさんに訊きます。

ツヴァイ：あ、おいてかれた（一同笑）。

ユンガー：ツヴァイを討つ……そこまでする必要があるのですか？

ＧＭ：「今回のことはベリアル復ふつ活かつだけでは収おさまりません」

ユンガー：それは、どういうことでしょうか？

ＧＭ：「ベリアルが召しよう喚かんしようとしていた魔ま獣じゆうナグルファル。とある英えい雄ゆうたちの施ほどこした封ふう印いんのおかげで、彼の魔獣の召喚を防ふせぐことには成功しました。しかし、ベリアルの力は強大です。人の手による封印程てい度どでは、彼の魔ま力りよくの前に簡かん単たんに破は壊かいされてしまうでしょう」

エルザ：つまり、ベリアルが復活するとナグルファルも復活するってことですか？

ＧＭ：その可か能のう性せいは高いということですね。神代の魔獣であるナグルファルの力は、古代竜に匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がしているとも言われています。古代竜のエネミーレベルが一〇〇ですから、それ以上ということになるかと。

ツヴァイ：一〇〇レベル以上かぁ[image: ][image: ]（笑）。

エルザ：勝てます？

ダイン：たぶん無理ですね。立りつ派ぱに死ねます。お墓はかが建ちます（笑）。

ＧＭ：何が立派で、誰がお墓を建てるかは分かりませんが、無理なのは間ま違ちがいないです。

ユンガー：それで、ナグルファルが復活した場合、どうなってしまうんですか？

ＧＭ：「ベリアル、さらにナグルファルまで復活したとなれば、このアルディオンは瘴しよう気きに満ちた魔族や妖よう魔まの大陸となってしまうでしょう」その様子を思おもい浮うかべているのか、グリーナは目を伏ふせて言います。

ユンガー：（しばらく考えて）分かりました。謹つつしんで命令をお受けいたします。

ツヴァイ：えぇ──────っ！

ユンガー：いや、ここはそう言うしかないでしょう。ここで命令を断ことわって、さらにツヴァイを助けるなんて言ったら、たぶん別のノーデンスがツヴァイを殺しにいきますよ？

ツヴァイ：なるほど。確たしかにそれはそうかも。

ユンガー：なので、口ではそう言いながらも、内心ではツヴァイをなるべく助けたいと思っているわけです。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：さすが隊長！

ユンガー：でも、無理そうだったら躊ちゆう躇ちよせずに殺します（笑）。

ツヴァイ：頼たのむから躊躇くらいして欲ほしいんだけど。

ユンガー：じゃ、躊躇してから殺します。

ツヴァイ：そういう意味じゃねぇっ！（一同笑）

ユンガー：まぁ、そんな感じで（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。では、ユンガーは部屋を出て行こうとすると、今まで黙だまって聞いていたエル・ウォーデンが口を開きます。「ユンガーよ」

ユンガー：はっ！

ＧＭ：「ノーデンスは余よの口であり、目であり、腕うでである」エル・ウォーデンの涼すずやかな声が部屋に響ひびき渡わたります。

ユンガー：（重々しく）分かっております。

ＧＭ：「では、ユンガーよ。そなたが為なすべきことを為すのだ」

ユンガー：為すべきことを為すのだ？

ツヴァイ：何やら意味深な言葉だな。

エルザ：そうですね。為すべきことを為せ……。

ユンガー：どういうことでしょう？

ツヴァイ：よく分からんが、きっと意味があると思うんだけどな。

ユンガー：じゃあ、いかにも分かりましたという顔をして、かしこまりましたとだけ答えておきます。

エルザ：知ったかぶりだ（笑）。

ＧＭ：では、エル・ウォーデンはユンガーに期待の眼まな差ざしを向けるだけで、それ以上は何も言いません。そして、ユンガーが部屋を出て行ったところでシーンは終しゆう了りようとなります。







◆Middle 07◆一ひと筋すじの光明




ＧＭ：それでは次のシーン。ユンガーがツヴァイ討伐の命令を受けているとき──。ツヴァイはミリアと共に森の奥おく深ふかくに建てられている小屋にいました。

ツヴァイ：小屋？

ＧＭ：狩人かりゆうどたちが利用している山小屋ですね。ツヴァイを助けに行く前に、ミリアが見つけておいたようです。「ここで少し休きゆう憩けいしようか」

ツヴァイ：こんなところで休憩して大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：「かなり長い間使われていないところをみると、あまり知られていないんじゃないかな。それにずっと走り続けているわけにはいかないからね。食事や休憩も必要だよ」

ツヴァイ：それもそうか。ここはミリアの言うことにしたがっておこう。しかし、地ち下か牢ろうから脱走したことで、オレの地位は大変やばいことになってるかもしれないんだ（笑）。

エルザ：討伐命令が出ちゃいましたからね。

ＧＭ：「でも、あそこにいても、殺されちゃうかもしれないんでしょ？」

ツヴァイ：まあね。そのとおりなんで、脱走したことについてミリアを責めるつもりはまったくないんだが……。

ユンガー：だが？

ツヴァイ：隊長が嬉き々きとして、オレを殺しに来そうで怖こわい。

ユンガー：いや、ほら、命令ですから（笑）。

ツヴァイ：やっぱりかよっ！（一同笑）

ＧＭ：「大丈夫だよ。どうしたらツヴァイくんが助かるか、わたしも一いつ緒しよに考えてあげるから、ね！」

ツヴァイ：（生温かい笑顔で）ふっ！

ＧＭ：「ああ[image: ][image: ]っ！　鼻で笑った!!」

ツヴァイ：じゃあ聞こう。なにかいいアイデアがあるのか？

ＧＭ：「……え？　えーっと、まぁ、それはおいとくとして──」

ツヴァイ：おいとくな！

ＧＭ：「さっきの話だと、ベリアルという魔族にツヴァイくんの身体が乗っ取られるって話だよね？」

ツヴァイ：ああ。

ＧＭ：「なんでまだ乗っ取られてないの？」

ツヴァイ：それは、この竜輝石のおかげらしい。懐ふところから〝剛ごう健けんの竜輝石〟を取り出す。

ＧＭ：「あれ？　そんなものツヴァイくん持ってたっけ？」不思議そうな顔をして、ミリアが訊きいてきます。

ツヴァイ：いや、これは……あれ？　どこで手に入れたんだっけ？

ダイン：確か、アヴェルシアにあった廃はい棄きされた工場で入手したはずです。

ツヴァイ：あ、エクスマキナの製せい造ぞう工場だっけ？

ＧＭ：そうです。ツヴァイの持っている〝剛健の竜輝石〟は、そこの動どう力りよく源げんとして使われていたものですね。

ツヴァイ：ああ、そうだそうだ。レイウォールの代官から言われて取りに行ったんだっけ。

ＧＭ：「あ、あのときの竜輝石だね。じゃあ、それからずっとツヴァイくんが持ってたんだ」

ツヴァイ：いや、一度アインに奪うばわれている。

ダイン：奪われたというよりは、取引で渡わたしたというのが正しいですが（笑）。

ＧＭ：「ふ～ん。でも、なんでアインは竜輝石を奪うばったの？」

ツヴァイ：ん？　ずいぶんと竜輝石のこと気にするな。なんかあるのか？

ＧＭ：「それを考えるのはツヴァイくんの役目だよ」

ツヴァイ：お前も考えろよ。

ＧＭ：「（人差し指を左右に振ふりながら）チッ、チッ、チッ！　そういうことをＮＰＣに期待したらダメだよ」

ツヴァイ：おいっ！（一同笑）

エルザ：ミ、ミリアちゃんっ!?（笑）

ツヴァイ：くそー、こんな女にそそのかされてオレは脱走したのかよ。なんか、すごい後こう悔かいしてきたぞ。

ＧＭ：でも、いい線いっていると思いますよ。

ツヴァイ：そうなのか。えっと、アインは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使うために竜輝石を奪ったんだよな────あれ？

一同：ん？

ツヴァイ：アインって、ベリアルの身体ごと結けつ晶しよう体たいを破壊するために〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使おうとしていたんだよな。結晶体を破壊できるのは、あのゴーレムの主しゆ砲ほうだけだって。

ＧＭ：そうですね。

ツヴァイ：で、オープニングフェイズのときに、オルナはまだ完全に結晶体から乗のり移うつっていないとも言っていたよな。

ダイン：言ってましたね。

ツヴァイ：じゃあ、今のうちに結晶体を破壊すればよくね？

エルザ：あっ！

ダイン：なるほど、そういうことですか！

ツヴァイ：あぁ。時間と空間を同時に破壊する〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の主砲で結晶体を消しよう滅めつさせれば、乗り移られるのを防ぐことができると思うんだ。

ユンガー：なるほど。アインと同じことをするわけか。

エルザ：でも、それじゃエストネルを破壊することになりますけど。

ツヴァイ：そりゃそうか……なるほど、つまりここでアレなわけだ。

ダイン：アレ？

ツヴァイ：オレの中のベリアルが怒りのあまり──。

ダイン：エストネルごと破壊する気ですか!?（一同笑）

エルザ：それやったら前回の話が台無しになっちゃいますよ（笑）。

ツヴァイ：いいとこまでいってるような気がしたんだけどな。

ダイン：そうですね。おそらく〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使って、結晶体を破壊するところまではあっているかと思います。

ツヴァイ：でもそれじゃあ、アインと一緒なんだよな。

一同：う[image: ][image: ]ん。

エルザ：結晶体を破壊して、しかもエストネルが安全であればいいんですよね？

ツヴァイ：そう、だね。

エルザ：それ、そんなに難むずかしいことじゃないですよ。もし、可か能のうであればですけど。

ツヴァイ：可能であれば？

エルザ：えぇ。だって、結晶体を別の場所に運べばいいんですから（笑）。

ツヴァイ：そ、それだっ！　結晶体を人のいないところに持っていって、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟で攻こう撃げきする。これなら、なんとかなるんじゃね？

ダイン：なりそうですね。

ＧＭ：ん？　なんか、シーン登場していないＰＣと会話しているような気がするけど、まぁよしとしましょう（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、そんな話をミリアとしたということで（笑）。とりあえず、ミリアにお礼を言っておこう。ありがとう、ミリア！

ＧＭ：「ん？　なんだかよく分からないけど、ツヴァイくんの役に立ったのならいいや」

ツヴァイ：よし！　とりあえずはフェリストル城じようの地下へ行って、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の状態を確かく認にんするか……ん？

ＧＭ：「どうしたの？」

ツヴァイ：なんか忘れているような気がするんだけど……なんだろう？

ＧＭ：「とりあえず、行ってみようよ。きっと、行ってみれば分かるよ（にっこり）」

ツヴァイ：なんだ？　その笑いは？　やっぱり、お前偽にせ者ものだな？

ＧＭ：違いますって！　さっき、確認したじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：そうなんだけどね。まぁ、とりあえず今のところこれしか思いつかないし、とりあえず行くだけ行ってみるか。なんの保ほ証しようもないけどな。

ＧＭ：「大丈夫！　保証ならわたしがするよ！」

ツヴァイ：信用できるか！　あ～あぁ、早く隊長やダインやエルザさん来ないかなぁ（笑）。

ＧＭ：「えぇー！　なんでそんなこと言うの？　ツヴァイくんひどいよっ!!」（一同笑）

ツヴァイ：ほらほら、文もん句く言ってるヒマはないぞ。さっさと出かけよう──ということで、フェリストルへ向かうぜ！

ＧＭ：了りよう解かい。では、ツヴァイご一行様。フェリストルへご案内！（一同笑）

エルザ：ツヴァイくんたちが、どんどん離はなれていってしまいます。追いつけます？

ユンガー：いざとなったら、ロンガー（アニマルメッセンジャーであるカブトムシの名前）を使って連れん絡らくを取ります（笑）。

ツヴァイ：あ、ここで隊長たちに連絡取ればよかったかな？

ダイン：いや、脱走しているのにわざわざ連絡をつけてくるのもおかしいから、いいんじゃないですか？　助かる方法も見つかったみたいですし（笑）。

エルザ：となると問題は、ツヴァイくんたちの位置をどうやって調べるかですね。

ＧＭ：それについては、次のシーンとなります。とゆーことで、このシーンは終了です。

ユンガー：結局、このシーンはツヴァイとミリアの痴ち話わ喧げん嘩かで終わりか（笑）。

ツヴァイ：えぇ──っ！　ちゃんと助かる方法を見つけたじゃん！（一同笑）







◆Middle 08◆フェリストルへ




ＧＭ：さて、次はグリーナよりツヴァイ討伐命令を受けたユンガーが、エストネルの王都エル・ウィン・フリットを出しゆつ立たつするシーンとなります。

ユンガー：じゃあ、ダインやエルザには内ない緒しよで出かけます。

エルザ＆ダイン：え？

ユンガー：ツヴァイを殺せという命令を受けているじゃないですか。ユンガー的には、そんなことをふたりにさせたくないわけですよ。

ＧＭ：なるほど。

ユンガー：なので、ふたりには黙って出かけようと思います。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

ユンガー：街から出たところで振ふり返かえって──（渋い声で）エルザ、ダイン……すまん！　とか、心の中でつぶやきます。

ツヴァイ：隊長、格かつ好こういいぜっ！（笑）

エルザ：そういう展てん開かいなら、そのあと、ユンガーさんが再ふたたび歩き出そうとした瞬しゆん間かんにうしろから声をかけたいんですけど、いいですか？

ユンガー：いいですよ。ひとりだと心細いので、ぜひお願いします（笑）。

ツヴァイ：心細いのかよ！　さっき言った〝格好いい〟を返せ（一同笑）。

ユンガー：ダメです（笑）。

ダイン：はっはははは。そういうことなら、私も登場しましょう。

ＧＭ：じゃあ、ふたりとも同行者ということで、登場判はん定ていなしでＯＫにしましょうか。

エルザ：ありがとうございます。じゃあ、街を出て行こうとするユンガーさんに声をかけますね。わたしたちを置いていくなんて、ひどいですよ。ユンガーさん！

ダイン：そうですよ。

ユンガー：エルザ、ダイン！　どうしてここに？

ダイン：ユンガー殿どのならきっとひとりで行くに違いないと思って、エルザさんと一緒に待っていたんですよ（笑）。

エルザ：ツヴァイくんの討伐命令が下ったんですね。

ユンガー：あぁ、そうだ。言っておくが、止めても無駄だぞ。世界アルデイオンを守るためにオレはツヴァイを討うたなければならない。

ダイン：分かっています。でも、もしかしたらツヴァイが、すでに何か方法を見つけているかもしれません。

ツヴァイ：おぉ！　すでに見つけているぜ！　もっとも、見つけたのは脱走したあとだけどな！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。と、そんな感じで、エルザとダインがユンガーを待っていたわけですが──実はもうひとり、待ち伏せしている人がいます。「そのとおりかもねー。ツヴァイのやつ、どうやらフェリストルに向かっているみたいだしー」

エルザ：もしかして、わたしたちの監視役ですか？

ＧＭ：「安心して大丈夫だって。監視役じゃないから。それよりも、そーんな怖い顔していると美人が台なしだよ、エルザさん」と、ヘラヘラした笑顔で登場する美形の男。

エルザ：もしかして、サイラスさんっ!?

ＧＭ：「はいはい、サイラスさんですよ。で、雁がん首くびそろえて、みなさんどちらにお出かけなのかなー？」

ユンガー：決まっている。ツヴァイの討伐だ。

ＧＭ：そう答えるユンガーの顔を、サイラスはじっと見つめる。

ユンガー：ここは真意を悟さとられるわけにはいかないからな。無心、無心（笑）。

ＧＭ：では、そんな様子を見てサイラスはこう言います。「じゃ、そういうことにしておこうか。ところで、ツヴァイのいる場所って、分かっているのかなー？」

ダイン：そういえば、さきほどツヴァイがフェリストルに向かっているって言っていましたね。なぜ、分かったんですか？

ツヴァイ：そういえばそうだ！

ＧＭ：「こんなこともあろうかとね。ほれ」そう言って、掌てのひらサイズの円えん盤ばん型の機械をサイラスは見せてくれます。

ユンガー：機械？

ＧＭ：はい。こー、中心から八方向に線が引かれていて、同心円えん状じように輪が描えがかれています。

エルザ：これって？

ＧＭ：で、北の方向にピコンピコンと点てん滅めつしている光点が──。

ツヴァイ：レーダーかよっ！（一同笑）

ＧＭ：「こんなこともあろうかと思って、ツヴァイの魔導銃キヤリバーに錬れん金きん術じゆつの装そう置ちを取りつけておいたんだよねー」

ツヴァイ：あっ！　あのときの【感知】判定かっ!!

ＧＭ：当たり[image: ][image: ]（笑）。「さーて、それじゃ行こうか」

ユンガー：行こうかって……サイラス、お前も来るのか？

[image: ]

ＧＭ：「当たり前じゃないかー。オレがこの機械を持っているんだから」

ダイン：確かに（笑）。

エルザ：仕方ないですね（笑）。

ユンガー：その機械を、こっちに渡してくれるというわけにはいかないか？

ＧＭ：「ん？　オレがついていったらまずいことでもあるわけ？」

ユンガー：いや、そういうわけではないが……。

エルザ：（小声で）ユンガーさん、大だい丈じよう夫ぶですか？

ユンガー：（小声で）仕方ないだろう。サイラスがいないと、ツヴァイのいる場所も分からないんだから。

ダイン：（小声で）いや、逆ぎやくに彼が我々を助けてくれるかもしれませんよ。

ユンガー：どういうことだ？

ダイン：ほら、サイラスもツヴァイを助けようとしていたじゃないですか。いや、これはプレイヤーしか知らないことですが（笑）。

ツヴァイ：そういえば、そんなこと言ってたっけ（笑）。

ユンガー：なるほど。（サイラスに）分かった。サイラスの同行を認めよう。その代わり、私の命令にしたがってもらう。それで、いいな？

ＧＭ：「もちろん。ツヴァイの討伐命令を受けているのはユンガーだからねー。命令にしたがうのは当然だね」うんうん、とサイラスは何度もうなずきます。

ツヴァイ：うさんくせー（一同笑）。

ユンガー：とは言っても、ここはサイラスを信じるしかない。サイラスの情じよう報ほうを信じて、フェリストルに向かいます。

ＧＭ：了解です。とゆーところで、シーンは終了となります。







◆Middle 09◆断頭台ギロチン




ＧＭ：さて、一方ツヴァイたちは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の様子を見に、フェリストル城の地下へとやってきました。そして目の前には脚あしが折れ、装そう甲こうもボロボロになった巨きよ大だいゴーレムの姿すがたが。

ツヴァイ：あら？

ダイン：そういえば、オープニングでオルナが破壊していましたね（笑）。

ツヴァイ：あぁ─────っ！　なんか忘れていると思ったらそれだっ!!　そうだよ、オルナに壊こわされちゃったんじゃないか！

エルザ：でも、わざわざ壊したってことは、やっぱりツヴァイくんの考えが正せい解かいってことじゃないかな？

ツヴァイ：だといいんだけどな。（ため息をついて）はぁ～、とりあえず調べられるだけ、調べてみよう。まずは、重要な主砲の部分だな。

ＧＭ：では、ツヴァイが擱かく坐ざしている〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟をよじ登って主砲──〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟の近くまで行きますが、ここで判定をどうぞ。

ツヴァイ：判定？

ＧＭ：はい。錬金術判定になりますが（笑）。

ツヴァイ：分かるかっ！　おーい、ミリア！　お前、錬金術判定できるか？

ＧＭ：「できるわけないじゃん。わたし、エクスプローラー／ダンサーだよ」

ツヴァイ：くそ、役に立たねぇ（笑）。おーい、ダイン─────っ！

ダイン：はっ！　今、そちらに向かっております（一同笑）。

ツヴァイ：だよな。ダメか……。

ＧＭ：「何がダメだってか？」　ツヴァイが〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟に登って調べていると、入り口の方から聞き覚えのある男の声で聞こえてきます。

ツヴァイ：聞き覚えのあるって──隊長やダインじゃないよね？

ＧＭ：「もう忘れちまったのか？　つれないねぇ～」その男はニヤリと笑うと巨大なハルバードを器用に回転させながら、近づいてきます。

ツヴァイ：ハルバード？　ブラックヴァイスのあいつかっ!?

ＧＭ：「〝断頭台ギロチン〟のアルフォンソだ。しっかりと覚えやがれ！」

ツヴァイ：で、そのアルフォンソさんが何のようだ？

ＧＭ：「そんなのは決まってるじゃねぇか。さぁ、おとなしくついてきてもらおうか」

ツヴァイ：ふんっ！　おとなしくついていくと思うか？

ＧＭ：「ふん！　それじゃあ、仕方ない。力ずくでも連れていくしかねぇな。となると、その女がジャマか」言うが早いか、アルフォンソは助走もなしにいきなりダッシュします。

ツヴァイ：何っ!?　速いっ!?（笑）

ＧＭ：そしてそのまま宙ちゆうを飛ぶようにミリアの方へと突つっ込こんでいき、そして一いつ閃せん！　目にも留とまらぬ一撃で彼女を斬きり倒たおします。

ツヴァイ：くっ！　ミリアっ!?　って、いきなりミリアが倒されるのかよっ！

エルザ：ミリアちゃん、死んじゃったのっ!?

ＧＭ：いえ、死んではいません。今回のミリアはエキストラですので、ここは戦せん闘とう不ふ能のうと同じ扱あつかいにします。

ツヴァイ：じゃあ、ミリアは大丈夫なんだな？

ＧＭ：はい。しかし、ミリアの服がみるみる血で赤く染まっていきます。

ツヴァイ：じゃあ、ミリア────っ!?　と叫さけんで、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟から飛とび降おりながら魔導銃キヤリバーを連れん射しやする！

ＧＭ：「甘いっ！」だが、アルフォンソはバックダッシュで一気にミリアから離はなれます。

ツヴァイ：なるほど。ヒットアンドウェイってわけかよ。

ＧＭ：「なーに。まだ、俺おれはすべての技わざを見せたわけじゃねぇ。これだけだと思ったら、火傷やけどするぜ」アルフォンソはツヴァイにニヤリと笑い返します。

ツヴァイ：そうかよって──ここで一対一の戦いかよ。

ＧＭ：それは、ほかのＰＣの登場判定のダイス目次第ということで！　では、ここでシーンを切り替えて、戦闘といきましょう！







◆Middle 10◆再び仲間たちと




ＧＭ：では、戦闘といきましょうか。

ツヴァイ：よしっ！

ＧＭ：ツヴァイとアルフォンソの距きよ離りは一〇メートル。そして、この戦闘では次のような条じよう件けんを設せつ定ていします。

ツヴァイ：条件？

ＧＭ：ええ。ツヴァイが戦闘不能、あるいは登場しているＰＣ全員が戦闘不能になったところで、ツヴァイがアルフォンソに連れていかれてしまうこととします。

エルザ：なんとっ！

ＧＭ：あと、ほかの三人はセットアッププロセスに登場判定に成功すれば、アルフォンソのうしろ一〇メートルの位置の好きな場所に登場することができます。つまり、この地下倉庫の入口の方ですね。

エルザ：ここは登場判定に成功しないとダメなところですね。

ダイン：失敗するとツヴァイが大変なことになりますから（笑）。

ツヴァイ：た、助けてくれ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

[image: ]




●第一ラウンド

ＧＭ：では、第一ラウンド開始！　まずはセットアッププロセスから。登場したい方は、登場判定からどうぞ。難なん易い度ど７の【幸運】判定です。

ユンガー：（ダイスを振る）あ、クリティカルで成功です。

ダイン：ユンガー殿は任にん務むに燃もえているようです（笑）。

ユンガー：ツヴァイ、お前の骨ほねは私が拾ってやろう。

ツヴァイ：違ちがうだろっ！（一同笑）




　エルザとダインも登場判定に成功する。




エルザ：ツヴァイくんっ！

ツヴァイ：エルザさんっ！　それに隊長とダインもっ!!

ユンガー：話はあとだ。まずは、そいつを倒たおすぞ！

ツヴァイ：了解っ!!

ＧＭ：「あの娘こはオレにまかせろ！」みなさんと一緒に登場したサイラスが、ダッシュでミリアのところへと駆かけ寄よります（一同笑）。

ツヴァイ：もしもしっ!?（笑）

ＧＭ：まぁまぁ、この女好きのサイラスのおかげで、倒たおれているミリアについて考えなくてＯＫになるわけですから。

ツヴァイ：まぁ、それは確かに助かるがな。

ＧＭ：とゆーわけで、この戦闘でミリアとサイラスは参加しません。なので、行動値はこうなります。




▼行動順番（登場判定終了後）

　①ツヴァイ　　（行動値14）

　②エルザ　　　（行動値12）

　③ユンガー　　（行動値11）

　④ダイン　　　（行動値10）

　⑤アルフォンソ（行動値７）
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ツヴァイ：あれ？　意外と遅おそいな。

ＧＭ：「遅いんじゃねぇ。先に攻撃させてやってるんだよ」

ツヴァイ：そんなこと言って、吠ほえ面づらかくなよ！

ＧＭ：では、セットアッププロセスの行動から。ツヴァイはなしで、エルザですね。

エルザ：ここはエネミー識しき別べつしておきます。（ダイスを振る）27です！

ＧＭ：27では分かりません。

エルザ：あー、残念。みんな、気をつけて！　こいつかなり強いかも。

ダイン：次は私ですね。《ホーリーフィールド》を使用。これでこのシーンの間、物理防ぼう御ぎよ力りよくと魔ま法ほう防御力に＋３です。

ＧＭ：「なるほどぉ、お前が防御専せん門もんってわけか。ならばこっちは──」と言いつつ、アルフォンソは《デスペラード》を使用！　物理防御力を０にする代わりに、武ぶ器き攻撃のダメージを20点上じよう昇しようさせます。

ツヴァイ：こいつ、防御を捨すてやがった。

ＧＭ：「さぁ、どこからでもきやがれ！　どうせ防御力は０だぜ」とゆーことで、これでセットアップは終了。

ツヴァイ：じゃあ、遠えん慮りよなくいかせてもらうぜ！　マイナーで《ファストセット》。《フェイドアウェイ》でエンゲージしつつ、《フルスイング》を使用。メジャーは《バッシュ》！（ダイスを振る）25で命中！　あ、《ブレットレイブ》があるので回かい避ひのダイスを一個こ減へらしておいてくれい（笑）。

ＧＭ：くっ！　そんなもの回避できるわけないって。回避は失敗だが、ハルバードでツヴァイの銃じゆう弾だんを受けます。《ウェポンガード》を使用！

ツヴァイ：その程度で止められるかよ！（ダイスを振る）82点のダメージ!!

ＧＭ：「なんのっ！」アルフォンソはさらに筋きん肉にくを引ひき締しめてダメージを吸きゆう収しゆうします。《パーフェクトボディ》を使用！　ダメージを27点止めるので、55点のＨＰダメージ。

ツヴァイ：防御力０で27点も止めるのかよっ!?

ＧＭ：「まぁ、センスは悪かぁねえが、まだまだってところだな」

エルザ：それなら魔法はどう？《マジックサークル》《インフェルノ》で攻撃します。（ダイスを振る）命中は26です！

ＧＭ：「次はお嬢じようさんの魔法か」などと言いながら──（ダイスを振る）回避失敗。

エルザ：（ダイスを振る）う～ん、ちょっと低い。74点の〈火〉属ぞく性せい魔法ダメージです！




　アルフォンソはこれにも《パーフェクトボディ》を使用し、ダメージを軽減する。しかし、《イフリート・シマー》の効果を消すことはできず、エルザはアルフォンソの命中判定にペナルティを与えることに成功する。

　さらにユンガーが《ディスアピア》＋《サプライズ》で攻撃！　だが、これでも《ウェポンガード》と《パーフェクトボディ》（＊）で軽減されてしまう。




ダイン：意外と面倒な相手ですね。マイナーで移い動どうしてアルフォンソにエンゲージして、メジャーでツヴァイに《ジョイフルジョイフル》！

ツヴァイ：ＯＫ！　マイナーの《ファストセット》で《ウィング》と《スマッシュ》を使用、メジャーで《バッシュ》！　翼つばさを広げて空中に浮うかび上あがって攻撃する！（ダイスを振る）命中は24！




　攻撃は命中する──だが、ハルバードで攻撃を受け流し、鋼鉄のような筋肉に阻まれ、ツヴァイたちは思うようにダメージを与えることができない。




ＧＭ：「次はこっちの番だな。行くぜっ！」マイナーの直前に《サマーソルト》（＊）＋《フェザータップ》（＊）で飛行状態に。マイナーは《ファストセット》で、《アルティメットボディ》（＊）＋《フルスイング》──これでダメージに＋81！

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待ったっ！　なんだ、そのプラスダメージはっ!?

ＧＭ：「いまさら遅いわ！　ほら、落ちやがれっ!!」そしてメジャーで《エアリアルレイブ》（＊）を使用！　その場でジャンプして、ツヴァイめがけてハルバードを大だい上じよう段だんから振ふり下おろします。《イフリート・シマー》の効果で命中のダイスが一個減るから、12＋５Ｄで……（ダイスを振る）おっ！　クリティカル！　クリティカルしたので──。

ツヴァイ：まだあるのかよっ！

ＧＭ：ありますよ。命中でクリティカルしたので《バーストスラッシュ》が発動。これで、物理防御力と魔法防御力が０ね。

ツヴァイ：ぎゃ─────っ!!

ＧＭ：さらに、オリジナルのエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくの《ギロチンカッター》が発動して、ダメージがスキルで軽減できなくなります。

ツヴァイ：なんだそりゃっ!!（ダイスを振る）回避失敗！

ダイン：《カバーリング》、《カバーリング》！

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）[image: ]点ね。

ダイン：[image: ]点っ!?　防御力と《プロテクション》で軽減できないんじゃ、いきなり戦闘不能ですな。

一同：なんだってっ!?

ダイン：生命の呪じゆ符ふが飛んで……（ダイスを振る）ＨＰがいきなり４点になりました（笑）。

エルザ：ダインくんっ!?

ＧＭ：そして《タッチアンドゴー》（＊）で、エンゲージから離り脱だつします。「ちっ、余よ計けいなことしやがって。手間が増ふえちまったじゃねぇかよ」

ダイン：しかし、まさか一撃で持っていかれるとは……。

ＧＭ：「へっ！　俺の力は、まだまだこんなもんじゃねえぜ！」とアルフォンソがニヤリと笑ったところで、第一ラウンドは終了となります！





（＊）《パーフェクトボディ》　ウォーロードのスキル。ＨＰダメージを軽減し、さらにバッドステータスも受けない。

（＊）《サマーソルト》　ダンサーのスキル。《フェザータップ》をマイナーアクションの直前に使用する。

（＊）《フェザータップ》　ダイサーのスキル。そのラウンドの間、飛行状態になる。

（＊）《アルティメットボディ》　ウォーロードのスキル。白兵攻撃のダメージに【筋力基本値】【器用基本値】【敏捷基本値】のいずれかを加える。

（＊）《エアリアルレイブ》　ダンサーのスキル。飛行状態のとき、命中判定のダイスを増やし、ダメージを増加させる。

（＊）《タッチアンドゴー》　ダンサーのスキル。《エアリアルレイブ》を使用したあとに移動するスキル。






●第二ラウンド

ＧＭ：では、セットアッププロセスから。

エルザ：もう一回、エネミー識別しておきます？

ダイン：そうですね。まだ、何か持っていそうですし。

エルザ：じゃあ、エネミー識別します。（ダイスを振る）さっきよりいいかな。30です。

ＧＭ：それなら分かります。こんな感じですね。




　読者の方はこちら（＊）を参照してください。




ツヴァイ：なるほど。とにかくクリティカルさせようってキャラか。

ＧＭ：ええ。で、《バーストスラッシュ》と《ギロチンカッター》を発動させます。

ダイン：それに《ソニックスピード》（＊）に《エンカレッジ》（＊）ですか。次は連続して攻撃されますね。あと、ふたり分の生命の呪符がほぼ飛ぶのが確かく定ていかと。

ツヴァイ：やばい！　こいつ、マジでやばいぞっ!!

ＧＭ：では、アルフォンソが《ソニックスピード》を使用して、行動値が32になります。これでセットアップは終わり。「ほんじゃ、本気を出させてもらうぜ！」




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①アルフォンソ（行動値32）

　②ツヴァイ　　（行動値14）

　③エルザ　　　（行動値12）

　④ユンガー　　（行動値11）

　⑤ダイン　　　（行動値10）




ツヴァイ：さて、ここで《カリキュレイト》を使うかどうかだな。えーっと、オレがエンゲージして攻撃する。次にアルフォンソがオレを攻撃する。生命の呪符を使う。アルフォンソが《エンカレッジ》する。オレを攻撃する……ダメじゃん（笑）。

ＧＭ：では、アルフォンソの攻撃からいきます。さて、誰を攻撃するか……むっ！　「そういえば、さっきのお嬢さんの魔法が痛いたかったな」とゆーことで、エルザに攻撃します！




　風のように空中を駆かけ、エルザへと迫せまるアルフォンソ。今度は渾こん身しんの一撃が、エルザへと襲おそいかかる。




ＧＭ：さっきと同じ攻撃で……（ダイスを振る）おっ！　またクリティカル！

一同：なんだってぇっ!!

エルザ：（ダイスを振る）クリティカル出ろっ！　ダメです、出ませんっ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点です。

エルザ：そ、それは三回死んで、おつりがきますね（笑）。




　ダインに続き、エルザの生命の呪符も飛ばされる。




ＧＭ：そして、再び《タッチアンドゴー》で元の位置に戻もどります。「ちっ、こいつも生命の呪符を持ってやがったか」忌いま忌いましげに舌した打うちをするアルフォンソ。

ツヴァイ：ミドルフェイズの戦闘で生命の呪符を二枚まいも失うとは……。

ユンガー：おそるべしブラックヴァイス！

ＧＭ：「誉ほめてくれて、ありがとよ！　そろそろ遊びは終わりだっ！」とゆーことで、ここで《エンカレッジ》を使用して、もう一度ツヴァイに攻撃！

ツヴァイ：また来たっ！

ユンガー：あちこち飛び回る、飛び回る（笑）。

ＧＭ：「ほら、行くぜ！」（ダイスを振る）くっ！　クリティカルしない！　《バトルコンプリート》を使用して……（ダイスを振る）うぉ、ダメ！　命中は32！

ツヴァイ：それでも32かよ！

ユンガー：だが、クリティカルでなければ、《インターフィアレンス》でなんとかなる！

ＧＭ：大きくハルバードを振ふりかぶったアルフォンソが、再びツヴァイへと猛もう烈れつなダッシュで迫せまってきます。それを妨害せんと、ユンガーは冷静に弓を構かまえて撃うつ！　どうぞっ!!

ユンガー：フェイトを１点使って……（ダイスを振る）30！

一同：30っ!?

エルザ：２、足りませんっ！

ユンガー：じゃあ、フェイトを使って振り直します。さらにフェイトをもう１点使ってダイスを増ふやします。

ツヴァイ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだな。ここで失敗すると、なんとフェイトが３点も無駄になってしまうという（笑）。

ＧＭ：きくたけさんが、よく陥おちいるパターンですね。

ツヴァイ：ほっとけっ！（一同笑）

ユンガー：大丈夫だ。そんな失敗、私はしない（笑）。

ツヴァイ：ほぉ[image: ][image: ]、じゃあここでしっかりと見させてもらいましょうか（笑）。

ユンガー：あぁ、見ていろ！（ダイスを振る）とぉっ！




　カラカラと小気味よい音を立てながら、テーブルの上を転がる六個のダイス。

　全員の目がダイスへと注目する。

　そして────。




ユンガー：よし、クリティカルっ!!（笑）

一同：おおぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

ツヴァイ：マ、マジかよっ!?

ユンガー：（きざっぽい感じで）ふっ！（一同笑）

ダイン：さすがはユンガー殿。ここは誉め称たたえましょう。

ＧＭ：とっさのことで、アルフォンソも矢を避よけるのが精せい一いつ杯ぱいで攻撃が中ちゆう断だんされます。「ちっ！　味な真似まねをしやがる」《タッチアンドゴー》で離れながら、つぶやきます。

ツヴァイ：ほら、決めぜりふ、決めぜりふ！（笑）

ユンガー：（鼻で笑う感じで）ふっ！

ツヴァイ：そうじゃなくて、もっと格好いい感じでお願いします。

ユンガー：じゃあ、裸はだかのやつに負けるわけにはいかん！

ツヴァイ：ちげーよ！（一同笑）




　矢薙さん的、格好よさでした（笑）。




ツヴァイ：さて、そんなことはさておき、ようやくこっち側の行動が回ってきたぜ。まずは、オレの番からだな。《ファストセット》で《フェイドアウェイ》＋《スマッシュ》、そして《バッシュ》！　アルフォンソにエンゲージして攻撃する！　（ダイスを振る）命中は29！

ＧＭ：「まったく妙みような攻撃しやがって！　避けられねぇんだよっ！」とりあえず《ウェポンガード》でダメージを減へらす。

ツヴァイ：（ダイスを振る）ダメージは59点！

ＧＭ：《パーフェクトボディ》で32点のＨＰダメージ！　これで累計[image: ]点！　「まずいな。ちょっとくらいすぎたか……」




　だが、〝黄金の狼〟の攻撃は止まらない。

　ツヴァイに続いて、ユンガーがアルフォンソを攻撃。そして、ダインがマイナーでツヴァイの許へと移動し、エルザに《ジョイフルジョイフル》をかける。




エルザ：もう一度、《マジックサークル》《インフェルノ》で攻撃します！　さっきのはすごく痛かったんだからっ!!

ツヴァイ：三回死んで、おつりが来るんだっけ？（笑）

エルザ：ええ。その分利子もつけて返してあげます！（ダイスを振る）命中は23です！

ＧＭ：「ちっ！　その魔法はくらうわけにはいかねぇ！」とはいっても、クリティカルしないと避けられない。（ダイスを振る）ダメだ、回避失敗！

エルザ：（ダイスを持って祈いのるように）今度は大きめが出ますように！　14Ｄ＋40で……（ダイスを振る）よしっ！

ダイン：なんか、６がいっぱいありますよ（笑）。

エルザ：えっと──（ダイスを数える）10、20、30、40、50の58！　これに＋40で98点のダメージですっ!!

一同：98っ!?

ＧＭ：魔法防御力と《パーフェクトボディ》で20点軽減しても78点か……。アルフォンソは耐えきれずについに膝をつきます。これで戦闘不能！

エルザ：（ガッツポーズしながら）やったっ！　やりましたよっ!!

ＧＭ：切り札系けいのスキルを使用せずに、[image: ]点近いダメージを出すとは……。

ダイン：これが通つう常じようの攻撃だって言うんだから……恐ろしい（笑）。

エルザ：やった！　やった!!　筋肉を焼きましたよ！（笑）

ツヴァイ：筋肉かよっ！

ユンガー：喜びのあまり、エルザさんがおかしくなってる（笑）。

エルザ：上手に焼けました[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「こんなヤツにやられるとは、俺もずいぶんと焼きが回ったもんだぜ」自分を卑ひ下げするように、アルフォンソは吐はき捨すてるように言います。

ダイン：いえいえ、こう見えても彼女は、〝炎の申し子〟というふたつ名でも呼ばれている魔ま術じゆつ師しですから。その彼女の魔法を二発も受けていながら、こうやって話すことができるあなたの方が立りつ派ぱといえましょう。感服いたします（笑）。

エルザ：ダ、ダインくん。それってちょっとひどい言い方じゃない？

ＧＭ：「ちっ、相手が〝炎の申し子〟じゃあ仕方ないな。納なつ得とくだぜ」

エルザ：あなたも納得しないでくださいっ！（一同笑）

ＧＭ：「そう怒ど鳴なりなさんなって。すまんがさすがに疲つかれたんで、ちょっと眠ねむらせてもらうぜ。あとは煮にるなり、焼くなり好きにしてくれや」

ツヴァイ：もう焼かれているがな（一同笑）。

エルザ：ツヴァイくんっ!!

ＧＭ：「へっ！　うまいこと言いやがって。じゃ、俺は寝ねるぜ」そう言うが早いか、そのままアルフォンソは寝ねてしまいます。ぐがー、ぐがー、ぐがー。

ツヴァイ：寝るなよっ!!（一同笑）

ダイン：敵てきの真まっ直ただ中なかで寝るとはいい度ど胸きようしてますな（笑）。

ツヴァイ：まったくだ（笑）。

ユンガー：（真ま面じ目めな声で）人のことを心配している場合か、ツヴァイ。




　ユンガーの声に振り返ったツヴァイの瞳ひとみには、弓を構かまえたユンガーの姿が映うつっていた。

　そして、その弓につがえられた矢は、ぴたりとツヴァイへと向けられていた。





（＊）《ソニックスピード》　ハイランダーのスキル。【行動値】を増加させる。

（＊）《エンカレッジ》　ダンサーのスキル。対象をイニシアチブに行動させる。

[image: ]









◆Middle 11◆ツヴァイvsユンガー




ＧＭ：そういう展てん開かいならば、ここから新しいシーンとしましょう。〝断頭台ギロチン〟のアルフォンソを倒たおしたツヴァイたち。しかし、その戦いが終わったあと、ツヴァイに弓を向けるユンガーであった。

ダイン：じゃじゃーんっ!!（効こう果か音おんらしい）

ツヴァイ：（両手を左右に振ふりながら）た、隊長っ!!　ちょ、ちょっと待ってくれよ！

ユンガー：（無む視しして）なぜ、地ち下か牢ろうから逃にげた？

ツヴァイ：に、逃げたっていうか、連れていかれたっていうか……なぁ、ミリア？

ＧＭ：……。

ツヴァイ：ミリア？　はっ！　し、死んでるっ!!（一同笑）

ＧＭ：勝手に殺すな！　気き絶ぜつしているだけですっ!!

エルザ：きっと、サイラスが必死の手当てをしていますよ（笑）。

ツヴァイ：サイラスの女好きは半はん端ぱないからなぁ。じゃ、なくて！　た、隊長、話せば分かる！　話せばっ!!

ユンガー：（諭さとすような声で）残念だが、もう話す余よ地ちはない。ツヴァイ、すでにお前の討とう伐ばつ命令が下されている。

ツヴァイ：（棒ぼう読よみで）なんだってっ!?（一同笑）

ダイン：なんという、わざとらしいセリフだ（笑）。

エルザ：きくたけさんっ!?（笑）

ツヴァイ：いや、ほらー、ね。オレ、プレイヤーの時は、こういう真面目なのちょっと苦手なんだよー。分かってくれよー。

一同：……。

ユンガー：（渋い声で）ツヴァイ、お前を殺す！　本当に殺すっ!!

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待って！　本当に待って!!（一同笑）

ユンガー：もう待つことはできないのだ。

ツヴァイ：いいから待って！　というか、やったらやり返す！　むしろ殺やられる前に殺る！

一同：えぇっ!?

ツヴァイ：はっ！　ベ、ベリアルが、ベリアルがっ!!（一同笑）




　だから、なんでもベリアルのせいに……（以い下かり略やく）。




ユンガー：やはり、遅おそかったか。もうここにはツヴァイはいない。

ツヴァイ：いるからっ！　オレ、ツヴァイだからっ!!（爆ばく笑しよう）

エルザ：（呆あきれたように）ふたりとも、まったく素す直なおじゃないんだから。

ダイン：まぁ、喧嘩するほど仲がよいと言いますし（笑）。

ツヴァイ＆ユンガー：（声を合わせて）仲なんてよくないっ！

エルザ：ほら、やっぱり仲いいじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：ちっ！　まぁ、これ以上、ここで馬ば鹿かやってても仕方ない。そろそろ真面目な話をしようか（笑）。隊長、オレの討伐命令が出たって言ってましたね。それで、隊長はどうするんですか？　オレを殺しますか？

ユンガー：ツヴァイが完全にベリアルになっているならば、私はためらいなくお前を殺す。それが、ノーデンスとしての使命だ。だが……と言って弓を下ろします。

ツヴァイ：ベリアルになっているならば？　……ってことは？

ユンガー：ああ。まだ、乗っ取られていないのであれば、お前を倒たおす気は私にはない。

エルザ：（うれしそうに）ユンガーさんっ！

ユンガー：残された時間がどれだけあるか分からないが、お前を助けるためにギリギリまで行動してみようと思う。

ダイン：ユンガー殿どの、それは命令違い反はんとなりますが？

ユンガー：（苦悩する感じで）それは……分かっている──（素に戻って）でも、ノーデンスは首になりたくないです（一同笑）。

ダイン：命令違反にならずに、ツヴァイを殺さない方法ですか……。たとえば、もっと上の人の命令にしたがうとか？

ユンガー：グリーナの上ってことは王様？

ＧＭ：そうですね。エル・ウォーデンということになります。

ユンガー：そういえば、王様も何か言っていましたね。……あっ!!

ダイン：思いついたらしい（笑）。

ユンガー：こういうのはどうですか？　確たしかにグリーナの命令にしたがわないことになるが、エル・ウォーデン王の言葉にしたがっているので問題ない！

ツヴァイ：エル・ウォーデンの言葉？

エルザ：為なすべきことを為せ、でしたっけ？

ユンガー：ノーデンスとして、ここはツヴァイを殺さないのがよいと判はん断だんしたから、殺さなかったということにします。ユンガー的には、地下牢を逃にげ出だしたときには、すでにツヴァイには何か対たい応おう策さくがあったに違ちがいないと考えていますから。

ツヴァイ：対応策？　……おぉっ！　それは最初に言えばよかったんじゃないかっ！




　そのとおりです（笑）




ツヴァイ：上手うまくいくか分からないけど、ひとつ方法を思いついたんだよ。前回、アインがやろうとしていたことを覚えてますか？

ダイン：つまり、エストネルに反はん逆ぎやくする？

ユンガー：ギリギリギリ（弓の弦つるを引いている音らしい）。

ツヴァイ：うわ───っ!!　ダ、ダイン！　余よ計けいなことを言うな！（一同笑）　アインがしようとしていたことは、ベリアルの結けつ晶しよう体たいの破は壊かいだろう。つまり、あの結晶体を破壊すればベリアルの呪じゆ縛ばくから逃のがれられるって部分は変わってないと思うんだよ。

エルザ：そういえば、オルナも「ベリアルの精せい神しんが完全にツヴァイの身体からだに移うつることができない」って言ってましたね。

ツヴァイ：あぁ、だからベリアルの精神は、まだ結晶体の方にも残っていると思うんだ。

ユンガー：なるほど。

ツヴァイ：で、アインを倒たおさざるを得なかったのは、その結晶体をエストネルごと破壊しようとしていたところにあったわけだから、結晶体を被ひ害がいの出ないところに──たとえば、海の上とかに運んでから破壊すればいいんじゃないかと思いついたんだよ！　と、猟師小屋で思いついたことをみんなに話します。

ダイン：それで、ここに来たわけですか。

ツヴァイ：あぁ。だけど……と、上を見ると、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が残ざん骸がいになっている。

エルザ：見事に壊こわされているわけですね。

ダイン：つまり、オルナにはこの事じ態たいが見み透すかされていたというわけですな。

ツヴァイ：くそー、この方法じゃダメか。

ダイン：とりあえず、私も錬れん金きん術じゆつ師しの端はしくれではありますので、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を調べてみるだけ調べてみますか。

ＧＭ：調べるのであれば、錬れん金きん術じゆつ判はん定ていをどうぞ。

ダイン：（ダイスを振ふる）ダイス目が９なので、達成値ちは14です。

ＧＭ：了りよう解かい。では、壊れた〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟へと近づき、あちこちをダインが調べると、ダインの腕うででは直せないことが分かります。

ツヴァイ：直せないのかよ。判定意味ないじゃん！

ＧＭ：いえいえ。ただ、ゴーレムやエキスマキナ専せん門もんの錬金術師ならば、なんとかなるであろうことが分かります。

ユンガー：ゴーレム専門の錬金術師か……。

エルザ：知り合いにはいないですよね。

ツヴァイ：あっ！

一同：ん？

ツヴァイ：ゴーレム専門の錬金術師というと、『ブレイク』に出てきたあいつだな。

ＧＭ：あいつ？

ツヴァイ：ほら、自じ爆ばくゴーレムを作っていて、姉と一いつ緒しよに孤こ児じ院いんやっていた人がいたじゃん。

ＧＭ：えーっと──（『ブレイク』を調べている）マルドール？
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ツヴァイ：そうそう。そいつ、そいつ。

ＧＭ：で、面めん識しきはあるんですか？

ツヴァイ：アンソンなら。

一同：ダメじゃん（笑）。

ダイン：あとは、同じく『ブレイク』に出ていたファイアアローとか……。

ツヴァイ：モンドーラの彼女（ユウナ）かな？
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エルザ：どちらもバルムンクじゃないですかっ！（一同笑）

ＧＭ：しかも全員、別のシリーズ（笑）。

ツヴァイ：あと、誰だれかいたかなぁ～。

ＧＭ：ま、それはあとで考えてくださいな。あともうひとつ、判定するだけでも分かる情じよう報ほうがあります。

ダイン：おっ！　なんでしょう？

ＧＭ：ダインが〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟によじ登って調べていると、人ひとりが出入りすることのできる大きさのハッチがあることに気がつきます。

ダイン：おや、こんなところが開くようですね。ガシャン！

ＧＭ：破壊されたときの衝しよう撃げきのおかげか、普ふ段だんはロックされているであろうハッチは簡かん単たんに開きます。

ダイン：覗のぞき込こみます。どんな感じですか？

ＧＭ：大きな椅い子すがひとつあって、その周囲はさまざまな機械で埋うめ尽つくされています。

ツヴァイ：コクピットかな？

ＧＭ：そういう雰ふん囲い気きですね。しかし、ダインの目を引いたのは椅子や機械ではありません。その椅子に座すわっていた人の姿すがたです。

ダイン：人が座っていたんですか。

ＧＭ：はい。それもダインそっくりのエクスマキナが。

ダイン：はっ！　こんなところに兄さんが！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、この人が兄さんかどうかは分かりませんが、彼を見た瞬しゆん間かん、ダインはすべてを思い出します。自分はこの〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟タイプの巨きよ大だいゴーレムを動かすための動どう力りよく源げん兼けん中ちゆう枢すうユニットであったことを！

一同：なんだって────っ！

ダイン：なんと私の正体は、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のコアユニットでしたか。それは考えていなかった（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、ここに座っているのはダインの同型機？

ＧＭ：そうなりますね。ただし、すでに死し亡ぼうしています。そこで、アインは仕方なく竜りゆう輝き石せきを動力源としたわけですね。まぁ、ダインをさらってという方法がなかったわけじゃありませんが、言うことを聞くかどうか分かりませんからね。

ダイン：そりゃ、そうですね（笑）。しかし、まさかこんなところで、自分の出生の秘ひ密みつを聞くことになろうとは（笑）。

ツヴァイ：ということは、ダインをここにセットすれば〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟を撃うてる？

ＧＭ：撃てますよ。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を修理できればですけど（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ダイン：さて、とりあえず今後の大だい方ほう針しんは決まりましたね。

ツヴァイ：おぉ！　まずは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を修しゆう理りする。

エルザ：次に結晶体を安全な場所へ運ぶのですね。

ユンガー：そして、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟でその結晶体を破壊する、だな。

ＧＭ：分かりました。では、その方法を採さい用ようするとして、それぞれどのようにするかを決めてもらいましょうか。今までに登場したＮＰＣや、行った場所などを思い出して、誰に協力を仰あおぐかとか、いろいろと考えてみてくださいね。とゆーことで……。




　ドンッ！　と、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』の一巻かんから四巻、『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ　アリアンロッド・サガ演えん義ぎ』をテーブルの上に載のせるＧＭ。




一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：もう忘わすれていることもあるかと思うので、これらを見ながら考えてもＯＫです。

ツヴァイ：（『アクロス』一巻を手に取りながら）うわぁ～、懐なつかしいなぁ。もう、二年も前のことだよ。

エルザ：（こちらは『アクロス』二巻）二巻からＮＰＣの顔のイラストが載るようになったんですね。これは探さがしやすいかもしれませんよ。




　そうして、みんなでパラパラと本をめくり、探し始める。




「確かカムロートのシェリーは、錬金術師だったぞ」
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「シェリーさんは錬金術師ですけど、専攻はゴーレムではないです」

「あと誰かいたっけ？　母さんはホムンクルスだしなぁ。あ、ちょっと一巻取ってくれる？」

「はい、どうぞ」

「おぉっ！　ローリングストーンだ。そういえば、ここでゴーレムと戦ったな」

「いきなり戦せん闘とう不ふ能のうになった思い出しかない」（一同笑）

「しかし、よく考えたらゴーレムよく出てきますよね～」

「ゴーレムは世界の基き本ほんです！」

「（一いつ斉せいに）どんな基本だっ!!」




　思い出話のかたわら、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を修理してくれる人を探さがす四人。




ツヴァイ：いないなぁ～。ほかに錬金術師いたっけ？

ユンガー：あ、見つけたっ！

一同：え？

ユンガー：もしかして、ルカさん？

ＧＭ：ピンポーン！　正せい解かいですっ!!

ツヴァイ＆エルザ＆ダイン：誰っ!?

ユンガー：三巻第五話のシーンタイトルに、ちゃんと「錬金術師ルカ」って書いてあります。

ツヴァイ：第五話って、どんな話だっけ？

ＧＭ：コーレアを助けて、〝剛ごう健けんの竜輝石〟を手に入れる話です。

ツヴァイ：ん？

ＧＭ：ツヴァイのお母さんの友人で、ゴルフォードにいた錬金術師。

ツヴァイ：ちょっと見せて？　（『アクロス』三巻を読み始める）あぁっ！　思い出した。猫ねこ耳みみの錬金術師だっ！　そんなやつ、覚えているわけないだろー！
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ＧＭ：えぇ～、せっかくいろいろと演えん出しゆつしたのに。ガサ～、ガサ～と机つくえの上の荷物どけたり、ビーカーでコーヒーを淹いれてくれたり……。

ツヴァイ：あっ！　ビーカーコーヒーは覚えてる、覚えてるっ！　というか、そこしか覚えてねぇよ!!（一同笑）

ダイン：でも、住んでいるのは確かゴルフォードのラディングスですよね。

ユンガー：かなり遠いな。今我われ々われがいるのはフェリストルだから──。

ツヴァイ：うーん、ちょっと離はなれているな。

ダイン：しかも行くだけで終わりじゃないですからね。

ツヴァイ：そうか、連れて帰ってこなきゃいけないのか。ルカと面識があるのは、オレとダインだけ？

ＧＭ：そうですね。

ツヴァイ：でも、きっとキャラクター的には「すごいゴーレムがあるよ」と言ったら、ついてくると思うんだ（笑）。

ダイン：まぁ、見たい、とは思うでしょうね。

ユンガー：あとはどうやって時間を短たん縮しゆくするかか……。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶですよ。それならなんとかなると思いますよ。

ツヴァイ：なんとかなる？

エルザ：えぇ。すっごくいいアイデアを思いつきました（笑）。




　そう言うとエルザは、ミリアの手当てを終えたサイラスに微笑ほほえみかけた。そのエルザの笑顔にどこか含ふくみを感じたツヴァイたち〝黄金の狼おおかみ〟のメンバーは、背せ筋すじに何か寒いものを感じていた。

　もっとも、当のサイラスだけはその笑顔の裏うらに隠かくれるものを知らず、これから待ち受ける不幸に気づいていなかった。







◆Middle 12◆サイラスの苦く難なん




ＧＭ：では、次のシーン。場所は変わらず、そのままフェリストルの地下倉庫です。近くのノーデンスに連絡を取ったサイラスが、アルフォンソを引き渡してここに戻ってきたところからになります。

ツヴァイ：よっ！　お勤めご苦労さま！

ＧＭ：「まったく人に面倒ばかり押しつけて……で、さっきのエルザさんのアイデアなんだけど……本当にそれやるの？」と、サイラスが恐おそる恐おそる訊きいてきます。

エルザ：ええ。お願いします。だって、《テレポート》持っているの、サイラスさんだけなんですから、仕方ないじゃないですか。

ＧＭ：「いや、まぁー、確かにそれはそうなんだけど……」

ユンガー：期待しているぞ、サイラス（笑）。




　エルザのアイデアは次のようなものだった。




①サイラスがこの場所に《テレポート》のマーキングを行なう。そして、サイラスとユンガーがエストネルへと《テレポート》する。

②サイラスはそのままゴルフォードのラディングス近くにマーキングをしている神官を連れてここに戻もどり、今度はツヴァイ、エルザ、サイラス、その神官の四人でラディングスへと《テレポート》する。

③ツヴァイはルカを説得し、サイラスと共にここに戻もどってくる。

④ルカに〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を修理してもらう。
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エルザ：（笑顔で）この計画はサイラスさんがいないと実行不可能なんですから、きっぱりとあきらめてくださいね。

ＧＭ：「（ため息をつきながら）弟のアルが苦労しているのがなんとなく分かった気がする」
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エルザ：なにか言った？（にっこり）

ＧＭ：「（首を横に振りながら）な、なーんにも言ってませんよ。はぁ[image: ][image: ][image: ]」（一同笑）

ツヴァイ：まぁ、だいたい計画は分かった。

ダイン：私はここで、倒たおれているミリアと修理中のルカさんを守ればいいんですね。

エルザ：ええ。バルムンクがこちらの行動を察して、襲おそいに来かねないですから。

ツヴァイ：で、エルザさんは？

エルザ：わたしは、サイラスさんが連れてきてくれたその神官さんと一緒にカムロートまで行って、結晶体を海上へと運ぶための船を調達してきます。それで、誰かカムロートへ《テレポート》できる神官の知り合いっています？

ＧＭ：「えーっと……確か、ヴァージニア（＊）がカムロート近くの調査を任されていたはず。彼女なら、今はエストネルにいるんじゃないかな」
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エルザ：前巻に出てきたノーデンスの方ですね。じゃあ、その人にお願いしましょう。

ツヴァイ：となると、やっぱり運び先は海上か……。

ユンガー：そうだな。ツヴァイの言うとおり、被害を出さないとすると海上が一番だろう。

エルザ：でも、今回の作戦で一番重要なのは、ユンガーさんですから。

ユンガー：グリーナの説得と、結晶体の持ち出しだな。

エルザ：ええ。結晶体をエストネルの外へと持ち出すためには、グリーナさんの許きよ可かが絶ぜつ対たいに必要となるでしょうから。

ツヴァイ：でも、そんなの簡単に許可が下りるとは思えないぜ。

ダイン：それにその場合は、ツヴァイの件けんについても報告、さらに説得しなければいけないというわけですな。

ユンガー：責せき任にん重大だな。だが、私はノーデンスとして為なすべきことを為すだけだ。今、為すべきことはツヴァイを殺すことじゃない。ベリアルの完全消去だ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：信じているぜ、隊長！

ユンガー：任まかせておけ。ツヴァイこそ、ルカの説得をミスるんじゃないぞ。

ツヴァイ：大だい丈じよう夫ぶだって。あの人なら、こんなでっかいゴーレムを見ることができると聞いただけで、絶対に来るって言うに決まってる（笑）。

ユンガー：エルザ、ダインも頼たのんだぞ。

ダイン：はい。ここの守りは任せてください。

エルザ：あそこにはシェリーさんもいますし、ブルックス商会の支し店てんもありますから、なんとかしてみせます（笑）。

ツヴァイ：カムロートの支店か……。うぉ～、嫌いやな思い出が（一同笑）。

ユンガー：ふ、それだけ元気があるなら、まだまだベリアルに乗っ取られることはないな。よし、各自最さい善ぜんを尽つくしてくれ！

一同：了解！





（＊）ヴァージニア・クラム　『アクロス』四巻に登場した読者投稿キャラクター。家族をバルムンクに殺されている。









◆Middle 13◆為なすべきことを為すために




ＧＭ：では、ユンガーのシーンといきましょうか。場所はエストネル王国──いつもの白い謁えつ見けんの間。ユンガーの前にはグリーナ、そしてエル・ウォーデン王がいます。グリーナの表ひよう情じようはいつになく厳きびしく、猛もう禽きんのような目でじっとユンガーをにらんでいます。

ユンガー：だが、その程てい度どで怯ひるむわけにはいかない。毅き然ぜんとした態たい度どで答えます。ただいま、戻ってまいりました。

ＧＭ：「その様子では、どうやらツヴァイを討うったわけではないようですね。なぜ戻ってきたのですか？」

ユンガー：為すべきことを為すために。

ＧＭ：「為すべきこと？　ユンガー、あなたの為すべきことは、ベリアル復ふつ活かつを阻そ止しするために、ツヴァイを討伐することです。それ以外に何があるのですか？」

ユンガー：それに答える前に……グリーナ様、お聞きください。

ＧＭ：グリーナは何も答えず、その目で話を続けるようにユンガーに促します。

ユンガー：ここでツヴァイを倒したとしても、ベリアルの精神を討つことができるかどうか分かりません。結晶体は残ったままですし、いつの日か、再ふたたびベリアルが復活する可か能のう性せいは十分にあると思われます。

ＧＭ：「それは分かっています。だが、ツヴァイの身体からだを使って、ベリアルが復活することが確たしかならば、まずはそれを止めるのが先決でしょう。違いますか？」

ユンガー：だからと言って、ツヴァイを殺すことでベリアル復活を阻止できる保ほ証しようもありません。あくまでも可か能のう性せいに過すぎない。

ＧＭ：「では、ほかに方法があると？」どうやら何か考えがあることを察したグリーナが、ユンガーに訊いてきます。

ユンガー：はい。バルムンクの行動から考えるに、結晶体を破壊することでベリアル復活を完全に止めることができるのではないかと自分は考えます。

ＧＭ：「それはこちらでもすでに考え、あらゆる方法で結晶体の破壊を試みました。しかし、結晶体の時間の流れがほぼ停止している以上、どのような攻こう撃げきを行なったとしても、その攻撃のダメージ自体が本体に到とう達たつすることがないのです」

ユンガー：なるほど。では、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を使用するというのは？　あれならば、結晶体を破壊することができるのでは？

ＧＭ：「バルムンクのアインが使おうとしていたあのゴーレムですか？　確かにあの伝説の巨大ゴーレムであれば可能でしょう。しかし、大きな問題がふたつあります。ひとつは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟がバルムンクによって破壊される可能性があること」

ツヴァイ：もう壊こわれています（笑）。

エルザー：（人差し指を口に当てて）しー（一同笑）。

ＧＭ：「そして、こちらの方が重要なのですが、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の攻こう撃げきが命中するまで、誰が結晶体を守るのですか？　あの主しゆ砲ほうをまともに受けることになるのですよ」

ユンガー：（きっぱりと）もちろん私が守るつもりです。

ＧＭ：「本気ですか？　結晶体を動かせば、その動きはバルムンクにも漏れるでしょう。よって、結晶体を守る者は、最後までその場に留まる必要があります。死を覚悟しなければならないほど、危険な任務なのですよ？」

ユンガー：危険な任務ですか……。

ＧＭ：「そうです。それでも、あなたはこの任務を受けるのですか？」

ユンガー：もとよりその覚悟はできています。もう一度、言います。私が引き受けます。

ＧＭ：「なぜ、そこまで……」

ユンガー：はい。途と中ちゆう、離れていることもありましたが、ツヴァイとは五年もの間、生死を共にした仲間です。彼に助けられたこともありました。もし、ツヴァイが助かる可能性が０でないのであれば、私はその方法を試したいと思います。

ＧＭ：「死ぬかもしれないのですよ？」

ユンガー：必ずしも死ぬと決まったわけではないでしょう。ツヴァイも、そして私も助かる方法を探し出してみせます。それでも見つからなかった場合は……死を覚悟しましょう。

ＧＭ：まっすぐに見つめるユンガーの目に、グリーナはふっと表情を和やわらげます。「そこまで言い切るならば、あなたを信じましょう」

ユンガー：本当ですか？

ＧＭ：「ユンガー、あなたの言うとおり、この危き機きは逆ぎやくにベリアルを消しよう滅めつさせるチャンスかもしれません。〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりを完全に失えば、バルムンクの状じよう況きようも大きく変わるでしょう。それに、彼が持っている竜輝石を使えば、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の一撃に耐たえることができるかもしれません」

ユンガー：本当ですか？

ＧＭ：「ええ。それから結晶体の移送には、〝伝令の道〟を使用すればなんとかなるかもしれません」

ユンガー：〝伝令の道〟？

ＧＭ：「ライノット（＊）──バルムンクと戦うことが専門のノーデンスであるあなたは知らないでしょうが、このエル・ウィン・フリットには、七王国の各王都と特別統とう治ち国こくのカムロートへと繋つながっている特別な道があるのです」

エルザ：《テレポート》とは違うんですか？

ＧＭ：スキルではなく、アイテムです。簡単にいえば、異ことなる次元を通って抜ぬける道ですね。もっと簡単にいえば〝どこ○もドア〟みたいなものです。

ツヴァイ：それは分かりやすい（笑）。

ＧＭ：「緊きん急きゆう時に各国にノーデンスを送おくり込こむために使うものなので一方通行ですが、結晶体を運ぶには問題ないでしょう」

ユンガー：では、カムロートへと運んでください。すでに、エルザ・ブルックスがそちらで船の調達を行なっています。カムロート沖おきの海上で、結晶体を破壊します。

ＧＭ：「すでにあなたはそこまで計画していたのですか」ユンガーのあまりの手て際ぎわのよさに、グリーナは苦笑いを浮うかべます。

ユンガー：いえ、私だけではありません。ツヴァイ、エルザ、ダインの協力のおかげです。

ＧＭ：「よい仲間を持ちましたね、ユンガー」

ユンガー：はい。私のかけがえのない仲間たちです。

ＧＭ：ユンガーの言葉にグリーナは大きくうなずきます。「我わが王よ！　ユンガーに〝伝令の道〟の使用許可を！」

ユンガー：私もエル・ウォーデンに頭を下げよう。「我が仲間のため、お願いいたします。エル・ウォーデン王」

ＧＭ：「仲間か……」昔を懐なつかしむようにエル・ウォーデンがつぶやきます。

ツヴァイ：この人も、昔いろいろあったからな。

ＧＭ：えぇ。それについては小説の三巻を参照してくださいということで（笑）。さて、エル・ウォーデンは、もちろんグリーナとユンガーの願いを無む下げにするつもりはありません。

ツヴァイ：ていうか、隊長をたきつけたのはこの人じゃないか（笑）。

ＧＭ：きっと、最初からエル・ウォーデンは分かっていたんですよ。ということで、エストネルの王のお言葉です。「ユンガーよ。エル・ウォーデンの名において、そなたに〝伝令の道〟の使用を許可する。また、結晶体の国外持ち出しについても許可しよう」

ユンガー：ありがとうございます。

ＧＭ：「それでは、さっそく〝伝令の道〟の準じゆん備びをいたします。ユンガー行きますよ」エル・ウォーデンに一礼すると、グリーナはさっさと部屋を出て行きます。

ユンガー：（慌あわてて）行きますよって、どこに？




　グリーナに続いて一礼したユンガーは、急いで彼女のあとを追いかける。

「それで、グリーナ様はどちらに行かれるのですか？」

　早足で追いかけてきたユンガーの声にグリーナは足を止めて振ふり返かえる。そして、怪け訝げんな顔の彼に笑顔でこう告げた。

「決まっています。今、私が為すべきことを為すための場所です」





（＊）ライノット　ノーデンスのなかでも、バルムンクと戦うことを専任としている者のこと。









◆Middle 14◆作戦開始！




　いざ、方ほう針しんが決まってからのツヴァイたちの行動は早かった。

　ユンガーとサイラスは、エストネルに戻ってきていた神官のヴァージニア・クラムに協力を依い頼らい。ラディングスへの《テレポート》を確かく保ほする。

　一方、ツヴァイはヴァージニアと共にラディングスへと移動し、錬金術師のルカと三年ぶりの再さい会かいを果たす。もちろんルカの返事は──。




ＧＭ：「もちろん行くに決まってるでしょ～。伝説に謳うたわれるゴーレムを好き勝手にいじっていいなんて機会、そうそうないからね～」

ツヴァイ：やっぱりかよっ！

ＧＭ：「コーヒーでも飲んでいく～？　ビーカーだけど」

ツヴァイ：いらんわっ！（一同笑）




　また、ツヴァイと別れたエルザは単身カムロートへと向かい、領りよう主しゆ代理のシェリー・トーラムに謁見し、カムロートから船を供きよう出しゆつしてもらうことに成功した。




ＧＭ：「ブルックス交こう易えき商会やエストネルに、貸かしを作っておくのは悪くないね。分かった。ボクの個こ人じん所有している船を差し上げよう」

エルザ：いえいえ、これはあくまでもノーデンスからのお願いで、ブルックス交易商会とは関係ないですから！




　なお、ブルックス交易商会の船を使うというアイデアがツヴァイから出ていたが、エルザの「壊れちゃうからもったいない」の一言で却きやつ下かされていたことをつけ加えておこう。

　そして、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の修理も終わり、あとはシェリーが用意してくれた船へと《テレポート》すれば終わりという状況の中──。




ＧＭ：では、次のシーン。ユンガーは〝伝令の道〟を使っての結晶体輸ゆ送そうのため、いませんので、ユンガー以外が登場となります。

ユンガー：分かりました。

ＧＭ：ＮＰＣとしてここにいるのは、ルカ、ミリアですね。サイラスはあっちこっち飛びまくって伝令役なので、やはりここにいません。

ツヴァイ：あいつも大変だな（笑）。

エルザ：一度くらいデートしてあげないとダメかな（一同笑）。

ＧＭ：ぜひ、してあげてください。ま、そんななか、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の修理は完かん了りようします。「これで修理は終了～」間ま延のびした眠ねむそうな声で、ルカがハッチをバタンと閉とじます。

ツヴァイ：もう終わったのか。ありがとう、助かったぜ。

ＧＭ：「お礼を言うのはまだ早いよ～。いくつか問題があるからね～」

ダイン：問題？

ＧＭ：「ひとつは〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟は一発しか撃うてないよ～。あくまでも応おう急きゆう修理だからね」

ツヴァイ：それはまぁ、大だい丈じよう夫ぶだろう。

ＧＭ：「ふたつめは動力源の確保。とりあえず動かすことができるように修理をしたつもりだけど、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を動かすためのエネルギーがねぇ～」

エルザ：エネルギーですか？

ダイン：つまり、私がここに座すわれということですね。

ＧＭ：「ただ、そうすると～、ダインさんはクライマックスの戦闘に参加できないよ～」

ツヴァイ：メタなこと言うなよっ！（笑）

エルザ：防ぼう御ぎよ役なしでクライマックスの戦闘は、無む謀ぼうじゃないですか？

ダイン：となると、アインのように竜輝石を使うしかないですね。

ツヴァイ：それこそありえないって。オレが竜輝石を手放すと、途と端たんにベリアルだぜ。そもそも、結晶体の方にオレが行かないって選せん択たくもないし。

エルザ：あのー、竜輝石ならなんでもいいんですか？

ＧＭ：「もちろん。どうせ動力源にするだけだからね～」

エルザ：じゃあ、これ使えません？　と、懐ふところから〝王おう威いの竜輝石〟を（笑）。（戻る＊）

一同：そうかっ！　もう一個こ竜輝石があったんだっけっ!!

エルザ：預あずかり物ですけどね（笑）。ラドフォード伯爵、ごめんなさい！

ＧＭ：「お父様なら、きっと大丈夫だよ。もし、なにかあっても、わたしが一緒に謝ってあげるよ」

ツヴァイ：お前が謝ってすむのかよっ！（一同笑）

エルザ：ありがとう、ミリアちゃん。では、ルカさん。この竜輝石を〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の動力源に使ってください。

ＧＭ：「これ……もしかして〝王威の竜輝石〟？」いつもはのんびりとしたルカですが、これには驚きます。

エルザ：ええ。でも、なんでここにあるかは訊かないでくださいね（にっこり）。

ツヴァイ：そうそう。じゃないと、このエルザさんの魔法が飛んでくるぜ。

エルザ：飛んできませんっ！（一同笑）

ＧＭ：「どうやらくわしくは訊かない方がいいみたいだね～。じゃあ、次は最後の問題」

ツヴァイ：まだあるのかよ～。

ＧＭ：「まだあるんだよ～。この〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟なんだけど、特とく殊しゆな封ふう印いんが施ほどこされていて、ここから出ることができないんだよ。解かい除じよするための装そう置ちは分かっているんだけど、その鍵かぎがないからね～」

ツヴァイ：ここから出られないと問題があるのか？

ＧＭ：ここは城しろの地下ですからね。ここで〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟を撃ったら、上にあるアヴェルシアの街は間ま違ちがいなく崩ほう壊かいします。

ツヴァイ：この上で、まだ鍵を探す必要があるのかよっ！　で、その鍵ってのは？

ＧＭ：「箱にくぼみがあって、そこに何かはめるようになっているみたいなんだけど……」

ダイン：何かというのは？

ＧＭ：「そうだね～。この大きさだと指輪とかかな～」

ツヴァイ＆ダイン＆ユンガー：指輪？

エルザ：あれ？　指輪って、どこかで出たような……。

ツヴァイ：うん。オレもそんな気がする。

エルザ：指輪、指輪、指輪……あっ！

ダイン：何か思い出しました？

エルザ：も、もしかして、これですかっ!!




　キャラクターシートを指さしたその先に書かれていたのは、地下水路でスライムからドロップした指輪。




ＧＭ：「そうそう、ちょうどこのくらいの大きさだね～」

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ツヴァイ：そんなの覚えてねぇよ（笑）。

エルザ：確か、この地下水路でスライムを焼いたときに出てきた指輪ですよね。

ＧＭ：ええ。これで、ダインの［出生の謎なぞ］と拾った指輪の伏線回かい収しゆう！（笑）

ツヴァイ：伏線じゃなくて、あとづけだろうが！（一同笑）

ＧＭ：それは言わぬが花ということで（笑）。

ダイン：でも、指輪をお金に換かえなくてよかったですね。

エルザ：まったくです（一同笑）。

ＧＭ：さて、あとは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のトリガーを誰が引くかですね。

エルザ：誰でもいいんですか？

ＧＭ：誰でもいいです。

ツヴァイ：なら、答えは簡かん単たんだ。ミリア、お前がトリガーを引いてくれ。

ＧＭ：いきなりの申し出にミリアは驚おどろきます。「え？　わたしが？」

ツヴァイ：そうだ。

ＧＭ：「嫌だよ。わたしもツヴァイくんと一緒に行く！」置いていかれまいとして、必死にツヴァイに訴うつたえるミリア。

ツヴァイ：その怪我じゃ無理だ。それにお前に頼む理由がふたつある。

ＧＭ：「理由？」

ツヴァイ：ひとつはアヴェルシアの竜輝石だ。これをここで守って欲ほしい。そしてもうひとつの理由は────オレのためにここに残って欲しい。

ＧＭ：「ツヴァイくんの……ため？」

ツヴァイ：そうだ。そして、オレの帰りを出で迎むかえてくれ。そうすれば、オレは絶対にここに帰ってくる。約束する！

ダイン：おぉ[image: ][image: ][image: ]。言い切った！（笑）

エルザ：うんうん！　ツヴァイくん、エライ！　お姉さんはうれしいぞ（笑）。

ＧＭ：しかし、ミリアはまだ納なつ得とくしません。「もう、ひとりで留る守す番ばんなんて嫌だよ！」

エルザ：留守番じゃないよ、ミリアちゃん。あなたがトリガーを引かないと、ツヴァイくんは助からない。一番重要な任にん務むじゃない。これはあなたにしかできないことでしょ？

ツヴァイ：ああ。それに、オレだけじゃない。ユンガー隊長、エルザさん、ダイン──全員の命と運命をお前に託たくすと言ってるんだ。そして、じっとミリアを真しん剣けんな目で見つめる。

ＧＭ：そこまで言われたら断ことわれないですね。ミリアはふぅとため息をつくと、ツヴァイにようやく笑顔を見せます。「分かったよ。でも、約束して。絶対に帰ってくるって」

ツヴァイ：あぁ、約束だ！　絶対に帰ってくるっ!!

ダイン：（申しわけなさそうに）あのー、盛もり上あがっているところをすみませんが、この場所の守りはどうしますか？　結晶体を運んだはいいが、もう一度〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が壊されてはどうしようもないんですが……。

一同：あっ!?

ＧＭ：とゆーところで、ユンガーが登場となります。

ユンガー：私ですか？

ＧＭ：ええ。とあるＮＰＣと一緒に〝伝令の道〟を通って、ここまでやってきました。

ユンガー：連行されて来ました（一同笑）。

ＧＭ：違いますって（笑）。まぁ、案内しなさいみたいな感じで、相手が無理矢理ついてきた感じですが（笑）。

ツヴァイ：ＮＰＣ？　いまさら誰？

ＧＭ：「いまさらとは、またずいぶんな言われ方ですね」

ダイン：この丁てい寧ねいな物言いは……。

ツヴァイ：まさか？

ＧＭ：そう、エストネルの近この衛え騎き士しグリーナ・デュランタリエです。「安心なさい。別にあなた方を捕とらえに来たわけではありません」

ツヴァイ：じゃあ、何をしに来たっていうんだ？　というか、隊長！　なんで、この人を連れてきたんですか？（笑）

ユンガー：連れてきたのではない。

ツヴァイ：？

ユンガー：連れてこられたのだ（一同笑）。

ＧＭ：「ユンガーを責せめないでください。私が無理を言って頼んだのですから。為すべきことを為すために」グリーナは自分に言い聞かせるように、言葉を紡つむぎ出します。

エルザ：為すべきことを為すために？

ダイン：まさか、あなたのやろうとしていることは……。

ＧＭ：「私が為すべきこと。それは──」




　目の前にいる若わか者ものたちの決意を確かく認にんするかのように、グリーナはゆっくりと〝黄金の狼おおかみ〟のメンバーたちを見み渡わたすと、朗ろう々ろうと歌うように声を上げた。

「あなたたちが結晶体を守っている間、私がここで〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を守りましょう。それが今、このグリーナ・デュランタリエの為すべきことです」







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆生いき延のびるために




ＧＭ：さて、それではいよいよクライマックスとなりますが、ここで整理しておきましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：もちろんクライマックスでは、バルムンクが結けつ晶しよう体たいを奪うばいにやってきます。これさえあれば、もしツヴァイが死んだとしても再ふたたびベリアルを蘇よみがえらせられる可か能のう性せいがあるからです。

エルザ：きっとブラックヴァイスの残りの三人が来ますね。

ＧＭ：それは登場してからのお楽しみということで（笑）。また、バルムンクは可か能のうな限かぎりツヴァイを連れていこうとします。したがって、ミドルフェイズ同様、ツヴァイが戦せん闘とう不ふ能のうになったところで戦闘は終しゆう了りよう。ツヴァイが連れていかれてしまうものとします。

ツヴァイ：それについてはダインに頼たよるしかないな。

ダイン：分かりました。ただ、生命の呪じゆ符ふがないのがきびしいですな。

ＧＭ：そのためのミドルフェイズでの戦闘ですから。

ツヴァイ：それであんな馬ば鹿かみたいなダメージを出す敵てきだったのか（笑）。

ＧＭ：ええ。そしてサイラスが所定の場所についたことを知らせにフェリストルへと《テレポート》で戻もどったところで、バルムンクが襲しゆう撃げきしてきます。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟が着ちやく弾だんするまでの三ラウンドの間、敵の攻こう撃げきを耐たえてください。

エルザ：倒たおしてしまってもいいんですか？

ＧＭ：もちろんです。その場合は〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟を受ける前に逃にげることができるものとします。ちなみに、着弾タイミングは三ラウンドのクリンナッププロセスとします。

ツヴァイ：それじゃあ、二ラウンド終了までに倒さないとダメじゃない？　向こうは《テレポート》持っていたし、行動値次第だけど待機されたら終わりじゃん。

エルザ：そうですね。最後まで守り続けると、わたしたちも〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の攻撃に巻まき込こまれてしまいますよね。

ＧＭ：はい。なので、それについてはグリーナが助言を与あたえてくれます。

エルザ：助言？

ＧＭ：はい。ツヴァイの持つ〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟を使えばなんとかなる！

ツヴァイ：なんとかなる？　アバウト過すぎだろっ！（一同笑）

ＧＭ：いや、実じつ際さいにどう使うかはプレイヤーのみなさんに考えてもらうわけですから。

ユンガー：それでどんなことができるんですか？

ＧＭ：まずはひとつめの能のう力りよくはこれです！




①運命の強化──フェイトを全ぜん回かい復ふくする。タイミングはいつでも使用できる。




ＧＭ：これは、三巻かんでも使われたフェイトの回復能力です。

ツヴァイ：おぉ、それは素す晴ばらしい。《プロテクション》にフェイトを注つぎ込こんでダメージを減へらせというわけだな。

ＧＭ：まぁ、減らすことができればですが。

ダイン：減らすことができれば？　ちなみに〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟のダメージはどのくらいですか？

ＧＭ：一万＋２Ｄ。

一同：い、一万っ!?

ツヴァイ：すでに２Ｄに意味がない（笑）。

ＧＭ：まぁ、ダメージロールのタイミングがあることに意味があったりするわけですが。あと、この攻撃でＨＰが０になったら戦闘不能ではなく、死し亡ぼうとなります。

ダイン：ひ、ひどい攻撃だ（笑）。

ＧＭ：だって、地形を変えて、時間を消しよう滅めつさせるような攻撃ですよ。このくらい凄すさまじい能力じゃないと（笑）。

ツヴァイ：ふたつめの能力は？




②身体の強化──ＰＣひとりのＨＰダメージを０に変へん更こうする。ダメージロールの直後にツヴァイが使用する。




エルザ：《ガーディアン》ですか？

ＧＭ：《ガーディアン》ではありませんが、同じような能力だと思ってください。これはダメージロールの直後のタイミングでツヴァイが使用すると効こう果かを発はつ揮きします。

ツヴァイ：誰だれに使ってもいいの？

ＧＭ：誰に使ってもかまいません。ただし、対象はひとりだけです。

エルザ：ひとりだけ？

ＧＭ：ひとりだけ。

ツヴァイ：生き残れるか！　エルザの《ガーディアン》を使っても、ふたりしか守れないじゃないかっ!!

ＧＭ：〝他人をかばう〟とか《カバーリング》で守れますよ。

ダイン：私に死ねと（笑）。

ユンガー：ほかには能力ないんですか？

ＧＭ：ありますよ。これが最後の能力。




③スキルの強化──スキルの対象を拡大する。「単体」ならば「範はん囲い（選せん択たく）」、「範囲」「範囲（選択）」なら「場面」となる。スキルの使用と同時にツヴァイが使用する。なお、ツヴァイ以外のキャラクターのスキルに使用してもよい。




ＧＭ：このいずれかの能力を、一回だけ使うことができます。

ツヴァイ：つまり、《ガーディアン》を拡大しろってことだな、これは。

ＧＭ：すぐに分かりました？

ツヴァイ：当たり前だっ！

エルザ：ちょ、ちょっと待ってください！《ガーディアン》って単体ですよ！　エンゲージひとつしか守れません！

ツヴァイ：え？

ＧＭ：ちっ！　気づかれた（笑）。

ダイン：つまり、三ラウンドの行動で全員が同じエンゲージにいろってことですな。

ユンガー：もし、エンゲージの外にいると？

ＧＭ：光と共に跡あと形かたも残らず消滅しますね（笑）。

ツヴァイ：《ガーディアン》が使えなかった場合は？

ＧＭ：〝剛健の竜輝石〟を使えば、ひとりは生き残りますよ。

エルザ：そ、それはまた壮そう絶ぜつなエンディングですね（笑）。

ＧＭ：がんばって生き残ってくださいね。とまぁ、そんなグリーナからの言葉を回想しているうちに、予定の海上へと到とう着ちやくします。サイラスが船の乗組員と共に《テレポート》する前に、声をかけてきます。「エルザさん、くれぐれも気をつけてくださいね」

ツヴァイ：エルザだけかよっ！

ＧＭ：「ついでに、ユンガーたちも」

ユンガー：私たちはついでか（一同笑）。

ＧＭ：「そう言うなって。これでもオレだってお前たちのこと、心配しているんだぞ」ここで、サイラスの顔が真しん剣けんみを帯びたものに変わります。「絶ぜつ対たいに帰ってこいよ」

ユンガー：ああ。船員たちをよろしく頼たのむ。

ツヴァイ：あと、ミリアのことも頼んだぞ。

ＧＭ：「分かっている。そうだなー、お前が死んだあとも頼まれてやるから安心しろ」

ツヴァイ：おいっ！（一同笑）

ＧＭ：「おっと、どうやら霧きりが出てきたな。それじゃ、そろそろオレはいくわ」

ダイン：霧？

ＧＭ：「絶対に帰ってこいよ」サイラスは同じ言葉を繰くり返かえすと、船員たちと共に《テレポート》で消えていきます。

ダイン：さて、霧が出てきたということは、どうやらブラックヴァイスの方々がやってきたようですね。

ツヴァイ：そうだな。そうだ！　最後に結晶体のところに行ってもいいかな？

ＧＭ：いいですよ。では、ツヴァイの前に灰はい色いろの結晶体が物言わず立っています。

ツヴァイ：そこでアインのことを思い出す。アイン、お前はやり方を間ま違ちがっていただけだ。バルムンクになったことも、エストネルごと結晶体を破は壊かいしようとしたこともだ。

ダイン：アインは母親に捨すてられたと思って、絶ぜつ望ぼうしてしまったんですよ。

ユンガー：しかも、生まれたときからバルムンクで育てられたわけだからな。

エルザ：そう思うと、アインもちょっと哀あわれですよね。

ツヴァイ：だからといって、許ゆるされるわけじゃないさ。でも、その元げん凶きようとなったこいつだけは許さない！




　ツヴァイは魔導銃キヤリバーをホルスターから抜ぬくと、結晶体へと銃じゆう口こうを向けてつぶやく。

「いいか、ベリアル！　必ずお前をここでぶっ潰つぶしてやる。待ってろよ！」







◆Climax 02◆黄金の狼おおかみvsブラックヴァイス




ＧＭ：では、戦闘の準じゆん備びを整えたみなさんが甲かん板ぱんに出ると同時に、白い霧を裂さくようにして黒い機械船が接せつ近きん、体当たりしてきます。

ユンガー：みんな、何かに掴つかまれっ!!

ＧＭ：その衝しよう撃げきで船が大きく揺ゆれますが、さすがカムロートのシェリーが造つくり上あげた機械船。びくともしません。逆ぎやくにバルムンク船の装そう甲こうの方が傷きずついているくらいです。

ダイン：ほぅ、領りよう主しゆ代行の使用する船ともなれば強度が段だん違ちがいですね。

ＧＭ：しかし、本番はここから。みなさんの前の空間が揺らぐと、今まで誰もいなかったはずの場所に三人の女じよ性せいの姿すがたが現あらわれます。

エルザ：やっぱり、彼女たちが来ましたね。

ユンガー：傭よう兵へい団だんブラックヴァイスか……。

ＧＭ：「相も変わらず、冴さえない連中だこと。まったく、見苦しくてしょうがないわ」黒くろ髪かみに眼鏡めがね、現げん代だいの軍服にも似にた服を着た女性──サディアが毒を吐はきます。

エルザ：なんですってっ!?

ユンガー：（エルザを制せいして）それはこちらも同じだ。さっさと逃にげたくせに、よくも我われ々われの前にいまさら顔を出せたな。それとも今回も顔見せだけか？

ＧＭ：「な、なんですってっ!?　この前は見み逃のがしてあげたっていうのに、よくもそんなことが言えたわね。シャオリー、リーランラ！　こいつらをさっさと片かたづけるわよ！」身体からだにフィットした服にクロークをまとった金きん髪ぱつの女性──シャオリーは無言でうなずき、赤い髪かみ、赤い金きん属ぞく鎧よろいの女性──リーランラは小さく返事をします。

ツヴァイ：へっ！　片づけられるものなら片づけてみろっ!!

[image: ]
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●第一ラウンド

ＧＭ：それでは戦闘開始です。敵は元メルトランドの騎き士しシャオリー、薬使いのリーランラ、そして鞭むち使つかいのサディアとなります。情じよう報ほうは前に教えたとおりです。それではセットアッププロセスから！

ツヴァイ：よし！　来やがれっ!!




▼行動順番（セットアッププロセス前）

　①サディア　　（行動値40）

　②シャオリー　（行動値21）

　③リーランラ　（行動値20）

　④ツヴァイ　　（行動値14）

　⑤エルザ　　　（行動値12）

　⑥ユンガー　　（行動値11）

　⑦ダイン　　　（行動値10）

[image: ]




ＧＭ：まずは、黒髪のサディアが行動値40で《トップスピード》（＊）を使用します。

ユンガー：そうはさせない！《インタラプト》で《トップスピード》を打ち消します。サディアが移い動どうする前に、その足あし下もとに矢を射いるという演えん出しゆつで！

ＧＭ：「くっ！」　そのスピードを活かし、一気に間合いを詰つめて攻撃しようとしたサディアですが、ユンガーの放った矢によって気き勢せいをそがれ、その動きを止められてしまいます。眼鏡の奥おくから、きっとユンガーをにらみつけるサディア。

ユンガー：なんか、彼女から恨うらみを買ったような気が（笑）。

ＧＭ：「よくもジャマをしてくれたわね。でも、こっちの方がまだ速いわ！　行け、シャオリー、リーランラ！」とゆーわけで次は、金髪のシャオリーのセットアップ。《コーデックス》（＊）を使用！　クラスはモンクを選択！

ツヴァイ：こいつ、メンターか。

ＧＭ：同時に《メンターアーツ》（＊）＋《メンタークラフト》（＊）も使用！　これで、モンクのスキルの達成値に＋５、効果に＋10となります。さらに《陣じん形けい》も使用！　シャオリー、そしてサディアがエンゲージしてきます。

ツヴァイ：くっ！　それはどうしようもない！

ＧＭ：「もう、あきらめるの？」ツヴァイのセリフを聞いたサディアの口角がくっと上がり、馬鹿にするように嘲ちよう笑しようします。「でも、容よう赦しやしてあげない。ほら、リーランラ！」続く赤毛のリーランラのセットアップは、《インペレイティブ》でリーランラのオリジナル特とく殊しゆ能力《魅み了りようの毒》と《ルアーリング》（＊）を使います。

エルザ：《魅了の毒》？

ＧＭ：特とく異い体たい質しつを持つリーランラが発する毒で、シーンに登場しているキャラクター全員、難なん易い度ど15の【筋きん力りよく】判はん定ていを行ないます。これに失敗するとバッドステータスの毒を受けます。しかも、この毒を受けている間、あらゆる判定のダイスが一個こ減へるという優すぐれものです（笑）。

ツヴァイ：でも、シーン全体だと、そっちも毒の効果を受けるんじゃない？

ＧＭ：あ、それは大だい丈じよう夫ぶ。ギルドスキルの《耐たい性せい：毒》を持っているので（笑）。

ツヴァイ：なんじゃ、そりゃ？　汚ねぇーぞっ！

ＧＭ：なんとでもおっしゃい。こちらは同じギルドなので、リーランラが毒を使うのは分かっているのですよ（笑）。さぁ、それよりも判定をどうぞ！

エルザ：じゃあ、フェイトを２点使って振ふります。（ダイスを振る）ダイス目は17です！

ダイン：ダイス目だけで成功してますね。

ツヴァイ：すげぇ～、ダイス四個で17かよっ!?

ユンガー：私もフェイトを２点使って……（ダイスを振る）こちらはクリティカルだ！




　さらに【筋力】が高めのツヴァイは余よ裕ゆうでこの判定に成功し、ダインも《インデュア》を使用して毒を解かい除じよ。誰も《魅了の毒》を受けることはなかった。




ＧＭ：「どうやら、わたしの毒は効きかないみたいですね」驚おどろくそぶりもみせず、リーランラは冷静につぶやきます。「しかし、この毒はあくまでも囮おとりです」セットアップふたつめのスキル《ルアーリング》を使用します。対象はダイン！

ツヴァイ：こっちが本命だ。こっちこそ耐えて欲しい！

ＧＭ：魔ま術じゆつ判定は……（ダイスを振る）達成値は26！

ダイン：はっははは。これは無理ですな。（ダイスを振る）失敗。はっ！　いつの間にか私が孤こ立りつして、リーランラのエンゲージにっ!!（一同笑）

エルザ：ダインくんっ！　どこに行ってるの!?（笑）

ＧＭ：で、こちらのセットアップは終わりです。

ツヴァイ：さて、この現げん状じようをどうするかだな。いきなりエンゲージが分ぶん断だんされてしまった。

エルザ：確たしか、シャオリーってリーランラに操あやつられているという情報がありましたよね。リーランラを倒たおせば、シャオリーが正気に戻もどるってないですかね。

ダイン：可能性としてはありますね。

ツヴァイ：フェリタニアの女王様じゃないけど、神官から先に倒すというのもセオリーのひとつだしな。悪くないと思うぞ。

ユンガー：分かった。それにかけてみよう。




　この方ほう針しんにしたがって、エルザは《エンサイクロペディア》ではなく、理知の宝ほう玉ぎよくを使用。ユンガーは敵の範囲攻撃を警けい戒かいして、《ランナップ》で一時的にエンゲージを離り脱だつ。そして、ダインは《インペレイティブ》を使用して、自分に《ホーリーフィールド》を、ツヴァイに《ヘイスト》をかける。

　さらにギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》も使用する。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①サディア　　（行動値40）

　②ツヴァイ　　（行動値22）

　②エルザ　　　（行動値22）

　④シャオリー　（行動値21）

　⑤リーランラ　（行動値20）

　⑥ユンガー　　（行動値11）

　⑦ダイン　　　（行動値10）
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ＧＭ：これでセットアップは終了。それでは、イニシアチブプロセス！　最初は行動値40のサディアから──。

ユンガー：その前に《アデンダム》を使用します。全力攻撃です！

ＧＭ：「くっ！　また、あなたなのっ！」サディアが悔しそうに言います（笑）。

ダイン：よろしくお願いします。

ツヴァイ：頼んだぜ、隊長！

ユンガー：マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》といういつもの攻撃を行ないます。できればクリティカルしたいところ……（ダイスを振る）クリティカルしない。《シークレットアーツ》を使用して、ダイスを三個振り直します。

エルザ：ものすごいやる気です！（笑）

ユンガー：振り直したダイスで一個でも６が出れば……（ダイスを振る）６っ！　出たっ!!　クリティカルですっ!!

一同：おぉ────っ！

ツヴァイ：いきなりクリティカルとは……。隊長、すげぇぜっ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、回かい避ひ振りま～す。（ダイスを振る）あ、クリティカル（笑）。

一同：何──────っ!!

エルザ：こ、ここでクリティカル出しますかっ!?

ＧＭ：…………てへ（笑）。

ツヴァイ：笑ってごまかすなっ！

ユンガー：えーっと……避さけられてしまいました（笑）。

ツヴァイ：こうなったら可能な限り攻撃して、リーランラを潰つぶすしかないっ！《カリキュレイト》使用！　マイナーアクションで《ファストセット》を使って《ウィング》と《フェイドアウェイ》！　そしてメジャーアクションで《エクシードショット》!!

ダイン：いきなり大おお技わざ！

ツヴァイ：というか、こっちは三ラウンドって制せい限げんつきなんだから、出だし惜おしみしている余裕なし！　エルザさん、サディアの攻撃はなんとか耐えてくれ！　オレはエンゲージを離はなれるぜ[image: ][image: ]（笑）。

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！　行っちゃうのっ!?

ツヴァイ：《カバーリング》を持っていないオレがそこにいても何もできない（きっぱり）。なので、全力でリーランラを攻撃するしかないのだ。リーランラとエンゲージをして──（ダイスを振る）命中は40！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗。

ツヴァイ：よしっ！《ボルテクスアタック》もさっさと使うぜ！

ダイン：ならば、ここで《ディスコード》も使用してしまいましょう。ぼぇ[image: ][image: ]。

ツヴァイ：サンキュー！《エクシードショット》と《限界突破》で──86＋13Ｄ！　おりゃっ！（ダイスを振る）[image: ]点！

ダイン：（ダイスを振る）こちらは42点です。

ツヴァイ：合計で[image: ]点？　こんなすごいダメージ、ツヴァイでは初めて出したような気がするぞ（笑）。

ＧＭ：きっと、これもベリアルの力に違ちがいない（笑）。

ツヴァイ：このダイス目が永えい久きゆうに続くなら、ベリアルになってもいいかも。（おどろおどろしい声で）ベリア[image: ][image: ][image: ]ル（一同笑）。

エルザ：だめ──っ！　ツヴァイくん、戻ってきて[image: ][image: ]（笑）。

ツヴァイ：はっ！　今、オレは何を言っていたんだ（一同笑）。あ、《テンポラリリペア》で魔導銃キヤリバーを修しゆう理りしておこう。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。さて、魔導銃キヤリバーの限界を超こえたツヴァイの攻撃に対して、リーランラは《プロテクション》を使用！（ダイスを振る）　さらに物理防ぼう御ぎよ力りよくを引いて──[image: ]点のＨＰダメージです。

ツヴァイ：硬かてぇ[image: ][image: ]。物理防御力30点かよ。

ＧＭ：リーランラはがちがちに金属鎧を着ていますからね。

ダイン：しかも《プロテクション》を使ってくるとなると、やはり最初にリーランラを倒すのが正せい解かいですね。

ＧＭ：しかしっ！　その前にサディアの攻撃です。

ツヴァイ：エルザさん、がんばって避さけてください（笑）。

ダイン：まぁ、いざとなった《ガーディアン》を使いましょう。《ファイトソング》で一回は復活させることができますから。

エルザ：分かりました。さぁ、きなさいっ！

ＧＭ：その意気やよし！　「じゃあ、まずはあなたから倒してあげるわ」サディアが軽く左手を振ると、いつの間にかその指と指の間には三本のソードブレイカーが挟はさまれています。マイナーで《ジャグリングアタック》（＊）、メジャーで《ウィップグリップ》というオリジナル特殊能力を使用！

エルザ：《ウィップグリップ》？

ＧＭ：１点でもＨＰダメージを受けると移動できなくなります。

ダイン：鞭むちで巻まきつけられる感じですか？

ＧＭ：そうです。さらに鞭でギュギュっと締しめ上あげられてしまうので、クリンナッププロセスでＨＰが50点減へります。

エルザ：ご、50点っ!!

ＧＭ：ただし、メジャーアクションを使えばこれらの効果は解除できますし、サディアが戦闘不能になっても解除されます。

ツヴァイ：事実上、行動をキャンセルされてしまうのか……。なんて攻撃しやがる！

ＧＭ：「ふふん。いまさら謝あやまっても遅いわよっ！」左手のソードブレイカーで牽けん制せいしつつ、鞭で攻撃します。命中は19＋３Ｄです。

エルザ：お願い！　なるべく低い目出てっ!!　むしろ、ファンブルっ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）命中はクリティカルっ!!

一同：また、クリティカルっ!?

エルザ：えぇ───────っ!!

ユンガー：《インターフィアレンス》使います？

ダイン：難むずかしいところですね。相手がクリティカルだと、こっちもクリティカルじゃないと成功しないですから。それに、まだ向こうの攻撃が二回来る可能性もありますし……。

ツヴァイ：こりゃ、《ガーディアン》使うしかないか？

ＧＭ：あ、あとサディアは《スネイクビート》を持っているので、リアクションのダイスが一個減ります。

ツヴァイ：ぶばっ!!

ダイン：なんという徹てつ底ていっぷり。

エルザ：一応、フェイト使って回避してみますね。運よくクリティカルが出ればラッキーということで。

ツヴァイ：そ、そうですね。

エルザ：（ダイスを振る）えーっと、６が一個しか出てないんで回避失敗です。

ＧＭ：ダメージは[image: ]＋13Ｄですね。

ツヴァイ：ちょっと待ったっ!!　13Ｄってなんだ、13Ｄって。

ＧＭ：《マーダースキル》５レベル分が……。

ツヴァイ：クリティカルすると、ダメージのダイスが五個も増えるのかよ！

ダイン：なんという徹底っぷり（一同笑）。

ツヴァイ：それ、オレでも無理だって。生命の呪じゆ符ふがはじけて、ＨＰが一桁けたになって、最後にクリンナップに50点だろ？　ダイン以外は間ま違ちがいなく即そく死しコース。

ダイン：いや、私でもクリンナップに50点はかなり痛いたいです。

ＧＭ：まぁでも、クリティカルしてしまったものは仕方ないですから。（ダイスを振る）う～ん、ちょっと低いな。ダメージは[image: ]点です。

ツヴァイ：低くねぇっ!!

ユンガー：私でも三回死ねますね（笑）。

エルザ：わたしも三回死ねます（笑）。《ガーディアン》使うしかないですよね、これ。

ダイン：ここでエルザさんが落ちるのはないです。〝黄金の狼おおかみ〟の主しゆ砲ほうなんですから。

エルザ：仕方ありませんね。《ガーディアン》を使いますっ!!

ＧＭ：分かりました。鞭の先せん端たんが唸うなりをあげて、エルザへと迫せまる！　だが、動物の王の加か護ごによって、エルザの身体に触ふれることなく鞭は弾はじかれてしまいます。「いい加か減げんにあきらめたらどうなのよっ！」二度も攻撃を防ふせがれて、サディアは悔くやしがります。

ツヴァイ：だが、こちらもあとがなくなってしまった。こんなに早く《ガーディアン》を使うことになるとは……。

エルザ：でも、ここでリーランラを落とせば、このラウンドの相手の攻撃は二回減ります！　マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《インフェルノ》です。（ダイスを振る）命中は33！

ＧＭ：さすがに《限界突破》中は回避するのは無理ですね。えいっ！（ダイスを振る）

ユンガー：おぉっ!!

ＧＭ：おしいっ！　５と６です（笑）。

一同：あ、危ねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：クリティカルしませんでした。

ツヴァイ：しなくていいからっ!!　いや、ほんとーに三回連続クリティカルとか、勘かん弁べんして欲しいわ（笑）。

エルザ：じゃあ、ダメージいきますよ～。《リゼントメント》を使用するので、[image: ]＋14Ｄの属ぞく性せい〈火〉の魔ま法ほうダメージです。

ツヴァイ：固こ定てい値ちだけで、17レベルのピアニィの攻こう撃げき力りよくを上回っているし（一同笑）。

エルザ：火力だけは、彼女には負けられませんからね（笑）。じゃあ、いきますっ！　ダメージは──（ダイスを振る）[image: ]点ですっ!!

一同：出たっ！　[image: ]点超えっ!!

ＧＭ：エルザの魔ま力りよくが炎ほのおの嵐あらしとなって、リーランラに襲おそいかかります。彼女の真しん紅くの鎧よろいが、溶とけるように魔法の炎に飲のみ込こまれていきます。リーランラは慌あわてて自分に《プロテクション》をかけます。（ダイスを振る）22点軽けい減げん！　[image: ]点のＨＰダメージを受けます。

ダイン：やはり《プロテクション》を使われると、ダメージがだいぶ下がりますね。

ＧＭ：それでも十分に、今の攻撃は痛いです。「まったく、なんて魔力よ……。リーランラ！　大丈夫っ!?」「はい。なんとか……」

ユンガー：やはり、これだけでは倒たおせないか……。

ＧＭ：「最初のあなたの攻撃が当たっていれば、倒せたかもしれないわよ。残念ねぇ」サディアは、馬鹿にするような口調でユンガーを挑ちよう発はつします。

ユンガー：ちっ！

ＧＭ：「さぁて、次はこっちの番よ。シャオリー、そこの魔ま法ほう使つかいを徹てつ底てい的てきに痛いためつけてあげなさいっ！」

ツヴァイ：エルザさん、避けてっ！

エルザ：そんなこと言われたって、絶対に無理ですからっ!!

ＧＭ：マイナーで《ランニングセット》を使用！　マイナーのスキルをふたつ使用します。

ダイン：《ランニングセット》って、ソーサラー？

ＧＭ：《ヴァイタルフォース》（＊）《スタンアタック》（＊）！

ツヴァイ：マヒかよっ!?

ＧＭ：そしてメジャーで投げます。

一同：投げる？

ＧＭ：はい。《コンバットスロー》を使用！　投げて、転てん倒とうさせて、マヒさせます。ついでにソーサラーの《デモンズウェブ》もつくので、マイナーとメジャーの両方を使わないと転倒を回復できないので、よろしく！

ツヴァイ：こいつ、メルトランドの騎士だったんじゃないのか？　なんで格かく闘とう家かみたいな攻撃してくるんだよ（一同笑）。

ＧＭ：武ぶ闘とう派は騎士ということで。（ダイスを振る）命中は36です。

エルザ：無理、絶対に無理だからっ！

ユンガー：では、《インターフィアレンス》を使用します。

エルザ：（涙なみだ声ごえで）お、お願いしますっ!!

ユンガー：念のためにフェイトを２点使って──（ダイスを振る）おっ、クリティカル！

ＧＭ：げっ!!　エルザに掴つかみかかろうとしていたシャオリーが突とつ然ぜんバックダッシュします。その直後、シャオリーのいた場所にユンガーの放った矢が通とおり抜ぬけていきます。無む表ひよう情じようのまま、ユンガーの方へと視し線せんを向けるシャオリー。

ユンガー：ふっ、外したか（一同笑）。

ツヴァイ：《インターフィアレンス》は攻撃するスキルじゃないって（笑）。

ＧＭ：だが、まだこちらにはリーランラの攻撃が残っています。マイナーで《チェンジファング》（＊）、メジャーで普通に攻撃！　クラッシュハンマーを大きく振ふりかぶると、ツヴァイへと打ち下ろします。ちなみにこの攻撃のダメージはスキルで軽減できません！

ツヴァイ：なんだって!?




　そして、ツヴァイはこの攻撃の回避に失敗してしまう。

　ここですかさず、ダメージロールの直前のタイミングでリーランラは《パニッシャー》（＊）を使用する。

　だが、ここでツヴァイを戦闘不能にするわけにはいかない。ダインは回避に失敗したツヴァイに対して《カバーリング》を使用する。

　リーランラが叩たたき出だしたダメージは[image: ]点。ツヴァイなら一撃で倒たおれる値あたいであるが、物理防御力の高いダインであれば十分に耐えることができるダメージである。

　残り42点のＨＰを残し、ダインはリーランラの攻撃を受けきった。




ダイン：《プロテクション》が使えないのでどうなるかと思いましたが、なんとかなるものですね（笑）。

ツヴァイ：でも、ダインももう一撃受けると倒れるな。

ダイン：そのときは《蘇そ生せい》を使わざるを得ないかと。

ユンガー：だが、その前に落としてしまえばなんとかなる！　リーランラに集中攻撃！　マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》を使います！　さらにリンメルの矢も使用。（ダイスを振る）おっ！　またしてもクリティカルっ!!

ツヴァイ：な、なんか今日、クリティカルばっか出てない？（笑）

ＧＭ：そう何回もクリティカルが出るわけ──（ダイスを振る）ないっ！

ダイン：リーランラの物理防御力は高いので、ここは《サドンインパクト》を使った方がよいかと思います。

ユンガー：分かった。それでは《サドンインパクト》を使用する！（ダイスを振る）71点のダメージ！　落ちろっ!!

ＧＭ：「ここで落ちるわけには……《プロテクション》！」（ダイスを振る）19点のダメージ軽減……だと無理！　３点のオーバーキルでリーランラは戦闘不能。「シャ、シャオリー……」シャオリーの方へとゆっくりと手を伸のばしながら、リーランラは倒たおれます。

ユンガー：よしっ！

ツヴァイ：なんとか一ラウンドの間に倒せたか。最初にクリティカルを連発されたときは、どうなることかと思ったぜ（笑）。

ＧＭ：まったくです。

ツヴァイ：あんたが言うかっ！（一同笑）

ＧＭ：ともあれ、リーランラが意い識しきを失ったことで、シャオリーもその場で崩くずれ落おちるように倒れます。

ツヴァイ：倒れる？　洗せん脳のうが解とけて元に戻もどるんじゃないのか？

ＧＭ：戻りません。しかも戦闘不能状態でその場に残ります。

エルザ：残るんですか？

ＧＭ：残ります。ちなみにリーランラも残ります。

ユンガー：じゃあ、三ラウンドのクリンナップに……。

ＧＭ：〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟を受けて、死亡しますね。あぁ、かわいそうなジョリィ。キミの友人は海の藻も屑くずと化してしまうのか……。

ツヴァイ：ちょ、ちょっとっ!!　それって助けろってこと？

ＧＭ：そうは言ってません。ここで、シャオリーが死亡してしまうのは仕方ないことだと思っていますよ。なにしろ、今回は下手したらＰＣも死亡しかねないくらいですから。ちなみに、誰かがメジャーアクションを使用すれば、倒れたキャラクターを移動力分だけ動かすことができますよ。

ツヴァイ：タ、タイム！　作戦会議に入りますっ!!（一同笑）




　事じ態たいを把は握あくし、シャオリーを助けるかどうか相談を始める四人。




「せめて、シャオリーだけでも助けたいかと」

「そうですね。洗脳されていただけですもんね」

「それならいっそ全員助けるという方法もありますよ。バルムンクについて、いろいろと訊きくことができるかもしれませんし」

「その前にこっちが倒たおれなきゃな[image: ][image: ]」

「その場合、ツヴァイ以外はＰＣ作り直し？」

「ダメ～、それはダメ～。せめてエルザだけは助けて。『無印』四巻に登場しているから」

「きっと、あれはわたしの姉妹なんですよ（笑）」




　などと雑ざつ談だんを交えつつ、シャオリーは現げん在ざいエルザと同じエンゲージにいるので、そこを中心として集まることに決まった。

　残りのふたり──サディアとリーランラについては、可能な限り助けることになった。




ＧＭ：それでは、プレイ再さい開かい！　ダインの行動からになります。

ダイン：では、マイナーでエルザとエンゲージ、メジャーで《ジョイフルジョイフル》です。対象は《ブルズアイ》を残しているユンガー殿どのに。（ダイスを振る）成功です。

ユンガー：じゃあ、いつものスキルの組みあわせで攻撃。《ディスアピア》＋《サプライザル》。さらに乾けん坤こん一いつ擲てきの能力も使用！




　リーランラを倒されたことで呆ぼう然ぜんとしていたサディアに、ユンガーの攻撃が襲おそいかかる。




ＧＭ：「くっ！　いつの間に攻撃をっ!?」リアクションで《シャドウハイド》を使用！　回避判定に成功すると、メジャーアクションが一回行なえるようになります。

ツヴァイ：そんなスキルまで持ってるのかよ。とはいっても、まあ成功はすまい（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ！　失敗！

ユンガー：《ブルズアイ》も使います。（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：物理防御力を引いて94点のＨＰダメージを受けます。「お、おのれ[image: ][image: ]。よくも私の身体からだに傷きずをつけたわねっ！」

ユンガー：ふっ、だがこれで終わったと思ったら大おお間ま違ちがいだ。ここで、ギルドスキルの《再さい行こう動どう》を使用！

ツヴァイ：それじゃあ、オレからいくぜっ！　《ファストセット》《フェイドアウェイ》《スマッシュ》《バッシュ》！　……っと、思ったらＭＰが足りない。

一同：おいっ！（笑）

ツヴァイ：隊長！　ギルドスキルの《祝福》をお願いしま～すっ！

ユンガー：仕方がないな。《祝福》を使用する。

ツヴァイ：助かります。（ダイスを振る）おっ！　今度はオレがクリティカル！

ＧＭ：なんで今日はこんなにクリティカルが出るんですかっ！

ツヴァイ：あんたが言うな（一同笑）。

ＧＭ：あははぁ～（笑）。でも、あきらめない。《ギフト》を使用してダイスを二個増ふやして回避っ！（ダイスを振る）くっ！　６が一個あるだけか。回避失敗です。

ツヴァイ：ここでクリティカルなんて、なんか主人公みたいだ（笑）。クリティカルでダメージが増ふえて──（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：今度は88点のＨＰダメージ！

エルザ：次はわたしです。《マジックサークル》《インフェルノ》！　命中したらもちろん《マジックフォージ》も使いますよ（笑）。

ＧＭ：や、やめて[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。




　ツヴァイの魔導銃キヤリバー、エルザの炎の魔術、ユンガーのリンメルの矢と立て続けに攻撃を受けるサディア。

　それはまさに、たこ殴りとしか形けい容ようできない惨さん状じようであった。




ダイン：そして最後に私がツヴァイに《ポーションピッチ》をして……（ダイスを振る）判定は成功です。

ツヴァイ：助かるぜ！

ダイン：これでラウンドが終了ですね（笑）。

ＧＭ：「あ、あんたたち……いい加か減げんにしなさいよねっ！」

ユンガー：さぁ、次は第二ラウンドだ。

ＧＭ：「ちょ、ちょっと!?」

ダイン：サディアの方がかなり行動値が高いので、《ヘイスト》を使う意味はないですね。

ＧＭ：「人の話を訊ききなさい、てばっ!!」

ツヴァイ：なんか言ったか？（一同笑）

ＧＭ：「くっ！　でも、私の方がセットアップは先！《トップスピード》！」





（＊）《トップスピード》　エクスプローラーのスキル。セットアッププロセスにメインプロセスが行なえる。

（＊）《コーデックス》　メンターのスキル。選択したスキルのコストが減少する。

（＊）《メンターアーツ》　メンターのスキル。《コーデックス》で選択したクラスのスキルの効果が増加する。

（＊）《メンタークラフト》　メンターのスキル。《コーデックス》で選択したクラスのスキルの判定の達成値が上昇する。

（＊）《ルアーリング》　フォーキャスターのスキル。対象を自分のエンゲージに引き寄せる。

（＊）《ジャグリングアタック》　エクスプローラーのスキル。白兵攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《ヴァイタルフォース》　モンクのスキル。武器攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《スタンアタック》　　モンクのスキル。対象にＨＰダメージを与えた場合、同時にバッドステータスのマヒを与える。

（＊）《チェンジファング》　ドラグーンのスキル。攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《パニッシャー》　パラディンのスキル。攻撃のダメージに【精神】を加える。






●第二ラウンド

ＧＭ：とゆーことで、セットアップはサディアからになります。




▼行動順番（第二ラウンド開始時）

　①サディア　　（行動値40）

　②ツヴァイ　　（行動値14）

　③エルザ　　　（行動値12）

　④ユンガー　　（行動値11）

　⑤ダイン　　　（行動値10）




ＧＭ：さっきも言ったとおり、《トップスピード》を使用！

一同：来たっ!!

ＧＭ：マイナーで《ゲイルスラッシュ》（＊）、メジャーで《ウィップグリップ》使います。範囲全体を鞭むちでしばきます（笑）。

ツヴァイ：げっ！

ＧＭ：さらに命中判定の直前に《トライヒット》。三回振ふってダイス目を選べます。

ツヴァイ：ここでもクリティカル狙ねらいかよ。

ＧＭ：ふっふふふ（笑）。一回目──（ダイスを振る）12！　二回目──（ダイスを振る）10！　ダメか！

一同：おぉっ!?

エルザ：クリティカルしないでっ！

ＧＭ：三回目──（ダイスを振る）ちっ！　12か……。クリティカルしない！　なので、命中判定の達成値は31！

ダイン：（ユンガーに向かって）先生、お願いします。

ユンガー：どぉ～れ～（一同笑）。

ＧＭ：あぁ～、《インターフィアレンス》で失敗にされる……。

ユンガー：じゃ、フェイトを２点使って《インターフィアレンス》です。（ダイスを振る）あら？　ちょっと低いかも……。

一同：えぇっ!?

ユンガー：18＋15で33。あ、大だい丈じよう夫ぶでした（笑）。

ＧＭ：「ま、またしても私のジャマをしてっ！」何度も鞭を地面に叩たたきつけながら悔くやしがるサディア。

ダイン：では、こちらのセットアップですね。もちろん、《ファイトソング》で《ガーディアン》を復活させます。

ＧＭ：《ガーディアン》でいい？　もう一回、今の攻撃が来るよ？（笑）

ツヴァイ：そうだな。じゃあ《インタラプト》で──って、言うかっ!!（一同笑）

ＧＭ：ちっ！（笑）それでは、これでセットアップは終了。こっちの行動に移うつります。

ツヴァイ：ちょっと待ったっ！《カリキュレイト》を使用！

ＧＭ：くっ！

ツヴァイ：もう一度今の攻撃を受けるわけにはいかない！　マイナーで《ファストセット》を使って《フルスイング》《スマッシュ》、メジャーで《エクシードショット》！　もう修理はできないから、これで倒たおせなかったらあとは任まかせるっ！

ユンガー：（渋しぶく）だめだ！

ツヴァイ：え？

ユンガー：これはお前の戦いだ。ツヴァイ、ここでお前が決めるんだ！

ツヴァイ：言ってくれるぜ。これで倒せなかったら、どうするんだよ。

エルザ：そのときのために、わたしたち仲間がいるんです！

ダイン：もし、これでサディアを倒せなくても、私がみんなを守りますから大丈夫ですよ。

ユンガー：そういうことだ。ツヴァイ、分かったな。悔くいのないように思いっきりいけっ！

ツヴァイ：ちっ！　だが、ここまでお膳ぜん立だてしてもらったらやるしかないな。命中は16＋４Ｄ──（ダイスを振る）命中は31！　しかも《ブレットレイブ》の効果で、回避のダイスは一個減るぜ。

ＧＭ：「《ブレットレイブ》さえなければ、回避できる可能性があるものを──」一応《シャドウハイド》を使って──（ダイスを振る）駄目か、失敗！

ツヴァイ：《フルスイング》で魔導銃キヤリバーの攻撃力が56に変更、《スマッシュ》で＋７、《エクシードショット》で＋50。さらにフェイトを４点使用！　これで攻撃力は[image: ]＋６Ｄ！

ＧＭ：「ば、馬鹿なっ！　ま、まだそんな攻撃力を持っていただなんて」ツヴァイの気き迫はくに押おされて、思わずサディアは一歩、二歩とあとずさります。

ツヴァイ：へっ、これで全部だけどなっ！　本当の出し惜しみなしってやつだぜ！

ＧＭ：「そんなことをしたら、その魔導銃キヤリバーは使い物にならなくなるわよ。そうだ、いいことを教えてあげる。もうじきここに増ぞう援えんがやってくるわ。武器なしでどうやって戦うつもり？」

ダイン：しかし、その増援とやらが来ても無駄ですよ。

ＧＭ：「そ、それはどういうこと？」

エルザ：だって、この辺りは、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の攻撃を受けて消滅してしまうんですから。

ユンガー：どうせ時間稼かせぎか何かだろう。はったりは止やめておくんだな。

ツヴァイ：そういうことだ！　さっさと倒たおれやがれっ！（ダイスを振る）ダイス目はちょうど20！　ダメージは[image: ]点っ!!

ＧＭ：物理防御力を引いて[image: ]点のＨＰダメージ！

ツヴァイ：いったかっ!?

ＧＭ：（大きくうなずいて）サディアはツヴァイの渾こん身しんの一撃を受けて倒れます。それと同時にツヴァイの魔導銃キヤリバーが煙けむりを噴ふき出だし、機き能のうを停止してしまいます。

ツヴァイ：また、荒あらっぽく扱あつかっちまった。（魔導銃キヤリバーに）すまねぇな。

ＧＭ：「……ふんっ！　そんなことを言っていられるのも……今のうち………よ」息も絶たえ絶だえになりながらも、仰あお向むけに倒れたサディアが笑みを浮うかべています。

一同：なんだとっ!?

ＧＭ：「私たちが何の策さくもなしにやってくると思って？　今いま頃ごろは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が我わが主によって破壊されているはずよ。残念だったわねぇ」

ツヴァイ：へぇ～、それは残念だったな。あそこには、アルディオンで三本の指に入るほど強くて怖～いおばさんが来てるんだけどな……。

ＧＭ：「え？　ま、まさか……」

ユンガー：そう。我がエストネルが誇ほこる最強の騎士、グリーナ・デュランタリエ様が〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を守っていらっしゃる！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というユンガーのセリフと共に、フェリストルの街へとカメラは移動します。そこでは荒こう廃はいした街のなか、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の前で戦うグリーナとオルナの姿があります。

ツヴァイ：オルナだってっ!?

ユンガー：こっちに来ていたのか。

ＧＭ：ええ（笑）。離はなれた位置から剣けんを振ふるって、遠えん隔かく攻撃で〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を攻撃するオルナ。それを《カバームーブ》で守るグリーナ。そのあと、グリーナは間合いを詰つめようとするんですが、オルナにセットアッププロセスに《間合い》で距きよ離りを離はなされてしまう──みたいな感じの戦いが繰くり広ひろげられています。

ダイン：どちらも決め手に欠ける、みたいですね。

ＧＭ：ですね。能のう力りよく的てきにはグリーナの方が高いのですが、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を守りながらの戦いなので手こずっているという感じです。と、そんなとき、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟からミリアの声が聞こえてきます。「発はつ射しや準備が整いましたっ！」




　その声に、オルナは思わずグリーナから視線を外してしまう。

「どこを見ているのですか！　あなたの相手はこの私ですよっ!!」

　グリーナが光ひかり輝かがやく魔法の大たい剣けんを振ふりかぶりながら、オルナの方へと一気に跳ちよう躍やくする。すべての力を剣へと注ぎ込んだ渾身の一撃だった。しかし──。

「ふっ！」

　短い呼こ気きと共にオルナは、ほんの少しだけ体たいを左前にずらす──たったそれだけのことだ。しかし、この所作だけで、グリーナの剣撃はオルナには届とどかなかった。ほんの紙一重、髪かみの毛け一本ほどの距離でオルナはグリーナの攻撃をかわしたのだ。

　いや、オルナがかわしたのは一撃だけではなかった。

　振り抜くと同時にグリーナの剣は、二撃目を放つ態たい勢せいを整えていたのだ。一撃を与え、即そく座ざに二撃目を与あたえる剣技──《ストラグルクラッシュ》として知られている技わざである。

　だが、一撃目をかわされた時点で、この剣技は死に技となる。二撃目は斬きり返かえしのため、一撃目の軌き道どうと重なるからだ。したがって、一撃目が当たらなければ、二撃目も当たるはずがない。オルナはそれを知っていて、一撃目の回避に集中したのだ。




ＧＭ：みたいな戦いが繰り広げられます（笑）。

ツヴァイ：なんという超ちよう人じん戦闘（笑）。

ＧＭ：そして、その瞬しゆん間かん！　〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の主砲──〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟が発射！　光の帯が弧こを描えがくようにはるか彼方かなたへと伸のびていきます！　その様子を見ながら、ミリアは祈いのるように手を合わせてつぶやきます。「ツヴァイくん、どうか無事でいて」

ツヴァイ：じゃあそこで、どこからか「大丈夫だ」というツヴァイの声がミリアに聞こえたことにしよう（笑）。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]！

ＧＭ：分かりました。するとミリアは、「え？」というような驚おどろいた顔となり、すぐにちょっとだけ安心した表ひよう情じようを浮うかべます。

エルザ：以心伝心ですね（笑）。

ユンガー：ところで、オルナは？

ＧＭ：〝歪曲デイストーシヨン砲ブラスト〟が発射されてしまっては、もうどうしようもありませんから、グリーナの隙すきをついて《テレポート》で撤てつ退たいします。

エルザ：あっ！　逃げたっ!!

ダイン：オルナとの対決は最終回に持もち越こしですか（笑）。

ＧＭ：そうなりますね。さて、それでは場面をみなさんの方へと戻もどしましょう。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の攻撃が着弾するまで、あと一ラウンドほどありますが、どうしますか？

ユンガー：ついでなので、リーランラとサディアも助けよう（笑）。

ツヴァイ：どうせ、戦闘不能になってるしな。

エルザ：バルムンクの秘ひ密みつについて、いろいろと教えてもらわないといけないですしね。

ダイン：ずるずると同じエンゲージに全員を集めましょう（笑）。

ＧＭ：了解です。では、そのままラウンドは進行して、第三ラウンドのクリンナッププロセスとなります。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟から放たれた光の帯が、はるか遠くカムロートの沖おき合あいの海上へと着弾します！　ダメージは──（ダイスを振る）１万と８点（一同笑）。

エルザ：《ガーディアン》です！

ツヴァイ：〝剛健の竜輝石〟の効果を使うぜっ！




　大海原をたゆたっていた二隻せきの機械船が、天空より降おりてきたまばゆい光に包まれる。

　光はみるみるうちに広がり、触れる物すべて──人の造つくりし船を、青き海の水を、泳ぐ魚たち、そしてベリアルが眠ねむりし結晶体を飲のみ込こみ、消滅させていく。

　光が消えたとき、そこには何物も存そん在ざいしなかった。海すらも半はん球きゆう状じようにくぼんでいたのだ。もっとも、海だけは元の姿に戻もどろうと、その空間を埋うめるために必死にもがいていたのだが。

　そんな荒あれ狂くるう波のなか、何もないはずの空間に虹にじ色いろに輝かがやく球体がひとつだけ残っていた。そう、〝剛健の竜輝石〟によって守られた〝黄金の狼おおかみ〟たちだ！




ツヴァイ：おぉ～。なんか壮そう大だいな景色だぞ、これ（笑）。

エルザ：これ、すぐに消えないですよね。落ちないですよね？

ツヴァイ：さぁ？

エルザ：さぁって……ツヴァイくんが〝剛健の竜輝石〟を使って作ったんでしょうがっ！

ダイン：まぁまぁ、全員無事だったんですからいいじゃないですか。

ＧＭ：そんな感じでみんなで話していると、遠くから一隻の船が近づいてきます。どうやら、サイラスが迎むかえに来たようです。

エルザ：（しみじみと）今回はサイラスさんにすっかり迷めい惑わくをかけてしまいましたね。

ツヴァイ：（エルザに）サイラスとデートでもしてあげたら？（笑）

エルザ：う～ん……。




　ツヴァイの軽口に真しん剣けんに考かんがえ込こむエルザ。こう見えても、根は真ま面じ目めなのだ。

「そうですね。ちょっとだけ……考えてみますか」

　そう言うとエルザは、頬ほおを赤く染そめながら笑った。





（＊）《ゲイルスラッシュ》　エクスプローラーのスキル。武器攻撃の対象を「範囲（選択）」に変更する。
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◆Ending 01◆再さい会かい、そして……




ＧＭ：それではエンディングフェイズとなりますっ!!

一同：おぉっ！

エルザ：全員、生き残りましたね！

ツヴァイ：あぁ、一時は本当にどうなるかと思ったがな。

ダイン：最初のクリティカル連発がやばかった（笑）。

ユンガー：《アデンダム》が無む駄だになりましたからね（笑）。

ＧＭ：うっ！　……べ、別にクリティカルを出したくて、出しているわけじゃないんだからねっ！（一同笑）

ツヴァイ：出されてたまるかっ！（笑）

ＧＭ：さて、積もる話はここまでにして、エンディングといきましょうか。あのあと、サイラスと合流したみなさんは、そのまま《テレポート》でフェリストルまで戻もどって来ます。

ツヴァイ：一いつ瞬しゆんだ（笑）。

エルザ：本当にサイラスさんにはお世話になりっぱなしですね。

ＧＭ：「少しでもそう思っているなら、デートしてくれるとうれしいかなっと」

エルザ：考えておきます（笑）。

ＧＭ：そんなことを話しながら、フェリストルの中心へと歩いていくと、そこには再ふたたび動かなくなった〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が立っています。その足あし下もとでは、グリーナ、ルカ、ヴァージニアといった、今回の件けんでみなさんにいろいろと協力してくれた人たちが、歓かん談だんしています。

ユンガー：グリーナ様、ただいま戻もどりました。

ＧＭ：「ご苦労でした、ユンガー。それで、為なすべきことは為せましたか？」いつものようにきびしい顔ではなく、優やさしい笑顔でグリーナが問うてきます。

ユンガー：（自信ありげに）はい。

ＧＭ：ユンガーの返事にグリーナは大きくうなずき、ねぎらうようにユンガーの肩かたに手を当てます。その手は剣けん士しのものらしくごつごつとしたものですが、それでいてどこか温かさを感じさせる手です。「王には私から伝えておきます。今は仲間と喜びを分かち合いなさい」

ユンガー：頭を下げて礼を言おう。ありがとうございました。

ＧＭ：するとグリーナは二、三回、ユンガーの肩を軽く叩たたき、歩き去っていきます。

ツヴァイ：（何かに気づいたように）あれ？　ミリアは？

ダイン：そういえば、いませんね？

ＧＭ：と、ツヴァイが気づいた瞬しゆん間かん！　「ツヴァイく─────んっ！」今にも泣きそうな、それでいて嬉うれしそうな声がツヴァイの頭の上の方から聞こえてきます。

ツヴァイ：上？　見上げるけど……。

ＧＭ：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟から両手を広げて飛とび降おりてくるミリアの姿すがたが（笑）。

ツヴァイ：なんだってっ!!

ユンガー：（口笛）ひゅ～♪

エルザ：あらら？（笑）

ツヴァイ：何やってんだよ！　仕方ない。（照れたように大声で）ミリアを受け止めるっ!!

ＧＭ：ツヴァイの許もとへと飛び込んだミリアは、そのまま両りよう腕うでをツヴァイの首にぎゅっと回すと、泣きながら大声を張はり上あげます。「ツヴァイくん、ツヴァイくん、ツヴァイくんっ！」

[image: ]

ツヴァイ：分かった。分かったから、もう泣くな。約束どおり戻ってきたんだから、な。

ＧＭ：「だ、だって……。それでも、嬉しくて涙なみだが止まらないんだもん！」さらに両腕に力を込こめるミリア。

ダイン：これは茶化すヒマもないですね。

エルザ：茶化す？　ダメだよ、ダインくん。そういうことすると、馬に蹴けられて死んじゃうんだから（笑）。

ユンガー：そういうことだ。ここはふたりだけにしてあげるのが親切ってやつだ。




　笑顔で涙を流しながら、ツヴァイに抱だきついているミリア。どうしていいか分からずに、そんなミリアを持てあましながらも、やはり笑顔を見せているツヴァイ。

　ユンガー、エルザ、ダインの三人は、そんなふたりを背せ中なか越ごしに見送りながら、静かにその場を離はなれていった。

　心の中で祝福を贈りながら……。




＊　　　＊　　　＊




　そこは、いずことも知れぬ場所だった。周囲は黒曜石によく似にた石で囲まれている。

　周囲を照らす灯あかりもなく、かといって漆しつ黒こくの闇やみでもない。星明かりがかすかに漏もれる海中のような薄うす暗ぐら闇やみを閉とじ込めた──そんな場所だった。

　その部屋の中心には祭さい壇だんがある。いずれかの神を祀まつる神しん殿でんであろうか？　祭壇の上には漆黒の大たい剣けん。血管にも似た、赤い線が刀身に描えがかれた大剣だ。とすれば、この剣は神の遺い物ぶつなのだろうか？　だが、それにしてはずいぶんと禍まが々まがしさを醸かもし出だしている。刀身の赤い線などは脈打っているではないか。

　そんな薄うす墨ずみのような世界のなかで、ただひとつ聞こえるもの。それは、肩で息をするような、苦しげな女じよ性せいの荒あらい息づかいだけだ。

　腰こしまである長い黒くろ髪かみは乱みだれ、大きく胸むねの開いた神官服もあちこちが引ひき裂さかれている。その様子は、つい先ほどまで戦っていたかのようだ。

　数すう刻こく後。息も落ち着いたその女性は祭壇へと歩あゆみ寄より、うやうやしく大剣を持ち上げる。だが、その目は悲しみに満ちていた。なぜなら、その剣は徐じよ々じよに消しよう滅めつしていたからだ。砂すなで作られたかのように剣は、少しずつ、少しずつ崩くずれ、そして消えていく。

　黒髪の女性──オルナは、手にした大剣を愛いとおしそうに抱だきしめ、そして目を伏ふせた。







『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第九話「宿命と使命のカノン」

──完──

[image: ]
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◆Preplay 01◆最後のレベルアップ！




　前回の収しゆう録ろく──第九話より三週間が過すぎた。

　思えば二年前の夏、アルディオン大陸を舞ぶ台たいとした『アリアンロッド・サガ』の一角を担になうシリーズとして始まった『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』。キャラクターレベル１から始まったＰＣたち──。裏うら切ぎられたり、地下に潜もぐったり、無実の罪つみを着せられたりといった、さまざまな困難を乗り越え、それでも今やキャラクターレベルは10を超こえ、上級クラスへと成長した。

　そして今！　『アクロス』シリーズは、ついに最終回を迎むかえる──。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：とゆーことで、ついに最終回となりましたっ！

一同：わぁ─────っ！（笑）

きくたけ：ドンドンドン！

えんどー：パフパフパフ！

矢薙：最終回ですか……。

[image: ]村：長かったような、短かったような、そんな気がしますね。

きくたけ：オレ的には、前回の話でベリアルを倒たおしてハッピーエンド！　みたいな感じで終わってるんだが。これで乗のり移うつられることもなくなったし（笑）。

矢薙：でも、まだオルナさんを倒してないですよ。

[image: ]村：エンディングでも、オルナさんがなんか黒い剣けんを持っていましたし……。

えんどー：あの剣って、前回のミドルでグリーナが言っていたベリアルの剣ですよね？

きくたけ：間ま違ちがいないだろうな。で、今回はその剣がらみの話って感じか？

ＧＭ：それはプレイしてのお楽しみって、ことで（笑）。

[image: ]村：それで、時代はいつ頃ごろになるんですか？

ＧＭ：前回の話から二ヶ月後、帝紀八一二年一二月になります。

きくたけ：一二月っていうと、『無印』パーティと『ブレイク』パーティが戦った辺りか。

ＧＭ：ええ。それと、レイウォールとグラスウェルズが戦っているとき、フェリタニアのフェリストルから天に昇のぼる光の帯が見えて、大変な騒さわぎになっていたはずです。残念ながら、『無印』では描えがかれていませんが……。

きくたけ：描けるかっ!!（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、オチがついたところで！　『アクロス』最後の今回予告とシナリオハンドアウトです！




今回予告

〝剣の王ノートウング〟。あるいは〝折れたる魔剣ノートウング〟──。

　バルムンクを作り上げた〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりにして、ベルリール王国を崩ほう壊かいさせた魔族ベリアル。彼は〝真の死〟を免まぬがれるためにみずからを時間の檻おりに閉とじ込めるも、その身体からだは〝黄金の狼おおかみ〟たちの手によって消しよう滅めつさせられてしまった。〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟より始まった〝黄金の狼〟の戦いも、これで終わったかに見えた。

　それから二ヶ月が過ぎた、帝紀八一二年一二月──。

　歴史には語られることのない戦いが、始まろうとしていた。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　───第一〇話「狼と剣つるぎのフィナーレ」




　すべては、竜りゆうの石の導みちびきの下もとに───。

[image: ]




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹やなぎ・なおき

コネクション：グリーナ・デュランタリエ　　　関係：上司

　キミは仲間たちと共に魔族ベリアルを倒した。だが、ノーデンスとなったキミの戦いは終わらない。グラスウェルズ侵しん攻こうより始まったメルトランド戦役──この戦いにもバルムンクがからんでいるらしい。

　グリーナに呼よび出だされたキミに新たな任にん務むが下る。




矢薙（以降、ユンガー）：もうすっかり、ユンガーは平和とは縁遠くなってしまいました。

きくたけ：まぁ、アルディオン大陸自体がずっと戦せん乱らんが続いているような世界だから、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！（笑）

えんどー：今はフェリタニア王国がどんどんと領りよう地ちを広げて、ピアニィのアルディオン独どく裁さい計画が進行中です。

一同：ピアニィの独裁計画っ!?

ユンガー：なるほど。ということは、新たな任務はピアニィの抹まつ殺さつ！

一同：なんでそうなるっ!?（笑）




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子よしむら・きよこ

コネクション：王おう威いの竜りゆう輝き石せき　　　関係：庇ひ護ご

　エストネルの騎き士しグリーナの話では、ベリアルの腹ふく心しんたるオルナを倒たおすことができなかったらしい。〝王威の竜輝石〟を持っている限かぎり、きっとこれからもバルムンクと関わり続けることになるのだろう。

　そして、ひさしぶりに会ったあの人は、今もバルムンクを追い続けていた。




[image: ]村（以降、エルザ）：ひさしぶりに会ったあの人って、もしかして──。

ＧＭ：はいっ、ストップ！　それは実じつ際さいにプレイしてからということで（笑）。

エルザ：分かりました（笑）。コネクションはまた竜輝石ですね……あっ！

ＧＭ：どうしました？

エルザ：竜輝石、ミリアちゃんから返してもらってない（笑）。

ＧＭ：あっ！




　こちら（＊）を参照のこと。




ＧＭ：エンディングで演えん出しゆつするの忘わすれてました（笑）。

きくたけ：（おどろおどろしい声で）実はミリアとは世を忍しのぶ仮かりの姿すがた！　その正体はバルムンク〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりだったのだっ!!

えんどー（ミリアになって）：「ごめん、ツヴァイくん。ボク、ボク、本当はベリアルと同じように〝始祖の四人Four Deadly Swords〟なんだ！」

きくたけ：なんだって──────っ！（一同笑）

ＧＭ：そんわけあるかっ!!（笑）あのあと、きちんとエルザに竜輝石は返したということでお願いします（ペコペコ）。

エルザ：はい（笑）。




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：ミリア　　　関係：恋こい人びと？

　キミは、ブラックヴァイスとの戦いで傷きずついたミリアをフェリタニアへと送おくり届とどけたのち、しばらく傭よう兵へいとしてフェリタニア軍に参加していた。

　あれから二ヶ月。メルトランド戦役も一いち段だん落らくつき、キミはひさしぶりにエストネルへと戻もどった。神しん殿でんの治ち療りようのかいもあり、キミの母親イルマの経けい過かも良好のようだ。

　そんなキミの許もとに、ミリアからの手紙が届とどいた。




きくたけ（以降、ツヴァイ）：（手紙を読むような雰ふん囲い気きで）竜輝石は預あずかった。返して欲ほしければ──。

ＧＭ：そんな手紙が来るかっ！

ツヴァイ：ちぇっ！




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：コーレア　　　関係：友人

　ツヴァイと共にフェリタニアに向かったキミは、その足でシャオリーをメルトランドへと送り届けることになった。彼女の友人らしいジョリィという少女にえらく感かん謝しやされたことは、今でも記き憶おくに残っている。

　そして、キミはせっかくここまで来たのだからと、ラドフォード伯はくの別べつ荘そうまで足を延のばすことにした。
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えんどー（以降、ダイン）：あ、ジョリィだ（笑）。

ＧＭ：彼女もようやく友人との再さい会かいできました。

ダイン：しかし、誰だれも彼も、みーんな平和そうなハンドアウトですね。なんか、ほのぼのとしている（笑）。

ＧＭ：〝黄金の狼〟がベリアルを倒したことで、バルムンクは大きく弱体化しましたからね。ベリアルの指示を直接受けていたレギンが死亡したあと、一二人衆も好き勝手に行動し始めるでしょうから。

エルザ：それでほかのシリーズで、バタバタ倒れていくわけですね（笑）。

ＧＭ：リプレイに登場するとやられてしまうのがバルムンク・クオリティ（笑）。

ダイン：敵てきとして出てきますからね。まぁ、倒たおされてしまうのは必然！　でも……。

ＧＭ：でも？

ダイン：コーレアを最終回まで引っぱるとは思ってなかった（笑）。

ＧＭ：ほら、まぁ、数少ないエクスマキナ友だちとして、ひとつお願いします。では、それぞれの成長報ほう告こくをお願いします。まずはユンガーから。




●ユンガーの場合（13レベル）

ユンガー：キャラクターレベルが13になって、《デュアルアロー》と《インセンサブル》を取得しました。

ＧＭ：《デュアルアロー》は同時に矢を二本消費して、攻こう撃げき力りよくを上げるスキルですね。

ユンガー：リンメルの矢を使えば、ダメージに＋20になります。

ツヴァイ：ユンガーも攻撃力アップに励はげんでいる（笑）。

ユンガー：エルザには負けていられませんからね。あとは《インセンサブル》でエンゲージされていても、《ディスアピア》が使えるようになりました。

ダイン：それは大きい。今までは、エンゲージされると離り脱だつするか、エンゲージしていない敵を普ふ通つうに攻撃するしかできませんでしたからね。

ユンガー：ええ。これで〝消えて撃うつ！〟がいつでもできます（笑）。あと、装そう備びは変へん更こうありません。

ツヴァイ：先に言っておくけど、オレも装備は変更なしね。

ダイン：私はポーションホルダーを女神のネックレスに替かえただけです。

ＧＭ：あら。最終回だというのに変更なし？

ツヴァイ：ちょっとでかい買い物をしまして（笑）。

ＧＭ：え？　何を買ったの？

ツヴァイ：それはあとでのお楽しみ！（笑）




●エルザ・ブルックスの場合（13レベル）

エルザ：次は私ですね。まず、サモナーにクラスチェンジして、それからキャラクターレベルを13にしました。

ＧＭ：サモナーに戻ったんですね。

エルザ：はい。それで《インフェルノ》のレベルを上げて、あと《サモン・アラクネ》を取りました。

ＧＭ：今になってから《サモン・アラクネ》？　もっと別にいいスキルがありそうですが。

ツヴァイ：ところが、この《サモン・アラクネ》が意味あるんですよ（笑）。

ＧＭ：？

エルザ：で、装備をひとつだけ買いました。

ＧＭ：何を買ったんですか？

エルザ：（にこやかに）ケセドの杖つえです。

ＧＭ：は？

エルザ：前回もらった全員の報ほう酬しゆうと、今まで貯ためていたお金を全部使って、ケセドの杖を買いました！

ＧＭ：でかい買い物って、ケセドの杖ですかっ!?

ツヴァイ：うはは（笑）。ケセドの杖を買ったら、オレとユンガーの新装備まで、金が残らなかったぜい！

エルザ：最終回だし、ちょっと奮ふん発ぱつしちゃいました。

ダイン：ちょっとどころじゃないですが（笑）。

ツヴァイ：もちろん、全員了承済み。火力があがるし、防御力も上がるからな。

エルザ：ちょうど、うち（ブルックス商会のこと）にいい出物があったんですよ。で、エストネル支し店てんに回してもらって、自分で買ってしまったということで（笑）。

ＧＭ：は、はぁ……。ケセドの杖、ケセドの杖、大丈夫かな。今回のシナリオ（一同笑）。




●ツヴァイの場合（13レベル）

ツヴァイ：さて、ネタは終わったんでオレは簡潔にいくぜ！（笑）　キャラクターレベルは13になって、取得したスキルは《ハイパーゲイン》《ストラグルクラッシュ》。装備は変更なしっ！　以上！

エルザ：《ストラグルクラッシュ》って、確かグリーナさんが使っていましたよね。

ＧＭ：そうです。二回攻撃するスキルです。ただし、一回目が外れると二回目の攻撃ができませんが。

ツヴァイ：そこは《ブレットレイブ》が使える魔導銃キヤリバーの強みだな。攻撃が当たりやすい。

ＧＭ：（しみじみと）そういうふうに考えてみると、みんな強くなりましたね。




●ダインの場合（13レベル）

ダイン：最後は私ですね。ウォーリアにクラスチェンジ、そしてレベルアップ！　スキルは《カバームーヴ》を新しく取得して、《ホーリーフィールド》のレベルを上げました。

エルザ：アルケミストじゃなくなったんですね。

ダイン：離はなれたところでも《カバーリング》できるようになる、《カバームーヴ》を取りたかったのですよ。

ツヴァイ：これでだいぶ楽になるな。

ダイン：その分、私が大変になりますが（笑）。あとはさっきも言ったとおり、装そう身しん具ぐがポーションホルダーから女神のネックレスに替かわっただけです。
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ＧＭ：あとは、ギルドスキルですね。ギルドレベルは前回と一いつ緒しよで、レベルアップなしです。ですので、今回持っていくスキルを選ぶだけになります。

ツヴァイ：基き本ほん的てきには前回と一緒かな？

ダイン：そうですね。

エルザ：《再さい行こう動どう》強かったですね～。ファントムレイダーズの気持ちがよく分かりました。

ＧＭ：まぁ、その分レベルが高いので、持っていけるスキルの数に制せい限げんを受けますから。はい、それじゃギルドスキルを選んでください。それが終わったら、いよいよセッション本ほん編ぺんに入ります！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆ミリアからの手紙




ＧＭ：それでは、最初のシーンはツヴァイからとなります。

ツヴァイ：おぅ！　で、ハンドアウトからするとオレは今、エストネルにいるんだよな。

ＧＭ：はい。ダインのハンドアウトにも書かれていますが、ツヴァイとダインはフェリタニア王国のノルウィッチへとシャオリーを連れていくための護ご衛えいとして雇やとわれ、その後、しばらくはフェリタニアで戦っていた──ということになります。

ダイン：前回が一〇月だから、フェリタニアで傭兵していたのは一一月になりますね。

ツヴァイ：一一月？　レイウォールとグラスウェルズが協力して、フェリタニアに攻せめてきている時期じゃん。そんな時期に、なんでフェリタニアで傭兵してるんだよ、オレはっ！

エルザ：でも、きっとその頃ころのフェリタニアだと、歴戦の傭兵は喉のどから手が出るほど欲ほしいはずですよ。

ユンガー：なにしろ、我々はすでに13レベルですからね。

ツヴァイ：でもなぁ、あの戦いは本当に大変だったんだよ。ピアニィがこちらの想定の斜め上に行くような行動するもんだから、シナリオをその場で作るはめになったんだぞ（一同笑）。




『無印』三巻のこと。ピアニィの画期的なアイデアにより、ＧＭ（菊きく池ちたけし）が三日三晩かけて作ったシナリオの大部分がパーになってしまったのだ。

　でも、こういうことってありますよね？（笑）




ツヴァイ：まぁ、そんなことはさておき、状じよう況きようはだいたい分かった。で、停戦命令が出て、戦せん況きようが落ち着いたので、エストネルへ戻ってきたと。

ＧＭ：そんな感じでいいかと思います。

ツヴァイ：じゃあ、まずは母さんのところへ行くか。

ＧＭ：イルマは相変わらず神しん殿でんの一室を借りて住んでいます。ノックの音を聞いたイルマが扉とびらを開け、笑顔でツヴァイを出で迎むかえてくれます。「お帰りなさい」

ツヴァイ：起きているってことは、母さんの容よう態だいはよくなってる？

ＧＭ：エストネル神殿の協力もあり、日にち常じよう生活を普通に送ることができるくらいには、回かい復ふくしています。さすがに旅をしたりするのは無理ですが。

ツヴァイ：そうか。本当ならノルウィッチに戻もどりたいところだけど、バルムンクに狙ねらわれることも考えると、このままエストネルで暮くらした方が安全かな？

ＧＭ：そうですね。そんなツヴァイの思いを察してか、イルマは入口に立ったまま考かんがえ込こんでいるツヴァイをうながします。「さぁ、入って。今はここがあなたの家なんだから」

ツヴァイ：あ、あぁ。おっと、言うの忘わすれた。ただいま、母さん。

ＧＭ：ツヴァイの言葉にイルマは、もう一度優やさしく微笑ほほえみます。部屋のなかはきちんと掃そう除じがなされ、整せい理り整せい頓とんされています。とはいっても、それほど物が多いわけじゃありませんが。テーブルや椅子、戸と棚だなといった必要最さい低てい限げんの物だけといった感じですね。

ツヴァイ：う～ん。これなら無理にノルウィッチに戻もどらなくてもいいか。あそこの女王様は殺意溢あふれる怖こわい人だし……と、ちょっと思い出して身み震ぶるいしたりして（一同笑）。

ＧＭ：「どうしたの？　あまり元気がないようだけど」その様子を見て、イルマが心配そうに声をかけてきますよ。

ツヴァイ：いや、ちょっと鬼おにのような人と、殺意溢れる人のことを思い出したもので（笑）。

エルザ：鬼のような人って誰のことかしら？（笑）

ツヴァイ：さぁ、誰のことでしょう（一同笑）。

ＧＭ：「だめよ、エルザさんのことを悪く言っちゃ。ブルックス商会さんには、昔からずいぶんとお世話になっているんだから」

エルザ：って、ツヴァイのお母さんも分かってるし！（一同笑）

ＧＭ：「そうそう、ミリアちゃんからお手紙が届いているわよ」（封ふう筒とうを渡わたすＧＭ）

ツヴァイ：封筒？　こんな物まで用意したのか（笑）。あ？　ちょっと待て！　なんで、母さんがミリアのこと知ってるんだ？

ＧＭ：「あなたが留る守すの間、エルザさんが教えてくれたの」

エルザ：あたしっ!?　あ、でもきっと教えてますね。ツヴァイくんに、こんなかわいい恋人ができたんですよって（笑）。

ツヴァイ：ちっ、まったく余よ計けいなことをして……。（封筒を開ける）なになに？　……親愛なるツヴァイへ──って、本当に手紙じゃんか、これ？

ＧＭ：二巻かんのコーレアが出したダインへの手紙では、用意できませんでしたからね。今回は作ってきました（笑）。

[image: ]

ユンガー：本当だ！　ちゃんと書いてある（笑）。

エルザ：へぇ～、こういうのを用意するのも面おも白しろいですね。

ＧＭ：はい。ほかにも新聞の切きり抜ぬきとか、ＮＰＣが残したメモとか、プレイヤーに渡すヒントとして使用します。まぁ、今回は雰囲気を出す以上のものではありませんが（笑）。

ツヴァイ：うん、ただの手紙だ。年末年始に遊びに来いと書いてある（一同笑）。

ユンガー：それだけ？

ツヴァイ：それだけ（笑）。

エルザ：でも、「あなたのミリアより」って書いてありますよ（笑）。

一同：本当だっ！

ツヴァイ：それはアレだろ。ほら、英語の手紙の結びの定型文じゃないか。〝敬具〟〝草々〟とかと同じで、別にそういう意味はないと思うぞ。

エルザ：じゃあ、そういうことにしておきましょうか（笑）。

ＧＭ：「お仕事も一段落ついたことだし、せっかくのお誘さそいだから行ってきたら？　しばらく会ってないんでしょ」イルマも意味ありげな笑みを浮うかべ、ツヴァイの方を見てます。

ツヴァイ：なぁ、母さんの性せい格かく変わってないか？（一同笑）

ＧＭ：こっちが地ということでひとつ。ほら、前のときはいろいろと大変だったわけですし。

ツヴァイ：はぁ……。でも、まだ母さんが完全によくなったわけじゃないし……。

ＧＭ：……（にっこり）。

ツヴァイ：それに、さっきフェリタニアから帰ってきたばかりだし……。

ＧＭ：……（にっこり）。

ツヴァイ：わ、分かったよ！　行けばいいんだろ…………。あ、そうだ！　隊長とエルザさんにも声をかけて──。

ＧＭ：あ、ふたりともエストネルにはいませんので。

ツヴァイ：へ？

ＧＭ：このあとのオープニングで、ふたりにはとある任務が言いい渡わたされるんですよ。時間的にはもう出発したあとということになりますので、ふたりはもういません。

ツヴァイ：なんだって!?　ちぇ、使えねぇー（一同笑）。

ＧＭ：ちなみにダインはラドフォード伯領に逗とう留りゆうしていますので、やはりエストネルにはいません。

ツヴァイ：まっ、ダインが向こうにいるならいいか。仕方ない、それじゃ行ってくるわ。

ＧＭ：「ツヴァイ？」

ツヴァイ：な、なんだよ？

ＧＭ：「ちゃんと責せき任にん取りなさいよ」

ツヴァイ：どういう意味だよっ!!（一同笑）

ＧＭ：「お赤飯を炊たいた方がいいかしら……」

ツヴァイ：なんで赤飯なんだよ、っていうかアルディオンに赤飯あるのかよっ！

ＧＭ：と、ツヴァイの叫さけびがこだましたところで、シーン終しゆう了りようとなります（笑）。

ツヴァイ：まったく、なんでオレの周りの女たちは……（ぶつぶつ）。







◆Opening 02◆新たなる任務




ＧＭ：そんなツヴァイとイルマのやりとりがあった数時間前。ユンガーのシーンです。

ユンガー：はい（笑）。

ＧＭ：いつものとおり、ユンガーはノーデンス謁見の間へ呼よばれます。もちろん、ユンガーの前にはエル・ウォーデン王とグリーナ・デュランタリエがいます。

ユンガー：何かご用でしょうか？　跪ひざまずいたままで訊ききます。

ＧＭ：ユンガーの問いに一呼こ吸きゆうほどおいてから、エル・ウォーデンが口を開きます。「諸しよ君くんらのおかげで、魔族ベリアルの件けんは一いち応おうの解かい決けつをみた。ご苦労であった」

ユンガー：はっ！　これも王よりいただいたお言葉のおかげです。

エルザ：為なすべきことを為せ、ですね（笑）。

ＧＭ：「もっとも、逃にがした魔族オルナについては現げん在ざいもサイラスがその行方ゆくえを追っているが、いまだ発見の報ほうはない」

エルザ：サイラスさんが探さがしているんですね。

ＧＭ：各国を回りながら、フェリタニアの状況を探さぐっているんで、ついでにオルナについて探しているといった感じですが。

ツヴァイ：すっかり便利屋さんになっているな（笑）。

ＧＭ：あちこちにコネを作りまくってますからね。さて、エル・ウォーデンはさらに言葉を続けます。「もうひとつの懸け念ねんであったフェリタニアの件だが、グラスウェルズとレイウォール共に停戦命令を受け入れた。これで、メルトランド戦役は一段落つくだろう」

ツヴァイ：これでひとまず戦争は終わったってことか──と、言いながらも、実はこのあとグラスウェルズで内ない乱らんが始まることを知っているのは秘ひ密みつだ（一同笑）。

ＧＭ：それはツヴァイじゃなくて、きくたけさんでしょうが。で、ここからはグリーナが説明を始めます。「しかし、此こ度たびのメルトランド戦役の裏うらには、バルムンクの影かげが見みえ隠かくれしています。現げん地ちのノーデンスからの連れん絡らくでは、フェリタニアのピアニィ陛へい下かが暗殺されかかったということです」

ツヴァイ：ファントムレイダーズの仕し業わざだ（笑）。




『無印』パーティと『ブレイク』パーティによる、凄すさまじいＰｖＰ（ＰＣ対ＰＣのこと）が行なわれたのである。くわしくは『無印』三さん巻かんをお読みください。




エルザ：でも、別にファントムレイダーズはバルムンクじゃないですよ。

ＧＭ：そのとおりなんですが、ファントムレイダーズの行動はフィリップ王暗殺未遂事じ件けんが発ほつ端たんなので、バルムンクの仕業というのはあながち間ま違ちがいではないです。

ユンガー：なるほど。では、私にその調ちよう査さを行なえということですか？

ＧＭ：「いえ。そちらの方はすでに解決したとのことです。あなたには別の仕事をお願いします」

ユンガー：別の仕事？

ＧＭ：「今、レイウォールに潜ひそむバルムンクを炙あぶり出だそうとしている方々がいます。この資し料りように書かれていることを、彼らに伝えてください」グリーナは持っていた紙束をユンガーに渡わたします。

ユンガー：彼ら？

ＧＭ：「ええ。そのうちのひとりは、あなたもよく知っている人です。あなたたち〝黄金の狼おおかみ〟とその方のおかげで、我われ々われはレイウォールに巣くうバルムンクの尻尾しつぽを掴つかむことができたのです」

ツヴァイ：なるほど。こうやって繋つながるのか！

ユンガー：これってやっぱり、あれですよね？（笑）

ＧＭ：たぶんあれです（笑）。なので、グリーナはこうも言ってくれます。「あなたさえよければ、仲間たちも連れていくとよいでしょう。残念なことにツヴァイとダインは、エストネルを離はなれているようですが……」

ツヴァイ：ちぇー、ずるいや（一同笑）。

ユンガー：分かりました。では、エルザを連れていくことにしましょう。

ＧＭ：ぜひ、そうしていただきたい！　そうでないと、『無印』の歴史が変わってしまうので（一同笑）。

エルザ：やっぱり、あのシーンなんですね（笑）。あれ？　でも、確たしかユンガーさんは登場してなかったですよね？

ＧＭ：えぇ。そこが問題（笑）。

ユンガー：じゃあ、私はエルザが会っているときに、遠く離れて見守っていることにします。ノーデンスとなってしまった以上、特定の国の人間に荷か担たんすることはできないから、とかって言うのはどうです？

ツヴァイ：あ、それ格かつ好こいい！（笑）

ＧＭ：分かりました。そうしましょう。これで問題は解決！

ユンガー：じゃあ、ちょっと懐なつかしむように遠い目をしてつぶやきます。




「とはいえ、今のお互たがいの立場では簡かん単たんに再会というわけにもいかないか。お元気だろうか、隊長は……」







◆Opening 03◆再会──エルザの視点より




ＧＭ：さてさて、次はエルザのシーンです。ユンガーと共にふたりが向かったのは、レイウォールの港町ヘクスフォードです。

エルザ：ヘクスフォードってことは、やっぱりカテナ隊長ですね！

ＧＭ：はい（笑）。『無印』の三巻でエルザとカテナが出会うシーンを、エルザの視し点てんから演出しようと思いまして。

ツヴァイ：こういうのも、クロスオーバー展開の醍だい醐ご味みだな（笑）。

エルザ：ユンガーさんはどうします？

ユンガー：さっきも言ったとおり、エルザがカテナ隊長と会っているときに、遠くから見ていることにします。屋根の上とか（笑）。

ツヴァイ：なぜ、屋根の上？（笑）

エルザ：（『無印』三巻をペラペラとめくりながら）じゃあ、この辺りからかな。あらためまして……おひさしぶりです、カテナ隊長。

ＧＭ：ヘクスフォードの倉庫街の奥おく、人ひと影かげのない場所まで連れてこられたエルダナーンの女じよ性せい──カテナ・アウレアは懐なつかしそうに挨あい拶さつを返してきます。「本当にひさしぶりだな。エルザ……エルザ・ブルックス──」




　アヴェルシア王国のマリア王妃を救い出したときに別れてから、すでに五年近い月日が流れていた。万感胸に迫るエルザとカテナ。

「ふむ、カテナ殿のお知り合いかな？」

　そんなふたりを現実に引き戻すかのように、カテナの隣にいる竜人ドラゴネツト──ナヴァールがカテナに問いかけた。

　なお、ここでのエルザとカテナの会話は、本書の展てん開かいとはまったく関係ないので、割かつ愛あいさせていただきます（笑）。

　くわしく知りたい方は、『無印』三巻をご覧らんくださいませ。




エルザ：あっ！　ちゃんと「ユンガーさんも一緒ですし」って言ってますね（笑）。えーっと、隊長によろしく、って言ってましたよ（笑）。

ＧＭ：「───そうか。隊長によろしくか……。やはりユンガーは会ってはくれないのだな。まぁ、私は〝アヴェルシアの服属〟での敵であったグラスウェルズの騎士となった身だ。お前たちを見み捨すてたも同然。仕方あるまい」

ツヴァイ：おっ、ちょっと展開が変わったぞ（笑）。

ＧＭ：そのままプレイしても面白くないですからね。『無印』では語られなかったエルザとカテナの会話ということで！

エルザ：じゃあ、こう答えますね。そんなことないですっ！　ユンガーさんは今でもカテナ隊長のことを心配しています。今日だってカテナ隊長に会わないのは、お互いの立場を考えてのことなんです。

ＧＭ：「立場？」

エルザ：ユンガーさんは、エストネルのノーデンスになったんです。

ＧＭ：「ノーデンスに？　そうか、ユンガーがノーデンスに……」

エルザ：身分を隠かくして会うことだってできたんです。でも、ユンガーさんはそうしなかった。それは、カテナ隊長に嘘うそをつきたくなかったからだと思うんですよ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

[image: ]

ダイン：確かにそれだと理り屈くつが合いますね。

ツヴァイ：（ユンガーに）そうなの？

ユンガー：嘘をつきたくなかったんです。

ツヴァイ：嘘だ、絶ぜつ対たいに嘘だ（一同笑）。しかし、さすがは[image: ]村さん。なんか、ユンガーがすごく格好いいじゃないか！

エルザ：ありがとうございます！（笑）　あっ！　あと、ナヴァールさんとも話がしたいんですけど……。

ＧＭ：ナヴァールと？　「なんでしょうか？　エルザ殿」

エルザ：あなたも────ケセドの杖つえを持っていたんですねっ！

一同：そこかよっ！（笑）

エルザ：（ぐぐっと身を乗り出しながら）わたしの持っている物とちょっとデザインが違ちがいますけど、それってやっぱりケセドの杖ですよね！

ツヴァイ：いかん、エルザがただのマジックアイテムオタクになっている（笑）。

ＧＭ：（小声で）「さすがは、あのエルゼリエ・ブルックスの娘むすめ───。一ひと筋すじ縄なわではいかない人物のようですね。〝炎ほのおの申し子〟というふたつ名も伊達だてではないか……」

エルザ：ん？　何かいいました？　ナヴァールさん。

ＧＭ：「いえ、何も……。そうですね。あなたとは近いうちにまた会うことになるかと。そのときも、味方としてお会いしたいものです」意味深な言葉で、笑みを浮うかべるナヴァール。

エルザ：それは、ピアニィ陛下次第──だと思いますよ（にっこり）。

ダイン：エルザも負けてない（笑）。

ツヴァイ：アヴェルシアの竜輝石を持っているのエルザだもんなぁ。

エルザ：ええ。ウィルくんのこともありますし、ちゃんとピアニィの動向は見極めますよ！

ＧＭ：分かりました。じゃあ、この辺りでカテナと別れていいですか？

エルザ：はい。では、これにて───と言って、その場を去っていきます。

ＧＭ：で、カテナから見えなくなったところで、ユンガーが登場。

ユンガー：嘘をつきたくないユンガーです（笑）。

一同：ええぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

エルザ：ここはやっぱり、ユンガーさんに訊きくところですね。でも、本当に会わなくていいんですか？

ユンガー：カテナ隊長に嘘をつきたくないからな（一同笑）。

ツヴァイ：すっかり、そういうことになってしまった。

ＧＭ：などと、エルザがユンガーと話していると、そこへ一羽の鳩はとが飛んできます。グリーナのアニマルメッセンジャーですね。脚あしに手紙がくくりつけられています。

ユンガー：何かあったのか？　手紙を開いてみます。

ＧＭ：そこにはこう書かれています。「フェリタニアのバーランドにて、オルナ発見の報あり。至し急きゆう向かわれたし」

ユンガー：エルザ！　バーランドへ向かうぞ!!

エルザ：はい！　……でも、オルナはバーランドに何をしにきたんでしょうか？

ユンガー：分からない。ただ、フェリタニアが現在アルディオンの火薬庫なのは間ま違ちがいないからな。また、何かよからぬことを企たくらんでいるに違いない。

エルザ：とにかく急ぎましょう！

ＧＭ：と、ふたりがバーランドへ向かったところで、シーン終了となります！







◆Opening 04◆ラドフォード伯はく領にて




ＧＭ：そして最後はダインのシーンです。場所は、ウィルフレッドやマリア、コーレアらがいるラドフォード伯の別べつ荘そう地ちです。今も優ゆう雅がに別荘のなかに造つくられた庭園で、午後の紅こう茶ちやなんぞをいただきながらダインはコーレアと談笑している──というところです。

ダイン：なんと優雅な生活（笑）。

ＧＭ：「でも、よかったですね。シャオリーさんとジョリィさんが無事に再会できて。他人に操られるというのは、とても気持ちが悪いものですから……」『アクロス』三巻のときのことを思い出し、ちょっとふさぎ込こむコーレア。

ダイン：果たしてそれがよかったことなのか、私には分かりません。これからのことを考えるとあのふたりも大変でしょう。メルトランドは国として、すでに成り立たなくなっているのですから。

ＧＭ：「そうですね」さらにコーレアの顔が曇くもります。

ダイン：とはいえ、起死回生の策さくがないわけではありません。

ＧＭ：それは？

ダイン：フェリタニアとメルトランドの連合王国です。

ツヴァイ：おいっ！（笑）




　このリプレイ収録時には、もちろん『無印』四巻は発売済ずみである。したがって、この二国が連合王国となるのは、もう決まっているのである（笑）。




ＧＭ：なるほど（笑）。するとコーレアは、そのダインの言葉に驚おどろきながら言います。「そのようなこと、一朝一夕にできるはずが……」（一同笑）

ダイン：すでにフェリタニアとメルトランドは同どう盟めいしているも同然。フェリタニアの女王であるピアニィ陛下、そして鳳ほう雛すうと呼ばれる軍ぐん師しナヴァールならば、連合王国という構こう想そうをいただいていても不思議ではありません。

ＧＭ：「それはダインさんの予言、あるいは預よ言げんですか？」

ダイン：いえいえ。そのような大たい層そうなものではありません。ただの推すい測そくです。

ツヴァイ：ここにも嘘うそつきがいるぞ[image: ][image: ][image: ]（笑）。

ダイン：（真ま面じ目めな顔で）嘘はついてませんよ。

ユンガー：（同じく）嘘はついてませんよ。

ツヴァイ：……いや、それがそもそも嘘だから（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでダインが自分の考えをコーレアに披ひ露ろうしているとですね──「た、大変です　コーレア様、大変でございますっ！」

ダイン：何事？

ＧＭ：この別荘の管理を任まかされているグラハムが、大声を上げながら慌あわてた様子で庭園に造られたラウンジに飛とび込こんできます。

ダイン：いったい、どうしたのですか？

ＧＭ：「こ、これはダイン様。ミ、ミリアローズ様が……」

ダイン：ミリアがどうかしましたか？

ＧＭ：（息も絶たえ絶だえに）「ゆ、行方ゆくえ不明に……なられました！」

ダイン：今、なんとおっしゃりました？

ＧＭ：（大声で）「ミリア様が行方不明になったと、連絡がありましたっ!!」

一同：ええぇ──────────────っ!?




　フェリタニアとメルトランドの連合王国という構想を見み抜ぬくダインですら、予よ測そくもできなかった事じ態たい──。これが、魔族ベリアルを巡めぐる最後の事件であることをダインが知ったのは、この数日後のことだった。

　そう、事件はまだ終わっていなかったのである。




ツヴァイ：なぁ、やっぱりミリアが黒くろ幕まくだったんじゃねぇの？

ＧＭ：そんなことあるかっ!!（一同笑）







◆Opening 05◆オルナの決意




ＧＭ：では、ミリアが黒幕ではない証しよう拠このマスターシーンを演出しましょうか（笑）。かつては人々で賑にぎわったであろう大通り。しかし、その脇わきに並ならぶ家々は壊こわれ、崩くずれ、なかには完全に瓦が礫れきと化している物もあります。そんななかを漆しつ黒こくの大たい剣けんを胸むねに抱だいたオルナが、ひとり歩いています。

エルザ：廃はい墟きよ？

ユンガー：前回のエンディングとは違ちがう場所？

ＧＭ：違いますね。前回は屋内でしたが、今オルナが歩いているのは廃墟が建ち並ぶ街のなかです。

ダイン：かなり大きい街？

ＧＭ：そうですね。アヴェルシアの王都フェリストルと同じくらいじゃないかと。

エルザ：うーん。そこまで大きい街で廃墟というと、やっぱりベルリールかな？

ツヴァイ：確かにベルリールなら、ベリアルと関係というか因いん縁ねんがあるしな。

ＧＭ：それは今のところ秘密です──って言ってもバレバレですが（笑）。

ユンガー：しかし、いまさらベルリールに何の用だ？

ＧＭ：それはこのあと、少しだけ分かります。では、演出を続けます。




　街のあちこちを巡めぐり、ひとつ、またひとつと鮮あざやかな色をした──まるで血を結けつ晶しよう化かさせたかのような紅あかい石をオルナは置いていく。オルナがこの廃墟の街へ来てからの行動をつぶさに観察している者がいれば、紅い石が円を描えがくように置かれているのが分かっただろう。

　ようやくすべての石を目的の場所へと置き終わったオルナは、その円の中心部──街の広間へと戻った。そこには、長い首に鋭するどい牙きばや爪つめ、コウモリのような翼つばさを六枚も持った、竜にも似にた巨きよ大だいな石せき像ぞうが立っていた。これぞ古いにしえの魔ま獣じゆうナグルファル。召しよう喚かんを邪じや魔まされ、石像と化してしまった神代に古代竜と戦った伝説の魔獣である。

　そして、その魔獣の石像の足元に横たわるひとりの女性。ピンクブロンドのショートヘア、まだ幼おさなさが残る顔立ち──行方不明になったラドフォード伯の娘ミリアに間ま違ちがいなかった。その左ひだり腕うでには小さい切きり傷きずがつけられ、そこから真っ赤な血が少しずつ流れ出ている。

　何かの魔ま法ほうの力であろうか。その血は固まることなく、石像を囲むように円や直線で構こう成せいされた幾き何か学がく模も様よう、そして古エルダ語の文字を描いていた。

　その石像を見上げるオルナの顔にはあきらめとも、決意とも取れる複ふく雑ざつな表ひよう情じようが浮うかんでいる。そして、まるで自分に言い聞かせるようにつぶやいた。




「もう、これしかお救いする方法は……ない」







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ミリアはどこに？




ＧＭ：さて、それではミドルフェイズへと移うつりましょう！

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待った！　なんだ？　さっきのマスターシーンは？

エルザ：オルナがなんか儀ぎ式しきのようなことしてましたね？

ユンガー：しかも、ミリアを儀式の生いけ贄にえにしていたみたいな。

ツヴァイ：よりによって、なんでミリアなんだ？

ダイン：実はミリアの正体は、バルムンクだったんですよ。

ツヴァイ：やっぱりかっ！

ＧＭ：だから、なぜそういう話になる！（笑）

ダイン：いや、話の流れ的に……。

ＧＭ：だから、ミリアはバルムンクじゃありません。ミリアが生贄にされているのには、深い理由があるんですよ。

ツヴァイ：ほぅ、深い理由があるのか？（笑）

ＧＭ：あるのです（笑）。あ、あと今回のシナリオは、第九話での展てん開かいやこのあとのＰＣの行動──ぶっちゃけて言うと誰だれに会うかによって、展開が変わったり、ちょっとしたボーナスがついたりします。

エルザ：ボーナス？

ＧＭ：はい。そういうのを考えながら行動していただくといいかな～と。まぁ、最終回なんで今までに登場したＮＰＣを出していきたいなと思ったわけですが。

ツヴァイ：そういう理由かいっ！（一同笑）

ＧＭ：そういう理由です（笑）。

ツヴァイ：まぁ、確かに最終回っぽいといえば、最終回っぽいけどな。

ＧＭ：でしょ？（笑）というわけで、最初のシーンはツヴァイ！　ちょうどラドフォード伯はくの別べつ荘そうに到とう着ちやくしたところからです。

ツヴァイ：（拳を握って叩たたく振りをしながら）ドンドンドンドン！




　扉とびらじゃないんだから、門を叩かないでいただきたい。




ツヴァイ：誰も出てこねー（笑）。

ＧＭ：いや、門番くらいはいますって。「こ、これはツヴァイ様ではありませんかっ！　もしかして、ミリア様のことを心配されてこちらに来たので？」

ツヴァイ：プレイヤーは知っていても、ＰＣは知らないからな。ミリアのことを心配？　なんでオレがそんなことをしなきゃいけないんだ？（一同笑）

ＧＭ：「で、ではどうしてここに？」

ツヴァイ：……は？（手紙を見せながら）このとおり、ミリアに招しよう待たいされたんで来たんだけど。もしかして、ミリアのやつ、また何かやらかしたのか？　まったく、ドジッ娘こもいい加か減げんにして欲ほしいもんだぜ。

ＧＭ：「いや、幸いなことに最近は特にやらかしておりませんが……」

ツヴァイ：普段からやらかしてるのかっ!?（一同笑）

ＧＭ：「い、いえ。そのようなことはけっして……。と、とにかくくわしい話はなかでお聞きください。ダイン様もいらっしゃいますので」とゆーことで、場所は変わって別荘の応おう接せつ室しつです。ダインも自動的に登場となります。

ダイン：はい。さすがツヴァイ、ずいぶんと早かったですね。

ツヴァイ：よぉ、ダイン。やっぱりまだここにいたか。

ＧＭ：と、挨あい拶さつを交わすふたり。そして、部屋のなかにはふたりのほかにグラハム、そしてその奥おくさんのベリンダがいます。ベリンダは「どうぞ」と紅こう茶ちやを入れてくれます。

ツヴァイ：ありがとう。で、いったいどうしたんだ？

ダイン：ふっふふふ。やはり、ミリアのことが心配のようですね。

ツヴァイ：お前もかっ!!（一同笑）

ダイン：おや？　違ちがいましたか（笑）。

ツヴァイ：いや、その突つっ込こみ──すでに門番とやったから（笑）。で、何があったんだ？

ダイン：はい。どうやらミリアが行方ゆくえ不明とのことです。

ツヴァイ：行方不明って──また、密みつ偵ていの仕事じゃないの？

ＧＭ：それには、脇わきにいたグラハムが答えてくれます。「確たしかにミリア様は伯はく爵しやくの命令で、ピアニィ陛へい下かを陰かげながら守っておられました。しかし、ピアニィ陛下がメルトランドのレジスタンスと接せつ触しよくしたのを見み届とどけたという連れん絡らくを最後に……」

ツヴァイ：途と絶だえたってわけか。

ＧＭ：「はい。定時連絡を送ってくださる日になっても何の連絡もなく、それ以後まったく連絡がつかない状じよう態たいになっております」

ダイン：一いち応おう、これは訊きいておきましょう。陛下はミリアのことをご存じだったのですか？

ＧＭ：「いえ。伯爵のご一いち存ぞんでしたので、おそらくピアニィ陛下はご存じないかと……」

ダイン：むぅ。となると、スパイをしていることがばれ、フェリタニアに拘こう束そくされたかもしれませんね（笑）。

ＧＭ：「な、なんとっ!?」（一同笑）

ツヴァイ：フェリタニア、なんと恐おそろしい国よ（笑）。

ＧＭ：いくらピアニィでもそこまでは……。

一同：ん？

ＧＭ：もしかしてするかも（一同笑）。

ダイン：まぁ、冗じよう談だんはさておき、ミリアが行方不明になった場所というのはどこですか？
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ＧＭ：「メルトランド領内です。フェリタニアの国境沿い、シーダ山脈の近くと聞いております」

ダイン：メルトランド内ですか……となると、ピアニィ陛下を害する勢せい力りよくと接触、交戦の線が濃のう厚こうかと。ミリアに深い設せつ定ていがあることなど知らない私はそう思うかな（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、無む造ぞう作さに立ち上がりながら──ま、剣けんで刺さしても死ぬような女じゃないと思うが……。しょうがない、ダイン行こうぜ。

ダイン：分かりました。

ＧＭ：「ありがとうございます」グラハムは深々と頭を下げます。「実は伯爵もピアニィ陛下不ふ在ざいとのことで、バーランドから離はなれることができずにおります。ツヴァイ様とダイン様が探さがしていただけるということであれば、きっと伯爵もご安心されるに違いありません」

ツヴァイ：お願いされるまでもないさ。ミリアは仲間だしな。オレたちが探し出して、ちゃんと連れて帰ってくるさ！

ダイン：ほぉ、仲間ですか。

ツヴァイ：（きっぱり）仲間です。

エルザ：ミリアちゃん、かわいそう……。

ツヴァイ：じゃあ、友だち。

ユンガー：浮うかばれないな。

ツヴァイ：だからといって、ここでそれ以外の言葉とか言うの変だろうがっ！（一同笑）

ダイン：ふぅ、まぁそういうことにしておきますか（笑）。

ＧＭ：あとは……おっと、そうだそうだ。ツヴァイとダインが取る物も取とり敢あえず、出発しようとすると、おっとりとした女じよ性せいの声が聞こえてきた。「どうか、ミリアのこと。よろしくお願いいたします」

エルザ：あっ！　もしかして、マリアさん？

ＧＭ：はい。ツヴァイが振ふり返かえると、そこには凛りんとしていながらも、穏おだやかな表ひよう情じようをした今はなきアヴェルシア王国の王おう妃ひマリアが立っています。その顔からは不安そうな様子は見えませんが、それは周囲に心配をかけさせないためなのでしょう。
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エルザ：ウィルくんは？

ＧＭ：マリアの隣となりにいて、ぎゅっとその手を握にぎっています。マリアとは対照的に、とても不安そうな顔をしています。

ダイン：マリア王妃とウィルフレッド王子──。相変わらず、その存そん在ざいを歴史に現あらわすわけにはいかないんですね。

ＧＭ：ええ。この人が表に出ることができるのは、おそらくウィルフレッドの存在が公おおやけに認みとめられたときでしょうね。

エルザ：（しみじみと）ウィルくんには、いつかちゃんと名を立てさせてあげたいですよね。

ユンガー：そうだな。

ＧＭ：しかし、そんなみなさんの思いを知ってか知らずか、マリアは優雅な動きでゆっくりと頭を下げます。

ツヴァイ：大だい丈じよう夫ぶ！　ミリアは絶ぜつ対たいに見つけ出すさ！（親指を立てる）

ダイン：ええ。私たちに任まかせてください。

ツヴァイ：あと、ウィルフレッドの頭に手をのせて言おう。ウィル、お前は男の子だろ。だからお前がお母さんを励はげまして、守ってやるんだぞ。

ＧＭ：今までにそんなことを言われたことがなかったのでしょう。しばらくきょとんとしていたウィルフレッドですが、すぐに「はい！」と元気のいい声で答えます。

ツヴァイ：よーし、いい子だ。（何かを思いついた）そうだ。これをやるわ。胸むねにかけているペンダントをウィルフレッドにあげよう。

ＧＭ：ペンダント？

ツヴァイ：傭よう兵へいになるために家を出たとき、母さんからもらったペンダント。

ＧＭ：え？　そんなのあったっけ？

ツヴァイ：いや、今思いついた。

ＧＭ：また、勝手なこと言い出して（笑）。

ツヴァイ：ダメ？

ＧＭ：いや、面おも白しろいからＯＫにしましょう（一同笑）。

ツヴァイ：よし、許きよ可かが出た！（笑）じゃあ、それをウィルの首にかける。これがあったから、オレは母さんを守ることができたんだ。だから、これをお前にやる！　ウィル、お前も母さんを守ってやるんだぞ。

ダイン：何やらいい話に（笑）。

エルザ：ウィルくんに、また変な設定がつきましたね。

ツヴァイ：変な言うな（一同笑）。

ＧＭ：「僕ぼく、お母さんを守る！」ウィルフレッドはそう言うと、隣にいるマリアの顔を見上げます。そんなウィルに優やさしい微笑ほほえみを返すマリア。

ツヴァイ：よし！　もう一回、ウィルの頭を撫なでてやろう。グリグリグリ！（一同笑）

ＧＭ：すると、ウィルフレッドはちょっぴり照れくさそうにします。ツヴァイに対する──というよりは、大人の男性に対する憧れみたいなものを感じているようです。

ツヴァイ：憧れか……。オレも父さんがいなかったからな。その気持ちはちょっとは分かるかな。がんばるんだぞ！

ＧＭ：ツヴァイの励ましに、ウィルフレッドはコクリとうなずきます。

ダイン：さぁ、そろそろ行きましょうか。

ツヴァイ：そうだな。さて、さっさと放ほう蕩とう娘むすめを連つれ戻もどしに行ってくるか（笑）。

ダイン：では、まずはラドフォード伯に会いにバーランドへ行きますか。ミリアがついていた任にん務むのくわしい話とかを聞きたいところですし。

ツヴァイ：なるほど。今のところはそれくらいしか情じよう報ほうないしな。

ＧＭ：分かりました。では、ふたりはバーランドへ向かうということで、シーンは終しゆう了りようとしましょう。







◆Middle 02◆酒場と傭兵




ＧＭ：では、次はユンガーとエルザのシーンです。フェリタニアのバーランドに到着したふたりは、街の裏うら通どおりでサイラスと合流します。「ずいぶんと早いおつきで」人ひと懐なつっこい笑みでふたりを出で迎むかえます。

エルザ：それで、オルナの情報というのは？

ＧＭ：「あらら、ひさしぶりの再さい会かいなのにつれないね～」サイラスは肩かたをすくめます。

ユンガー：ことオルナの件けんに関してはな。ベリアルの身体からだを消しよう滅めつさせたにもかかわらず、あの女が動いているとなると、これは何かあると思っても不思議はないだろう。

ＧＭ：「確かにね。とはいっても、残念ながらこっちでもくわしいことを掴つかんでいるわけじゃないんだよ。この街の酒場のウェイトレスさんから教えてもらった情報だからね」

ユンガー：酒場のウェイトレス？

エルザ：また女性ですか……。本当に懲こりない人ですね（笑）。

ＧＭ：「いやー、これがオレの取とり柄えみたいなもんだから（笑）。あ、そうそう。そういえばフェリタニアの重じゆう鎮ちんにも面白い女性がいたっけ。なんでもエリンディルからやってきたって──名前はベネット」
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エルザ：ベネットちゃんだ（笑）。

ＧＭ：「聞けば、エリンディルでは〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟とまで呼よばれた英雄様のひとりだそうだよ。どう？　興きよう味み出てこない？」

エルザ：ピアニィの側に、そこまで言われるような人物がいるとなると、エルザは興味を持つかもしれませんね。実はピアニィはものすごい大人物かも、とか（笑）。

ツヴァイ：ものすごい殺意ならお持ちですが（一同笑）。

エルザ：じゃあ、今の件が終わったら、そのベネットという人物について調べてみるのもいいかもしれませんね。

ツヴァイ：あっ！

エルザ：どうしました？

ツヴァイ：いや、これで『無印』五巻かんに繋つながったなと思って（笑）。

エルザ：五巻？　五巻で何かあったんですか？




　もちろんこの収しゆう録ろくのときには、五巻は発売されていない。




ツヴァイ：『無印』の五巻でエルザ──もちろんＮＰＣなんだけど、彼女がベネットと会うシーンがあるんだよ。

一同：へぇ～。

ツヴァイ：そこで、なんかすっごく思わせぶりなことをエルザが言ってるんですよ。

エルザ：言ってるんですか？

ツヴァイ：言ってるんですよ（笑）。

エルザ：それで、どんなことを言ってるんですか？

ツヴァイ：それは発売されてからのお楽しみということで（笑）。

エルザ：いったい、わたしはどんなことを言ったんでしょうか？




　実じつ際さいに言ったのは、菊池たけしである。




ＧＭ：ま、それはまだまだエルザにとって未来のことですから（笑）。で、サイラスは話を続けます。「で、オルナの情報なんですけど、どうやらこの先の酒場を根ね城じろにしている傭兵のなかに、彼女と会ったことがあるやつがいるらしいんだ」

ユンガー：なんでそんなことが、ウェイトレスから分かるんだ？

ＧＭ：「それは業務上の秘密ということで」

ユンガー：どんな秘密だ、それは（笑）。とはいっても、今はそれしか情報がないか……。

エルザ：虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ずですね（笑）。

ＧＭ：では、その酒場に行くということでいいですか？

ユンガー：ああ。

ＧＭ：「じゃ、ここから先は任まかせたから」ひらひらと手を振ふるサイラス。

エルザ：あれ？　サイラスさんは手伝ってくれないんですか？

ＧＭ：「エルザさんのために、手伝いたいのは山々なんだけどねー。フェリタニアの方の用事がまだ終わってないのよ」とほほ、という感じでサイラスは肩を落とします。

エルザ：ピアニィさん、容よう赦しやないから（笑）。

ＧＭ：「いや、エルザさんの弟の方もなんだけど……」

エルザ：あ、あはははは……ご、ごめんなさい（笑）。

ＧＭ：「まぁ、こっちも分かっててつきあっているんだけどねー。おっと、そろそろ時間だ。オレは城しろに戻もどるから、あとはよろしく！」そう言うと、サイラスはその場を去っていきます。

エルザ：サイラスさんも、いろいろ大変なんですねぇ。

ユンガー：まぁ、サイラスが好きでやっていることだ。それよりもとりあえずは、彼が教えてくれた酒場に向かおう。

エルザ：はい！

ＧＭ：では、舞台は酒場へと変わります。

ユンガー：カラン、カラン（扉を開ける音らしい）。

ＧＭ：酒場の扉をくぐると、テーブルに座すわっていた客の視し線せんが、一いつ斉せいにふたりに集中します。しかし、それも一いつ瞬しゆんのこと。客たちはまたそれぞれの続き──酒を飲む者、商談する者、カードに興きようじる者──へと戻もどっていきます。傭兵、旅の商人、冒ぼう険けん者しやなどなど、さまざまな客が店を占しめています。

ユンガー：とりあえず、こんな女性を知っている人を探しているんだが、というような感じで店の親父おやじに聞いてみるか。

ＧＭ：するとカウンターのなかにいるマスターがジロッと、ユンガーたちの方をにらみます。そして一言──「知らんな」

エルザ：え？　それだけ？

ＧＭ：それだけです。そしてマスターはまたグラスを磨みがき始めます。

エルザ：仕方ないですね。ここは、高いお酒を注文して、さらに袖そでの下です！（笑）

ツヴァイ：出たっ！　エルザの伝家の宝刀っ!!（一同笑）

ＧＭ：しかしマスターには通用しない。「あんた方に出す飲み物は、この店にはないね」

ユンガー：ほう、この店では客に飲み物も出さないのか？

ＧＭ：「いや、あんた方に出す飲み物はないと言っているんだ」

エルザ：え？　それって……どういうことですか？

ＧＭ：と、マスターが訊いた瞬しゆん間かん！　店にいた客たちが一斉にガタッと立ち上がります。

ユンガー：ま、まさか……。

ＧＭ：そのまさかです（笑）。ふたりを囲むように、客たちは手に剣や弓を構かまえています。

エルザ：もしかして、お客さんを含めて全員グルですか？

ＧＭ：全員グルです（笑）。

ユンガー：やはり罠か……。店のマスターは？

ＧＭ：「ふっ！　あんた方には申しわけないが、オレたちのやったことを嗅ぎ回った己おのれの不運を恨むんだな」そう言いながら、マスターはカウンターの下に潜もぐると、いそいそと槍やりを取り出します。

ツヴァイ：槍かよ！（笑）

エルザ：店のなかなんだから、もっと取り回しのいい武ぶ器きにすればいいのに（一同笑）。

ＧＭ：「それを言わないでください。『アルディオン大陸ガイド』に載っているエネミーなんで、仕方ないんですよ」

ツヴァイ：メタ言うな（笑）。

ＧＭ：それはさておき。とゆーことで、いきなりここで戦せん闘とうとなります！

エルザ：いきなり？

ＧＭ：はい。いきなり戦闘です！（笑）




●第一ラウンド

ＧＭ：状じよう況きようはマスター──傭兵隊長がふたりにエンゲージしている状態。そして、うしろに客に扮ふんしていた傭兵戦士（フェリタニア傭兵戦士のデータを使用）×２、それに傭兵弓兵（エルダナーン弓兵のデータを使用）がいます。こいつらはモブです。

エルザ：距きよ離りはどのくらいですか？

ＧＭ：店のなかなので、それほど離はなれているわけではありません。戦士まで三メートル、弓兵まで五メートルです。

ツヴァイ：オレたちも登場できる？

ＧＭ：登場判はん定ていに成功すれば登場できます。

ツヴァイ：よし！

ＧＭ：それでは、セットアッププロセスから始めます！　まずは登場判定からどうぞ。

ツヴァイ：（ダイスを振る）成功！

ダイン：こっちも成功です。

ＧＭ：では、敵てきの傭兵隊長が──「そちらはたったふたり。ここはおとなしくしていた方が身のためだぞ。痛いたみは一瞬ですませてやる。無む駄だな抵抗はやめておけ」

ツヴァイ：じゃあ、ドンッ！　と扉を蹴け破やぶって登場する。ふたり？　残念ながらふたりじゃないんだな、これが（笑）。

ユンガー：ツヴァイ！

ダイン：まったく、何もどうどうと現あらわれなくてもいいでしょうが……。ツヴァイの行動にぼやきます（笑）。

エルザ：ダインくんも！

ツヴァイ：おひさしぶりっす、隊長！（笑）

ダイン：どうやら、敵の尻尾しつぽを捕つかまえたようですね。

ツヴァイ：いや、どう見てもこれは、捕まえたっていうよりは、捕まえられたって感じじゃないか？

ユンガー：それは違ちがうな、ツヴァイ。我われ々われは敵に捕まえられたふりをして、本当は捕まえたんだ（一同笑）。

ＧＭ：「何をごちゃごちゃ言っている！　もういい、お前ら！　やっちまえっ!!」目の前で繰くり広ひろげられている会話に業ごうを煮にやした傭兵隊長が怒ど鳴なります。

エルザ：本当にやるんですか？　大おお火傷やけどしても知りませんよ（にこり）。




　そして、その言葉のとおりに傭兵隊長はエルザの《インフェルノ》によって倒たおされ、傭兵隊長は、その様子を見ていた戦士たちもすぐに武器を捨すてて投とう降こうしたのであった。







◆Middle 03◆尋問




ＧＭ：では、次のシーンです。場所はそのまま酒場のなかということにしましょうか。そして、みなさんの前には、ロープでぐるぐる巻きにされた傭兵たちが座り込んでいます。

エルザ：ふんじばった人たちに訊ききます。なんでこんなことしたの？

ＧＭ：「オレたちのやったことが、相手に漏れたかと思ったんだよ。ちょっと金が必要で、人さらいみたいな仕事を受けちまったからな」すべてをあきらめた様子で、傭兵隊長は素す直なおに話し始めます。

ツヴァイ：人さらいね。で、その仕事は誰に頼まれたんだ？

ＧＭ：「ノーラと名乗る女性だ。もっとも、たぶん偽ぎ名めいだと思うから探しても無駄だと思うぜ。貴き族ぞく関係の依頼だったからな」

エルザ：貴族関係？

ＧＭ：「あぁ、家出した貴族の娘を連れ戻もどしてくれっていう依頼だったからな。身分は隠かくすのは当たり前だろ」

ツヴァイ：家出した貴族の娘？

ダイン：まぁ、あながち間ま違ちがってはいないような気がしますが（笑）。

ユンガー：あ、こっちはミリアが行方ゆくえ不明のこと知らないんですよね。

ダイン：そういえばそうでした。ここらで情報の共有を図っておきましょうか。かくかくしかじか（笑）。

ユンガー：何っ!?　そんなことがあったのか（一同笑）。

ツヴァイ：で、隊長たちはオルナを追ってここに来たと。

エルザ：ええ。

ＧＭ：まぁ、簡かん単たんに言うと、この傭兵たちはノーラという女性から、「傭兵になるんだ～」と家出した貴族の娘を連れ戻して欲しいという依頼を受けたと教えてくれます。で、その娘が入った傭兵隊が仕返しに来たと勘違いした、というわけです。

ツヴァイ：ノーラって、確かオルナの偽名だったよな。

エルザ：ええ。サイラスさんの情報と合わせて考えると、オルナに間ま違ちがいないと思います。

ツヴァイ：それで、貴族の娘っていうのはこんなやつだったか？　と、ミリアの特とく徴ちようや容よう姿しを言ってみよう。

ＧＭ：「あぁ、間違いない。その娘だ」

ツヴァイ：これでオルナにさらわれたという裏うらが取れたな。

ダイン：あとは居い場ば所しよですね。

ユンガー：で、その貴族の娘とやらはどこに連れていったんだ？

ＧＭ：「もうとっくに俺おれたちの仲間が依頼主の許もとへと運んだよ。残念だったな」

ツヴァイ：そんなことは分かっている。その依頼主の場所を聞いているんだ。さぁ、よーく思い出せ。じゃないと、この怖こわいお姉さんの魔法をくらうことになるぜ！

エルザ：誰が怖いお姉さんですかっ！

ＧＭ：「そ、それは勘かん弁べんしてくれっ！」怯おびえて震ふるえ出す傭兵隊長。

エルザ：はい？

ＧＭ：「話す、全部話す！　だから……だから、魔法だけは勘弁してくれっ!!」

エルザ：だからなんでそうなるのっ!!（一同笑）

ツヴァイ：で？　その場所はどこだ？

ＧＭ：（レイウォールの地図を広げて）ここです。地図には載のっていませんが、ここにある小さな街ベルストンと教えてくれます。
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ダイン：これでようやく繋つながりましたね。

ユンガー：なるほど。途と中ちゆうにベルリールがあるな。

エルザ：でも、まだ本当にそこにミリアちゃんがいるかどうか分からないですよね。

ＧＭ：プレイヤーとしては知っていても、ＰＣが知らないですからね。

ツヴァイ：となると、あとはラドフォード伯に訊きくしかないな。

エルザ：確かにそうですね。オルナやベルリールがからんでくるとなると、ラドフォード伯はくなら何か知っているかもしれません。

ユンガー：で、この傭兵たちはどうする？

ツヴァイ：ラドフォード伯のところに連れていけばいいんじゃない？　フェリタニアは戦力不足だし、傭兵なら歓かん迎げいされるかもよ。

ＧＭ：「お前ら、フェリタニアの貴族にも顔が利くのか？　いったい何者なんだ……」傭兵隊長は不思議そうな顔をして、みなさんのことを見ます。

ツヴァイ：なんか、ひさしぶりに名前を訊きかれたような気がするぞ（笑）。

エルザ：いつも裏仕事ばっかりでしたからね。

ユンガー：じゃあ、それにはこう答えます──。




「〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟で全滅した傭兵隊──〝黄金の狼おおかみ〟の魂たましいを継つぐ者だ」







◆Middle 04◆オルナの目的




ＧＭ：さて、みなさんがラドフォード伯に会いに行くわけですが、何か不ふ測そくの事じ態たいがあったらしく、とりついでもらえません。

ユンガー：銀の印章指輪を使います（きっぱり）。

ＧＭ：分かりました。では、ぶばーっとぶっ飛ばして、ラドフォード伯の前です（笑）。

ツヴァイ：相変わらず便利だな、ノーデンス（笑）。

ダイン：とりあえず、ミリアのことをグラハムさんから聞いて、現げん在ざい探たん索さく中ということは伝えましょう。

ＧＭ：「おぉ、それは助かる。なにしろ、こちらも大おお騒さわぎでな」先ほどまで駆かけ回まわっていたのか、冬だというのにラドフォード伯の額ひたいには汗あせが光っています。

エルザ：いったい、何があったんですか？

ＧＭ：「うむ。キミたちだから隠かくさずに言うが……実はな、ピアニィ陛下が行方不明になられた」

ユンガー：ミリアだけでなく、ピアニィまで（笑）。

ＧＭ：「メルトランドとの交こう渉しように成功したという報ほう告こくはミリアからあったのだが、まだこちらに陛下たちが戻ってこられないのだ」

エルザ：あっ！　思い出しました。確か、ピアニィはグラスウェルズへと向かったんでしたっけ？（笑）

ＧＭ：そうです。ちょうど『無印』四巻の話の最中ですから（笑）。

エルザ：超ちよう間かん接せつ的てきな情報でよければ、ナヴァールとは会ってるんですけどね（笑）。

ＧＭ：「な、なんですと！　ナヴァール殿どのとお会いになった？　くわしいお話をお聞かせ願えないか？」

エルザ：言ってもいいのかしら？

ツヴァイ：別にいいんじゃない？　どう考えても連絡せずに行動していただろうし（笑）。




　こうして、ピアニィたちの行動はバーランドに知らされたのであった。




ＧＭ：「つまり、ピアニィ陛下と第一の騎き士しアル殿がグラスウェルズへ。ナヴァール殿とベネット殿がレイウォールへ行った──ということでよろしいですか？」

エルザ：えぇ。それで間違いないと思います（笑）。

ＧＭ：「なんということだ。エストネルとの会談も近いというこの時期に、いったい何をなさっているのか……」

ツヴァイ：まったくだ（笑）。

ＧＭ：いや、『無印』四巻の話だし（笑）。

ツヴァイ：…………。

ＧＭ：…………。

ツヴァイ：……分かってくれよ。オレも大変だったんだよ（一同笑）。

ＧＭ：「こうなったら、もう影かげ武む者しやを立てるしかない。アキナ殿、アキナ・ブルックス殿はどちらにおられる！」

ダイン：おぉ、そういえばアキナがいましたね。
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エルザ：『デスマーチ』の一巻でピアニィの影武者をやっていましたからね。

ＧＭ：ところが──「アキナ殿は現在、エンジェルファイヤーの任務としてメルトランドの方へ」「くっ、ダメか……」（一同笑）

エルザ：わたしのせいじゃないのに、なんか悪いことしている気持ちになってきました。弟も妹も役に立たなくてごめんなさい（一同笑）。

ツヴァイ：さぁ、どうするラドフォード伯！（笑）

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。そこにナイジェルが登場します。「こんなこともあろうかと、影武者の候こう補ほを探しておきました」
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ダイン：なんとっ！

ＧＭ：（ハガキや投とう稿こうの打ち出しを机つくえの上に出す）「なんとピアニィ陛下の影武者だけで、一一通も届とどいております」

ツヴァイ：どれどれ──。東京都のきゅれいさん。名前はピアニィ爆ばく弾だん？

[image: ]

一同：ピアニィ爆弾？

ツヴァイ：フェリタニア一行に何度もやられたバルムンクが開発したゴーレムにして爆弾。お、ちゃんとピアニィビームも放つな（笑）。

一同：ピ、ピアニィビームっ!?

ＧＭ：メカピアニィもいますよ。広島県のキラらはくさん。こちらもバルムンク製せいですが。ほかには──千葉県のSelenaさんの〝仕し込こみ刀〟アリエス・アノニマス。
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エルザ：武器のふたつ名がついているってことは……。

ＧＭ：うん、バルムンク（笑）。

ツヴァイ：なんでこんなにバルムンクが多いんだ（一同笑）。

エルザ：あ、バルムンクじゃないのもありますよ。次は青森県の周防すおうさんのピアニィ・ルティナベール・フェリタニア（偽）。

一同：（偽）？

エルザ：ピアニィの格かつ好こうをして髪かみをツインテールに束ねたア○バ。

一同：ア○バかよっ!?（笑）
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ＧＭ：あとは山口県の時雨しぐれシデンさん。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア九世。数百年後のアルディオン大陸からやってきたピアニィの子孫ですね。

[image: ]

ユンガー：ついに子孫まで登場ですね（笑）。

ＧＭ：数百年後のアルディオンでは、バルムンクが残した初代ピアニィの殺意を濃のう縮しゆくし、さらに数百年かけて熟じゆく成せいさせて生み出した存在──デスピアニィによって、滅めつ亡ぼうの危き機きにあるそうです。

ダイン：それを止めるために現げん代だいにやってきたと（笑）。

ＧＭ：そのようです。「ナイジェル殿、まともな影武者がおりませぬ」（一同笑）

エルザ：あ、いいの見つけましたよ。これも千葉県のSelenaさんの投稿ですね。ピアニィの希望によって用意された「動物に歌を聴きかせるのが好きな心優しいお姫ひめ様さま」の影武者〝聖せい女じよ王おうピアニィ〟ティファリス。
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ツヴァイ：ピアニィがみずから選んだってところがミソだな（笑）。

エルザ：戦いというものを極きよく端たんに嫌きらっているそうで、機会があれば傷きずついた人や病気の人の許もとを訪おとずれて治ち療りようしているそうです。

ユンガー：あまりにもイメージが違いすぎない？

エルザ：じゃあ、ヒャッハー系けいの〝殺さつ戮りく者しやピアニィ〟とか、仮か面めんをつけた〝大だい首しゆ領りようピアニィ〟、モブの〝一〇一匹ピアニィ〟もいますけど（笑）。

ツヴァイ：モブまでいるのかよ。

ＧＭ：「し、仕方あるまい。この際さいイメージがどうのとか言っていられる事態ではない。このきれいなピアニィにお願いしよう」

一同：きれいなピアニィっ!?（笑）

ＧＭ：とゆーことで、ピアニィがグラスウェルズに行っている間の影武者として、Selenaさんの投稿した〝聖女王ピアニィ〟ティファリスさんが選ばれました。おめでとうございまーす（笑）。




　こうしてティファリスはピアニィの影武者を務つとめることになった。だが、それを知らぬ者のなかには、あまりのピアニィの変へん貌ぼうぶりに彼女に休養を勧すすめた者もいたということである。




ＧＭ：話が盛せい大だいにずれましたが、話題をミリアへと戻しましょうか。

ツヴァイ：まずはミリアは行方ゆくえ不明になったのではなくて、さらわれたってことをラドフォード伯に話そう。

ダイン：オルナの件はどこまで話します？

エルザ：全部話していいんじゃないですか？　バルムンクがらみの話ですし、レギンもここに来たことがあるわけだし。

ツヴァイ：というか、なんでミリアをさらうのか、いまだによく分かんないんだよね。

ダイン：マスターシーンの様子だと何かの儀式の生いけ贄にえっぽい感じでしたからね。

ユンガー：わざわざミリアをさらうってことは、彼女でなきゃいけないってことだからな。

ツヴァイ：となると、全部ラドフォード伯に話した方がよさそう？

ユンガー：じゃあ、全部話します。かくかくしかじか（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。するとラドフォード伯は唸りながら腕うでを組むと、目をつむって俯うつむいてしまいます。「どうやら、魔獣ナグルファル封印の秘密がバルムンクに漏もれてしまったようじゃな」

ダイン：なんか設定があった[image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：「我が先せん祖ぞハロルドは仲間と共に魔族ベリアルを倒したのち、魔ま獣じゆうナグルファルの召しよう喚かんを止めるために〝血の城砦ブラツドキープ〟と呼ばれる儀式を施ほどこしたらしい」

ツヴァイ：〝血の城砦ブラツドキープ〟？　伯爵？　もしかして、その儀式の鍵かぎとか何か意味不明のサムシングを自分たちの子に預あずけたなんて馬鹿な設定はないでしょうね（笑）。

ＧＭ：「おぉ、よく分かったな。みずからの血を触しよく媒ばいにして行なう封ふう印いんの儀式──それが〝血の城砦ブラツドキープ〟だ」

ツヴァイ：げっ！　本当だった（一同笑）。

ＧＭ：「おそらく、そのオルナとかいう魔族は、ミリアの血を使って封印を解とこうとしているに違いない。ミリアはハロルドの直ちよつ系けいというわけではないが、系譜的には近いからな。封印を解くには十分じゃろう」

ダイン：古いにしえの時代に、神々や古こ代だい竜りゆうと戦った魔獣の封印が解ける……。

エルザ：そういえば、前回もそんな話が出てましてね。ところで、古代竜ってどのくらい強いんですか？

ツヴァイ：レベルでいえば、今の我々が13レベルで──。

ＧＭ：『エネミーガイド』に掲けい載さいされている〝白の〟ケテルや、『アルディオン大陸ガイド』に載っている〝深しん紅く竜〟アイン・ソフ、〝純じゆん白ぱく竜〟アインが[image: ]レベルですね。

ダイン：一〇倍とはいかなくても、まぁ、それくらいの強さですな（笑）。

ＧＭ：「しかも、伝説によればナグルファルは一体で、古代竜数体と渡わたり合あったという……」

ツヴァイ：ぶばっ！　そんなのに勝てるかっ!!

ＧＭ：「安心せい。ナグルファルの封印を解とくためには、我が一族の血だけでは不十分。ハロルドと共にナグルファルを封ふうじた仲間たち全員、あるいは彼らに連なる者の血が必要となるはず」

ユンガー：ミリアの血で解けるのは封印のごく一部ということか。

ＧＭ：「そのとおり。封印の一部を解いたからといって、すぐにナグルファルが動くとも思えん。じゃが……」ここまで言って言葉を濁にごすラドフォード伯。

ツヴァイ：じゃが？

ＧＭ：「もし、オルナがその封印を解こうとしているのであれば、何かしらの対たい策さくを持っているはず」

エルザ：すでに封印のすべてを解いてしまったとか？

ＧＭ：「いや、それはない。もしそうであれば、とっくにナグルファルがこの大陸で暴あばれ回まわっているはず。いまだ、ナグルファルを封じた英雄たちについては分かっていないと考えてよいだろうな」

ダイン：ということは、封印をひとつ解除するだけで、なんとかする方法を見つけたということですか？

ＧＭ：「そう考えるのが妥だ当とうだろう」

ユンガー：となると、オルナがマスターシーンで持っていた剣を使って何かしようと企んでいるしている？

ツヴァイ：あ、あれか。なんか、生きているような感じの剣だったな。

エルザ：あの剣ってやっぱり……。

ダイン：ベリアルの剣でしょうね。確か、ベリアルの身体からだの一部だとグリーナさんが言ってましたね。

ツヴァイ：オルナのやつ、いったい何をしようとしているんだ？　くそっ！　完全にベリアルを倒したってわけじゃなかったのかよ！

ダイン：これは急ぐ必要がありそうですね。

ツヴァイ：あぁ。とっととベルリールに行って、オルナのやろうとしていることを止めないとな。

エルザ：ミリアちゃんを救いに──でしょ？

ツヴァイ：うっ！　え、えーっと……そういえばそっちもあったっけ（笑）。

エルザ：またまた～（笑）。

ツヴァイ：う、うるさいっ！　た、助ければいいんだろ、助ければっ!!（一同笑）

ダイン：まぁ、というわけで、ミリアは我々が責せき任にんを持って助け出します。ご安心ください、ラドフォード伯はく。

ＧＭ：「すまぬな。マリアの件といい、また苦労をかける」自分が動けないことを悔くやしく思っているのか、またあなた方に迷めい惑わくをかけてしまうことを悔くやんでいるのか、ラドフォード伯は拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめます。

ツヴァイ：気にするなって。伯爵には、ここでやらなければならないことがあるんだろ？　だから、ミリアとオルナのことはオレたちに任せてくれ。

ＧＭ：「そうじゃな。人にはそれぞれ役やく割わりというものがある。おそらく、ミリアを助け、オルナを倒たおすのはキミたちの役目なのだろう。もう少し、わしが若わかければな」そう言って、ラドフォード伯は苦笑いを浮うかべます。

ツヴァイ：本人が戦いたいだけかよ（一同笑）。

エルザ：さすがは武ぶ闘とう派はで知られるラドフォード家ですね（笑）。

ユンガー：だが、今回は我々に任せてもらおう（笑）。よし。準じゆん備びができ次第、すぐにベルリールへ向かおう。

ＧＭ：「よろしく頼たのむぞ。わしの方でもできる限かぎりのことをしてみよう」と、ラドフォード伯がみなさんとひとりひとり握あく手しゆをしながら送り出してくれます。とゆーことで、舞ぶ台たいは一気にベルリールへと飛びます──。







◆Middle 05◆グリーナの決意




ＧＭ：──の前に、ちょっとだけマスターシーンを挟はさみましょう。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：さて、みなさんがベルリールへと向かっているとき、エストネルでもこんな会話がなされていました。




「失礼いたします、エル・ウォーデン王」

　エル・ウォーデンの個こ室しつへと特別に入ることが許ゆるされている人物は数少ない。そのなかのひとりが近この衛え騎き士しのグリーナ・デュランタリエだ。

「始まったか……」

　部屋の一面を占しめるほどの大きな窓まどの前に立ち、遠くベルリールの方を見ながらエル・ウォーデンはグリーナに背せを向けたままつぶやいた。

「はい。ベルリールの王都中心部、かつてセフィロス神しん殿でんがあった場所を中心として、魔ま法ほう陣じんが展てん開かいされていることが確かく認にんされました。おそらく、冥めい界かいへの門を開き、ナグルファルを現げん出しゆつさせるための魔法陣ではないかと……」

「最悪のタイミング──だな」

　ゆっくりと振ふり返かえるエル・ウォーデン。

「はい。現げん在ざい、ベルリールはレイウォールの領りよう土どとなっていますが、レイウォールに対たい応おうさせるのは無理でしょう。現在、グラスウェルズ王国との停戦命令が出ている以上、むやみに軍を動かすよう要よう請せいするわけには……」

「ユンガーたちは？」

　グリーナの言葉を遮さえぎり、エル・ウォーデンは問うた。

「すでにベルリールに向かったとサイラスから報ほう告こくがありました。ですが、間に合うかは微び妙みようなところですね。状じよう況きようによっては、聖せい堂どう騎き士し団だんの使用もやむなしかと」

　グリーナはエル・ウォーデンの背せ中なかをじっと見つめながら、その返事を待つ。しかし、エル・ウォーデンからは何の言葉もない。どうやら、寡か黙もくな王は何も言うつもりはないようだ。

「それでは、わたしはこれで……」

　グリーナは一礼すると、部屋を退たい出しゆつした。

「為なすべきことを為すか……」

　王宮の廊ろう下かを歩きながら、グリーナはユンガーに言われた言葉を口に出す。それはもともと、エル・ウォーデンがユンガーに与あたえた言葉だ。

「そうですね、ユンガー。まだあきらめるには早い」

　そうつぶやくグリーナの胸むねに、ひとつの決意が固まった。







◆Middle 06◆終末の始まり




ＧＭ：では、ベルリールに到とう着ちやくするということでいいですか？

エルザ：あ、その前にレムナントさんの家に寄よることってできますか？

ダイン：レムナントというと、ベルリールの近くに住んでいるセインですか？

エルザ：そう。できます？

ＧＭ：できますよ。ベルリールの街のすぐ側そばですから。

ダイン：確たしかにレムナントならば、オルナのやろうとしていることを、何か知っているかもしれませんね。

ツヴァイ：なるほど。さすが、エルザさん！

ユンガー：よし。それじゃあ、レムナントの家に寄るとするか。

ＧＭ：分かりました。一度行っているので、場所は分かるということにしましょう。

ツヴァイ：ドンドン！　ちわっす！（笑）

ＧＭ：ツヴァイが扉とびらを叩たたくと、しばらくしてからレムナントが顔を出します。「キミたちか……。どうやら無事だったようだな。多少部屋が散らかっているが入りたまえ」以前と同じように憂うれいを帯びた瞳ひとみで、あなたたちを出で迎むかえるレムナント。

ツヴァイ：ここに来るのは二ヶ月ぶりくらい？

ＧＭ：そんなもんですね。しかし、その二ヶ月の間、家のなかの様子は大きく変わっています。以前はずらりと並ならんでいた木き彫ぼりの人形の一部は床ゆかに落ち、なかには壊こわれたものもあります。さらに、テーブルや戸と棚だなといった家具には、真新しい刃は物ものによる傷きずもあります。

ユンガー：こ、これはいったい？

ダイン：そういえば、さきほど「無事だったようだな」とおっしゃりましたね。あれはどういうことですか？

ＧＭ：「キミたちがここを去ったあと、あのノーラという女じよ性せいに不意打ちを受けてね」

ツヴァイ：なんだってっ!!

エルザ：そういえば、『アクロス』の四巻でわたしたちがここを出たあと、オルナだけレムナントさんの家に残っていましたっけ。

ＧＭ：「なるほど。彼女がベリアルの部下のオルナか──。どうりで手て強ごわかったわけだ」

ツヴァイ：オルナと戦ったのか？

ＧＭ：「ああ。おそらくベリアルについてよく知っている私を殺そうと思ったのだろう。私のセインとしての能のう力りよくがなければ、あるいはやられていたかもしれん。もっとも、おかげで部屋はこのざまだ。ひとり身では、なかなか片かたづけもはかどらなくてね」

ダイン：それで無事だったか、とおっしゃったわけですか。

ＧＭ：「そういうわけだ。それで、今日は何をしに来た？」

ユンガー：ベルリールで封ふう印いんされているナグルファルについて教えて欲ほしい。どうやらオルナが、ナグルファルの封印を解とこうとしているらしい。

ツヴァイ：あと、そのためにラドフォード伯家の血を引くミリアも、さらわれたことも言っておこう。

ＧＭ：「ナグルファルの？　いや、それは無理だろう」

ツヴァイ：へ？　なぜ？

ＧＭ：「この私がまだここにいるからだ」

ユンガー：どういうことだ？

ＧＭ：「ナグルファルの封印を解くためには、私の血も必要だということだよ」

エルザ：つまり、レムナントさんもナグルファルを封印したひとりっ!?

ＧＭ：「そういうことだ。もっとも、なんとか封印できたというところだがな」そう言って、レムナントは自じ嘲ちようの笑みをこぼします。

ダイン：なるほど。セインが戦闘に参加しているならば、ナグルファルを封印できたというのも納得がいきます。

ツヴァイ：確かにな。

ＧＭ：と、ツヴァイがうなずいたとき、部屋のなかがインクをぶちまけたかのように真っ赤に染まります！

一同：なんだっ!?

ＧＭ：どうやら、窓の外から真っ赤な光が差し込んでいるようですね。

ツヴァイ：急いで窓の方へ行くぜ！

ＧＭ：ツヴァイが窓から外をのぞくと、ベルリールの街の方に赤黒い光の柱が一本、立ち上がっています。その光には何やら文字のようなものが浮うかんでいるのが見えます。

ダイン：何か文字が書かれているようですね。分かりますか？

ＧＭ：難なん易い度ど16の【知力】判はん定ていでどうぞ。

エルザ：【知力】判定ならわたしですね。（ダイスを振ふる）成功しました！

ＧＭ：では、エルザには光に浮かぶ文字を読むことができます。そこにはこう書かれています。「忌いまわしき血によって閉とざされし冥界の門よ。ベリアルとその剣ノートゥングの名において命ず。封印を破やぶり、再ふたたびその門を開け！」

一同：ベリアルっ!!

ＧＭ：「なるほど。ベリアルの力をもって、無理矢理ナグルファルを呼よび戻もどそうというわけか。しかし、ベリアルはいまだ結けつ晶しよう体たいのなかのはず。これはいったい……」

ダイン：あ、そうか。この人、結晶体が消しよう滅めつしたこと知らないんだっけ。

ツヴァイ：あのー、結晶体はオレたちが破は壊かいしちまったんだけど（笑）。

ＧＭ：「何っ!?　キミたちが破壊しただとっ!?」驚おどろくレムナント。

ダイン：そりゃ、驚きますよね（笑）。

ツヴァイ：今まで、誰だれも破壊できなかったわけだからな。

ＧＭ：「キミたちがどうやってあれを破壊したのかはあとで訊きこう」

エルザ：話せば長くなりますから（笑）。

ＧＭ：「となると、おそらく何者かがベリアルの剣けん──ノートゥングを使ったに違ちがいない。ノートゥングはベリアルの一部だ。そのミリアという女性を利用して封印の一部を解き、剣の力で無理矢理ナグルファルを動かそうというのだろう」

ダイン：繋つながりましたね。

ユンガー：あぁ、オルナがミリアとベリアルの剣を使って、ナグルファルの封印を解こうとしている、というわけだな。

ＧＭ：「となれば、あまり時間はない。ナグルファルの封印を解くのであれば、あの光の柱は再さい生せいを意味する八はち芒ぼう星せいを描えがくはず。それが完成する前に儀ぎ式しきを止めねば……」

エルザ：止めなければ？

ＧＭ：レムナントは一ひと呼こ吸きゆうおいてから告げます。「古いにしえの魔獣ナグルファルが、このアルディオンに蘇よみがえることになる」

ツヴァイ：ちっ！　やっぱり、そういうことかよっ!!

ユンガー：急いでベルリールへ向かうぞ！

ＧＭ：「ちょっと待ちたまえ」そう言うとレムナントは、あなたたちに手をかざします。すると、ぼうっとレムナントの手が淡あわく光り、みなさんのＭＰが最さい大だい値ちまで回かい復ふくします。

一同：おおっ！

ＧＭ：「今まで誰も成し得なかったベリアルの消滅を、キミたちは成なし遂とげた。私はそうそうにあきらめたというのにな……。今は時間がないのでこのくらいしかできないが、用意ができ次第すぐに私も向かう。キミたちは急いでベルリールへ向かってくれ」その瞳から憂いが消え、戦いへと向かう戦士の眼まな差ざしに変わっています。

ダイン：お、レムナントさんが動いた！　なんかフラグが立ったみたいですよ（笑）。

エルザ：もしかして、ここに来てよかったのかな？

ＧＭ：それはあとでのお楽しみということで（笑）。それでは、いよいよベルリールへと参りましょうか。さぁ、ここから一気にいきますよっ！







◆Middle 07◆ベルリール突破──市壁




ＧＭ：さて、レムナントの家を出て急ぎ山を駆かけ下おりたみなさんは、立ち上がる光の柱を横目にベルリールの街の入口──市壁の門の前に到着します。すでに時間は夕ゆう暮ぐれどきです。

エルザ：まだ光の柱は一本だけですか？

ＧＭ：今のところは一本だけです。このあと、各シーンのイベントの進み具合によって柱がどんどんと立っていきます。そして八本目の柱が立ったとき、ナグルファルの封印は解とけますので、それまでに中心部に進んでください。

ツヴァイ：やっぱり時間制せい限げんありか。

ＧＭ：もちろんです（笑）。さて、みなさんの前には見上げんばかりの巨きよ大だいな門があります。かつては陽光を浴びると美しく輝かがやくような白はく亜あの石いし造づくりだったのでしょうが、今は見る影かげもなく汚よごれ、あちこちが崩くずれています。そして、その門の上からは「ギャー、ギャー」という叫さけび声ごえが聞こえてきます。

ダイン：何かいるようですね？

ＧＭ：門の上から下をのぞき込こむように現あらわれたのは数十匹のエネミーです。上半身は女性、下半身が鳥の姿すがたをした怪かい物ぶつです。その腕うでは翼つばさになっており、バタバタと羽ばたかせながら、聞く者を不ふ快かいな気分にさせるしゃがれた声で鳴いています。

エルザ：ハーピーかしら？

ツヴァイ：うん、たぶんハーピーだな。

[image: ]

ＧＭ：本当にハーピーかどうか知りたければ、エネミー識しき別べつしてください。さて、女性の姿をした鳥の怪物たちは、みなさんが来たことを確認すると、一いつ斉せいに飛び立ち始め、街のなかへと飛んでいこうとします。

ユンガー：逃にげた？

ダイン：いえ、おそらく斥せつ候こうの役目を果たしているのでしょう。我われ々われが来たことを知らせに戻もどるのだと思われます。

ツヴァイ：それはちょっとまずくない？

エルザ：ここで倒たおしておいた方がよさそうですね。

ＧＭ：倒すのなら戦せん闘とうに移い行こうします。では、ここで説明しましょう。このシーンから、何回か戦闘が発生する可か能のう性せいがあります。

ユンガー：何回か？　決まってないんですか？

ＧＭ：決まっていません。この先、選せん択たくしたルートによって戦闘の回数が変わります。そして、その戦闘一ラウンド終しゆう了りようごとに光の柱が一本立ちます。つまり、戦闘に二ラウンドかかったとすれば二本。三ラウンドかかると三本、光の柱が立ちます。

エルザ：戦闘は素す早ばやく終わらせないとダメということですね。

ＧＭ：そういうことです。また、戦闘がない場合でも、シーンが発生すると最低でも一本の柱が立ちます。そして、ここから先、ベルリールの中心部に向かうまでに四つのシーンが発生することになります。

ツヴァイ：余よ裕ゆうは二ラウンド分ということか。

ＧＭ：はい。ただし、戦闘ではなくてもラウンド進行する場合もありますので、そのときは戦闘と同じく一ラウンド終了時に、光りの柱が一本立ちます。

ダイン：余裕があるような、ないような微妙なバランス（笑）。

ツヴァイ：いや、戦闘にちょっとでも手こずると、あっという間に八本超こえるぞ、これ。

ＧＭ：で、飛んでいこうとしている怪物ですがどうしますか？　ここで見み逃のがせば柱が一本立つだけですみますが（笑）。

ユンガー：どう思う、ダイン？

ダイン：ここは倒しておいた方がいいでしょうね。おそらく、ここでこいつらを見み逃のがすと、このあとのシーンに登場する敵てきが強くなったり、数が増ふえたりすると思います。

ツヴァイ：そういうことなら、ちゃっちゃと倒しちまおうぜ（笑）。敵は何体？

ＧＭ：全部でモブが四グループです。こいつらは自分のメジャーアクションでシーンから退たい場じようしようとします。ただし、エンゲージされている場合は退場できないとします。

ダイン：そういえば、戦闘のあとの回復はどうなります？

ＧＭ：一ラウンド使用して回復することになりますね。その場合、それぞれが一回だけポーションやスキルを使うことができます。

ツヴァイ：もし、二回回復した場合は、二ラウンド？

ＧＭ：そうなります（笑）。あと、特とく殊しゆなルールとして、こいつらは門の上にいるので、飛行状じよう態たい以外ではエンゲージできないものとします。では、戦闘ということでＯＫですか？

ユンガー：ＯＫです。




●第一ラウンド

ＧＭ：それではセットアッププロセスから。敵との距きよ離りは一〇メートル。四体すべて別のエンゲージとなっています。こちらの行動値ちは10だから、最後の行動ですね。

ツヴァイ：エンゲージできないんだったら足止めも無理だな。とっとと倒すか。幸いなことにこちらの攻こう撃げき手しゆ段だんはすべて飛び道具だし（笑）。

エルザ：じゃあ、エネミー識別だけセットアップでやっておきますね。（ダイスを振る）７＋21ですから28です。

ＧＭ：問題なく成功。みなさんの予想どおりハーピーです。レベルは３。

ユンガー：３か……。たいしたことないな。

ダイン：とはいえ、このアルディオン大陸で魔獣とは珍めずらしい。

ＧＭ：そうですね。大おお勢ぜいの人が亡なくなっているベルリールなので今までにアンデッドは目もく撃げきされていますが、魔獣の目もく撃げき例れいはごくわずか。これほどの数の魔獣を見るというのは珍しいかもしれません。

エルザ：これも魔法陣の影えい響きよう？

ダイン：おそらくそうでしょう。まぁ、３レベルのエネミーならば、私以外が一回ずつ攻撃して、私が《ジョイフルジョイフル》を使う前ぜん提ていで戦えば、一ラウンドで全ぜん滅めつさせることができるはずです。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①ツヴァイ　　（行動値14）

　②エルザ　　　（行動値13）

　③ダイン　　　（行動値12）

　④ユンガー　　（行動値11）

　⑤ハーピー×４（行動値10）
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ツヴァイ：じゃあ、オレからいくぜ。




「マイナーで《ファストセット》《ウィング》《フェイドアウェイ》。ハーピーの一グループにエンゲージしてから、メジャーで《バッシュ》！」

「一グループ全滅！」

「マイナーは何もせずに《インフェルノ》だけで攻撃します！」

「そして、エルザさんに《ジョイフルジョイフル》」

「はーい。もう一度《インフェルノ》です！」

「ぼわっ！　ハーピーは一いつ瞬しゆんで焼き鳥になりました（一同笑）」

「最後に私が隠かくれて撃うちます！」

「ぷすっ！　今度はまとめて串くし刺ざし（笑）」




　しょせんは３レベルのモブ。13レベルとなった現在の〝黄金の狼おおかみ〟には敵かなうはずもない。あっという間に全滅した。




ＧＭ：ちっ！　ハプニングは起こりませんでした。

エルザ：ハプニング？

ＧＭ：命中でファンブルとか、回かい避ひでクリティカルとか（笑）。

ツヴァイ：そんなの狙ねらっていたのかよ。

ＧＭ：あとは、クライマックスを含ふくめたリソースの管理ですね。ＨＰやＭＰをいつ回復するか、フェイトや回数制限のあるスキルをどこで使うか、とか。今回のシナリオでは、その辺りに悩なやんでいただけるといいかなと思いまして（笑）。

ダイン：それで、残りのシーン数を最初に言ったわけですか。

ＧＭ：そういうことです。とゆーことで、斥候役のハーピーたちは、みなさんの存そん在ざいを誰にも知らせることなく散っていきました。

エルザ：これでまずは第一関門突とつ破ぱですね。

ユンガー：よし、急ごう！

ＧＭ：とゆーところでこのシーンは終わりですが、ここで分ぶん岐きが発生します。門から続く大通りをまっすぐ突つっ切きるか。それとも細い裏うら通どおりを進むか。

ツヴァイ：なるほどね。今回はこういう仕し掛かけか。この先も全部分岐があるわけだな。

ＧＭ：当たり[image: ][image: ][image: ]（笑）。
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ツヴァイ：ベルリールだけでいくつシーンを作ったんだ？　半分も使わないだろうに……。

ＧＭ：そんなことないですよ。全部で７シーンですから、半分は使えますから。

ダイン：それでも手間的には十分かと（笑）。

ＧＭ：で、もう一度説明しますが、この門の先は、視界が開けた大通り、あるいは狭くて障害物の多い裏通りの選択になります。さて、どちらの道を選びますか？

ツヴァイ：オレとしては、時間が惜おしいのでまっすぐに行きたい。

エルザ：ミリアちゃんを早く助けないといけないもんね（笑）。

ツヴァイ：いや、そういう理由じゃなくてですね……。

エルザ：ねぇ～（笑）。

ツヴァイ：……はい。それでいいです（一同笑）。

ユンガー：そういうことなら大通りを進むことにしよう。ミリアを早く助け出すのには、私も賛成だ。

ツヴァイ：裏通りだと、障害物を乗り越えるのにいろいろな判定とか、不意打ちを受けそうだしな。

ダイン：その分、こちらの方が戦闘が多いような気がしますが。

ツヴァイ：いざ短期決戦ということなら、〝黄金の狼〟は負けないと思うぞ。なにせ、火力過か多た──攻撃系けいの切り札が多い！

ユンガー：まぁ、戦闘ならば早く倒たおせばいいだけだからな。変なイベントで時間が過すぎるよりもいいかもしれない。

ツヴァイ：じゃあ、そういうことで！

ユンガー：ということで、大通りの方へ向かいたいと思います。

ＧＭ：では、みなさんが大通りの方へと向かおうとして歩き始めると──。




　門から落ちたハーピーの死体を乗のり越こえるツヴァイたち四人。壊こわれかけた門をくぐり抜ぬけたとき、街を揺るがすような轟ごう音おんと共に、二本目の柱が立ち上った。柱の放つ赤黒い光によって、夕暮れに包まれるベルリールの街がさらに赤く染そまり、嫌でも不ふ吉きつな思いを抱いてしまう。

　天を貫く光の柱を見上げながら、ツヴァイはつぶやいた。

「あと六本か……」







◆Middle 08◆ベルリール突破──大通り




ＧＭ：遠くに見える柱の赤黒い光に照らされながら、みなさんは廃はい墟きよが建ち並ならぶ大通りを走り続けます。門の辺りはかろうじて形が残っている建物が多かったのですが、街の中心部に向かうにつれてだんだんと原形を留めている物は少なくなっていきます。しかし、ある程てい度ど進んだところで、倒とう壊かいした家の瓦が礫れきによって道を塞がれてしまいます。

ユンガー：何っ!?

ダイン：こっちがイベントでしたか。読みが外れましたね。

ＧＭ：それはどうでしょう（笑）。

ツヴァイ：乗のり越こえていくとか、迂う回かいするとか、そんなところ？

ＧＭ：乗り越える場合は【筋きん力りよく】判定です。迂回する場合はここで柱一本、前の場所に戻もどって柱二本、次のシーンで最低柱一本ですから、合計で三本余よ分ぶんにかかりますね。

エルザ：そんなに時間がかかるんじゃ、その選せん択たく肢しはないですね（笑）。

ツヴァイ：【筋力】判定の難易度はいくつ？

ＧＭ：15です。ちなみに飛行状態の場合は、判定はいりません。

ユンガー：……ツヴァイ。

ツヴァイ：はい？

ユンガー：あとは任まかせた。

ツヴァイ：（きっぱり）断ことわる！　今までの教訓で、ひとりになってはいけないということを、ツヴァイは学習しているのだ（笑）。

エルザ：破壊することってできます？

ＧＭ：できますよ。ちなみに瓦礫のＨＰは[image: ]。物理防ぼう御ぎよ力りよく、魔法防御力共に０です。

ツヴァイ：ちゃんとその可能性も考えているんだ。

ＧＭ：あと、いくつか突破する方法も視し野やに入れてますよ。それ以外の方法を提てい案あんされたら、アドリブで対たい処しよすることになりますけど（笑）。

ダイン：一ラウンドで突破するとなると、【筋力】判定か、破壊ですかね。

エルザ：どっちがいいんでしょう？




　瓦礫を乗り越える場合、エルザやユンガーといった【筋力】の低いＰＣはフェイトを使わないと成功しない。しかも、判定に失敗した場合はフェイトも無む駄だとなり、あまつさえ余分に時間もかかってしまうことになる。

　一方、破壊を試みる場合、ファンブルさえ振ふらなければ攻撃は命中する。したがって、消費するのはＭＰのみ。ＭＰの回復に一ラウンド使うことになるが、フェイトが無駄になることはない。

　さまざまな可能性を議ぎ論ろんした結果、瓦礫を破壊することとなった。




ツヴァイ：よし！　とりあえず一シナリオに一回系のスキルは温おん存ぞんした状態で全力で攻撃するぜ。マイナーで《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　ぐわっ！　これだけでＭＰが半分なくなったぜ!?（笑）

ダイン：これは絶ぜつ対たいに回復が必要になりますね。

ツヴァイ：とりあえず命中は……（ダイスを振る）成功。一発目は78＋２Ｄで……（ダイスを振る）しょ、しょぼっ!!　ダメージは81！

ＧＭ：それでも、瓦礫の約四分の一は吹ふき飛とびます。

ツヴァイ：そして二発目の攻撃も成功！（ダイスを振る）こっちもあまりよくない。ダメージは93点！　これで合計は[image: ]点。

ＧＭ：まだ半分にも満たないですね。

ツヴァイ：ひとりでそんなにダメージが出るかっ!!（一同笑）




　とはいえ、ケセドの杖つえを使ったエルザの《インフェルノ》、《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使ったユンガーの攻撃、さらにダインの《ジョイフルジョイフル》によって再びエルザが《インフェルノ》を使うことで、瓦礫はあっけなく吹き飛ばされた。




エルザ：（やけくそ気味に）燃もえろ、燃えろーっ！（笑）

ツヴァイ：あ、エルザさんが切れた（一同笑）。

エルザ：だって、ここまでで残りのＭＰが50点切ってるんですよ！　まだ、メロディちゃんと叡えい智ちの指輪の分がありますけど、このままだとクライマックスフェイズ前に息切れしちゃうような気がします。

ダイン：う～ん、どこでＭＰを回復するか判はん断だんが難むずかしいですね。

ツヴァイ：オレの燃ねん費ぴの悪さを考えると、《祝福》か《命の滴しずく》のどちらかはクライマックスまで取っておいて欲しいところ（笑）。

エルザ：ＭＰはまだ大だい丈じよう夫ぶですか？

ツヴァイ：とりあえず。でも、たぶん次の戦闘の途と中ちゆうでＭＰが尽つきる気がする（笑）。

ダイン：となると、やはりどこかでＭＰを回復する必要がありそうですね。

ＧＭ：と、みなさんが今後の方ほう針しんについて話していると、《インフェルノ》によってドロドロと熔とけた瓦礫から立ち上る陽炎かげろうの向こうに、ニワトリに似にたエネミーの姿が……。

ツヴァイ：ニワトリ？　コカトリスかっ!?

[image: ]

一同：やっぱり戦闘があるしっ!!

ツヴァイ：しかも、ＭＰをしこたま使ったあとかよ！　これはきついっ!!

エルザ：ハーピーにコカトリス……。なんか普ふ通つうのファンタジーＲＰＧを遊んでいる気がしてきました（笑）。

ツヴァイ：いや、『アリアンロッド』は普通のファンタジーＲＰＧだから（笑）。

エルザ：あ、そういう意味じゃなくて、ハーピーとかコカトリスとか普通のモンスターが出てきたのって、このシリーズでは初めてのような気がしたんで。

ＧＭ：そういえばそうかも（笑）。

ツヴァイ：──って、和なごんでいる場合じゃないって！　ここでコカトリス戦だよ！

ユンガー：コカトリスって強いですか？

ツヴァイ：……覚えてない。

一同：おいっ！

ツヴァイ：四百体以上いるエネミーを全部覚えているわけないじゃん！

エルザ：となると、やっぱりエネミー識別が必要ですよね。

ＧＭ：などと言っている間にも、ニワトリに似た怪物はみなさんの方へと近づいてきます。そして、クェ───ッ！　と雄お叫たけびを上げると、タッタカと走り始めます！

一同：来た──────っ！

ＧＭ：ツヴァイへと迫せまる鋭するどいコカトリスのくちばし！

ツヴァイ：オレかよっ！　って、ラウンド進行になる前に攻撃してくんなっ！（一同笑）

ＧＭ：（無む視しして）しかし！　ツヴァイの前に立ちはだかるひとつの影！

ツヴァイ：だ、誰だっ!?

ＧＭ：その影はコカトリスのくちばしによる攻撃を受け止めると、そのまま投げ倒します。

ユンガー：お？

ＧＭ：倒たおされたコカトリスは、脚あしをばたつかせて立ち上がろうとしますが地面に叩たたきつけられた衝しよう撃げきで起き上がることができません。ので、倒れたままみなさんに20レベルの《ウィルブレス：毒》を吐はきつけます。ぶは────っ！

ダイン：20レベルの《ウィルブレス：毒》だと70点くらいのダメージっ!?

エルザ：そんな攻撃受けたら死にますよっ!!

ＧＭ：エルザが悲鳴を上げた瞬しゆん間かん！　今度は大きな盾たてを持った影がコカトリスの毒のブレスをすべて受け止めます。

ユンガー：なんか、すごい光景が繰くり広ひろげられているんですけど（笑）。

ツヴァイ：お前たち、いったい誰だよっ!?（笑）

ＧＭ：とゆーことで、第一のボーナス！

エルザ：あ、最初に言っていた……。

ＧＭ：はい。第一のボーナスは、第九話で助けたＮＰＣ＆その友人の登場です（笑）。

ダイン：もしかして、シャオリーとジョリィ？

ＧＭ：ピンポーン！　とゆーわけで、彼女たちがコカトリスと戦ってくれるので、ここでの戦闘は回避できます。

一同：やった───────っ！

ツヴァイ：えらいぞ、ジョリィ！　初めてキミが役に立ったような気がするぞ（笑）。

ＧＭ：なんてひどい言われよう。しかし、そんなことをジョリィは気にしない（笑）。「〝ノルウィッチの神しん盾じゆん〟と呼よばれし、このジョリィ・フウマが来たからには、もうご安心を」「シャオリー・ブルーム、ラドフォード伯はくのご依い頼らいで助けに参りました」

エルザ：そういえば、ラドフォード伯ができる限かぎりのことをしてみようって言ってましたね。

ツヴァイ：だからと言って、こいつらを送おくり込こまなくてもいいじゃん（笑）。

ＧＭ：「何をおっしゃるか！《アラウンドカバー》を修しゆう得とくした我わが守りに、一分の隙すきはありません」「さぁ、ここは私たちに任まかせて、先へとお進みください」そう言いながら、シャオリーは起き上がってきたコカトリスを投げ飛ばします。そして、倒れたコカトリスにダウン攻撃！

ツヴァイ：容よう赦しやねぇ[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：「何を言うんですか。《コンバットスロー》（＊）＋《デモンズウェブ》（＊）で投げ飛ばし、そしてオリジナル特殊能力《追い打ち》でダウン攻撃。これが私の戦い方です。第九話でお見せできなかったのが残念です！」悔くやしそうに笑顔で答えるシャオリー。

ツヴァイ：清すが々すがしく言えばいいってもんじゃないだろ。なんだ、その格かく闘とうゲームのはめ攻撃みたいな技わざは（一同笑）。

ＧＭ：「ちなみに先ほど使った技は《カウンタースロー》（＊）です！」

ツヴァイ：そんなスキルまで持っていたのか……。あ、危ねぇ～、まともに戦ってたらやばかったわ（笑）。

ＧＭ：「さぁ、無む駄だ話ばなしはここまで。早く！」コカトリスの《ウィルブレス：毒》を《カバーリング》＋《インデュア》で防ふせぎながら、ジョリィも言います。

ダイン：あれ？　コカトリスの毒って《インデュア》では防ふせげなかった記き憶おくが……。

ＧＭ：……え？　どれどれ……（『エネミーガイド』を確認中）あっ、本当だ（笑）。

ユンガー：ジョリィの顔がみるみる緑色に（笑）。

ＧＭ：「ジョ、ジョリィ！　大丈夫ですかっ!!」（一同笑）

ツヴァイ：……こ、これは、見なかったことにしよう。分かった！　あとは頼たのんだぞっ！　さぁ、みんな！　先を急ぐぞっ!!（一同笑）

ＧＭ：「ジョ、ジョリィ！　ど、毒が回っていますっ!!」「な、なんとっ!!」

ツヴァイ：聞こえない、聞こえない！（笑）

エルザ：あのー、見み捨すてちゃっていいんですか？

ＧＭ：あ、データ的にはエキストラとエキストラの戦いというか、演えん出しゆつなんで先に進んでください。おかしい。なんで、こんなグデグデになったんだ？（笑）

ツヴァイ：それはやっぱり、ジョリィだからだよ、うんうん（笑）。




　そんなジョリィの未来に幸あれ！





（＊）《コンバットスロー》　モンクのスキル。ダメージを与えると共にバッドステータスの転倒を与える。

（＊）《デモンズウェブ》　ソーサラーのスキル。対象にバッドステータスの転倒を与えたとき、その対象が転倒を回復するにはマイナーアクションとメジャーアクションが必要となる。

（＊）《カウンタースロー》　モンクのスキル。対象から白兵攻撃を受けたとき、その攻撃のダメージを受けず、さらに転倒を与える。









◆Middle 09◆ベルリール突破──噴ふん水すい広場




ＧＭ：そんな感じでジョリィやシャオリーと別れたあと。今度の分ぶん岐きもやはり二択たくになっています。ひとつはそのまま大通りを進んで街の広場を抜ぬけていく方法。もうひとつは、大通りから貴き族ぞくの屋や敷しきを抜けていく方法です。

ユンガー：屋外と屋内？

ＧＭ：そうです。あれ？　なんか忘わすれているような……おっと、そうだそうだ。三本目の光の柱がどばーっと立ちます（笑）。

一同：あっ！

ＧＭ：ジョリィの演えん出しゆつですっかり抜けてしまいました（笑）。で、どちらに進みますか？

ツヴァイ：ここはやっぱり、そのまま大通りを進んでいくのがよくない？　こっちは射しや撃げき武ぶ器きと魔ま法ほうがメインだし。

ダイン：私もそう思います。

ユンガー：じゃあ、そのまま大通りを進むということで。

ＧＭ：分かりました。では、ジョリィやシャオリーをあとに残し、さらに街の中心部へとみなさんは走っていきます。と、そんな様子を見ているひとりの女性。

一同：女性？

ＧＭ：はい。とゆーことで、ここでちょっとだけ演出を入れておきます。




＊　　　＊　　　＊




「やはり来ましたか」

　そうつぶやく女性の前──中空に浮かぶ映像に映っていたのは、廃墟となった街並みのなかを懸命に走り続ける四人の姿。

「儀式の終了まで待ってはいただけないようですね」

　ベルリールの街に立つ赤く輝く三本の光柱を見ながら、その女性──オルナはつぶやいた。そして、手にした漆黒の剣けんへと目を落とす。

「でも、このベリアル様の剣を刺せば……」

　そう言いながらにオルナはうしろを振り向く。そこには竜にも似た姿の巨大な石像がそびえ立っていた。

　オルナは一度剣に目を落とし、再び石像へと目をやる。そして、決意を秘めた表情で手にしていたベリアルの剣──ノートゥングを石像へと突き立てた！




＊　　　＊　　　＊




エルザ：石像に剣を？

ツヴァイ：いったい何をしようとしているんだ？

ＧＭ：それは秘密（笑）。さて、みなさんは大通りをずんずんと進んでいきます。すると、街のなかを縦じゆう横おうに走っている大通りが交差する広場に出ます。中央には噴ふん水すいがあり、かつては人々の憩いこいの場所として賑にぎわっていたのが想そう像ぞうできます。

エルザ：（寂さびしそうに）でも、今は誰だれもいないんですよね。

ＧＭ：そう、みなさんのほかに動く者はおらず、壊れた噴水も汚れた水を湛えているだけです。しかし！　噴水に溜たまった汚よごれた水の上、そして広場の上に小さな八はち芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが出しゆつ現げんします。

ツヴァイ：魔法陣？　何か来るぞっ!!

ＧＭ：ツヴァイがそう叫さけぶと同時に、その魔法陣が空間ごと鏡のように割われて、そこからエネミーが飛び出してきます。

ツヴァイ：なんという登場の仕方。まるで『ウル○ラマンＡ』の超ちよう獣じゆうのようだ（笑）。

ＧＭ：そんな感じですね。で、光の柱の文字を読むことができたエルザには、これはナグルファル召しよう喚かんの余よ波はだと分かります。言ってみれば、犬と一いつ緒しよに蚤のみまでついてきた感じ？

エルザ：あ、なんとなく分かります。犬は大きいからまだ出てこられないけど、蚤は小さいから先に来ちゃったということですね（笑）。

ＧＭ：まぁ、そういうことです。

ツヴァイ：話し合いで解かい決けつ……はできるわけないな（笑）。

ＧＭ：もちろん。で、広場の方に出てきたのは体長が数十メートルの牛に似にた怪かい物ぶつ。一方、噴水の方は竪たて琴ごとを持った人魚のような怪物ですね。距きよ離りはそれぞれ一〇メートルで、別のエンゲージになります。とゆーことで、戦せん闘とう開始！




●第一ラウンド

ＧＭ：それではセットアッププロセスから。牛の行動値は16、人魚は30！

エルザ：両方とも速いっ！

ツヴァイ：エルザさん、先せん攻こうできる？

エルザ：理知の宝ほう玉ぎよく使って、ダインくんから《ヘイスト》もらってギリギリですね。

ツヴァイ：ギリギリかぁ。とはいえ、ひとりだけ先攻してもなぁ。一いち撃げきで倒たおすのは難むずかしいだろうし。

ダイン：それならエネミー識しき別べつしてもらった方がいいかもしれませんね。人魚の方は楽器を持っていますから、たぶん支し援えん系けいかと。

ユンガー：となると、先に人魚の方を叩たたいた方がいい？

ツヴァイ：かな。

エルザ：じゃあ、《エンサイクロペディア》を使ってエネミー識別します。（ダイスを振ふる）６！　だから、達成値は27です。ちょっと届とどかないかな？

ＧＭ：いや、こっちの識別値は24なので、エルザはこの魔獣について知っていました。名前はローレライ。属ぞく性せい〈水〉の魔獣です。エネミーレベルは27。
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ダイン：意外と高いですね。

ＧＭ：《ジョイフルジョイフル》《ララバイ》（＊）《レクイエム》（＊）といった呪歌を使い、さらに《コキュートス》（＊）《カウンタースペル》（＊）といった魔ま術じゆつも使います。

ツヴァイ：《カウンタースペル》？　レベルは？

ＧＭ：５レベルです。

ツヴァイ：エルザの魔法が消されるのか……。これはきびしい！

ＧＭ：あとは──（持っているスキルをざっと説明するＧＭ）。

ダイン：状じよう況きように応おうじて魔法で攻こう撃げきしたり、呪歌で支援したりするタイプのようですね。

ツヴァイ：やはり、ローレライが先だな。《カウンタースペル》がやばすぎる。

ダイン：私も念のために《ホーリーフィールド》を使っておきます。

ユンガー：あとは《陣じん形けい》で移い動どう！

ツヴァイ：敵てきのセットアップがないのがこんなに楽だとは思わなかった（笑）。




《陣形》によって、一気にツヴァイとダインがローレライにエンゲージ。そして、ユンガーとエルザも離はなれた。

　三ヶ所に分散し、それぞれが得意とする距離で攻撃する──〝黄金の狼おおかみ〟が一気に敵を殲せん滅めつするときの陣形である。




▼行動順番（セットアッププロセス終しゆう了りよう後）

　①ローレライ　　　　　　（行動値30）

　②牛（ベヒーモス）　　　（行動値16）

　③ツヴァイ　　　　　　　（行動値14）

　④エルザ　　　　　　　　（行動値13）

　⑤ダイン　　　　　　　　（行動値12）

　⑥ユンガー　　　　　　　（行動値11）

[image: ]




ＧＭ：では、イニシアチブプロセス！（ちらりとツヴァイを見る）

ツヴァイ：《カリキュレイト》は使わない。今回はＭＰ温おん存ぞんの方向で（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ローレライからいきます。いきなりエンゲージされたので、ツヴァイとダインを攻撃。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《コキュートス》！

ツヴァイ：来たっ！

ダイン：いえ、エルザやユンガーが攻撃されるよりはマシです。我われ々われはそのための囮おとり（笑）。

ツヴァイ：まぁ、そうだけどね。

ＧＭ：いきます！　ローレライが魔法によって作りだした絶ぜつ対たい零れい度どの冷気がふたりを襲おそいます！　15＋３Ｄで……（ダイスを振る）ぐえっ！　１、２、３？　合計で21しかない（笑）。

ツヴァイ：おっ！　それだったらフェイトを２点使って避さけるぜ！（ダイスを振る）よしっ！　23で回かい避ひ成功！

ダイン：私はどうせ無理だから……（ダイスを振る）おや、クリティカル！

ＧＭ：なんだって！

ツヴァイ：へっ！　その程てい度どの魔法、エルザさんのにくらべればたいしたことないぜ（笑）。

ＧＭ：くっ！　しかし続いて牛（ベヒーモス）の攻撃！　マイナーでエルザのところまで移動！　ドシドシドシドシドシ！
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エルザ：こっちに来たっ!?

ＧＭ：そしてメジャーで体当たり。

エルザ：た、体当たり？

ユンガー：なんか地味だな（笑）。

ＧＭ：地味言うな！　これでも攻こう撃げき力りよくは80＋６Ｄあるんですから。

エルザ：80＋６Ｄっ!?　死ねます。一発で死ねます！

ＧＭ：モー！　（ダイスを振る）命中は23！

ユンガー：《インターフィアレンス》を使用！（ダイスを振る）30で成功しました。ローレライの攻撃に使わなくて正せい解かいでしたね。エルザ、危あぶない！　ピッ！（矢を放った音）

エルザ：ありがとうございます！

ＧＭ：ユンガーの放った矢に気を逸そらされ、牛（ベヒーモス）は攻撃を止めてしまいます。ぬぉー、攻撃がすべて失敗してしまった（笑）。

エルザ：さあ、反はん撃げきですよ！（笑）

ツヴァイ：よしっ！　まずはオレからだな。ローレライに攻撃。マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　これで残りＭＰは１だぜ（笑）。

ダイン：待機しますか？　そうすれば私が《ポーションピッチ》しますが。

ツヴァイ：いや、ダインには《ジョイフルジョイフル》を使ってもらった方がいいと思う。とにかく、ここはなるべく早く敵を倒たおそう。

ダイン：分かりました。




　このツヴァイの《ストラグルクラッシュ》による連続攻撃の一撃目がクリティカル！　そして二撃目も命中。一気に[image: ]点のＨＰダメージをローレライに与あたえる。

　そしてエルザが《インフェルノ》で攻撃。ローレライはこれを《カウンタースペル》で打ち消すも、続くダインの《ジョイフルジョイフル》によって、再ふたたびエルザが攻撃。今度は、《マジックサークル》を使用することでダメージを増ぞう加かさせ、90点のダメージを叩たたき出だした。しかも、ローレライの属性は〈水〉。エルザの《インフェルノ》を軽けい減げんすることはできない。

　わずか一ラウンドで、ローレライは倒たおれた。




エルザ：よしっ！　やった──っ！（笑）

ユンガー：残るは牛だけだな。《ディスアピア》《サプライザル》で攻撃。さらに《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用する。（ダイスを振る）43で命中！

ツヴァイ：なんだ？　その意味不明な命中値は（笑）。

ユンガー：いろいろと計算すると18＋７Ｄありますから（笑）。

ＧＭ：ここは避さけたい！（ダイスを振る）おしい！　５と６でクリティカルしないっ!!

ユンガー：じゃあ、ここで《サドンインパクト》も使おう。（ダイスを振る）82点のダメージ、物理防ぼう御ぎよ力りよくは無む視し！

ＧＭ：ユンガーの矢は、見事に牛（ベヒーモス）の分ぶ厚あつい皮を貫つらぬきます。しかし、こいつは《苦く痛つう耐たい性せい》を持っているので痛いたみには強く、ＨＰダメージが12点軽減されます。

ツヴァイ：そんな特とく殊しゆ能のう力りよくまで持っているのかよ。こいつの物理防御力はどのくらいだろ？　オレのダメージ通るか？

ＧＭ：それは分かりませんので、試してみてください（笑）。




　そして第二ラウンド。

　ベヒーモスは《大地の悲鳴》という範はん囲いに〈地〉属性の魔法ダメージを与える特殊能力を使用するが、またしてもユンガーの《インターフィアレンス》によって妨ぼう害がい。

　そして、《命の滴しずく》が残っているということで、ユンガーは《祝福》を使用し、ＰＣたちのＭＰを全ぜん回かい復ふくさせる。これによって、ツヴァイが再び攻撃可か能のうとなる。

　しかし、ベヒーモスの物理防御力は45！《苦痛耐性》の軽減能力もあり、ツヴァイはわずか７点のＨＰダメージしか与あたえられない。

　だが、ベヒーモスは魔法には弱い。ダインの《ジョイフルジョイフル》による分と合わせて、エルザの《インフェルノ》二連発（しかもケセドの杖つえつき）を受け、ベヒーモスはあっけなく倒れた。




ツヴァイ：二体共、キルマークはエルザさんか。まさにエルザ無む双そうって感じだな（笑）。

ダイン：しかも、こちらはユンガー殿どのの《インターフィアレンス》のおかげで無む傷きず！

ツヴァイ：これはかなり楽だぞ。この調子で──。

ＧＭ：（言葉を遮さえぎって）などと言っていられるのも今のうち。とゆーことで、四本目の柱が立ち上ります！

ツヴァイ：だが、まだ残り四本もあるからな。これはかなり楽勝だぜ！

ＧＭ：と、ツヴァイが楽観していると、先ほど魔獣が出てきたものと同じような魔法陣が、ひとつ、ふたつ、三つと出現します。

ツヴァイ：あら？

ＧＭ：みなさんが唖あ然ぜんとして見ている間に、魔法陣はどんどん増ふえていきます。四つ、五つ、六つ……。

エルザ：えぇ──────っ！　さっきの魔獣を二体倒すのだって、二ラウンドもかかっているんですよ。そんなに出てきたら間に合わないじゃないですか！

ＧＭ：そして、その魔法陣から出現する魔獣──巨きよ大だいな蟻ありの姿すがたをしたインフェストアント、竜りゆうにもよく似た蛇へび・ドラゴンスネイクなどの小物から、九つの頭を持つ大だい蛇じやヒュドラ、炎ほのおを放つ車輪・フレイムホイールといった大物まで、その種類はさまざまです。さらに、インプ、ディブロウといった下位、中位魔族まで現あらわれ始めます。

[image: ]
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ユンガー：さすがにこいつらと戦うのは無理だな……。

ＧＭ：まともに戦っていてはきりがありません。ですから、このエネミーたちの群れをを突とつ破ぱするためには、ＦＳ判はん定ていが入るはずなのですが──。

ツヴァイ：ですが──ということは、これはあれだな。

エルザ：あれ？

ダイン：えぇ、あれですね。

エルザ：ん？

ツヴァイ：お助けＮＰＣの演出だろ（笑）。

ＧＭ：読まれてました？

ツヴァイ：当然！（笑）

ＧＭ：では、ここでボーナスその２！　左右にそれぞれ別の種類の長ちよう剣けんを持ち、一体の魔族を斬り倒しながらながら飛とび込こんでくる人物がひとり。青みがかった黒い長ちよう髪はつ、三〇代半ばの美形な兄ちゃんです

一同：来たっ！（笑）

エルザ：やっぱり、レムナントさんですか？

ツヴァイ：そろそろ登場する頃ころだと思っていたぜ（笑）。

ＧＭ：「すまんな。この剣を取ってくるのに時間がかかった」レムナントはそう言いながらも、近ちか寄よってくるヤギに似た魔族ディブロウを、見もせずに左手に持った剣で一いつ刀とう両りよう断だんします。よく見てみると、その剣の刀身は金きん属ぞくではなく木でできています。

[image: ]

エルザ：木の剣？　もしかして、レムナントさんが持っている剣って、『タクティクスガイド』に載のっていた魔討剣ですか？

ＧＭ：「ほぅ、よく知っているな。そう、魔族を討うつために鍛きたえられた木ぼつ剣けん──魔討剣だ」

エルザ：そりゃ、わたしが授じゆ業ぎようで教えたことですからね。知っていて当然ですよ（笑）。




『タクティクスガイド』には、アルディオン大陸の伝説などをデータ化したレジェンドデータが掲けい載さいされている。この魔討剣もそこに載っている伝説のひとつである。魔族に対して、絶ぜつ大だいな効こう果かを発はつ揮きする魔法の武器、それが魔討剣なのだ。

　そしてこの魔討剣の伝説は、『タクティクスガイド』のなかで、シェルドニアン学園でエルザが教えている講こう義ぎという形で紹しよう介かいされていたりする。

　つまり、[image: ]村さんは今回のセッション前に、この伝説を読んでくださっていた──というわけである。ちなみにエルザの講義は全部で七本。興きよう味みのある方は、ぜひ読んでみてくださいませ（笑）。




ＧＭ：「ここは私に任まかせて先に進みたまえ」とゆーことで、この魔獣の集団を突破するための、ＦＳ判定をしなくても先に進めるようになります！

ツヴァイ：それだけ強いならお前が行けよ（一同笑）。

ＧＭ：「ふっ、残念だがそれはできない」

ツヴァイ：ほぅ、ならば理由を聞かせてもらおうじゃないか。ただし、ＮＰＣだからというのはなしだぞ（ニヤリ）。

ダイン：またメタなことを（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。その理由はきちんと考えてあるのですよ。ツヴァイの質しつ問もんに、レムナントはこう答えます。「キミは、私がナグルファルの封ふう印いんのひとつを担になっていることを忘わすれたのか？　もし、私がオルナに倒された場合、どうなるか分からないわけではあるまい」

ツヴァイ：ぐっ！　た、確たしかにそのとおりだ……。

エルザ：はい、きくたけさんの負け[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「それにキミたちのなかに、《トルネードブラスト》や《ハイパーブラスト》を取得している者はいないだろう。でなければ、この数の魔獣や魔族を捌さばききることはできん」

ツヴァイ：お前もメタなこと言うなよ！（笑）……だが、仕方ない。ここはレムナントに任せて先に行くとするか。

エルザ：レムナントさんも……ご無事で！

ＧＭ：「キミたちの方こそな。この先のことは頼たのんだぞ」そう言うと、レムナントは魔獣の群むれへと躍おどり込こみ、次々と魔獣たちを倒していきます。

ユンガー：よし！　我々も急ぐぞ！

一同：おうっ！




　単身、魔獣や魔族と戦うレムナントを残し、〝黄金の狼おおかみ〟は街のさらに奥おくへと進んでいった。





（＊）《ララバイ》　バードのスキル。バッドステータスのマヒを与える呪歌。

（＊）《レクイエム》　バードのスキル。バッドステータスの重圧を与える呪歌。

（＊）《コキュートス》　ウィザードのスキル。〈水〉属性のダメージを与える魔術。

（＊）《カウンタースペル》　ウィザードのスキル。対象の使用した魔術を打ち消す









◆Middle 10◆見送る者、見送られる者




ＧＭ：さて、次がいよいよミドルフェイズ最後のシーンとなるわけですが、その前にちょっとだけマスターシーンを演出しておきましょうか。街の中心部──セフィロス神しん殿でんへと向かうみなさんのうしろ姿すがたを横目で見ながら、レムナントはひとり戦い続けます。

エルザ：レムナントさんの演出ですね。

ＧＭ：えぇ。たったひとりとはいえ、かつてはセインとして戦った人物。しかし、倒しても倒してもきりがありません。次から次へと魔法陣のなかから現われる魔族や魔獣たちの攻撃に、レムナントは次第に息が上がり、その剣の腕うでも鈍にぶってきます。

ツヴァイ：おいおい！　まさか、戻もどってきたら死んでいるというオチはないだろうな。

ＧＭ：（ニヤリ）そして、また一体の魔族がレムナントに襲おそいかかります！




　鷲わしの翼つばさと蛇の尾おを持つ狼の姿をした魔族マルコシアスの攻撃を素す早ばやくかわし、〝魔討剣〟を振ふり下おろすレムナント。そして、次の気配を感じて振り向こうとする。

　その瞬しゆん間かん、レムナントは刺さすような激げき痛つうに顔をしかめた。そして、思わず痛みを感じた左ひだり脚あしへと視線を落とす。そこには、先ほど倒した蛇の形をした魔族の尾が鋭い牙きばを立てていた。

　だが、その一いつ瞬しゆんが隙すきとなった。

　レムナントが振り向こうとした気配の主──百の頭を持つ大蛇ラドンが、彼を飲のみ込こまんと奈な落らくのようなその巨大な口を開けていたのだ。レムナントはとっさに避さけようとするが、脚あしの痛みとマルコシアスの身体からだが邪じや魔まになり、思うように動くことができない。

　覚かく悟ごを決めるレムナント。

　だが、その時は訪おとずれることはなかった。まるで時間が止まったかのように、レムナントに襲おそいかかろうとしていたラドンの動きは止まっていたのだ。と、その身体はゆっくりと左右に割われる。その向こうには、白銀に輝く魔法の大たい剣けんを振り下ろすグリーナ・デュランタリエの姿があった。




ツヴァイ：この人も来たーっ！（一同笑）

ＧＭ：「ずいぶんと腕が鈍ったのではありませんか？　〝聖せい戦せん士し〟ユースタス殿どの」ヒューとヴァージニアを左右にしたがえたグリーナが、レムナントに笑いかけます。

エルザ：ユースタスってことは……。

ＧＭ：はい。魔討剣が一ひと振ふり〝蘇そ合ごう剣けん──輝く牙〟を持つセインのひとりですね。くわしくは『タクティクスガイド』をご覧らんください（笑）。

エルザ：レムナントさんがそんなに有名な人だっただなんて……。てっきり、誰だれかから魔討剣を借りてきたのかと思ってました（笑）。

ＧＭ：いや、そんな簡かん単たんに、ほいほいと借りられるようなものじゃありませんから（笑）。

ユンガー：つまり、レムナントさんはセインのなかでも、かなり有名人ということですか？

ＧＭ：伝説に名前が残るほどの有名人です（笑）。もっとも、本人はそう呼よばれるのが嫌いやらしく──「その名はもう捨すてたと前に言っただろう。今の私はレムナントだ」などと、グリーナに苦笑いしながら答えます。そして、その返事にグリーナは肩かたをすくめながら、遠く見えるセフィロス神殿の方へと目をやり──。




「彼らは行きましたか？」

　グリーナの問いに小さくうなずくレムナント。

「今から行っても──間に合いそうにありませんね。それよりも今は……」

「「この魔族たちが、ベルリールから出ないようにすることが先決！」」

　レムナントとグリーナは、ふたり声を合わせ、手にした剣を構かまえる。

「ヴァージニアはレムナント殿の支援を、ヒューは私のカバーをお願いします」

「はい！」「……了解しました」

　真っ赤に染そまるベルリールの街のなか、人知れずアルディオンを守るために戦う者たちがここにもいた。







◆Middle 11◆オルナの妄もう執しゆう




ＧＭ：とゆーような戦いが別の場所で繰くり広ひろげられるなか、みなさんもセフィロス神殿へと到とう着ちやくします。壁かべも天井も崩くずれているセフィロス神殿の礼れい拝はい堂どう、そこに巨大な石せき像ぞうが建っています。まるで竜に似たその姿──しかしそれは、みなさんが知る〝神竜王〟セフィロスの姿ではありません。

エルザ：これがナグルファル……。

ツヴァイ：ようやくここまで来たか。長かった……。いや、マジに長かった（笑）。

ダイン：戦闘の連続でしたからね。

ユンガー：変なふたり組が戦っていたシーンもあったけど（笑）。

ＧＭ：ジョリィとシャオリー！　変なふたり組なんて言わないでください（笑）。

エルザ：それでミリアちゃんやオルナは？

ＧＭ：ミリアはナグルファルの石像の前に横たわっています。その腕から血が流れ出して魔法陣を形成しているのは、オープニングでも演出したとおりです。そして、よく見ると、その石像の胸むねの辺りには黒い剣が突つき刺ささっています。

ダイン：あの剣がノートゥングですね。

ツヴァイ：剣はあとだ。まずはミリアを救わないと！

ＧＭ：そう言って、ツヴァイがミリアに駆かけ寄よろうとしたとき！　「そこから先に行かせるわけにはいきません」いつの間に現あらわれたのか、長剣を持ったオルナが立ちはだかります。

ツヴァイ：いまさら、こんなことをして何になるんだ！　もう、ベリアルは死んだんだぞ。お前の目的な何なんだっ!?

ＧＭ：するとオルナは首を横に大きく振ります。「ベリアル様はまだ負けてはいません。確かに身体はこの世界から消しよう滅めつしました。でも、ベリアル様の意思が、あの剣にはまだ宿っているのです」

エルザ：それで、その剣を使ってどうするつもりなの？

ＧＭ：「ベリアル様の力をナグルファルに移うつし、かの魔獣を復活させます」

ユンガー：やはりお前の目的はそれか！

ＧＭ：「いいえ。それはあくまでも余興。わたくしの目的はベリアル様を蘇よみがえらせること。ベリアル様はナグルファルという新たな身体を得て、再び蘇るのです！」石像を見上げながら、恍こう惚こつとした笑みを浮うかべるオルナ。

ツヴァイ：そんな醜みにくい化け物になってまで、生いき延のびたいとはな。本当にそれはベリアルの意思なのか？　……違ちがうんだろうな、きっと。

エルザ：えぇ。ベリアルを慕したうあまり、オルナの気持ちは歪ゆがんでしまった。大切な人を失った悲しみは、それほどまでに辛つらいものなのでしょうね。

ユンガー：だが、このままにしておくわけにはいかない。ナグルファルを蘇らせるなんて、馬ば鹿かげたことは絶対に止めないと。

ＧＭ：「馬鹿げたこと？　ベリアル様を蘇らせることが馬鹿げたことだなんて、あなたたちは言うのね。それなら、ここから出て行きなさい！」オルナはそう言うと、剣けん先さきをみなさんの方へ向けます。

エルザ：何を言っても無む駄だみたいですね。

ＧＭ：ここで説得できるわけではありませんからね。

ダイン：しょせんは人間と魔族、この世界では相あい容いれぬ存そん在ざい──。それが、神の決めた真実であり、我々に課せられた試練なのです。




＊　　　＊　　　＊




●第一ラウンド

ＧＭ：それでは、ミドルフェイズ最後の戦闘と参りましょう。敵はオルナひとり、距離は一五メートルになります。

ツヴァイ：確か、前ぜん巻かんのラストで《エンカレッジ》と《カッティングプラン》、それに《ダイレクトヒット》を使ってたな。

ＧＭ：はい。それは事前情じよう報ほうとして知っていてＯＫです。あと、オルナの行動値は18なので、今のところ一番速く行動します。それではセットアップから！

エルザ：理知の宝玉を使います。これで行動値が24になります！

ユンガー：じゃあ、このエルザのタイミングで《陣形》と《武器商人》を使おう。

ツヴァイ：了解！　じゃあ、オレはオルナにエンゲージする。

ダイン：私もツヴァイについていき、いつものフォーメイションで（笑）。

エルザ：じゃあ、わたしとユンガーさんも離はなれるということですね。

ダイン：ただし、わたしから二〇メートル以内でお願いします。《カバームーブ》が届かなくなってしまいますので（笑）。

エルザ：分かりました！

ユンガー：あとは《武器商人》でリンメルの矢を四本買っておこう。

ダイン：最後は私ですね。《インペレイティブ》《ホーリーフィールド》《ヘイスト》を使用。《ヘイスト》はツヴァイに！　（ダイスを振る）判定は成功。（ダイスを振る）行動値が８点上がります。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①エルザ　　　（行動値24）

　②ツヴァイ　　（行動値22）

　③オルナ　　　（行動値18）

　④ダイン　　　（行動値12）

　⑤ユンガー　　（行動値11）

[image: ]




ＧＭ：では、エルザからになります。

エルザ：出だし惜おしみなしでいきますね。マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《インフェルノ》。もちろんケセドの杖つえも使います！（ダイスを振る）命中は24です！

ＧＭ：オルナの回避は10＋３Ｄです。

ダイン：３Ｄで14以上ですか……。出ない数ではないですね。

ＧＭ：この初撃を回避しないとあとがつらくなる──（ダイスを振る）出目が11なので、達成値は21。ダメか！　回避失敗っ!!

エルザ：ダメージは50＋14Ｄです。（ダイスを振る）10、20、30、50の62！　合計で[image: ]点のダメージです！

ツヴァイ：62っ!?　14Ｄの平へい均きんって49だぞ。なんで10以上も上回っているんだ？

ＧＭ：今日のエルザはひと味違ちがいますね（笑）

エルザ：最終回なので、燃もえているんですよ（笑）。

ツヴァイ：火の魔ま法ほう使つかいだけにな～（一同笑）。

ＧＭ：誰がうまいこと言えと──って、そんなことよりもＨＰダメージはぴったり[image: ]！　しかし、オルナは余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮うかべています。「あなたの魔法はその程度ですか？」身体にまとわりつく魔法の炎を、手にした剣の一振りで振ふり払はらいます。で、次がツヴァイ。

ツヴァイ：マイナーアクションは《ファストセット》、それで《スマッシュ》、《フルスイング》。で、メジャーは《ストラグルクラッシュ》！　そして、その合計のコストが27！　残りＭＰは６!!（一同笑）




　エルザの《インフェルノ》を合図に、ツヴァイも渾こん身しんの力を込こめて魔導銃キヤリバーで殴なぐり、撃うつ！　そして《ストラグルクラッシュ》の一撃目はクリティカル！　オルナは回避することができず、一撃目のダメージは96点、二撃目は93点！　しかし、オルナはまだ倒たおれない。




ＧＭ：「では、次はこちらの番ですね」オルナは手にした長剣を掲かかげると、その刀身にびっしりと古エルダ語が浮うかび上あがります。

ユンガー：なんかものすごい攻撃が来そうだぞ。

ＧＭ：「攻撃？　そんなことしません。そもそも、わたくしは戦闘向きの魔族ではないんですよ。ただ、記き憶おくを操あやつることができるだけ」

エルザ：記憶？

ＧＭ：「ええ。ですからあなた方の記憶を奪うばわせていただきます」とゆーことで、《記憶封印》というオリジナルのエネミー特殊能力を使用します。難なん易い度ど20の【精せい神しん】判定に成功しないとスキルがひとつ使用不ふ可か、もしくは効果が発揮できなくなります。

一同：なんだって──────っ！

ツヴァイ：いつまで？

ＧＭ：シナリオ終了まで。

一同：シナリオ終了までっ!?

ＧＭ：対象は「場面（選せん択たく）」ですので、全員が対象となります。

[image: ]

ダイン：使えなくなるスキルは、誰が選ぶんですか？

ＧＭ：もちろん、こちらで指定させていただきます。

ツヴァイ：【精神】ってことは17以上？　フェイトを３点使ってようやく期き待たい値ちだな。無理、それは無理！　というか、失敗したときのリスクがでかすぎっ!!

ダイン：これは《インタラプト》するしかないかと。

ユンガー：《インターフィアレンス》は？

ＧＭ：これは攻撃ではないので使えません。使用不可にするスキルはツヴァイが《ストラグルクラッシュ》、ユンガーは《サプライザル》、エルザが《インフェルノ》、ダインは《ジョイフルジョイフル》を指定します。

ツヴァイ：くそー、ミドルフェイズの敵のくせに、危き険けんな技わざを使いやがって（一同笑）。

ユンガー：仕方ないな。《インタラプト》を使う！

ＧＭ：分かりました。では、ユンガーの放った矢によってオルナが高く掲かかげた剣が揺ゆらぎ、《記憶封印》の効果を発揮する前に刀身の文字が消えます。

ツヴァイ：ほっ、よかった。《インタラプト》は持っていなかったか。

ＧＭ：「ほぉ、さすが我わが主──ベリアル様の身体を葬ほうむっただけのことはありますね。しかし──」ここでオルナは《エンカレッジ》を使用！

ツヴァイ：来るぞっ！

ＧＭ：目標はエルザ。マイナーで《カッティングプラン》、メジャーで《遠えん隔かく攻撃》を行ないます。オルナの持つ長剣が、彼女の手を離はなれてエルザの許もとへと飛来して斬きりかかります。（ダイスを振る）命中は23！　これだと《インターフィアレンス》で妨害されてしまうので、《邪じや神しんの力》を使ってクリティカルにします！

エルザ：えぇ────っ！

ツヴァイ：なんて嫌いやらしい能力ばかり持っているんだよっ！

ＧＭ：で、この攻撃が命中した場合、もちろん《ダイレクトヒット》も使用します。

ツヴァイ：アインを殺したときと同じ組みあわせかっ！

ダイン：そうなると《カバーリング》も《プロテクション》によるダメージ軽減もできなくなりました。あとは、がんばってエルザさんに避さけてもらうしか……。

ユンガー：いや、ここでエルザにフェイトを使わせるわけにはいかない。《インターフィアレンス》を使う。

ツヴァイ：え？《インターフィアレンス》をするにしても、クリティカルじゃないと打ち消せないんですよ？

ユンガー：（笑みを浮かべながら）出せばいいんだよ。

ツヴァイ：なんという笑顔！　すげー、自信だ（笑）。

ユンガー：フェイトを４点して、これでダイスが８個こ振ふれるようになります。

ツヴァイ：ダイス８個でクリティカルが出る確かく率りつって40％くらい？　まぁ、ここでクリティカルを出せば英えい雄ゆうだな（笑）。

ユンガー：（笑顔で）出せばいいんだよ（一同笑）。

ダイン：ここで《インターフィアレンス》に成功しないと、クライマックス前にエルザさんの生命の呪じゆ符ふが飛ぶということになりますね。

エルザ：それは困こまります。ユンガーさん、お願いしますっ！

ユンガー：はい！　じゃあ《インターフィアレンス》いきますよ。やぁ───っ！（ダイスを振る）おおっ！　きた───っ!!

一同：クリティカルっ!!

エルザ：やった！　ユンガーさん、ありがとうございますっ!!

ツヴァイ：本当に出したよ、この人（笑）。

ＧＭ：「また、あなたですか……」オルナは一度ならず二度までも邪魔をしてきたユンガーをにらみつけます。

ユンガー：大切な仲間をやらせるわけにはいかないんでな。

ＧＭ：「まずはあなたを倒すしかないようですね。しかし、その前にその技を……」と言いながら《インターフィアレンス》をオリジナルのエネミー特殊能力《剣けんの記憶》で憶えます。

ツヴァイ：うわっ！　コピー系の敵かよ。

ＧＭ：記憶を操る魔族ですから（笑）。ただし、《剣の記憶》で憶おぼえられるスキルは４つまでなので、もう使ってしまった《エンカレッジ》を捨すてます。これで現げん在ざい憶えているのは、《カッティングプラン》《ダイレクトヒット》《ストラグルクラッシュ》《インターフィアレンス》になります。

ツヴァイ：あれ？《ストラグルクラッシュ》は前巻では使ってないよな。

ＧＭ：いや、これは第九話でグリーナと戦ったときに憶えたスキルです（笑）。

ダイン：そういえば、グリーナさんが使ってましたね。

ツヴァイ：余よ計けいなことするなよっ！　しかも攻撃外してたじゃん（一同笑）。

ＧＭ：いや、ほら。前回使った以外のスキルを使ってきた方が面おも白しろいでしょ（笑）。

ツヴァイ：どうりで、あのシーンの描びよう写しやに力が入っていたと思ったよ。

ＧＭ：あはははは（笑）。では、次はダインの行動！

ダイン：私は待機します。おそらくエルザさんに《ジョイフルジョイフル》を使うことになるかと思いますが（笑）。

ツヴァイ：火力が段だん違ちがいだからな（笑）。

エルザ：あれ？　ツヴァイくんの《ストラグルクラッシュ》は？

ツヴァイ：ＭＰがもうないんですよ。なんで、エルザさんお願いします（笑）。

ユンガー：じゃあ、先に攻撃します。《ディスアピア》《サプライザル》《デュアルアロー》で攻撃……（ダイスを振る）お、またクリティカルだ（笑）。

ツヴァイ：今回はユンガー無双だな（笑）。




　この攻撃にユンガーは《サドンインパクト》を使用！　さらにダインが《ディスコード》で支援する。ダインの魔ま力りよくのこもった歌によって威い力りよくを増ました二本のリンメルの矢はオルナの急所を貫つらぬく。このユンガーの攻撃によるダメージは[image: ]点。

　そして、ダインの《ジョイフルジョイフル》によって、再びエルザがケセドの杖の力を解かい放ほうし、炎の魔法を放つ！




エルザ：（ダイスを振る）命中は26です！

ＧＭ：しかし、ここでオルナの持つ長剣の形けい状じようが弓に変化します。《武器変化》を使用！　そして《インターフィアレンス》でエルザの魔法に対たい抗こうします。命中は12＋４Ｄ！

ツヴァイ：おっ！　これは五分と五分か？

エルザ：《イフリート・シマー》を忘わすれないでくださいね（にっこり）。

ＧＭ：あっ！　…………１Ｄ減へります。いや、《邪神の力》を使えば──って、メジャーアクションの判定にしか使えねぇ──っ！（一同笑）

エルザ：それじゃ、ダメージいきますね。えいっ！（ダイスを振る）

ユンガー：すごいっ！　５と６だらけだ（笑）。

エルザ：出目が66なので、合計で[image: ]点ですね。

ツヴァイ：なんで14Ｄで66も出るんだよ！　平均で49だぞ！　今日の[image: ]村さん、ダメージの出目よすぎだろ。

エルザ：最終回ですから（笑）。

ＧＭ：くそー、本当に一ラウンドで倒されてしまった（パタンとポーンを倒す）。

ツヴァイ：さようなら、オルナ。相手にした女が悪かったな（一同笑）。

ＧＭ：またしても攻撃が一度もできなかった（笑）。

ダイン：いや、《記憶封印》とか言われたら、もうさっさと倒すしかないと思いますよ。

ツヴァイ：あの瞬間は、一瞬ヒヤッとしたからな。

エルザ：《インフェルノ》封印しますと言われたらわたしは、《ファイアボルト》で攻撃するしかできなくなりますからね。

ダイン：そうなると、エルザの攻撃力はがた落ちになりますな（笑）。

ＧＭ：まぁ、そこまで言ってくれればオルナも本望でしょう。「やはり、わたくしではあなた方に勝てなかったですね」倒れたままオルナはつぶやきます。

ユンガー：いや、十分にお前は強かった。一手間ま違ちがえれば、死んでいたのは我々の方かもしれない。

ＧＭ：「そう言ってくれるのであれば、戦った甲か斐いがあったというもの……。この先に進みたければ進むがいいでしょう」すべてを覚悟したのか、オルナは優やさしい口調で言います。

ツヴァイ：お前に言われなくてもそうさせてもらうさ。

ＧＭ：「でも、命が惜しくばここから逃にげることをお勧すすめするわ」

ツヴァイ：なにっ!?

ユンガー：どういうことだ？

ＧＭ：「じきにナグルファルの周囲には結界が張はられ、そこからは何なん人ぴとたりとも出入りすることができなくなる。たとえ、あなたたちがナグルファルを倒したとしても、あなた方がその結界から出ることはできない……」

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：「そして、その結界を解とくことができるのは、このわたくしかベリアル様だけ。だから、わたくしが死ねばもう誰も結界を解くことはできない。それでも、先に進むというのであれば止めはしない」ここまで言うと、それまで優しげな笑顔を浮かべていたオルナの表ひよう情じようが一変し、見る者の背せ筋すじが凍こおるような冷たい、嘲あざ笑わらうかのような顔になります。




「それに、その結界は冥めい界かいの門を開くための魔法陣とも連動しています。あなた方が結界を解かない限り、多くの我が同どう胞ほうたちや魔獣が蘇よみがえり、アルディオンは瘴しよう気きに溢あふれることになる。その中でこの世界が瘴気に満ちあふれるのを見守り、そして絶ぜつ望ぼうにうちひしがれるとよいでしょう」




ＧＭ：こうして、オルナは息いき絶たえます。その瞬間、五本目の柱が上がります。

ツヴァイ：なんだかんだ言っても、やっぱり魔族か……。

ユンガー：残る柱は三本……。で、どうする？

ツヴァイ：もちろん行くに決まってますよ。このままナグルファルが蘇るのをただ見ているわけにはいかないし──何よりも、あそこにはミリアがいますから。

ダイン：でも、ナグルファルを倒したとしても、結局は事じ態たいは好転しないのですよ。

エルザ：だからと言って、何もしないわけにはいかない……でしょ？

ツヴァイ：あぁ。

ユンガー：分かった。そういうことであれば、ここから先はそれぞれが決めて欲ほしい。先に進むのか、それとも進まないのかを。

一同：……。

ユンガー：ナグルファルを倒すというのもひとつの方法だ。だが、ここで引き返して魔法陣を破は壊かいする方法を探さがすというのもひとつの方法だろう。だから、みんながそれぞれで自分の行動を決けつ断だんしてくれ。

ダイン：ユンガー殿はどうなさるんですか？

ユンガー：私か？　カテナ隊長は今でもバルムンクを追い続けている。ならば、その中ちゆう核かくを担になうやつを倒すのは当然だろう。

ツヴァイ：それって、かなり遠回しに言っているけど、先に進むってことだろ（笑）。

ユンガー：まぁ、そういうことだ（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、これで隊長とオレは確定というわけか。オレも進むからな。

ユンガー：ふっ。お前ならそう言うと思ったよ。

ダイン：ツヴァイが進むなら仕方ありません。あなたの背せ中なかを守るのは私の役目ですから。

エルザ：なーんだ。結局みんな先に進むってこと？

ツヴァイ：エルザさんも？

エルザ：なんで、わたしだけ仲間外れにするの？　前にも言ったでしょ。牙きばの欠けた狼おおかみはみっともないって。わたしも〝黄金の狼〟のメンバーなんですから。

ユンガー：これで決まりだな。

ダイン：そういうことであれば、ここで回かい復ふくしておきましょう。（ＧＭに）ナグルファルを守る結界が完成するまで、時間がありますか？

ＧＭ：はい。八本目の柱が上がる前にナグルファルのところに行けば、結界に阻まれることはありません。どちらにしても、ナグルファルを倒すためには、石像の状態を解除──つまり、一度復活させる必要がありますから。

ツヴァイ：やっぱり、ナグルファルと戦わなければならないってことか。

ＧＭ：幸いなことに結界の外では、レムナントやグリーナ、ジョリィにシャオリーが戦っていますから、みなさんがナグルファルと戦っている間は、外の魔族や魔獣たちがベルリールから出ることはありません。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]！

ＧＭ：ただし、結界を解くことができないと、ジョリィを除くＮＰＣは全員死亡となり、さらに魔族や魔獣たちが大量にアルディオンに放たれることになります。

一同：なんだってっ!?

ユンガー：でも、なんでジョリィだけ除くんです？

ＧＭ：だって、『無印』五巻に登場しているんだもん（一同笑）。

エルザ：それじゃあ仕方ないですね（笑）。

ダイン：さて、あまり時間がありません。私が《シンセサイゼーション》と《マグニフィケーション》を使ってＭＰを回復しましょう。さぁ、集まってください。

ツヴァイ：相変わらず、ダインは頼たよりになるなぁ（笑）。

ダイン：みなさんを守るのが私の仕事ですから。

ユンガー：ダイン、頼たのむ。それから、〝黄金の狼〟隊長としての最後の命令だ。全員、生きて帰れ！　それだけだ。

ツヴァイ：あぁ、もちろんだ！

エルザ：言われるまでもありません。

ダイン：命令ならば仕方ありませんね。

ユンガー：よし、行くぞ！

一同：はいっ！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆ナグルファル復活！




　　ゆっくりと、だが着実に歩みを進める四人。

　目の前には、かつて神々と戦った魔獣の石化した姿があり、儀式の生いけ贄にえとなったミリアが横たわっている。

　そして、ついに八本目の光の柱が立ち上り、ナグルファルと四人の周囲が極光オーロラにも似た光が包み込み、石像に突つき刺ささっていた黒き剣つるぎが、沼に沈むかのように飲のみ込こまれていく。

　それとともに、コウモリに似た巨大な六枚の翼が、口から顔をのぞかせている鋭い牙が、大剣ほどの大きさの腕の爪つめが、身体からだを覆う鱗うろこや剛毛が本来の姿へと戻る。

　封印が解けたことを喜ぶかのように、魔獣ナグルファルは咆ほう哮こうを上げた。




ＧＭ：それでは最終回のクライマックスフェイズ！

エルザ：泣いても笑っても、これが最後ですね。

ツヴァイ：あ、戦闘が始まる前にミリアを安全な場所へと移うつすことはできる？

ＧＭ：できます。

ツヴァイ：じゃあ、ミリア！　とか叫さけびながら駆かけ寄よって抱だきかかえ、結界の端はしの安全そうな場所に移そう。

ＧＭ：と、ミリアがうっすらと目を開けます。「ツヴァイくん……なんでここにいるの？」

ツヴァイ：何言っているんだ。遊びにきてくれって手紙に書いたのはミリアだろ。

ＧＭ：「あ、そうだっけ……。あはははは」かなりの血が抜ぬけているためか、力ない声で笑うミリア。

ツヴァイ：おい！　大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：「大丈夫。でも、ごめん。ボク……なんだかちょっと眠ねむいみたい」

ツヴァイ：じゃあ、ここで少し寝ねてろ。すぐに片かたづけてくるからな。そうしたら、一いつ緒しよにラドフォード伯はく領へ帰るぞ。

ＧＭ：「うん、分かったよ」そう言うとミリアは再ふたたび目めを閉とじます。息はありますが、かなり危あぶない状じよう態たいですね。

ツヴァイ：まったく、こんなひどいことしやがってっ！

ＧＭ：「ひどいことだと？　我わが身体を滅ほろぼしたお前に、そのようなことを言われるとは心外だな」はるか頭上──ナグルファルの口から、身体を震ふるわせるほどの声が響ひびき渡わたります。

ツヴァイ：お前の身体なんてとうに滅ほろんでいただろうが。ただ時間を止めて、かろうじて保たもっていただけじゃないか！

ＧＭ：「ふん。仮かり初そめの魂たましいでよく吠ほえる。本来はその身体も我わが物だというのにな」

ツヴァイ：何を言うかと思えば……。この身体は初めからオレの物だし、アインの身体だって最初からやつの物だ。でも、よかったな、今はそんな立りつ派ぱな身体があるじゃないか。

ユンガー：確たしかにそうだな（笑）。

エルザ：うん、だいぶ素す敵てきな姿になりましたね（笑）。

ＧＭ：「そうだな。だから、お前の身体はもういらぬ」ナグルファルの口くちの端はしが、笑ったかのように歪ゆがみます。

ツヴァイ：なんだ。満足してるじゃないか。

ＧＭ：「満足だと？　満足などしているものか！　このような不自由な身体が何の役に立とうか」ナグルファルの──いや、ベリアルの怒ど気きが、周囲の瓦が礫れきを吹ふき飛とばすほどの衝しよう撃げきとなって襲おそいかかってきます。そしてナグルファルは翼つばさを大きく広げると、ゆっくりと羽ばたき、中空に浮うかんでいきます。




「〝真の死〟を迎むかえた我が身体は、もう元に戻もどらぬ。せめて、ここでお前たちを喰くらい、そのあとで、ゆっくりとこのアルディオンを滅ぼしてやるわ！」

[image: ]




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とゆーことで戦せん闘とう開始となります（スクウェア戦闘用のシートを広げる）。

[image: ]

ツヴァイ：おっ！　スクウェア戦闘だ！

ＧＭ：えー、みなさんはこの位置となります（ポーンを配置する）。

ツヴァイ：ミリアは？

ＧＭ：さきほどツヴァイが運んだので、この戦闘では気にしないでよいということにします。そして、これがナグルファル＝ベリアル（スクウェア上じように大きな十字の紙を置く）。

ダイン：でかっ！（笑）

ユンガー：しかも、紙に頭とか翼とか書いてありますね。

ＧＭ：はい。今回は複ふく数すうのスクウェアにまたがるエネミーと戦っていただきます。簡かん単たんに説明しますね。




①ナグルファル＝ベリアルは、９スクウェアの大きさの十字形をしている。

②ナグルファル＝ベリアルが移い動どうするときは、この十字形すべてが一緒に動く。

③ナグルファル＝ベリアルは頭、胴どう、尾お、翼×２の五つの部位に分かれており、攻こう撃げきするときはどこを狙ねらうかを宣せん言げんする必要がある。

④各部位にはＨＰが設せつ定ていされており、部位のＨＰが０になると、その部位が持つ特とく殊しゆ能のう力りよくが使用できなくなる。

⑤各部位のＨＰのほか、ナグルファル＝ベリアルはＨＰを持っており、これを０にすることでナグルファルを倒たおすことができる。なお、各部位に与あたえたＨＰダメージ分も、ナグルファル＝ベリアルのＨＰから減へらすことになる。

⑥ナグルファル＝ベリアルが飛行状態のとき、《高高度飛行》の効こう果かにより、ナグルファル＝ベリアルに白兵攻撃を行なうことはできない。ただし、ナグルファル＝ベリアルのいるスクウェアにエンゲージしたとしても移動を終しゆう了りようしなくてもよく、さらに離り脱だつのルールも適てき用ようされない。




ダイン：この戦闘は燃もえる！　本当にでかい敵てきと戦っているみたいだ。

ツヴァイ：なるほど。頭を潰つぶすとか、胴を叩たたくとか、そんな感じになるわけか。

ＧＭ：そうです。ＨＰは全体でも管理していますので、どこを攻撃してもＯＫです。ただし、部位によって防ぼう御ぎよ力りよくが違ちがいますので、攻撃方法によって考えながら攻撃してくださいね。説明はここまでにして、それでは最後の戦闘を開始しましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：それではセットアッププロセスから、こちらの行動値は26です。

エルザ：けっこう速いですね。

ＧＭ：まずは、ナグルファル＝ベリアルのセットアップからいきます。《瘴しよう気き放出》！　シーンに登場しているすべてのキャラクターを邪じや悪あく化させます。

一同：邪悪化っ!?

ツヴァイ：そんなのどうやって防ふせぐんだよっ!!

ＧＭ：まぁ、普ふ通つうは【精せい神しん】判はん定ていをしてもらうんですが、今回は必要ありません。ツヴァイの持っている〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟が光り出し、ＰＣとミリアの周囲に光ひかり輝かがやくフィールドを作りだしてくれます。そして、このとき、ツヴァイの脳のう裏りに聞き覚えのある声が響ひびいてきます──。




「大丈夫です。瘴気の侵食は私が抑おさえます。ですから、あなたは心置きなくベリアルと戦ってください」




ツヴァイ：え？　誰だっ!?

ＧＭ：「兄のことも分からないとは……。まったく薄情な弟ですね」

ツヴァイ：え？　アイン？　アインなのか？

ＧＭ：「はい。どうやら意識の一部が竜輝石に宿ってしまったようです。こういうこともあるとは……」

エルザ：そういえば、グラスウェルズの竜輝石にも歴代の王様の怨おん念ねんが宿っていましたね。

ツヴァイ：そういうことかっ！　でも、お前がオレに協力するなんて、どういう風の吹き回しだ？

ＧＭ：「ふっ、ベリアルを倒たおしたい気持ちは一緒ですからね。それにあなたとこの数ヶ月の間、行動を共にしてよく分かりました。あなたは本当に強い。我が弟ながら感心します」

ツヴァイ：けっ、いまさら何を言ってるんだよ。だが、協力は感かん謝しやするぜ！（笑）

ＧＭ：「おのれ、アイン！　貴様まで邪魔をするのかっ!!」とゆーことで、ナグルファル＝ベリアルのセットアップは終了。あ、ちなみに今回はこの瘴気を遮しや断だんする能力を使っているため、ダメージを防ふせいだり、フェイトを回かい復ふくしたりという竜輝石の特殊な力を使うことはできません。

ツヴァイ：まっ、それは仕方ないか。

ユンガー：瘴気を防いでくれるだけでも十分だからな。

ＧＭ：では、次はエルザのセットアップです。

エルザ：エネミー識別、いきます！

ユンガー：ちょっと待った。その前に《陣じん形けい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》も使ってしまおう。こんだけでかい身体だ。範はん囲い攻撃とか間ま違ちがいなく持っているんじゃないか？

ツヴァイ：確かにそのとおりだ。じゃあ、オレはナグルファルの頭のところまで移動しよう。

ダイン：では、私もツヴァイを守るために同じ場所へ行きます。

ユンガー：で、私もエルザとは別のエンゲージになろう。

ダイン：あ、移動するときは、私の《カバームーブ》の範囲からは外れないように気をつけてくださいね。

ユンガー：もちろんだ！

エルザ：では、エネミー識別しますね。（ダイスを振ふる）達成値は37です！

ＧＭ：成功です。前にナグルファルの名前が出たときから調べていたのか、エルザはこいつの能力をすべて知っていました（笑）。




　ナグルファル＝ベリアルのデータは、次のコラムをご覧らんください。

[image: ]




ダイン：うわっ！　こいつ、爪、爪、牙、尻尾の四回攻撃してくる。分かる人にしか、分からないネタを（笑）。

ＧＭ：せっかく巨きよ大だいな敵を出すので、オマージュということで再さい現げんしてみました（笑）。

エルザ：どこから攻撃しましょうか？

ユンガー：まずは頭を破は壊かいするのが先？

ダイン：いや、ここは翼が先でしょう。《限界突破》が切れると、攻撃を当てるのが大変になります。頭の《瘴気のブレス》は《インタラプト》で対たい応おうしましょう。

ツヴァイ：だな。

ダイン：ということで、《インペレイティブ》で《ファイトソング》と《ホーリーフィールド》を使います。《ファイトソング》で復ふつ活かつさせるのは、もちろん《インタラプト》で！

ＧＭ：これでセットアップは終了。それではイニシアチブプロセスに移うつります。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①ナグルファル＝ベリアル　　　　（行動値26）

　②ツヴァイ　　　　　　　　　　　（行動値14）

　③エルザ　　　　　　　　　　　　（行動値13）

　④ダイン　　　　　　　　　　　　（行動値12）

　⑤ユンガー　　　　　　　　　　　（行動値11）




ＧＭ：まずはイニシアチブプロセスから。

ユンガー：《アデンダム》を使用して攻撃する！　マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》。目標は右う翼よく！　さらに《デュアルアロー》も使用します。（ダイスを振る）命中は52！　命中は高めだけど、ここはクリティカルを狙ねらってフェイトを使います！

ツヴァイ：隊長がやる気だ（笑）。

ユンガー：《限界突破》中だからな。（ダイスを振る）よし！　出たっ!!

ＧＭ：何だってっ!?　本当にクリティカル出してるし。

ツヴァイ：『ブレイク』の小こ暮ぐれさんといい、『アクロス』の矢薙さんといい、クリティカル出だし過すぎじゃない（笑）。

ＧＭ：しかし、飛行状態中のナグルファル＝ベリアルの回かい避ひは４Ｄ振ふれるのです。（ダイスを振る）ダメ！　回避失敗！

ユンガー：じゃあ、ここで畳たたみ掛かけよう。《ブルズアイ》も使って……（ダイスを振る）[image: ]点のダメージ！

ＧＭ：ユンガーの放った矢によって、翼の薄うすい皮ひ膜まくの大部分が破やぶれてしまいます。しかし、まだ飛べなくなるほどではありません。次はナグルファル＝ベリアルの番ですが……。

ツヴァイ：ならここで《カリキュレイト》で、右の翼を倒たおそう。マイナーは《ファストセット》《ウィング》《デスターゲット》。メジャーで《バッシュ》！




　背せ中なかから白い翼を展てん開かいし、空へと舞まい上あがるツヴァイ。すかさず狙ねらいをつけ、ナグルファル＝ベリアルの傷きずついた翼へと魔導銃キヤリバーを撃うち放つ。

　与えたダメージは79点。ユンガー、そしてツヴァイの連続攻撃によって、ナグルファル＝ベリアルの右翼の被ひ膜まくがすべて破れ散った。




ＧＭ：これで《高速飛行》の効果がダイス＋１個になります。やっぱり、エネミー識別されると的てき確かくに弱点を突つかれてくる。で、次はナグルファル＝ベリアルの攻撃。頭部が《瘴気のブレス》、胴体が爪つめの《連続攻撃》、尻尾が《なぎ払はらい》をしてきます。

ユンガー：《瘴気のブレス》に《インタラプト》を使用する！




　大きく口を開け、瘴気を帯びたブレスを吐はこうとするナグルファル＝ベリアル。

　だが、その隙すきをユンガーは見み逃のがさなかった。柔やわらかい口内をめがけて矢を放つ。それに気づいたナグルファル＝ベリアルはブレスを吐はくのを中ちゆう断だん、急いで口を閉とじる。矢は鱗うろこに弾はじかれたが、ユンガーの目的はダメージを与あたえることではない。それだけで十分だ。




ＧＭ：しかし、まだ爪の攻撃がある。恨うらみを込こめて、ツヴァイに爪の《連続攻撃》！　一回目は（ダイスを振る）25！

ツヴァイ：（ダイスを振る）16＋９で──25！　よし、避さけたっ!!

ＧＭ：二回目！（ダイスを振る）今度は29！

ツヴァイ：それは無理！

ユンガー：《インターフィアレンス》！　（ダイスを振る）クリティカルで成功！　あれほど、油ゆ断だんするなと言っただろう！（笑）

ツヴァイ：すいません、隊長！　ありがとうございます！（笑）

ＧＭ：最後は尻尾！　ナグルファル＝ベリアルは横にぐるっと一周回転しながら、自分のいるスクウェアとその周囲すべてを攻撃します。（ダイスを振る）おしい！　クリティカルはしない。命中は30！　そしてダメージは80＋８Ｄ。

ダイン：こちらが本命でしたか。仕方がありません。（ダイスを振る）回避失敗！

ツヴァイ：こちらも失敗だ。ダイン！

ダイン：分かっています。《カバーリング》！

ＧＭ：風を切る音と共に、大木のような尻尾が迫せまってきます。（ダイスを振る）[image: ]点！

ダイン：物理防御力が48なので、66点が二回ですか。倒たおれることはありませんが、ちょっとつらいですね。一いち応おう、《プロテクション》をしておきましょう。（ダイスを振る）22点軽けい減げん。

エルザ：それなら、わたしも《サモン・アラクネ》を。さらにケセドの杖つえを使って……（ダイスを振る）25点軽減します。

ダイン：お、それならまだ余よ裕ゆうですね（笑）。

エルザ：次はわたしの番ですね。残った左の翼に《インフェルノ》です！

ＧＭ：な、なんか一いち撃げきで落とされそうな予感がする（笑）。

エルザ：マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《インフェルノ》。もちろんケセドの杖つえも使って……（ダイスを振る）命中は35です！

ＧＭ：右の翼が無事なら、まだ回避できる可か能のう性せいが残されていたんですが、３Ｄじゃ……（ダイスを振る）回避できません！

エルザ：じゃあ、ここで《マジックフォージ》を使います。さらにフェイトを４点使って、ダメージは68＋32Ｄ！（ダイスを振る）10、20、50、70、80の96！　合計で[image: ]点です！

ＧＭ：[image: ]点？　くっ、また微び妙みようなダメージを……。《ベリアルの欠片かけら：時間停止》は使わない。[image: ]点のＨＰダメージを受けます。

ダイン：ここで私は待機を選せん択たく。

ユンガー：次は私だな。では、残りの翼も落とさせてもらおう。




　ユンガーの予告どおり、《ディスアピア》《サプライザル》の攻撃で左さ翼よくも落とされ、ナグルファル＝ベリアルは《飛行能力》の効果を失って落下する。さらに《高速飛行》の効果も切れて、回避判定へのダイスも減げん少しようしてしまう。




　そして最後に、ナグルファルの、さらには仲間の行動を見極めていたダインが《ジョイフルジョイフル》をエルザへとかける。

　ダインの呪歌によって力を得たエルザは、ケセドの杖を高々と掲げ、地に叩き堕とされた魔獣へと向けて呪文を唱えた。

「《インフェルノ》!!」




エルザ：（ダイスを振る）ダメージは97点です。

ＧＭ：ぼうっ！　翼に続けて、今度は頭が炎ほのおに包まれました。しかし、これで第一ラウンドは終了──。

ユンガー：《再さい行こう動どう》！

ＧＭ：ぐえぇっ！　わ、忘わすれていた……。

ツヴァイ：まだまだ、こっちのターンだぜ！（笑）地面に落ちちまえば、こっちのもんだぜ。マイナーで《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》っと──隊長！

ユンガー：ん？

ツヴァイ：《命の滴しずく》をお願いしまーす（笑）。

一同：ＭＰ切れっ!?

ツヴァイ：うん。全力で攻撃しようとするとＭＰが足りない。

ユンガー：仕方がないな（笑）。《命の滴》を使用！

ツヴァイ：助かるぜ。38点回復！　えー、改めてマイナーで《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　目標は頭！　一撃目は……（ダイスを振る）34で命中！

ＧＭ：回避のダイスが一個こ減へるので無理！

ツヴァイ：ダメージは……（ダイスを振る）92点！




　翼を失ってしまい動きが鈍にぶくなったナグルファル＝ベリアルでは、ツヴァイの攻撃を避さけることはできない。《ストラグルクラッシュ》に二撃目も回避することはできず、97点のダメージを受けてしまう。

　さらにエルザの創つくりだした魔ま法ほうの炎が襲おそいかかる。




エルザ：（ダイスを振る）ダメージは99点です！

ＧＭ：それを受けると頭部が破壊されてしまうので、ここで《ベリアルの欠片：時間停止》を使います。ＨＰダメージを０に！

エルザ：残念！

ダイン：でも、これで次はこころおきなく《リゼントメント》が使えますよ（笑）。

エルザ：はい。次が勝負ですね。

ダイン：で、私はツヴァイに《ポーションピッチ》を使っておきますか。

ツヴァイ：サンキュー！　ダイン。

ユンガー：最後は私か。これで頭は落ちるかな？　いつもの組みあわせで攻撃、さらに乾けん坤こん一いつ擲てきの能力も使う。命中は……（ダイスを振る）あ、クリティカル（一同笑）。

ツヴァイ：またかっ！（笑）

ＧＭ：お願い！　クリティカル出て[image: ][image: ]（ダイスを振る）ダメ！　回避失敗！

ユンガー：なら、ここで《サドンインパクト》で防御力を０にして……（ダイスを振る）77点のダメージ！

ＧＭ：……ブレスを吐はかないうちに頭部が落ちてしまった。

一同：よしっ！

ツヴァイ：ギリギリ間に合ったっ！

ＧＭ：鱗の隙すき間まを狙ったユンガーの攻撃が致ち命めい傷しようとなり、ナグルファル＝ベリアルの首が力なく折れて、その頭が地面に叩たたきつけられます。「おのれ、おのれ、おのれ、おのれ、おのれ、おのれ、おのれ、おのれっ!!」その口からは呪じゆ詛そに満ちた言葉が漏もれ聞こえてきます。

ツヴァイ：しぶとい！　まだ倒たおれないのかよっ！




●第二ラウンド

ＧＭ：「まさか、これほどまでの力を持っていようとは……。その身体からだこそ、まさに我の身体にふさわしいものを……」すでに首を持ち上げる力はなく、頭が横になったままでナグルファル＝ベリアルはつぶやきます。

ツヴァイ：さっきも言ったとおり、この身体はオレのものだ。お前のものじゃない！　さっさと滅ほろびやがれ！

ＧＭ：「まだ言うかっ！」とゆーわけで、セットアップ！

エルザ：理知の宝ほう玉ぎよくを使います。行動値は24になります。

ダイン：では、それに《ヘイスト》も乗せましょう。これで、ナグルファル＝ベリアルよりも速くなるはずです。（ダイスを振る）判定は成功！　行動値に＋10してください。

エルザ：これで行動値は34！

ＧＭ：では、エルザからの行動となります。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①エルザ　　　　　　　　　　　　（行動値34）

　②ナグルファル＝ベリアル　　　　（行動値26）

　③ツヴァイ　　　　　　　　　　　（行動値14）

　④ダイン　　　　　　　　　　　　（行動値12）

　⑤ユンガー　　　　　　　　　　　（行動値11）




エルザ：マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《インフェルノ》、さらにケセドの杖も使って、命中したら《リゼントメント》も使います。尻尾を狙って──（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：ここでクリティカルっ！

ツヴァイ：すげぇ！　なんで矢薙さんも[image: ]村さんも、そんなにクリティカルを出せるんだ？　しかもおいしいところで。

ダイン：きくたけさんは、肝かん心じんなところでダイス目悪いですからねぇ。

ツヴァイ：それもおいしいっていうんだよ！（一同笑）

エルザ：うわぁー、なんか命中でクリティカルが出るとうれしいですね。じゃあ、予定どおりにここで《リゼントメント》を使っちゃいます！　これで[image: ]＋18Ｄなので……（ダイスを振る）えーっと、合計で[image: ]点！

ＧＭ：にひゃくにじゅうはちてん？

エルザ：はい（にっこり）。

ツヴァイ：さすが殺意様の先生だ（一同笑）。

ＧＭ：嵐あらしのような炎に焼かれ、ナグルファル＝ベリアルの身体はあちこちの鱗が剥はがれ、焼けただれていきます。しかし、まだその瞳ひとみには憎にくしみの光が灯っています。

ツヴァイ：まだ、ダメか。なら、ここで《カリキュレイト》を使用！　マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《エクシードショット》！（ダイスを振る）命中は28！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ツヴァイ：さっさと落ちろっ！　《ボルテクスアタック》を使用！　さらにフェイトを４点使って……（ダイスを振る）ぴったし[image: ]点のダメージ！　もちろん《テンポラリリペア》を使用しておく。




　魔導銃キヤリバーのリミッターを外し、限界を超こえた攻撃を行なうツヴァイ。魔導銃キヤリバーが悲鳴を上げ、その機能が停止する。ツヴァイはそれを無理矢理叩たたき起おこす。まだ決着はついていないのかもしれないのだ。




ツヴァイ：これでどうだ！

ＧＭ：「くっくく……。しょせん、人間の力はこの程てい度どか。残念だったな、ツヴァイ。我はまだ死んではおらぬぞ」ナグルファルは愉ゆ悦えつの言葉と共に、ニヤリと笑みを浮うかべる。

ツヴァイ：だ、だめか……。

ＧＭ：「さぁ、そこの機械人形や魔ま術じゆつ師しと共に滅ほろべ！　我が息子よっ!!」オリジナルのエネミー特殊能力《ベリアルの剣》を使用！　ツヴァイたちとエルザの間のスクウェアを指定して、そこに隣りん接せつする四つのスクウェアに攻撃する！

ダイン：しまった！　エルザさんに移動しておいてもらうの忘れてたっ!!　せっかくエネミー識別に成功していながら……不覚！

ＧＭ：命中は６＋５Ｄですが……（ダイスを振る）クリティカルはしない。なので《邪じや神しんの力》を使って、これをクリティカルに変へん更こうします。

ユンガー：一応、抵てい抗こうだけはしてみる。残りのフェイトを全部使って《インターフィアレンス》！　（ダイスを振る）だめだ！　クリティカルしない！




　ツヴァイ、ダイン、エルザの三人は回避判定を試みるも、誰だれもクリティカルはせずに回避は失敗してしまう。




ＧＭ：では、さらに《ベリアルの欠片：時間加速》を使用して、ダメージを＋10Ｄします。

ダイン：仕方ありません。ここはツヴァイを《カバーリング》して、私が生命の呪じゆ符ふを使いましょう。このラウンドはユンガー殿どのの攻撃だけになりますが、仕方ありません。

ツヴァイ：いや、《カバーリング》は必要ない！

ダイン：え？

ツヴァイ：まだオレのＨＰはフルにある。エルザさんに《サモン・アラクネ》にフェイトを使ってもらえばいけるはず！　ダインは《プロテクション》をみんなにかけてくれ！

エルザ：ううん。わたしはいいから、ツヴァイくんとダインくんの《プロテクション》にフェイトを使って。あと切り札を持っているのはツヴァイくんだけだから。

ダイン：……分かりました。ユンガー殿、それでいいですか？

ユンガー：あぁ、ここはツヴァイに任まかせた。

ＧＭ：では、ダメージを出します。《ベリアルの剣》の攻こう撃げき力りよくは60＋４Ｄです。これに＋11Ｄされますので、60＋15Ｄ！　ダメージは……（ダイスを振る）[image: ]点です！

ツヴァイ：よしっ！　ほぼ期き待たい値ちどおり。

エルザ：ケセドの杖を使って、《サモン・アラクネ》をツヴァイくんとダインくんに……（ダイスを振る）37点軽減です！（笑）

ツヴァイ：これでこっちは平気だ。あとはダインさえ、倒たおれなければ大丈夫。

ダイン：では、自分への《プロテクション》にフェイトを４点使って……（ダイスを振る）33点軽減。合計で70点軽減するので……大丈夫！　まだ戦闘不ふ能のうにはなりません。

エルザ：そしてわたしは戦闘不能になります。生命の呪符を使って、３点で回復！　ツヴァイくん、あとは任せました！

ＧＭ：「な、何？　この攻撃でもまだ倒れないだと！」とゆーか、ケセドの杖を使った《サモン・アラクネ》はかなりの想定外っ！

ダイン：では、《ジョイフルジョイフル》をツヴァイに。これで終わりにしてくださいよ。

ツヴァイ：任せろっ！《スマッシュ》《エクシードショット》！　命中は……（ダイスを振る）26！

ＧＭ：ダイスが減へらされるので、回避はできません！

ツヴァイ：ここでフェイトを４点使用！（ダイスを振る）合計で[image: ]点のダメージ！　いい加か減げんに────落ちろってんだっ！

ＧＭ：ツヴァイの渾こん身しんの一撃によるＨＰダメージは……89点。これで累るい計けい１０７８点！　古いにしえの魔獣ナグルファルはともかく、ベリアルはこれ以上のダメージに耐たえることができません。オルナが無理矢理に融ゆう合ごうさせたベリアルの剣──ノートゥングが、ナグルファルの身体から排はい出しゆつされ、床ゆかに転がり落ちます。それとともに再ふたたびナグルファルは石化していきます。

ツヴァイ：終わったのか？

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……。こんなところで…終わる……と………は…………」ノートゥングからかすかに聞こえるベリアルの声。しかし、ノートゥングが崩ほう壊かい、粒りゆう子しとなって消しよう滅めつしていくと共に、次第に聞こえなくなっていきます。

ユンガー：終わったな。

エルザ：終わりましたね。

ＧＭ：「……だが！」最さい期ごの力を振りしぼり、ベリアルがつぶやきます。「こ、これで……お前たちが、この…この結界から出ることは…………できなく、なったわけだ。そこで、世界が滅ぶ…さまを……見続け………るが……………い、い………………」

ツヴァイ：ちっ！　最期まで言いたいこと言いやがって……。




　嘲笑だけを残し、〝剣の王ノートウング〟ベリアルは完全に消滅した。

　だが、蘇った魔獣を守る結界が解かれることはなかった。

　希望は打ち砕かれ、誰もが沈黙するしかなかった。




エルザ：このまま黙って考えていても仕方ないですよ。どう？　ダインくんは何かアイデア思いついた？

ダイン：（両手を開き、肩を上げながら）思いついていたら、とっくに言っていますよ。

エルザ：ユンガーさんは？

ユンガー：今のところ、お手上げだな。

エルザ：はぁ～。ツヴァイくんは？

ツヴァイ：……。

エルザ：ツヴァイくん？

ツヴァイ：ＧＭ？　ちょっと確かく認にんしたいんだけど。この結界って、オルナかベリアルなら解とけるんだよな。

ＧＭ：はい。オルナは確かにそう言っていました。

ツヴァイ：だよな。でなければ、ナグルファルはここから出ることができないもんな。で、ベリアルじゃなくても、ベリアルに近い者でも平気かな？

ＧＭ：たとえば？

ツヴァイ：オレとか。

ダイン：なるほど。ベリアルの因いん子しを持っているツヴァイなら結界を解くことができるかも。

ＧＭ：試してみますか？（笑）

ツヴァイ：いや、たぶん無理だと思う。それだけだったら、あまりにも簡かん単たん過すぎるからな。でも、オレとアインならばどうだ？　オレたちはベリアルの折れたる剣なんだろ？　ふたりでひとつってわけにはいかないかな？（笑）

ＧＭ：「なるほど。それはいい考えですね」竜輝石のなかから、アインの意思が語りかけてきます（笑）。

ツヴァイ：おかしいと思ったんだよ。ここに来て、いきなりアインの登場だからな。何かあると思って、ずっと考えていたんだ（笑）。

ＧＭ：伏ふく線せんは第九話のオープニングから張はっていましたけどね。

エルザ：あっ！　オルナが言っていた、意い趣しゆ返しってセリフのこと？

ダイン：なるほど。どうやらオルナは、竜輝石にアインの意識が取とり込こまれていたことに気づいていたようですね。

ツヴァイ：そういうことかよ！　そこまで気がつくかって（笑）。まぁ、いいや。よし、アイン！　ここから出るぞ。お前の力を貸かしてくれ！

ＧＭ：その言葉に、アインがうなずくのをツヴァイは感じます。「分かりました。では、竜輝石に意識を集中してください。そして、そのまま結界の光に触ふれるのです」

ツヴァイ：ＯＫ。それじゃ、行くぜ！




〝剛健の竜輝石〟を左手に持ち、右手でゆっくりと結界に触ふれるツヴァイ。

　と、手の触れた場所から波は紋もんが同どう心しん円えん状じように生まれ、結界を構こう成せいしていた光を撫なでるように広がり、その光を消し去っていく。それと同時に、ベルリールを取り囲んでいた光の柱もひとつ、またひとつと溶とけるように消えていき、先ほどまでベルリールを覆おおっていた赤黒い光も同時に消えていく。

　ツヴァイたちが神しん殿でんから一歩外に出ると、そこには満天の星が広がり、煌こう々こうと輝かがやく三日月が見えていた。

「天に月、地に剣……か」

　剣のように輝く月を見上げて、ツヴァイがつぶやく。

　天上には剣のような月が浮うかび、大地には剣けん戟げきの音が響ひびき渡わたる──。

　このアルディオンでは、常つねに戦せん乱らんが起こっている。ついこの間まで、レイウォールとグラスウェルズがフェリタニアに攻せめ入いろうとしていた。いったい、いつになったら戦が起こらなくなるのだろうか。それは叶かなわぬ夢ゆめなのだろうか。

「ほら、迎むかえが来たぞ」

　ユンガーに促うながされて視し線せんを前に戻もどすと、そこにはグリーナ、レムナント、ヒュー、ヴァージニア、シャオリー、ジョリィといった、先ほどまでベルリールの街で戦っていた仲間たちがお互たがいに身体からだを支ささえながらこちらに歩いてくるのが見える。

　みな、身につけた鎧よろいは傷きずつき、手にした武ぶ器きも血や油で汚よごれている。彼かれらの戦いがどれほど激はげしいものだったかは明らかだ。

　彼らは己おのれのためではなく、ナグルファルと戦っていたツヴァイたちのために、そしてアルディオンのために戦っていたのだ。

「そうだよな。大切な人を守るための戦いなら……」

　抱きかかえているミリアの顔を、じっと見つめるのだった。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ユンガー──ノーデンスとして




ＧＭ：とゆ～わけで！　おめでとうございます。全員無事に生せい還かんしてのエンディングフェイズとなりましたっ!!

一同：わぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（笑）

ＧＭ：それでは、各ＰＣのエンディングと参りましょう。まずは〝黄金の狼おおかみ〟の隊長にして、ノーデンスとなったユンガーさんからです。

ユンガー：もちろん、そのままノーデンスとして活動し続けます（笑）。

ＧＭ：じゃあ、カテナ隊長の方は？

ユンガー：第九話で遠くから見つめていたので、それでＯＫです。彼女は彼女でバルムンクを追い続け、自分は自分でバルムンクを追い続けるのが格かつ好こういいかと思いまして。

ＧＭ：それでは、いつものようにノーデンスとしてエル・ウォーデンとグリーナの前にいることにしましょうか。

ユンガー：ええ。それでお願いします。

ＧＭ：では、場所はもちろん、あの謁えつ見けんの間。目の前には、エル・ウォーデンとグリーナがいます。「ユンガー、あなたに新たな任務を伝えます」

ユンガー：また、一二人衆の残党どもですか。

ＧＭ：「ええ。ただし、今回はかなり手強い相手です」

ユンガー：手強い……。どのような相手なのですか？

ＧＭ：「一二人衆最強といわれる〝半月斧バルデイツシユ〟のディーン」

ツヴァイ：『ファンブック』に出てきたあいつかよ（笑）。

ＧＭ：「その彼がアヴェルシア王家に伝わる秘ひ宝ほうを狙ねらって動き始めたとの情じよう報ほうがありました。現げん地ちにいるサイラスと合流し、そのまま彼と共に引き続きディーンの調ちよう査さをお願いします」

ユンガー：分かりました。すぐに向かいます。




　エル・ウォーデンとグリーナに一礼し、部屋を出て行くユンガー。

　ノーデンスとなった彼の戦いに終わりはない。だが、方法こそ違ちがえど、彼が〝隊長〟と慕したう女性と同じ道を辿たどることは、ユンガーにとって喜びであり、誇ほこりでもあるのだ。

　遠く白竜王国の許もとにいるであろうカテナ・アウレアのことを想いユンガーは、今日も戦い続ける。バルムンクを滅ほろぼすその日まで……。







◆Ending 02◆エルザ・ブルックス──黄金の狼おおかみ、銀の紋もん章しよう




ＧＭ：次はエルザさんのエンディングとなります。

エルザ：わたしはお店と学校があるので、そのままエストネルに残ることにします。

ＧＭ：アヴェルシアの竜輝石は？

エルザ：問題はそこなんですよね。今のところ、ピアニィはなんかすごいことやっているみたいだし、でもアヴェルシアの〝王威の竜輝石〟を持っていないのに、アヴェルシアに新しい王国を建てたりしたわけですからね。

ツヴァイ：本人は本当に知らなかったけどな（笑）。

エルザ：でも、エルザもそのことは知らないわけじゃないですか。なので、しばらくはフェリタニアの様子を静観しながら、シェルドニアン学園の臨りん時じ講こう師しをしたり、ブルックス商会のエストネル支し店てんの面めん倒どうをみたり、ユンガーさんのお手伝いをしたりしたいと思います。あ、あと。今回の〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟から始まった事じ件けんを一冊さつの本にまとめるのもいいかもしれませんね。『指輪物語』のなかで、ビルボが自分の冒ぼう険けん譚たんを『行きて帰りし物語』としてまとめたみたいに。

ＧＭ：あ、それ面おも白しろいですね。その本のタイトルはどうしますか？

エルザ：そうですね。じゃあ、こんな感じはどうですか？




　シェルドニアン学園──。

　アルディオン中の王族や貴き族ぞくといった有力者の子弟たちが通う、全ぜん寮りよう制せいの学校である。

　ここで学ぶことは多た岐きに渡わたる。一般教養はもちろん、アルディオンの地ち勢せいや歴史、神学、武器の扱いや魔術、戦術や戦略、さらには帝てい王おう学がくまでさまざまである。

　そのシェルドニアン学園の講師室にエルザ・ブルックスはいた。

　机の上にはいつ崩くずれてきてもおかしくないほどの書物が、うずたかく積まれている。

「やっぱり、ここの資し料りようだけだと難むずかしいか……。そういえばレギンが残したバルムンクについての資料、まだカムロートにあるのかな？」

　そんなことを考えていると、今すぐにでも見に行きたくなる。それにラドフォード伯はく領りようにも、ハロルドについての資料があったはず。もう駄目、このままだと執しつ筆ぴつが進まない！

「学園は研けん修しゆうとか調ちよう査さの目的でなんとかなるかな。お店の方もお願いしちゃえばいいし。まずはカムロートに行って……」

　今後の計画を練りながら、荷物をまとめ始めるエルザ。旅は慣なれたもので、あっというまに準じゆん備びは終しゆう了りようする。そして、最後に書きかけの本を大切に閉とじ、愛用のバッグにしまう。

　その本の表紙には、金の装そう飾しよくが施ほどこされた文字でこう書かれていた。




『黄金の狼、銀の紋章』と──。







◆Ending 03◆ツヴァイ＆ダイン──新たなる旅立ち




ＧＭ：次はツヴァイのエンディングです。

ユンガー：あ、そこはぜひお願いしたいことがあるんですけど。

ＧＭ：なんですか？

ユンガー：ツヴァイには、ぜひ〝黄金の狼〟の三代目隊長になって欲しいんですよ。

ツヴァイ：え？　オレ？

ユンガー：まぁ、もともと『アリアンロッド』のゲームデザイナーなんで、ルールとかデータにはくわしいじゃないですか。だから、クライマックスの戦闘での指し示じ出すところとかって、普通なのかもしれませんよね。

ＧＭ：まぁ、そうですよね。

ユンガー：でも、ユンガー的に見れば、あのときに──こいつ成長したな、って感じに思えたんですよ。ユンガーはノーデンスになってしまったので、もう〝黄金の狼〟として活動することはできないじゃないですか。だから、ぜひ隊長をツヴァイに継いで欲しいな、と（笑）。

ＧＭ：なるほど。どうします？　きくたけさん？

ツヴァイ：いいんじゃない。それ、面白いかも。最初傭よう兵へい隊の新入りだったツヴァイが、最後には隊長になるわけでしょ。サクセスストーリーとしては、いい感じじゃないかな（笑）。

エルザ：そういうことならミリアも〝黄金の狼〟に入隊させちゃいましょう！

ツヴァイ：（嫌いやそうに）えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?

ユンガー：確かにミリアはついてきそうですね。というか、ついてくるなと言われても絶ぜつ対たいについてくるタイプ？（笑）

ダイン：そういうことなら、私も一緒についていきましょう。もう、ツヴァイとはすっかり腐くされ縁えんみたいなもんですし。

ＧＭ：じゃあ、そういうことで決まり！

ツヴァイ：ちぇ！　まぁ、そういうことじゃ仕方ないか（笑）。
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　どうして、こんなことになってしまったんだろう。




　街道を歩きながらツヴァイは考えていた。

　右側には屈くつ強きような姿のエクスマキナ──名前はダイン。こうみえても、エストネル大だい神しん殿でんから聖せい騎き士しの称しよう号ごうを受けた立派な神官だ。かつては巡じゆん回かい神官としてアルディオン中を旅していたこともあって、知ち識しきも豊ほう富ふ。しかも錬れん金きん術じゆつにも長たけている。

　頭が固いところが難なん点てんといえば難点だが、慣なれてしまえばどうということはない。それに彼の斜ななめから見た視し点てんは物事を決けつ断だんするのに大いに役に立っている。

　問題は左側を歩いている女じよ性せいだ。

　年ねん齢れいは同じくらいのはずだが、髪かみ形がたや言こと葉ば遣づかいのせいか年よりも幼おさなくみえる。なにしろ自分のことを「ボク」と呼よぶやつなんて、そうはいない。一時期はがんばって「わたし」なんて言っていたが、今ではもうすっかりあきらめて「ボク」に戻ってしまった。

「どうしたのかな？」

　オレの視線に気づいたのか、その女性──ミリアローズ・ラドフォードは、オレの顔をのぞき込こむように身体を屈かがめて顔を近づけてきた。

　あまりのその近さにオレは顔を赤らめてしまい、それを見み破やぶられまいとしてそっぽを向く。旅の最中はこんな毎日が繰くり返かえされているから、困こまったもんだ。しかも、あの戦いのあと、オレの母さんと会ったわけだが、そこでふたりは意気投合。母さんの「ツヴァイをお願いします」という言葉のとおり、こうやって一緒についてきているというわけだ。

　こんな奇妙な組みあわせの三人──オレとダイン、そしてミリアは傭兵隊〝黄金の狼〟として活動している。

　初代のカテナ隊長のときは傭兵だけでも一〇〇〇人、その家族まで含ふくめると五〇〇〇人ほどの大きな傭兵隊だった。ルーパスディルという街に拠点を構かまえていたくらいだ。

　もっとも、〝アヴェルシアの服属〟のときに傭兵隊は全ぜん滅めつしてしまい、〝黄金の狼〟は事実上の解かい散さんとなってしまった。でも、そんな危機のなか、オレたちを率いてくれたのが二代目の隊長ユンガーだ。傭兵隊としての規き模ぼは今とそんなに変わらない。〝炎ほのおの申し子〟なんて危ないふたつ名を持っているエルザ・ブルックスがほかにいたくらいだ。

　そして、何の因いん果がか三代目を引き継ぐことになったのがオレ──ツヴァイで、ダインやミリアと共にフリーの傭兵として旅をしているわけだ。

　実は今でも戦う理由はよく分からない。

　国のためとか、世界のためとか、そんな仰ぎよう々ぎようしい理由で戦っているやつらは大おお勢ぜいいる。でもオレは、誰か大切な人を守るために戦えれば、それでいいんじゃないか──そんなふうに思うことがある。

　そして、それを確たしかめるためにオレは旅を続け、戦いを続けているのかもしれない。




　いつか、その答えが見つかる日を信じて……。







『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

黄金の狼、銀の紋章　Fin.
















ＥＰＩＬＯＧＵＥ




　帝てい紀き八一三年一〇月──。

　フェリタニア・メルトランド連合王国のレイウォール王国への侵しん攻こう、いやオーギュスト王解かい放ほうによって、アルディオンの情じよう勢せいは大きく変化した。

　その一方、グラスウェルズ王国は、現げん国こく王おうのフィリップと王位継けい承しよう権けん第一位を持つエダム公アンリとの内ない乱らんにより、いまだ事じ態たいは混こん迷めいを極めていた。

　そんななか、エストネル王国のノーデンスにひとつの知らせがもたらされた。

「ユンガー、グラスウェルズ王国にて大きな動きがありました」

　白はく亜あの謁えつ見けんの間にて、ユンガーはエル・ウォーデン王とグリーナ・デュランタリエよりその知らせを受けていた。

「内乱の情勢に変化でも？　しかし、内乱を扇せん動どうしたのがバルムンクとの噂うわさがありながらも、その確かつ固こたる証しよう拠こもなく、今回の件けんに関してはしばらく静観するという結けつ論ろんが出されたと聞いておりますが」

「そう、彼らは穢けがれた〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟をフィリップ王より奪うばい、かの国に内乱を引き起こすことに成功しました。そして、このままではエダム公アンリの勝利は揺ゆるがない」

「なぜ？　ピアニィ女王の策さくによりベルフトは撤てつ退たいし、危き機きは去ったはずでは？」

「そのとおりです。しかし、不ふ測そくの事態が発生してしまいました」

「不測の事態？」

「ピアニィ女王は急ぎ、勝ちすぎてしまったのです。これにより、事態は思わぬ方向に動き始めてしまいました。当事者たちも予測をしないほどの……。エストネルは、エダム公アンリがグラスウェルズの王位につくことを望んでいません。そう、彼はあまりにもバルムンクに近すぎる」

　グリーナは一息つくと、ユンガーの顔をじっと見つめた。

「確か、あなた方のかつての隊長カテナ・アウレアが、現げん在ざいグラスウェルズ王国の軍ぐん師し補ほ佐さの任にんに就ついていたはず。彼女にこの危機を知らせていただきたいと思います」

「しかし、この問題はグラスウェルズ内部の問題。エストネルが介かい入にゆうするわけには……」

「そのとおりです。ノーデンスのあなたが動くわけにはいかない。ですから、あなたの人脈を使って、この危機をグラスウェルズに知らせて欲ほしいのです」




　バルムンク創そう成せいのひとり〝剣の王ノートウング〟ベリアルが亡なくなったとはいえ、いまだバルムンクの活動は続いている。ユンガーはバルムンクの深しん淵えんのごとき根の深さを、いまさらながら思い知るのであった。
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「それは帝てい紀き八〇八年五月のことだった……まる」

　傭よう兵へい隊〝黄金の狼おおかみ〟が遭そう遇ぐうした出来事を書きまとめていたエルザ・ブルックスは、ウィルフレッド王子誕たん生じようのところまで書き終えたところで、両手の指を組むと椅い子すに身体からだをあずけて大きく伸のびをする。

「やっぱり実家にいるとお店の手伝いが忙いそがしくて、あまり進まないわ」

　ひさしぶりの自室でそんなグチをこぼすエルザ。

　ベルリールでのナグルファル＝ベリアルとの戦いのあとも、さまざまなことがあった。ピアニィ陛へい下かのお母上──ティナ・アヴェルシアの残した遺い産さんを巡めぐってバルムンクと戦ったこともあったし、先日も実家のピアニィ陛下戦勝バーゲンセールの手伝いで、そりゃあ目の回る思いをした。

　エストネルには機会を見つけて戻もどってはいるものの、学校や店の方もあまり放っておくわけにはいかないし、ナグルファルについて調べることは調べたから、そろそろ一度戻った方がいいかもしれない──エルザは椅子にもたれかかったまま天てん井じようをじっと見つめ、そんなことを考えていた。

　でも……。

　そう、気になるのはサイラスから聞いたベネットだ。エリンディル大陸からやってきたヴァーナの女じよ性せいで、向こうでは英えい雄ゆうとまで呼よばれていた人物らしい。実じつ際さい、アルくんに限かぎらず、彼女と行動を共にした人から聞いた話によれば、その名にふさわしい人物であることは間ま違ちがいないようだ。エルザ自身も彼女と出会って、それは感じ取っていた。もっとも、妙みように抜ぬけた行動を取ることの方が多いらしいけど……。

　そして、そのベネットと共に行動しているピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。彼女はこのフェリタニア王国を、いやアルディオン大陸をどこに導みちびこうとしているか……。

　そんなことを考えながら、エルザは懐ふところからアヴェルシアの〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を取り出すと、ランプにかざしてみる。しかし、ランプの灯あかりが映うつるだけで、竜輝石は何も応こたえてくれない。エルザがあきらめのため息をついたとき──。

「エルザ！　お客さんよっ!!」

　下から母エルゼリエが呼よぶ声が聞こえた。

　そこでエルザを待っていたのは、彼女が所しよ属ぞくしていた傭兵隊のかつての隊長──今はノーデンスとなったユンガーだった──。







Elsa's story is to be continued in "Arianrhod Saga Replay Break".







あとがき




　帝てい紀き八〇七年。『無印』が始まる五年前を舞ぶ台たいとしてスタートした、傭よう兵へい隊〝黄金の狼おおかみ〟の物語──『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』はこれで終しゆう了りようとなります。

　この『アクロス』シリーズは、一巻かんのまえがきでも書いたとおり、『アリアンロッド』をプレイしたことがない人の参考になるようにという意図で企き画かくされました。ＴＲＰＧの経けい験けんのない[image: ]村清子よしむら・きよこさん、経験はあるけど『アリアンロッド』をほとんどプレイしたことのない矢薙直樹やなぎ・なおきさんのおふたりに参加していただいたのもそのためです。

　また、『アリアンロッド・サガ』という戦記物を遊ぶための一例として過か去この時代を扱あつかったり、各かく巻かんでのシナリオにいろいろと工夫を凝こらしたりもしてみました。これらが、『アリアンロッド・サガ』のシナリオを作るときの参考になれば、著ちよ者しやとしてはうれしい限かぎりです。




　それでは、恒こう例れいとなりました本書のシナリオの解かい説せつです。いつものように本ほん編ぺんのネタバレにあたる部分もありますので、まずは本編をお読みになってから、このあとがきを読むようにしていただければと思います。




第九話「宿命と使命のカノン」

『アクロス』四巻のエンディングを受け、ツヴァイの身体にベリアルの精せい神しんが宿ったところからスタートとなった第九話。そのままツヴァイが敵てきになると思われた方も多かったようです。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．へのメールや、イベントでお会いした方などからは、「ツヴァイがラスボスになるんですか？」とかなり訊きかれました。

　それもある意味では面おも白しろいとは思いますが、ツヴァイのキャラクター性せいから考えて、仲間に追われながらも解かい決けつ策さくを見つけるという方がより彼らしいと思い、今回のようなシナリオとなりました。

　とはいえＴＲＰＧはＰＣの行動によって、その展てん開かいが大きく変わります。一いち応おう、ミリアを使ってツヴァイを助けにはいきましたが、あそこでツヴァイが牢ろう屋やに残るという選せん択たくを取った場合、物語の展開は大きく変わっていたはずです。

　ベリアルの結けつ晶しよう体たいを破は壊かいせずに、その精神だけをツヴァイから切きり離はなす方法を見つけるのか。それとも妥だ協きよう点てんを見いだすことができずにツヴァイとユンガーが戦い合うことになってしまうのか。今となっては分かりませんが、そのような結末もあったかもしれません。

　しかし私としては、もっとも〝黄金の狼おおかみ〟らしい解決策を見つけてくれたのではないかと思っています。「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず」とはいいますが、彼らにはこのくらいの奇き抜ばつさが似に合あっているのではないでしょうか（笑）。

　なお、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の封ふう印いんを解とくための鍵かぎとなった指輪ですが、あれはもともとはあの地下倉庫の扉とびらを開けるための物として用意したものです。

　一巻でダムドリングを解説しているとき（『アクロス①』二一三ページ）から、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の設せつ定ていは考えていましたし、それがフェリストルの地下に眠ねむっていることも決めていました。

　ただ、ひとつの問題はその扉の前にＰＣたちが行かなかったこと──でしょうか（笑）。まぁ、あれは私が地下水路の地図を作るときに失敗したことが原げん因いんですので、自業自得といえばそうなのですが、一応今回あとづけとはなりましたが指輪も使うことができました。地下水路で見つけた指輪だけに、キャンペーンプレイではよくあることだよね──と、水に流していただければと思います。




第一〇話「狼と剣つるぎのフィナーレ」

　そして最終回です。最終回前にラスボスを倒たおして平和が戻もどった──と思ったら！　という定番な物語にしてみました。多少ギミックは施ほどこしていますが、クライマックス前も次々と試練を突とつ破ぱしていくという、こちらも定番な展開です。

　一切の小細工はなし！　力と力の激突っ!!　ということを考えていたのですが……エルザがケセドの杖つえを買ったことにより、一気に砕くだかれることとなりました（笑）。

　メインアタッカーであるエルザの武ぶ器きは魔ま法ほうですし、そもそもツヴァイは武器を買う必要がない。回かい復ふく用のＨＰポーションもダインがいるので節約できる。そんな状じよう況きようで前ぜん巻かんからずいぶんと節約していると思っていたら──本編のとおりとなりました。

　もっとも、スクウェア戦せん闘とうを使用したナグルファル＝ベリアルの演えん出しゆつにはプレイヤー全員に驚おどろいていただきました。位置や距きよ離りが明めい示じされるスクウェア戦闘は、抽ちゆう象しよう的てきにキャラクターを扱あつかう基き本ほんルールの戦闘とひと味違ちがう楽しみがあります。今回はそれを利用したわけですが、こういうことがあるから、ＧＭはなかなかやめられないわけですね（笑）。

　なお、この話に登場したナグルファルは封印の一角が解とけた状じよう態たいということで、その能のう力りよくのすべてを取とり戻もどしたわけではありません。ベリアルの力を取とり込こんだとはいえ、ミリアひとり分の封印しか解とけていないわけです。ですから、その力は四分の一から五分の一といったところでしょう。

　本編では書かれていませんが、ツヴァイたちはナグルファルに取とり憑ついたベリアルを倒しただけで、ナグルファルを倒したわけではありません。ナグルファルは再ふたたび封印された状態で石に戻ってしまっただけです。ナグルファルの召しよう喚かんに使用した異い界かい祭さい祀し書しよ（『タクティクスガイド』一一九ページを参照）の行方ゆくえもしれませんし、残りの封印がすべて解けて再びナグルファルが蘇よみがえるかもしれません。このエピソードについては、読者のみなさんにお任まかせいたします。自由にシナリオネタとして使ってくださいませ。

　それと前巻に引き続き登場したレムナントについて。彼が魔ま討とう剣けん〝蘇そ合ごう剣けん──輝かがやく牙きば〟を所持している〝聖せい戦せん士し〟ユースタスであることが明らかになったことで、魔討剣の在あり処かがまたひとつ明らかになりました。こちらもシナリオネタとしてご利用ください。レムナントは、ナグルファル復活を防ぐため、今でもベルリールを見守っています。

　そして、そしてすでにエピローグをお読みになって分かるとおり、魔族ベリアルを巡めぐる〝黄金の狼〟の戦いは終わりましたが、彼らの戦いはまだ終わっていません。その一いつ環かんとして、エルザ・ブルックスが『ブレイク』四巻、さらに『無印』六巻に登場することが決定しました！　しかも、ＮＰＣとしてではなく、[image: ]村さん本人がエルザのプレイヤーとしての参加になります。ご期待ください！

　なお、カテナと再会するシーンのイラストに描かれているエルザの服装ですが、『無印』と違って『アクロス』五巻のものになっています。どうしようか悩んだのですが、やはり最新のものに合わせた方がよいだろうとの判断です。ご了承ください。
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　さて、最初にも書いたとおり〝黄金の狼〟の物語はこれで終わりとなりますが、『アリアンロッド・サガ』はまだまだ続きます。

　すでに、エルザが講こう師しを務つとめているエストネル王国のシェルドニアン学園を舞台とした、緑谷明澄りよくや・あきすみによる新リプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』が発売になっていますし、同じくシェルドニアン学園を舞台としたコミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』の一巻がアスキー・メディアワークスより発売されています。

　これらの『アリアンロッド・サガ』のひとつのエピソードとして楽しんでいただければと思います。

　そして！　先ほどにも書いたとおり、今春にはエルザの登場する『アリアンロッド・サガ・リプレイ』六巻、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』四巻の同時発売が待ちかまえています。グラスウェルズ王国の内ない乱らんという事じ態たいにＰＣたちはどう立ち向かうのか。エルザの活かつ躍やくと共に、そちらも楽しみにお待ちくださいませ。

　それからエリンディルでも新たな展開があります。

　この『アクロス』五巻が発売された次の月に、エリンディルの東方世界を舞台としたリプレイ『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』シリーズの第一巻が発売予定となっています。著者は『レジェンド』シリーズでお馴な染じみの丹藤武敏たんどう・たけとし。『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』でファムのプレイヤーを担たん当とうした声せい優ゆうの小こ島じまめぐみさんを迎むかえてのリプレイとなります。同時期には、この東方世界のガイドブック『エリンディル東方ガイド』も発売される予定となっています。こちらもご期待ください。




　さて、そろそろ紙面が少なくなってまいりました。

　いつものことではありますが、最後に謝しや辞じを述のべさせていただきたいと思います。

　プレイヤーとして参加していただいた矢薙直樹やなぎ・なおきさん、[image: ]村清子よしむら・きよこさん。イラストを担当してくださった植田亮うえだ・りようさん、武ぶ礼れい堂どうの村むら正まさみかどさん。本シリーズの制せい作さくに関わってくださった富ふ士じ見み書しよ房ぼう、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．すべてのスタッフへ。みなさんのおかげで、最後まで走りきることができました。本当にありがとうございました。

　そして、本書を手にとってくださった読者の方へは格かく別べつの感かん謝しやを。一巻から二年ちょっとの間、おつきあいいただき、ありがとうございました。『アクロス』は完結となりますが、ほかの『アリアンロッド・サガ』はまだ終わりません。引き続きよろしくお願いいたします。

　それでは、次の作品でお会いできることを楽しみに。







二〇一〇年一二月　久保田悠羅くぼた・ゆうら







※注意：「アルディオンの勇者募集」は文庫版発売当時に開催されたもので、すでに終了しています。宛先なども当時のもので、現在は異なっています。当時の記録を残す目的で掲載しています。
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